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 国立教育政策研究所では，諸外国の教育改革の最前線で活躍する専門家を招き，各国の経験か
ら学び，我が国の教育改革に活かすことを目的として，平成 13 年度より教育改革国際シンポジ
ウムを開催しています。平成 27 年度は「初等教育段階における英語教育を考える～グローバル
人材の育成に向けて～」をテーマに，平成 28 年 1 月に東京で開催しました。 
 社会の急激なグローバル化が進展する中で，国際的に活躍し，我が国の成長の牽引（けんいん）
力となる「グローバル人材」の育成は急務であり，こうした背景から，政府の各方面でグローバ
ル人材育成に関する各種提言が出されています。こうした提言などを受け，文部科学省では，英
語をはじめとする外国語教育の強化に取り組んでおり，特に小学校における英語教育に関しては，
現在５年生から行われている外国語活動の導入学年の早期化や，教科化などについて検討を進め
ているところです。 
 今回のシンポジウムは，こうした状況の中で，小学校における英語教育に関する政策の動向を
はじめ，その成果や課題，今後の英語教育の在り方について，国内外の先進事例を共有し，これ
からの学校現場において求められる取組について知見を広げ，議論を深めることを目的に開催い
たしました。 
 シンポジウムでは，グローバル人材育成と小学校における英語教育に関する基調講演の後，台
湾，タイ，フィンランド，岐阜県のパネリストからの発表を踏まえたパネルディスカッションが
行われ，我が国の教育改革に向けた様々な議論や取組に示唆を与える良い機会となりました。 
 本書はシンポジウムの内容をまとめたものです。参加いただいた皆様にあらためて感謝申し上
げるとともに，本書によりその内容が更に多くの方々に広がり，教育に携わる全ての関係者に御
活用いただければ幸いに存じます。 
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国立教育政策研究所長 
 河村 潤子 
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1
多忙の中，本シンポジウムの御出席を賜り，心からお礼を申し上げます。 
 まず第 1 部，基調講演は，文部科学省「英語教育の在り方に関する有識者会議」の座長をお務めにな
り，現在は中央教育審議会委員として，新しい教育課程の検討に参画していただいておられる，上智大学
言語教育研究センター長の吉田研作先生より御講演を頂きます。 
続きまして，台湾，タイ，フィンランド，岐阜県から，各国・地域における英語教育の取組について，
御発表いただきたいと思います。台湾，タイ，フィンランドは，日本と同じく，英語とは異なる言語体系
の日常語を使用しており，また，小学校低学年，又は中学年からの英語教育を早くから導入している国・
地域であります。 
台湾の取組は，台北教育大学で英語教育を専門とされている，ヤミン・タイ副教授より御紹介いただき
ます。 
タイの取組は，シーナカリンウィロート大学で英語教育を専門とされており，タイ教育省でカリキュラ
ム開発に携わられた経験をお持ちの，ポンピモン・プラソンポーン先生より御紹介いただきます。 
フィンランドの取組は，フィンランド国家教育委員会参事であり，コア・カリキュラムの検討に参画さ
れている，アヌ・ハルバリ先生より御紹介を頂きます。 
岐阜県は，文部科学省及び，県教育委員会指定の英語拠点校区事業を行うなど，低学年から英語教育を
導入し，国内で先進的な取組を行っている自治体です。この取組は，岐阜県教育委員会で外国語教育担当
の指導主事として，岐阜県の小・中学校における英語教育の充実改善に従事されている，山田誠志先生よ
り御紹介いただきます。 
こうした国・地域の取組について御紹介いただき，その成果や課題を共有することで，我が国の英語教
育に対する示唆を頂きたいと考えております。 
 第 2 部，パネルディスカッションでは，高校の英語教員としての勤務や，教科調査官として学習指導
要領の改訂に従事した経験をお持ちである，関西外国語大学の新里眞男教授にコーディネーターをお願
いしております。 
各国・地域の専門家からの御発表を基に，御登壇の皆さまにより，今回のシンポジウムのテーマであ
る，初等教育段階における英語教育について，更に議論を深めていただきたいと思います。 
日本国内では，国だけではなく，教育委員会，学校においても，英語教育の改革に向けた様々な議論や
取組が行われており，本シンポジウムから得られる示唆は極めて大きいと考えております。本シンポジ
ウムが，子供たちが豊かな語学力を身に付け，グローバル人材として国際社会へ羽ばたくことに寄与す
ることを期待いたしまして，主催者としての御挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいた
します。 
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（国立教育政策研究所長） 
 
●報告書作成に当たり，当日の発言内容に修正を加えていることがあります。 
●所属団体，職名は 2016年 1月 19日現在のものです。 
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こんにちは。国立教育政策研究所 平成 27 年度教育改革国際シンポジウムの開催に当たり，主催者を
代表いたしまして御挨拶申し上げます。 
このシンポジウムは，諸外国の教育改革・研究の最前線で活躍されている専門家の方々をお招きし，各
国の経験から学び，我が国の教育改革の実践に生かしていくことを目的として，平成 13 年度から開催し
ております。 
本年度は，昨今の教育改革の動向を踏まえ，「初等教育段階における英語教育を考える～グローバル人
材の育成に向けて～」をテーマといたしました。今回のテーマに，興味・関心をお持ちいただきました教
育委員会，学校関係者を含めまして，約 400 名の御登録を頂いております。誠にありがとうございます。
 社会の急激なグローバル化が進展する中では，国際的に活躍し，我が国の成長の牽引（けんいん）力と
なるグローバル人材の育成は急務となっております。こうした背景から，政府の各方面でグローバル人
材育成に関する各種提言が出されておりますけれども，そこではグローバル人材に求められる資質とし
て，主体性・積極性，異文化に対する理解などのほか，語学力・コミュニケーション力が挙げられており
ます。 
こうした提言などを受け，文部科学省では，英語をはじめとする外国語教育の強化に取り組んでおり，
特に小学校における英語教育に関しては，現在 5 年生から行われている，外国語活動の導入学年の早期
化や，教科化などについて検討を進めているところでございます。 
昨年 8 月，中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程企画特別部会により取りまとめられました論
点整理では，「中学年から『聞く』『話す』を中心とした外国語活動を通じて外国語に慣れ親しみ，外国語
学習への動機付けを高めた上で，高学年から発達段階に応じて 4 技能を総合的・系統的に扱う教科学習
を行うことが求められる。」とされており，現在，中央教育審議会の下に設置されたワーキンググループ
において，専門的な検討が取り進められているところでございます。 
また，国立教育政策研究所としても，こうした検討に資するため，本年度より，プロジェクト研究「小
学校英語教育に関する調査研究」を開始したところでございます。本日，参考資料として配付しておりま
すが，研究開発学校及び教育課程特例校で行われている先進的な取組の状況について調査を実施し，速
報値として取りまとめたところでございます。 
 こうした状況の中で，小学校における英語教育に関する政策の動向を始め，その成果や課題，指導方法
や指導者の在り方などについて，国内外の先進事例を共有し，これからの学校現場において求められる
取組について知見を広げ，議論を深めることはとても重要であると考えております。 
今回のシンポジウムでは，国内外から 6 名の先生方をお招きしております。先生方におかれては，御
開会挨拶
国立教育政策研究所長 
大 槻 達 也
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台湾の取組は，台北教育大学で英語教育を専門とされている，ヤミン・タイ副教授より御紹介いただき
ます。 
タイの取組は，シーナカリンウィロート大学で英語教育を専門とされており，タイ教育省でカリキュラ
ム開発に携わられた経験をお持ちの，ポンピモン・プラソンポーン先生より御紹介いただきます。 
フィンランドの取組は，フィンランド国家教育委員会参事であり，コア・カリキュラムの検討に参画さ
れている，アヌ・ハルバリ先生より御紹介を頂きます。 
岐阜県は，文部科学省及び，県教育委員会指定の英語拠点校区事業を行うなど，低学年から英語教育を
導入し，国内で先進的な取組を行っている自治体です。この取組は，岐阜県教育委員会で外国語教育担当
の指導主事として，岐阜県の小・中学校における英語教育の充実改善に従事されている，山田誠志先生よ
り御紹介いただきます。 
こうした国・地域の取組について御紹介いただき，その成果や課題を共有することで，我が国の英語教
育に対する示唆を頂きたいと考えております。 
 第 2 部，パネルディスカッションでは，高校の英語教員としての勤務や，教科調査官として学習指導
要領の改訂に従事した経験をお持ちである，関西外国語大学の新里眞男教授にコーディネーターをお願
いしております。 
各国・地域の専門家からの御発表を基に，御登壇の皆さまにより，今回のシンポジウムのテーマであ
る，初等教育段階における英語教育について，更に議論を深めていただきたいと思います。 
日本国内では，国だけではなく，教育委員会，学校においても，英語教育の改革に向けた様々な議論や
取組が行われており，本シンポジウムから得られる示唆は極めて大きいと考えております。本シンポジ
ウムが，子供たちが豊かな語学力を身に付け，グローバル人材として国際社会へ羽ばたくことに寄与す
ることを期待いたしまして，主催者としての御挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願いいた
します。 
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大槻 達也 
（国立教育政策研究所長） 
 
●報告書作成に当たり，当日の発言内容に修正を加えていることがあります。 
●所属団体，職名は 2016年 1月 19日現在のものです。 
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ていいと思います。 
 ここでのポイントは何かというと，これだけ上がったわけですよね。つまり学力的に言うと，これは 15
歳の日本の高校生の得点ですけども，OECD 34 か国の中で 1 位 2 位っていうものすごく高い成績を収め
ているわけで，学力的に非常に高いっていうことが分かるんですね。にもかかわらず，よく出てくるデー
タですけども，TOEFL iBT の，アジアの大体 30 か国の結果だけですけれども，これを見てみると，120
点満点で日本人の平均が 70 点である。70 点というと，アジアの中で大体ざーっと見ていって，70 点よ
り低いのはほとんどないと思うんですが，多分下から 4 番目か 5 番目ぐらいかなあと思います。非常に
低いことが分かる。 
中でも異常に目立って低いのが，スピーキングの 17 点ですね。30 点満点で 17 点。ずーっと見てくだ
さいね。17 点なんてどこを探してもないですよね，日本が一番低いという結果が出ている。 
もう一つは，ライティングに関しても 18 点ですね。これずーっと見てみると 18 点他にはありますけ
ども，17 点は見当たりませんね。ということは，やっぱりライティングに関しても，このアジアの国の
中で一番低い。学力があんなに高いにもかかわらず，なぜ語学力だけがこんなに弱いんだろうという。や
っぱりすごく気になるところなわけです。 
2014 年秋に，文部科学省が，7 万人の高校 3 年生を対象に，4 技能テストを実際実施したわけですが，
これは CEFR というヨーロッパ共通参照枠の A1，A2，B1，B2 というレベルですので，大体英検でいえ
ば A1 が 3 級ぐらいですね，A2 が準 2 級ぐらい，B1 が 2 級ぐらい，B2 が準 1 級ぐらいのレベルだと。
おおよそそういうレベルと考えてください。その結果，7 万人の高校 3 年生の結果はというと，一番大き
な山がここにあるわけですね。つまり，平均点というのは大体この辺りかなというふうに分かると思い
ますが，大体英検 3 級から準 2 級にいくちょうど境目ぐらいかな。 
大体今までの文部科学省のデータを見ても，高校生で英検準 2 級が取れるのは，約 30 パーセントと言
われてますので，ほぼそれに一致するのかな。でも高校 3 年といったら，もう目の前に受験があるにもか
かわらず，リーディングというのは一番大事なはずなのにもかかわらず，まだこの辺りしか取れてない
というわけですね。 
リスニングに関しても同じように一番の山はやはりこの辺ですね。もうちょっと広がってますが，大体
英検 3 級から，ひょっとすると準 2 級になるかなという程度の力しか示してない。この二つに関しては
受験に出ますので，まだこのぐらいの点数になってるわけですね。この間あったセンター試験にも，一応
リスニングは入っていますね。ところが，極端に日本の大学の入試で欠けてるのは，ライティングとかス
ピーキングで，そこを見ると受験勉強で全くやってませんので，先生も教えてないということはあるん
だと思うんですが，このテストを受けた人たちの 30 パーセントは 0 点，全く書けていないという結果に
なったわけですね。 
もう一つは，スピーキングに関しても見ていただくと，これが A1 ですから 3 級ということでしょう。
大体この 3 級の下の方にようやく山があるかなあというところですね。このスピーキングも当然入試に
出てこないわけですね。つまり，入試に出てこないと結局授業でやらない，やらないから力が全く発揮さ
れない。でも入試に出る科目でさえも，スキルであっても結果的にはそれほど高い結果は見られない。な
ぜ他の教科はできるのに，語学力だけはこういう低いレベルでとどまっているのだろう。やっぱりこれ
はすごく考えなきゃいけないところじゃないかと思います。 
 もう一つよく言われる，内向きの日本人ということですが，これは平成 8 年からずーっと高校生の海
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基調講演 
吉田 研作  
（上智大学特任教授，言語教育研究センター長） 
「これからのグローバル人材育成と小学校における英語教育」 
 
各国・地域からの発表 
①【台湾】ヤミン・タイ＊ 
（台北教育大学 副教授） 
「台湾の初等教育段階での英語教育」 
 
②【タイ】ポンピモン・プラソンポーン＊  
（シーナカリンウィロート大学 講師） 
  「タイの初等教育段階での英語教育」 
 
③【フィンランド】アヌ・ハルバリ＊ 
（フィンランド国家教育委員会 参事） 
  「言語の学びと教えの変容 
―フィンランドにおけるコア・カリキュラムの改善―」 
 
④【岐阜県】山田 誠志 
（岐阜県教育員会学校支援課 指導主事） 
  「小中学校を通じた系統的な英語教育の実現に向けて」 
 
 
 
●＊印がついている講演者は，当日英語で講演を行っており，本原稿は仮訳です。 
●報告書作成に当たり，当日の発言内容に修正を加えていることがあります。 
●所属団体，職名は 2016年 1月 19日現在のものです。 
●講演者の講演資料は，国立教育政策研究所のホームページにて御覧いただけます。 
http://www.nier.go.jp/06_jigyou/symposium/i_sympo27/index.html 
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こんにちは。国立教育政策研究所 平成 27 年度教育改革国際シンポジウムの開催に当たり，主催者を
代表いたしまして御挨拶申し上げます。 
このシンポジウムは，諸外国の教育改革・研究の最前線で活躍されている専門家の方々をお招きし，各
国の経験から学び，我が国の教育改革の実践に生かしていくことを目的として，平成 13 年度から開催し
ております。 
本年度は，昨今の教育改革の動向を踏まえ，「初等教育段階における英語教育を考える～グローバル人
材の育成に向けて～」をテーマといたしました。今回のテーマに，興味・関心をお持ちいただきました教
育委員会，学校関係者を含めまして，約 400 名の御登録を頂いております。誠にありがとうございます。
 社会の急激なグローバル化が進展する中では，国際的に活躍し，我が国の成長の牽引（けんいん）力と
なるグローバル人材の育成は急務となっております。こうした背景から，政府の各方面でグローバル人
材育成に関する各種提言が出されておりますけれども，そこではグローバル人材に求められる資質とし
て，主体性・積極性，異文化に対する理解などのほか，語学力・コミュニケーション力が挙げられており
ます。 
こうした提言などを受け，文部科学省では，英語をはじめとする外国語教育の強化に取り組んでおり，
特に小学校における英語教育に関しては，現在 5 年生から行われている，外国語活動の導入学年の早期
化や，教科化などについて検討を進めているところでございます。 
昨年 8 月，中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程企画特別部会により取りまとめられました論
点整理では，「中学年から『聞く』『話す』を中心とした外国語活動を通じて外国語に慣れ親しみ，外国語
学習への動機付けを高めた上で，高学年から発達段階に応じて 4 技能を総合的・系統的に扱う教科学習
を行うことが求められる。」とされており，現在，中央教育審議会の下に設置されたワーキンググループ
において，専門的な検討が取り進められているところでございます。 
また，国立教育政策研究所としても，こうした検討に資するため，本年度より，プロジェクト研究「小
学校英語教育に関する調査研究」を開始したところでございます。本日，参考資料として配付しておりま
すが，研究開発学校及び教育課程特例校で行われている先進的な取組の状況について調査を実施し，速
報値として取りまとめたところでございます。 
 こうした状況の中で，小学校における英語教育に関する政策の動向を始め，その成果や課題，指導方法
や指導者の在り方などについて，国内外の先進事例を共有し，これからの学校現場において求められる
取組について知見を広げ，議論を深めることはとても重要であると考えております。 
今回のシンポジウムでは，国内外から 6 名の先生方をお招きしております。先生方におかれては，御
開会挨拶
国立教育政策研究所長 
大 槻 達 也
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このような場にお招きいただきまして，本当に光栄に思っております。今日は私自身も，日本の現状だ
とか，日本における今の文部科学省の動向については，いろんな所でお話しさせていただいてますので，
私の話というのはもう御存じの方かなりおられると思うんですけれども，それをベースにしていろんな
他の地域の先生方の取組を見ていただき，日本の教育をどう変えていけばいいのか，そのお膳立てがで
きればいいのかなというふうに思ってます。一つよろしくお願いいたします。 
 小学校英語を語るときにどうしても考えなきゃいけないことは，何で小学校からかっていうこともあ
るんでしょうけれども，小学校英語というのが，日本の英語教育全体の中で，どういう位置付けにあるか
ということ，そこのところをきちんと捉えておく必要があると思うんですね。よく小学校英語という話
になったときに，小学校英語のことしか話さないと，それだけだと余り日本の英語教育全体の中での位
置付けや意味合いがどうしても薄れてしまうので，まず日本の現状を全体として少しお話をさせていた
だき，そしてその中での小学校英語の位置付けについて，後半の部分でお話をさせていただきたいと思
います。 
 最初に，よく言われる日本人の内向き志向であるとか，あるいは語学力のなさ，あるいは自信のなさと
いうのが，一体本当なのかどうか，どのような状況なのかを見てみたいと思います。これはいきなり英語
ではなくて，PISA の国際学力調査の結果ですよね。ここのところで，かなり皆さんがいろんな意味で問
題とされたのは，日本人の読解力であるとか，あるいは数学的リテラシーや，科学的リテラシーはこの辺
りで落ちたんですよね。非常に急激に落ちた。それが，ある意味では当時 2003 年から始まったゆとり教
育の影響だというふうなことが言われて，そして，新しいカリキュラムでもっと基本的な内容を増やさ
なくてはいけないというような議論がされたわけですが，よくよく考えてみると，ここで落ちたのは，ゆ
とり教育はここからしか始まってませんから，その前の教育の結果なんですよね。つまり，詰め込み教育
の結果がこれだと考えていただければいいんじゃないかと思うんです。むしろ，ゆとり教育というのは
2003 年から 2011 年まであったわけですけども，この結果が挽回（ばんかい）してるこの点数に反映され
てるのかなあと思います。 
現在，新しい学習指導要領を考える上で，キーワードとなっている，アクティブ・ラーニングという言
葉がございます。このアクティブ・ラーニングというのは何かというと，実をいうとゆとり教育でやろう
としてたことだと私は思っています。ですから，どういうことかというと，やっぱりこの結果を見ると，
ゆとり教育は必ずしも悪くなかった，逆にいい面がすごくあって，だから学力も伸びたんじゃないかと
いうようなことが言えると思うんですね。したがって，今度新しい学習指導要領では，このゆとり教育を
言葉を換えて，アクティブ・ラーニングという形でもう一回導入していこうというふうになったと考え
にお招きいただきまして，本当に光栄に思っております。今日は私自身も，日本の現状だとか，
日本における今の文部科学省の動向については， ろんな所でお話しさせていただい ますので，私の話とい
う はもう御存じの方かなりおられると思うんですけれども，それをベースにしていろんな他の地域の先生方
の取組を見ていただき，日本の教育をどう変えていけばいいのか，そのお膳立てができればいいのかなという
ふうに思ってます。一つよろしくお願いいたします。 
を語るときにどうしても考えなきゃいけないことは，何で小学校から っていうこともあるんで
しょうけれども，小学校英語というのが，日本の英語教育全体の中で，どういう位置付けにあるかということ，
そこのところをきちんと捉えておく必要があると思うんですね。よく小学校英語という話になったときに，小
学校英語のことしか話さないと，それだけだと余り日本の英語教育全体の中での位置付けや意味合いがどうし
ても薄れてしまうので，まず日本の現状を全体として少しお話をさせていただき，そしてその中での小学校英
語の位置付けについて，後半の部分でお話をさせていただきたいと思います。 
 最初に，よく言われる日本人の内向き志向であるとか，あるいは語学力のなさ，あるいは自信のなさという
のが，一体本当なのかどうか，ど ような状況なのかを見てみた と思います。これはいきなり英語ではなく
て，PISA の国際学力調査の結果ですよね。ここのところで，かなり皆さんがいろんな意味で問題とされたの
は，日本人の読解力であるとか，あるいは数学的リテラシーや，科学的リテラシーはこの辺りで落ちたん す
よね。非常に急激に落ちた。それが，ある意味では当時 2003 年から始まったゆとり教育の影響だというふう
なことが言われて，そして，新しいカリキュラムでもっと基本的な内容を増やさなくてはいけないというよう
な議論がされたわけですが，よくよく考えてみると，ここで落ちたのは，ゆとり教育はここからしか始まって
ませんから，その前の教育の結果なんですよね。つまり，詰め込み教育の結果がこれだと考えてい だければ
いいんじゃないかと思うんです。むしろ，ゆとり教育というのは 2003 年から 2011 年まであったわけですけど
も，この結果が挽回（ばんかい）してるこの点数に反映されてるのかなあと思います。 
現在，新しい学習指導要領を考える上で，キーワードとなっている，アクティブ・ラーニングという言葉が
ございます。このアクティブ・ラーニングというのは何かというと，実をいうとゆとり教育でやろうとしてた
ことだと私は思っています。ですから，どういうことかというと，やっぱりこの結果を見ると，ゆとり教育は
必ずしも悪くなかった，逆にいい面がすごくあって，だから学力も伸びたんじゃないかというようなことが言
えると思うんですね。したがって，今度新しい学習指導要領では，このゆとり教育を言葉を換えて，アクティ
ブ・ラーニングという形でもう一回導入して こうというふうになったと考えていいと思います。 
ここでの��ン�は何かというと，これだけ上 たわけですよね。つまり学力的に言うと，これは 15 �
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ていいと思います。 
 ここでのポイントは何かというと，これだけ上がったわけですよね。つまり学力的に言うと，これは 15
歳の日本の高校生の得点ですけども，OECD 34 か国の中で 1 位 2 位っていうものすごく高い成績を収め
ているわけで，学力的に非常に高いっていうことが分かるんですね。にもかかわらず，よく出てくるデー
タですけども，TOEFL iBT の，アジアの大体 30 か国の結果だけですけれども，これを見てみると，120
点満点で日本人の平均が 70 点である。70 点というと，アジアの中で大体ざーっと見ていって，70 点よ
り低いのはほとんどないと思うんですが，多分下から 4 番目か 5 番目ぐらいかなあと思います。非常に
低いことが分かる。 
中でも異常に目立って低いのが，スピーキングの 17 点ですね。30 点満点で 17 点。ずーっと見てくだ
さいね。17 点なんてどこを探してもないですよね，日本が一番低いという結果が出ている。 
もう一つは，ライティングに関しても 18 点ですね。これずーっと見てみると 18 点他にはありますけ
ども，17 点は見当たりませんね。ということは，やっぱりライティングに関しても，このアジアの国の
中で一番低い。学力があんなに高いにもかかわらず，なぜ語学力だけがこんなに弱いんだろうという。や
っぱりすごく気になるところなわけです。 
2014 年秋に，文部科学省が，7 万人の高校 3 年生を対象に，4 技能テストを実際実施したわけですが，
これは CEFR というヨーロッパ共通参照枠の A1，A2，B1，B2 というレベルですので，大体英検でいえ
ば A1 が 3 級ぐらいですね，A2 が準 2 級ぐらい，B1 が 2 級ぐらい，B2 が準 1 級ぐらいのレベルだと。
おおよそそういうレベルと考えてください。その結果，7 万人の高校 3 年生の結果はというと，一番大き
な山がここにあるわけですね。つまり，平均点というのは大体この辺りかなというふうに分かると思い
ますが，大体英検 3 級から準 2 級にいくちょうど境目ぐらいかな。 
大体今までの文部科学省のデータを見ても，高校生で英検準 2 級が取れるのは，約 30 パーセントと言
われてますので，ほぼそれに一致するのかな。でも高校 3 年といったら，もう目の前に受験があるにもか
かわらず，リーディングというのは一番大事なはずなのにもかかわらず，まだこの辺りしか取れてない
というわけですね。 
リスニングに関しても同じように一番の山はやはりこの辺ですね。もうちょっと広がってますが，大体
英検 3 級から，ひょっとすると準 2 級になるかなという程度の力しか示してない。この二つに関しては
受験に出ますので，まだこのぐらいの点数になってるわけですね。この間あったセンター試験にも，一応
リスニングは入っていますね。ところが，極端に日本の大学の入試で欠けてるのは，ライティングとかス
ピーキングで，そこを見ると受験勉強で全くやってませんので，先生も教えてないということはあるん
だと思うんですが，このテストを受けた人たちの 30 パーセントは 0 点，全く書けていないという結果に
なったわけですね。 
もう一つは，スピーキングに関しても見ていただくと，これが A1 ですから 3 級ということでしょう。
大体この 3 級の下の方にようやく山があるかなあというところですね。このスピーキングも当然入試に
出てこないわけですね。つまり，入試に出てこないと結局授業でやらない，やらないから力が全く発揮さ
れない。でも入試に出る科目でさえも，スキルであっても結果的にはそれほど高い結果は見られない。な
ぜ他の教科はできるのに，語学力だけはこういう低いレベルでとどまっているのだろう。やっぱりこれ
はすごく考えなきゃいけないところじゃないかと思います。 
 もう一つよく言われる，内向きの日本人ということですが，これは平成 8 年からずーっと高校生の海
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アメリカ人がたまたまある英語の先生に，「あなたは日本で何を教えてるんですか」と聞いたときに，
彼は答えに窮してしまって「国語」と答えたんですね。でも，これその人だけかと思うとそうじゃないで
すね。日本に帰ってからこの話をしたら，文部科学省のお金で海外留学に行った経験のある先生が，私の
所にこられて，「先生，私同じ質問されたときに，体育と答えました」と。英語の先生ですよ。それだけ，
英語が専門であるっていうことに対して，恥ずかしい，自分が専門でありながら間違いを犯す，発音がこ
んな発音だ，文法的に全部分かってるわけではないという，そういう意識が非常に強かったんですね。 
だからここで分かることは，少なくともそんなこと関係ないよという，むしろ自分は自分としての英語
を使っていけばいいんだという，そういう認識が持てるかどうか，Plurilingual の考え方というのはむし
ろそういう考え方ですよね。一人の人間の中に複数の言語があって，その複数の言語は全部自分の母語
を通した発音でも構わない，相手に通じるということが一番大事なわけですから，そういう考え方が重
要なんじゃないかなということです。 
 もう一方，ヤマノウチさんていう方が去年こういう論文を書かれました。それを見ててなるほどと思
ったんですが，これは大学生を対象とした聞き取り調査などの質的研究なんですけれども，その中で大
学生に対して，「あなたはどういう英語をモデルにしたいですか」と言うと，「ネイティブのような英語
をモデルにしたい」と。だけども，「誰のように英語が話せるようになったらいいと思いますか」と言う
と，「日本人の英語の先生」と答えている。 
これはちょっと例で言いますね。私は，小学校中学校ずっと野球をやってました。少年野球をやってま
したし，中学校も野球部だったんです。あの頃というのは，王，長嶋，私は阪神ファンですから，藤本と
か鎌田とか三宅とか，その辺りが僕にとっての神様だったんです。だからそのような野球を身に付けた
かったんだけど，身に付くわけないですよね。だから，一番自分がモデルとしてたのは先輩なんです。私
の 1 年上の先輩で野球がうまい人がいるんです。彼みたいになりたいと思った。モデルとしては本当に
プロ中のプロかもしれない。でもこの人みたいに野球できたらいいな。この人ぐらいにフィールディン
グができればいいな，打てたらいいなというのは，自分のすぐ上の先輩でうまい人だったんです。 
つまり，自分よりもちょっとうまい英語の先生が，英語の使い手のモデルになるということなんです
ね。そこで彼が言ってる最後の所ですね“it is necessary for students to observe the speaker model using 
English for communicative purpose.”これどういうことかというと，日本人の先生が英語を使ってコミュ
ニケーションをしている姿を見せることが大事だと言ってるわけですね。 
私よく小学校に行ったりするんですけども，ティームティーチングがなかなか難しいという状況ある
こと分かるんですが，往々にして ALT が一人で教えてて，例えば担任の先生は一人一人の子供の横に行
っていろいろ指導したりしてるんですが，ALT と日本人の担任の先生間のコミュニケーションがすごく
少ない授業はたくさんあるんですね。ほとんどない所がある。そういう状況だと，ネイティブスピーカー
しか英語を使ってないんですよ。 
でも子供たちは，ネイティブスピーカーのようになりたいんじゃないんですね。だから，むしろ担任の
先生が拙（つたな）い英語でもいいから，ネイティブスピーカーの ALT の先生と一緒になって，英語で
デモンストレーションをやってるとか，コミュニケーションしてるというその姿を見て，子供たちは「先
生，かっこいい」と言うんです。だって，アメリカ人が英語をしゃべるのは当たり前ですから，かっこい
いも何もあったもんじゃない。でも，自分の先生だとか親だとか，日本人が英語をしゃべってるのを見た
らかっこいいと思うんですね。その姿を見せてあげないといけない。だから，日本人が英語をしゃべらな
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外留学は平成 20 年頃までは減りっぱなしだったわけですね。ずっと下がっていた，というわけです。よ
うやく政府の方で「トビタテ！留学 JAPAN」だとか，いろいろ奨学金などを工面したり，教育委員会な
どでもそういういろんな工夫をし始めて，ようやく少し今伸びてきてる。大学も，やっと少しまた伸びて
きたのかな。上智大学のような大学でも，一時期交換留学で行く学生の数はかなり減りました。急激に減
った時代があります。ようやく今少し増えてきたのかなという状況なんですね。 
だけれども全体で見ると，「あなたは留学したいですか」と聞いてみると，過半数の高校生は留学した
くないと答える。しかも，他の三つの国，アメリカ，中国，韓国の高校生と比べても，日本の高校生だけ
が過半数が留学したくない，他の国は過半数が留学したいというような結果が出ている。これが，内向き
という言葉で表されてるんではないかと思うんですね。ただ，これは別に高校生に限ったことではあり
ませんね。高校生の場合，なぜ留学したくないのかという理由を聞いてみると，一番の理由は language 
barrier，つまり語学力に自信がないということが一番の理由になっていて，経済的に厳しいということが，
もっと大きい言葉の壁というのを感じているということが分かります。これは高校生だけではなくて，
中学生にも同じ傾向が見られるというわけですね。 
これは国立教育政策研究所でなさった調査ですけれども，平成 15 年と 22 年，この 7 年の間で中学生
の意識はどう変わったんだろうかということを見てみると，平成 15 年の所，いわゆる「入試に英語は大
事だと思いますか」ということに関しては，青と緑がイエスですから，90 数パーセントの中学生は入試
に英語は必要だと思ってる。これは 7 年間でも増えてるんですよね。ですから，英語は大事だというふう
な認識を持っている。しかも，「英語を勉強するといい仕事に就けると思いますか」というと，これも
46.7 パーセントから，7 年後には 70 パーセントに増えてるということは，意識として英語は大事だとい
うふうに中学生は思っているんですが，将来英語を使った仕事はしたくないんですね。これは黄色と赤
がノーですから，ここだけが増えてるんです。つまり，意識としては必要だと分かってるけども，英語を
使った仕事はしたくない。一番の理由は当然，英語に自信がないということですよね。高校生も同じ，中
学生も同じ。かと思うと，そこでもとどまらないんですね。 
産業能率大学が大学を出て会社に入ったばかりの新入社員を対象に，大体 3 年に 1 回，グローバル意
識調査をやっているわけですが，これは 2015 年の夏やったものです。「日本の企業はグローバル化を進
めるべきだと思いますかと」いうことに関しては，どちらかというと進めるべきだというのを合わせる
と，御覧のように 73 パーセントの若い人たちは，グローバル化は必要だというふうに言ってるわけです
ね。 
「グローバル化のためにはどういう能力が必要ですか」というと，語学力だとか，コミュニケーション
能力は必要だと，これもう圧倒的にこの力がないとグローバル化は進められませんと，この若い人たち
言ってるわけですね。 
「あなたは海外で仕事をしたいと思いますか」となると，2001 年に始まったときには，大体 30 パーセ
ント弱の若い人たちは海外では働きたくないと言ってたのが，どんどん上がっていって，とうとう昨年
は 63.7 パーセントの新入社員が，海外では働きたくないと言っている，外には出たくない。グローバル
化は会社が進めるべきだ，だけど自分は出たくない，他の人が行ってくださいという感じなんでしょう
かね。そこで，先ほどコミュニケーション能力は必要だというふうに言ってました。なぜ働きたくない
か，外で働きたくないかの一番の理由は，さっきの中学生高校生と同じですね。やっぱり語学力に自信が
ないのがナンバーワンの理由になっています。自分の今の語学力をどう思いますかというと，ほとんど
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全く英語が使えないと思ってる人が半分近くいるという，ほぼ半分が全く英語できないと答えている。
しかも，国際的な business negotiation に必要な，いわゆるビジネス上での交渉だとか折衝の力があるかと
いうと，2 パーセント以下であるということが分かる。どういうふうにこれを捉えたらいいかですね。こ
れを見てみると，少なくともその日本の若い中学生もそうだし，高校生もそうだし，会社に入ったばかり
の若い日本人もそうなんですが，語学力に自信がないというところが，一番内向きになっている大きな
理由というふうに考えても間違いはないんじゃないかと思うんですね。 
 何でそれだけ語学力に自信がないのだろうかということを考えてみる。ここで日本の英語教育という，
ずっと戦後学習指導要領が改訂されるたびにいろいろ見ていくと，その中に標準的な英語を教えましょ
うとずっと書いてあるんですが，戦後ずっと長い間，標準的な英語というのはアメリカ英語や，ネイティ
ブの英語だと考えられていた。つまり，Native English Education が中心だったと考えていいと思うんです
が，ようやく現在の学習指導要領の解説部分には，国際共通語としての英語を含むというふうになって
いる。つまり，ようやく Plurilingual，複言語主義的な考え方が日本の英語教育の中に入ってきたと考えて
もいいのかなと思います。 
昔，私が上智大学の外国学部英語学科の教員だった頃，ある学生が入ってきました。この学生は海外に
出たことがない，だけども上智に入る前にもう英検 1 級を取っていた，非常によくできる生徒だったん
ですね。上智に入るとクラス分けされるわけですね。上智大学の英語学科というのは，全国でも有名な，
英語ができる人たちが集まる学科ということなんですが，彼女ももう英検 1 級持ってましたので，海外
経験はないんだけど一番上のクラスに入っちゃったんですね。上智大学の英語学科の一番上のクラスに
入っちゃうと，70 パーセント以上は帰国子女なんです。帰国子女のクラスに入っちゃったわけです。今
までは自分がトップでずっとやってきた。ネイティブのような発音を身に付けたいとか，ネイティブの
ように英語をしゃべりたいというふうに一生懸命頑張ってきたのが，結果としてどうなったかっていう
と，周りの子供たちはみんな自分よりできると。だから，あるとき大学に入って二，三か月たったときに
私の所にやってきて，「先生，私もう英語をやめたい」と言ったんですね。「何で？」と聞いたら，「だ
って，幾ら頑張ったって帰国子女に勝てないんですから」という理由を挙げた。 
でも，考えてみれば帰国子女の子供たちっていうのは，大体海外でみんな暮らしてるわけですから，朝
から晩まで英語漬けなわけですよね。テレビをつけても英語だし，買物に行っても英語だし，学校に行っ
ても英語だし，友達と遊ぶときも英語だし。しかも単に英語のインプットだけじゃなくて，interaction を
通して英語を学んでるわけですよね。interaction の場があって，そこで交流・交渉しながら英語をどんど
ん学んでいってるわけですから，数年間暮らしてれば当然ものすごく英語力は身に付きますね。 
ではこの学生はどうかというと，日本にいるだけですから，どんなに英検で 1 級取ったとしても，ほと
んどがいわゆるインプット中心の教育ですよね。だから受験勉強のための教育，勉強をしてきた。ビデオ
を見たかもしれない，音楽を聴いたかもしれない，一生懸命小説を読んだかもしれない，新聞も読んだか
もしれない，ドリルをやったかもしれない，でも人と話したり，英語でコミュニケーションしたりする場
面はほとんどゼロに等しい。つまり，input flood というのはすごくある。だけども，それを生かす場面が
全くない状況。その中で英語学科に入ってくると，そういうコミュニケーション状況の中で英語を身に
付けた子供たちの中にぽーんと入れられてしまう。当然ながら，コミュニケーションという場をそれほ
ど体験してないこの学生は，そういう環境の中で育ってきた学生に比べると英語力は自分で低いと思う。
もちろん低いっていったって，語彙力は高いと思うし，文法力も高いし，書かせればすごくいい文章書く
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んだけども，だけど一番目立つのは発音や流暢（りゅうちょう）さなんですよね。それが一番目立っちゃ
うわけ，言葉というのは。それを基準にしてしまうと，自分は帰国子女に勝てないというふうになる。 
 ということはどういうことか，日本のような EFL の環境の中でずーっと英語を勉強してきて，余りコ
ミュニケーションする場がなかったら，ネイティブ英語をターゲットにして学ぶということ自体が果た
していいんだろうかと疑問が湧いてくるんですね。 
そこで，上智大学の卒業生でカワシマさんという方がいるんですが，彼は栃木県の高校の先生をやって
ました。今年度からは大学の先生になってますが，彼が博士論文をオーストラリアのマッコーリー大学
で出したんです。そのときの彼のテーマは，ノンネイティブの英語にたくさん触れる機会がある高校生
とそうでない高校生で，何か意識的な変化だとかそういうものが生まれるだろうかということをやった
わけです。普通検定教科書というのは，CD が付いてきて，その CD というのは 90 パーセントぐらいが
アメリカ人のネイティブスピーカーが録音してるんですよね。それをベースに，いわゆる生徒たちはず
っと聞き取りの練習をするわけです。だから，ネイティブな英語をベースにしたものを使ってる。そこで
カワシマさんは何をやったかというと，彼が知っているノンネイティブの人，アジアの他の国の人たち
にスクリプトを渡して，録音し直してもらったんです。ノンネイティブの英語で録音された CD を使って
授業をしたんですね。それプラス，ノンネイティブの人たちが自分の意見をいろいろ言ってるという副
教材，音声の副教材も使って授業を進めたわけです。その結果どうなったかというと，ノンネイティブの
英語に触れる機会の多い生徒ほど，ノンネイティブの英語に対して positive attitude を持つようになる。あ
れでいいんだ，いい英語なんだという，そういう好感を持つようになるっていうことが分かった。 
もう一つ非常に大事なのは，先ほどから言っているように，日本人は英語を使う自信がないと言ってき
ましたが，ここで分かったことは，この子供たちは日本人英語というノンネイティブの英語を使ってる
自分自身の英語に自信を持つようになった。つまり，他の国の人たちはその国の人のなまりでしゃべっ
てていいんじゃない，それでいいんだったら日本人なんだから日本人としての英語でいいじゃないとい
うので，自分がしゃべる英語に対しても positive attitude，自信を持つようになる。つまり，よりよくしゃ
べるようになる。逆にネイティブの英語しか聞いてない子供というのは，ノンネイティブの英語はよく
ないという negative attitude を持つようになって，そして自分はどうしたってネイティブの英語を身に付
けなきゃいけないんだという，そういういう気持ちになる。そうなればなるほど英語を使わなくなる。 
随分以前ミシガン大学に留学してたときに，ELI(English Language Institute)という所で教えていたんで
すが，そのときは夏，日本の中学校の先生たちが研修に見えたんですね。そのときにいろんな教科の先生
たちが見えてるわけですけども，社会科の先生なんて非常に積極的に英語を使ってたんですよね。どん
どん出て行って英語を使うんですね。だけど使ってる英語はめちゃくちゃですからね，発音も聞き取れ
ないぐらいの発音だし，文法なんて関係ない。でもそういう人たちにしてみると，英語専門でないからい
いんです。英語専門でないから間違えていいんです。でも，彼らは歴史的事実は間違えちゃいけないんで
す。地理を間違えちゃいけないんです。でも，英語は専門でないからどんなめちゃくちゃな英語を使った
って通じればいいわけですね。 
しゃべらないのが英語の先生です。分かりますよね，専門英語ですもんね。間違えちゃいけないんです
よね。しかも，本国日本で教えてるのはアメリカ英語でしょ。ちょっとしたアメリカ英語からずれてる
と，生徒にマイナス 5 点といってるわけですから，アメリカに行ったら自分が間違えるわけにいきませ
んのでしゃべれなくなってしまったんですね。 
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全く英語が使えないと思ってる人が半分近くいるという，ほぼ半分が全く英語できないと答えている。
しかも，国際的な business negotiation に必要な，いわゆるビジネス上での交渉だとか折衝の力があるかと
いうと，2 パーセント以下であるということが分かる。どういうふうにこれを捉えたらいいかですね。こ
れを見てみると，少なくともその日本の若い中学生もそうだし，高校生もそうだし，会社に入ったばかり
の若い日本人もそうなんですが，語学力に自信がないというところが，一番内向きになっている大きな
理由というふうに考えても間違いはないんじゃないかと思うんですね。 
 何でそれだけ語学力に自信がないのだろうかということを考えてみる。ここで日本の英語教育という，
ずっと戦後学習指導要領が改訂されるたびにいろいろ見ていくと，その中に標準的な英語を教えましょ
うとずっと書いてあるんですが，戦後ずっと長い間，標準的な英語というのはアメリカ英語や，ネイティ
ブの英語だと考えられていた。つまり，Native English Education が中心だったと考えていいと思うんです
が，ようやく現在の学習指導要領の解説部分には，国際共通語としての英語を含むというふうになって
いる。つまり，ようやく Plurilingual，複言語主義的な考え方が日本の英語教育の中に入ってきたと考えて
もいいのかなと思います。 
昔，私が上智大学の外国学部英語学科の教員だった頃，ある学生が入ってきました。この学生は海外に
出たことがない，だけども上智に入る前にもう英検 1 級を取っていた，非常によくできる生徒だったん
ですね。上智に入るとクラス分けされるわけですね。上智大学の英語学科というのは，全国でも有名な，
英語ができる人たちが集まる学科ということなんですが，彼女ももう英検 1 級持ってましたので，海外
経験はないんだけど一番上のクラスに入っちゃったんですね。上智大学の英語学科の一番上のクラスに
入っちゃうと，70 パーセント以上は帰国子女なんです。帰国子女のクラスに入っちゃったわけです。今
までは自分がトップでずっとやってきた。ネイティブのような発音を身に付けたいとか，ネイティブの
ように英語をしゃべりたいというふうに一生懸命頑張ってきたのが，結果としてどうなったかっていう
と，周りの子供たちはみんな自分よりできると。だから，あるとき大学に入って二，三か月たったときに
私の所にやってきて，「先生，私もう英語をやめたい」と言ったんですね。「何で？」と聞いたら，「だ
って，幾ら頑張ったって帰国子女に勝てないんですから」という理由を挙げた。 
でも，考えてみれば帰国子女の子供たちっていうのは，大体海外でみんな暮らしてるわけですから，朝
から晩まで英語漬けなわけですよね。テレビをつけても英語だし，買物に行っても英語だし，学校に行っ
ても英語だし，友達と遊ぶときも英語だし。しかも単に英語のインプットだけじゃなくて，interaction を
通して英語を学んでるわけですよね。interaction の場があって，そこで交流・交渉しながら英語をどんど
ん学んでいってるわけですから，数年間暮らしてれば当然ものすごく英語力は身に付きますね。 
ではこの学生はどうかというと，日本にいるだけですから，どんなに英検で 1 級取ったとしても，ほと
んどがいわゆるインプット中心の教育ですよね。だから受験勉強のための教育，勉強をしてきた。ビデオ
を見たかもしれない，音楽を聴いたかもしれない，一生懸命小説を読んだかもしれない，新聞も読んだか
もしれない，ドリルをやったかもしれない，でも人と話したり，英語でコミュニケーションしたりする場
面はほとんどゼロに等しい。つまり，input flood というのはすごくある。だけども，それを生かす場面が
全くない状況。その中で英語学科に入ってくると，そういうコミュニケーション状況の中で英語を身に
付けた子供たちの中にぽーんと入れられてしまう。当然ながら，コミュニケーションという場をそれほ
ど体験してないこの学生は，そういう環境の中で育ってきた学生に比べると英語力は自分で低いと思う。
もちろん低いっていったって，語彙力は高いと思うし，文法力も高いし，書かせればすごくいい文章書く
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んだけども，だけど一番目立つのは発音や流暢（りゅうちょう）さなんですよね。それが一番目立っちゃ
うわけ，言葉というのは。それを基準にしてしまうと，自分は帰国子女に勝てないというふうになる。 
 ということはどういうことか，日本のような EFL の環境の中でずーっと英語を勉強してきて，余りコ
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していいんだろうかと疑問が湧いてくるんですね。 
そこで，上智大学の卒業生でカワシマさんという方がいるんですが，彼は栃木県の高校の先生をやって
ました。今年度からは大学の先生になってますが，彼が博士論文をオーストラリアのマッコーリー大学
で出したんです。そのときの彼のテーマは，ノンネイティブの英語にたくさん触れる機会がある高校生
とそうでない高校生で，何か意識的な変化だとかそういうものが生まれるだろうかということをやった
わけです。普通検定教科書というのは，CD が付いてきて，その CD というのは 90 パーセントぐらいが
アメリカ人のネイティブスピーカーが録音してるんですよね。それをベースに，いわゆる生徒たちはず
っと聞き取りの練習をするわけです。だから，ネイティブな英語をベースにしたものを使ってる。そこで
カワシマさんは何をやったかというと，彼が知っているノンネイティブの人，アジアの他の国の人たち
にスクリプトを渡して，録音し直してもらったんです。ノンネイティブの英語で録音された CD を使って
授業をしたんですね。それプラス，ノンネイティブの人たちが自分の意見をいろいろ言ってるという副
教材，音声の副教材も使って授業を進めたわけです。その結果どうなったかというと，ノンネイティブの
英語に触れる機会の多い生徒ほど，ノンネイティブの英語に対して positive attitude を持つようになる。あ
れでいいんだ，いい英語なんだという，そういう好感を持つようになるっていうことが分かった。 
もう一つ非常に大事なのは，先ほどから言っているように，日本人は英語を使う自信がないと言ってき
ましたが，ここで分かったことは，この子供たちは日本人英語というノンネイティブの英語を使ってる
自分自身の英語に自信を持つようになった。つまり，他の国の人たちはその国の人のなまりでしゃべっ
てていいんじゃない，それでいいんだったら日本人なんだから日本人としての英語でいいじゃないとい
うので，自分がしゃべる英語に対しても positive attitude，自信を持つようになる。つまり，よりよくしゃ
べるようになる。逆にネイティブの英語しか聞いてない子供というのは，ノンネイティブの英語はよく
ないという negative attitude を持つようになって，そして自分はどうしたってネイティブの英語を身に付
けなきゃいけないんだという，そういういう気持ちになる。そうなればなるほど英語を使わなくなる。 
随分以前ミシガン大学に留学してたときに，ELI(English Language Institute)という所で教えていたんで
すが，そのときは夏，日本の中学校の先生たちが研修に見えたんですね。そのときにいろんな教科の先生
たちが見えてるわけですけども，社会科の先生なんて非常に積極的に英語を使ってたんですよね。どん
どん出て行って英語を使うんですね。だけど使ってる英語はめちゃくちゃですからね，発音も聞き取れ
ないぐらいの発音だし，文法なんて関係ない。でもそういう人たちにしてみると，英語専門でないからい
いんです。英語専門でないから間違えていいんです。でも，彼らは歴史的事実は間違えちゃいけないんで
す。地理を間違えちゃいけないんです。でも，英語は専門でないからどんなめちゃくちゃな英語を使った
って通じればいいわけですね。 
しゃべらないのが英語の先生です。分かりますよね，専門英語ですもんね。間違えちゃいけないんです
よね。しかも，本国日本で教えてるのはアメリカ英語でしょ。ちょっとしたアメリカ英語からずれてる
と，生徒にマイナス 5 点といってるわけですから，アメリカに行ったら自分が間違えるわけにいきませ
んのでしゃべれなくなってしまったんですね。 
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アメリカ人がたまたまある英語の先生に，「あなたは日本で何を教えてるんですか」と聞いたときに，
彼は答えに窮してしまって「国語」と答えたんですね。でも，これその人だけかと思うとそうじゃないで
すね。日本に帰ってからこの話をしたら，文部科学省のお金で海外留学に行った経験のある先生が，私の
所にこられて，「先生，私同じ質問されたときに，体育と答えました」と。英語の先生ですよ。それだけ，
英語が専門であるっていうことに対して，恥ずかしい，自分が専門でありながら間違いを犯す，発音がこ
んな発音だ，文法的に全部分かってるわけではないという，そういう意識が非常に強かったんですね。 
だからここで分かることは，少なくともそんなこと関係ないよという，むしろ自分は自分としての英語
を使っていけばいいんだという，そういう認識が持てるかどうか，Plurilingual の考え方というのはむし
ろそういう考え方ですよね。一人の人間の中に複数の言語があって，その複数の言語は全部自分の母語
を通した発音でも構わない，相手に通じるということが一番大事なわけですから，そういう考え方が重
要なんじゃないかなということです。 
 もう一方，ヤマノウチさんていう方が去年こういう論文を書かれました。それを見ててなるほどと思
ったんですが，これは大学生を対象とした聞き取り調査などの質的研究なんですけれども，その中で大
学生に対して，「あなたはどういう英語をモデルにしたいですか」と言うと，「ネイティブのような英語
をモデルにしたい」と。だけども，「誰のように英語が話せるようになったらいいと思いますか」と言う
と，「日本人の英語の先生」と答えている。 
これはちょっと例で言いますね。私は，小学校中学校ずっと野球をやってました。少年野球をやってま
したし，中学校も野球部だったんです。あの頃というのは，王，長嶋，私は阪神ファンですから，藤本と
か鎌田とか三宅とか，その辺りが僕にとっての神様だったんです。だからそのような野球を身に付けた
かったんだけど，身に付くわけないですよね。だから，一番自分がモデルとしてたのは先輩なんです。私
の 1 年上の先輩で野球がうまい人がいるんです。彼みたいになりたいと思った。モデルとしては本当に
プロ中のプロかもしれない。でもこの人みたいに野球できたらいいな。この人ぐらいにフィールディン
グができればいいな，打てたらいいなというのは，自分のすぐ上の先輩でうまい人だったんです。 
つまり，自分よりもちょっとうまい英語の先生が，英語の使い手のモデルになるということなんです
ね。そこで彼が言ってる最後の所ですね“it is necessary for students to observe the speaker model using 
English for communicative purpose.”これどういうことかというと，日本人の先生が英語を使ってコミュ
ニケーションをしている姿を見せることが大事だと言ってるわけですね。 
私よく小学校に行ったりするんですけども，ティームティーチングがなかなか難しいという状況ある
こと分かるんですが，往々にして ALT が一人で教えてて，例えば担任の先生は一人一人の子供の横に行
っていろいろ指導したりしてるんですが，ALT と日本人の担任の先生間のコミュニケーションがすごく
少ない授業はたくさんあるんですね。ほとんどない所がある。そういう状況だと，ネイティブスピーカー
しか英語を使ってないんですよ。 
でも子供たちは，ネイティブスピーカーのようになりたいんじゃないんですね。だから，むしろ担任の
先生が拙（つたな）い英語でもいいから，ネイティブスピーカーの ALT の先生と一緒になって，英語で
デモンストレーションをやってるとか，コミュニケーションしてるというその姿を見て，子供たちは「先
生，かっこいい」と言うんです。だって，アメリカ人が英語をしゃべるのは当たり前ですから，かっこい
いも何もあったもんじゃない。でも，自分の先生だとか親だとか，日本人が英語をしゃべってるのを見た
らかっこいいと思うんですね。その姿を見せてあげないといけない。だから，日本人が英語をしゃべらな
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外留学は平成 20 年頃までは減りっぱなしだったわけですね。ずっと下がっていた，というわけです。よ
うやく政府の方で「トビタテ！留学 JAPAN」だとか，いろいろ奨学金などを工面したり，教育委員会な
どでもそういういろんな工夫をし始めて，ようやく少し今伸びてきてる。大学も，やっと少しまた伸びて
きたのかな。上智大学のような大学でも，一時期交換留学で行く学生の数はかなり減りました。急激に減
った時代があります。ようやく今少し増えてきたのかなという状況なんですね。 
だけれども全体で見ると，「あなたは留学したいですか」と聞いてみると，過半数の高校生は留学した
くないと答える。しかも，他の三つの国，アメリカ，中国，韓国の高校生と比べても，日本の高校生だけ
が過半数が留学したくない，他の国は過半数が留学したいというような結果が出ている。これが，内向き
という言葉で表されてるんではないかと思うんですね。ただ，これは別に高校生に限ったことではあり
ませんね。高校生の場合，なぜ留学したくないのかという理由を聞いてみると，一番の理由は language 
barrier，つまり語学力に自信がないということが一番の理由になっていて，経済的に厳しいということが，
もっと大きい言葉の壁というのを感じているということが分かります。これは高校生だけではなくて，
中学生にも同じ傾向が見られるというわけですね。 
これは国立教育政策研究所でなさった調査ですけれども，平成 15 年と 22 年，この 7 年の間で中学生
の意識はどう変わったんだろうかということを見てみると，平成 15 年の所，いわゆる「入試に英語は大
事だと思いますか」ということに関しては，青と緑がイエスですから，90 数パーセントの中学生は入試
に英語は必要だと思ってる。これは 7 年間でも増えてるんですよね。ですから，英語は大事だというふう
な認識を持っている。しかも，「英語を勉強するといい仕事に就けると思いますか」というと，これも
46.7 パーセントから，7 年後には 70 パーセントに増えてるということは，意識として英語は大事だとい
うふうに中学生は思っているんですが，将来英語を使った仕事はしたくないんですね。これは黄色と赤
がノーですから，ここだけが増えてるんです。つまり，意識としては必要だと分かってるけども，英語を
使った仕事はしたくない。一番の理由は当然，英語に自信がないということですよね。高校生も同じ，中
学生も同じ。かと思うと，そこでもとどまらないんですね。 
産業能率大学が大学を出て会社に入ったばかりの新入社員を対象に，大体 3 年に 1 回，グローバル意
識調査をやっているわけですが，これは 2015 年の夏やったものです。「日本の企業はグローバル化を進
めるべきだと思いますかと」いうことに関しては，どちらかというと進めるべきだというのを合わせる
と，御覧のように 73 パーセントの若い人たちは，グローバル化は必要だというふうに言ってるわけです
ね。 
「グローバル化のためにはどういう能力が必要ですか」というと，語学力だとか，コミュニケーション
能力は必要だと，これもう圧倒的にこの力がないとグローバル化は進められませんと，この若い人たち
言ってるわけですね。 
「あなたは海外で仕事をしたいと思いますか」となると，2001 年に始まったときには，大体 30 パーセ
ント弱の若い人たちは海外では働きたくないと言ってたのが，どんどん上がっていって，とうとう昨年
は 63.7 パーセントの新入社員が，海外では働きたくないと言っている，外には出たくない。グローバル
化は会社が進めるべきだ，だけど自分は出たくない，他の人が行ってくださいという感じなんでしょう
かね。そこで，先ほどコミュニケーション能力は必要だというふうに言ってました。なぜ働きたくない
か，外で働きたくないかの一番の理由は，さっきの中学生高校生と同じですね。やっぱり語学力に自信が
ないのがナンバーワンの理由になっています。自分の今の語学力をどう思いますかというと，ほとんど
13
第 1部　基調講演 第 1部　基調講演
は，どれを見ても小学校時代に英語をやった子の方が motivation が高い。かといって，この子たちが成績
はいいかというと必ずしもよくはないんです。成績と motivation は違うんですね。だから，こういう子供
たち見てみても，やっぱり小学校で大事なこと，一番大切なことは，そういう positive な態度を育成する
ことだと思うんですね。楽しいと言っているし，いろんなものに対して目が開いてきてるわけですから，
そういうものをもっと私たちの方で援助してあげる必要があるんじゃないかなと思います。これで私の
お話は終わりたいと思います。どうもありがとうございました。 
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きゃいけないんです。英語は外国人でいいんだという発想は英語教育からもう払拭したい。 
日本人が積極的に英語を使って，他のいろんな国の人たちと英語を使ってる姿を見せるというのが，若
い日本人が英語を使って自分もやってみたいなと思う気持ちを一番育てると私は思ってるんですね。だ
から，担任の先生にも英語をどんどん使って，ALT だとか他の先生たちとコミュニケーションしてる姿
を見せてほしい。中学校，高校の先生も同じなんですね。大学の先生も私は同じだと思います。そうい
う，日本人が英語を使ってる姿を見せてあげたい。ノーベル賞を取った日本人が，そんなにすばらしい英
語じゃないかもしれないけれども，でもちゃんとインタビューに英語で答えてる姿を見たら，やっぱり
かっこいいんですよ。かっこいいんだと思う。そういう姿を見て，自分もああいうふうになりたいなとい
う，そういう若い日本人を育てるということが大事なんじゃないかなと思っています。 
 そこで，アメリカ英語は誰のもの，アメリカ人のものですよね。アメリカ英語というのはアメリカ人が
しゃべるもんだ。イギリス英語は誰のものといったら，イギリス人のものです。インド英語はというと，
インド人のものです。だけども，これらの英語は全部私たちから見ると Their English です。自分のものじ
ゃないんです，彼らの英語なんです。そうでしょ。自分がそのまましゃべれるかって，しゃべれないんで
す。これは王，長嶋と同じなんです。ああいう野球はできないんです。自分はというと，日本人の英語は
My English。これは慶應大学の田中茂範先生がよく昔から言っておられる，My English の重要性，私の英
語なんだということです。 
ただ，ここでもう一つ大事なのは何かというと，今ようやく学習指導要領の中でも Lingua Franca，つ
まり国際共通語としての英語も，標準英語として入れましょう，考えましょうと言ってきたわけですね。
国際標準語の英語は誰のもの。Whose English is English as Lingua Franca? それは，使う人全てのものなん
ですね。そしてそのときに大事なのは，私が韓国の人と英語でしゃべる，私がフィンランドの人と英語で
しゃべる，私が台湾の人と英語でしゃべる，そのときに共有できる英語なんですね。お互いに共有できる
英語，それは私の言葉で言えば，Our English だと思います。 
一つここで例を挙げます。私が前，横須賀の中学校 2 年生の先生といろいろ話をしたんですが，その先
生はすごく一生懸命生徒に英語を教えてたんですね。英語で答えるという，英語で授業どんどんやって
おられた先生なんです。でも，横須賀に住んでいても子供たちは別に日本人としかほとんど接触はない
という，そういう状況だったわけですね。でも先生とは英語で一生懸命やっていた。結構子供たち英語が
できるようになったので，その先生が，「来週お客さんを呼んでくるから，みんな今まで習った英語で話
し掛けてみようね」と言ったわけですね。そして呼んできたのが，横須賀にある米軍基地の兵隊さんの奥
さんなんです。この奥さんは，基地の中でしか暮らしたことがない。ということは，ほとんどネイティブ
の英語の中でしか暮らしてない。だから，日本人との接触はほとんどない，そういう状況の中で，ネイテ
ィブスピーカーの人が教室に来たんです。来たから，「はい，じゃあみんな練習してきた英語使って，こ
の人としゃべってみよう」と言って，子供たちは「はーい」と言って，英語で質問したんですね。でも，
そのゲストの奥さん，何を言ってるか分かんなかったみたい。だから先生の所へ行って，What did he/she 
say? と聞いてるんですね。分かります？ネイティブスピーカーも，ノンネイティブスピーカーと接触し
たことのない人は，ノンネイティブスピーカーの英語分からないんですね。本当にいろんな国の人たち
と分かり合うためには，お互いが違った国の人たちと英語でコミュニケーションするという努力をしな
きゃいけない。 
 僕はすごく今心配してることがある。それは，4 技能テストというので入試を今考えてやってます。あ
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の中にスピーキングがあるんですね。あのスピーキングの採点者を誰がやるのかなあ。スピーキングの
採点者，ネイティブスピーカーで，外国語をやったことがない，外国人としゃべったことがない人を選ん
できたら，日本人の点数はものすごく低くなります。 
でも，採点者の中に，日本で暮らし，日本で教え，日本人とコミュニケーションしたことがある，つ
まりこういう国際共通語としての英語に慣れた，そういう人たちがもし rater になってくれたら，Lingua 
Franca としての英語の採点者に僕はなれると思う。そういう人たちが一番大事かなと思ってるんです
ね。非常に難しいんだけども，そういうような懸念を持ってますので，それだけちょっと付け加えたい
と思います。 
 つまり，ここのところで言ってる Our English というのは，マイケル・ロング（Michael Long）という第
2 言語習得の専門家が言ってる， The Interaction Hypothesis です。interaction をすることによって，相手に
通じる英語が生まれてくるんだよという，そういう仮説なんですね。これに基づいています。 
 今言ったようなことを最後の 10 分間で，できるだけ今の新しい学習指導要領に結び付けたいと思い
ます。これが 2013 年の 12 月に文部科学省から出された，いわゆるグローバル化に対応した英語教育の
実施計画なんですが，この中でのポイントの一つは，小学校の英語です。これは，現在は 5 年生からいわ
ゆる外国語活動ということでやっているわけですけども，それを 3 年生まで学年を下ろしましょうと。 
一番の問題は，今現在 5 年生から外国語活動は始まって，子供たちはそれなりに楽しくやってるんで
すが，残念ながら中学校との接続はうまくいってない。教科として，中学校という全く校種が違う所に入
ったときに，全然うまく通じない部分があって英語嫌いが生まれたりするということがある。だから，む
しろ同じ小学校の中で外国語活動という体験をさせ，そして教科として基本的な部分を同じ環境の中で，
同じ一つの教材なども使いながら教えていくのがいいんではないかと考えられる。そうすると，中学校
の英語は，今現在必ずしも英語で全てを教えられているわけじゃありませんが，小学校がかなり英語で
授業を教えられているので，基本的に担任の先生もすごく頑張って，Class in English なんか使ってます。 
その教え方に関しては，後ろ倒しをして中学校でも英語で行きましょうという。そうなれば，現在，高
等学校の英語は英語でというふうになってますが，必ずしもうまくいってない。それは，やはり高校から
始めちゃったのが一つの難点かなと思うんですよね。だから，むしろ下から英語でちゃんと小学校もや
ってますよ，それを後ろ倒しして中学校でも英語で授業をやりますよとなれば，高校が英語で授業をや
るのは当たり前になる，という一つの流れができてくると一番いいのかな。ただし，こうやってどんどん
英語教育を変えていっても，一番の問題は何かっていつも出てくるのは，入試なんです。入試が 4 技能で
ない限り，うまくいかない。だから今回は，入試を 4 技能に変えようというふうになっています。 
 学習指導要領を見てみると，高等学校でどれぐらいの英語力があればいいのかっていうのは，一つの
目安になって，そこに到達するために中学をどこまでいけばいいのか。そして，そのために小学校でどこ
までやればいいのかっていうのが決まってくるはずだという発想ですので，まず小学校で英語を教える
人たちも，高校の英語の目標というようなものもきちんと知っておく必要がある。これが最終的に行き
着く所ですよ，それまでにはこういう所を経ていかなきゃいけない，その中で小学校はこういう役割を
果たすというふうに考えてほしい。最終的に日本では，こういうような能力を持ったグローバル人材が
欲しいわけですね。 
To develop the ability to accurately understanding speaker’s intention and ideas, expressing own idea logically—
providing evidence and reasons—counter-argue and persuade listener. 
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 ここで，Can you do this? と学習者に聞いて，Yes, I can と答えられる日本人が何人育成できるか。現在
は余り育成できてない。それを育成することが大きな問題ですよということです。 
 ここで小学校英語の役割を見てみますが，今現在外国語活動という形で英語は入っていますが，中学
校 2 年生になった子供たちに振り返ってもらって，「小学校時代の英語どうだった」と聞くと，「やさし
かったし，楽しかった」と言ってる，かなり多くの子はそういうふうに言ってるんですね。だから，小学
校のああいうコミュニケーション活動が楽しいんですね。 
また，中学生になってから 8 割の中学生は，小学校時代やったことで，例えば会話をしたというのはす
ごい中学校に入ってから役に立ってるとか，発音をやったのがすごく今役に立ってる。だけど，小学校で
もうちょっとこういうことをやってくれたらよかったのになあっていうのが，読み書きなんですね。読
み書きをもうちょっとやってくれたらなということを言っている。 
だから，もう少し小学校で教科として入ったときに，体系的に 4 技能を全て小学校で教えていこうと，
基本的なところを教えていこうということを考えているわけです。 
また，これは小学校の教員が見ても，小学校の外国語活動で「子供たちはすごく変わった，いろんない
い意味で変わりました，子供たちに変化が見られる」と答えているし，またこれは中学校の先生たちが，
「小学校で英語教育が入る前と入った後で，子供たちにかなり大きな変化が見られてます」と言ってる
んですね。 
その中でも，例えば異文化に対する興味を持ってる子が増えてるとか，英語の音声に慣れ親しんでる子
が増えてるとか，あるいは積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度が育成されているとか，英
語活動を行うということに慣れている，あるいはスピーキングだとかリスニングの力も，その前の子と
比べると伸びているというふうに言っている。ということは，やはり小学校の英語はすごく役に立って
いるということ。 
昨年ベネッセさんがやった調査で，小学校の英語について，自分が英語で言ったりしたことが分かって
もらえたりすると非常に楽しいというふうに子供たちは答える。他の教科よりも英語の方が楽しいとい
う子がいるとか，教室の外でも英語を使いたいという子供たちはどんどん増えてきている。やっぱり小
学校の英語は，意味があるんだということなんですね。 
だけど，大きな問題は誰が教えるかということです。現状では全体的に見て，小学校 5，6 年生で専科
教員が入った授業というのは全体でまだ 6 パーセントぐらいしかないんですね。さらに，その小学校の
先生で英語の免許を持っている人も，4 パーセントぐらいしかいない。これをその 5，6 年生全体に英語
ができる人材を配置すると大変なことなので，少なくとも最初のうちは外部人材であるとか，いろんな
人たちの協力を得ながらやっていくということが必要になってくると。もちろん教育職員免許法の改正
であるとか，あるいは教員研修の在り方について，いろいろこれから変わっていきますけども，それだけ
では十分ではない。他の国がこういうことをどうやってるかというのは，これから是非聞いてみたいと
思います。 
 最後ですけれども，これは随分前になりますが，小学校時代に英語をやった子とやってない子で，高校
生になってから，今あなたは何のために英語勉強してるんですかと聞いてみると，高校生ですから受験
のためというのが一番多い。だけどここを見ていただくと，英語を話す人と友達や知り合いになりたい
とか，知らない言葉を学ぶことが面白いとか，世界をよりよく理解するために，他の文化について学びた
い，メールなどが書けるようになって海外の人とやりとりがしたい，だから英語を勉強してるというの
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の中にスピーキングがあるんですね。あのスピーキングの採点者を誰がやるのかなあ。スピーキングの
採点者，ネイティブスピーカーで，外国語をやったことがない，外国人としゃべったことがない人を選ん
できたら，日本人の点数はものすごく低くなります。 
でも，採点者の中に，日本で暮らし，日本で教え，日本人とコミュニケーションしたことがある，つ
まりこういう国際共通語としての英語に慣れた，そういう人たちがもし rater になってくれたら，Lingua 
Franca としての英語の採点者に僕はなれると思う。そういう人たちが一番大事かなと思ってるんです
ね。非常に難しいんだけども，そういうような懸念を持ってますので，それだけちょっと付け加えたい
と思います。 
 つまり，ここのところで言ってる Our English というのは，マイケル・ロング（Michael Long）という第
2 言語習得の専門家が言ってる， The Interaction Hypothesis です。interaction をすることによって，相手に
通じる英語が生まれてくるんだよという，そういう仮説なんですね。これに基づいています。 
 今言ったようなことを最後の 10 分間で，できるだけ今の新しい学習指導要領に結び付けたいと思い
ます。これが 2013 年の 12 月に文部科学省から出された，いわゆるグローバル化に対応した英語教育の
実施計画なんですが，この中でのポイントの一つは，小学校の英語です。これは，現在は 5 年生からいわ
ゆる外国語活動ということでやっているわけですけども，それを 3 年生まで学年を下ろしましょうと。 
一番の問題は，今現在 5 年生から外国語活動は始まって，子供たちはそれなりに楽しくやってるんで
すが，残念ながら中学校との接続はうまくいってない。教科として，中学校という全く校種が違う所に入
ったときに，全然うまく通じない部分があって英語嫌いが生まれたりするということがある。だから，む
しろ同じ小学校の中で外国語活動という体験をさせ，そして教科として基本的な部分を同じ環境の中で，
同じ一つの教材なども使いながら教えていくのがいいんではないかと考えられる。そうすると，中学校
の英語は，今現在必ずしも英語で全てを教えられているわけじゃありませんが，小学校がかなり英語で
授業を教えられているので，基本的に担任の先生もすごく頑張って，Class in English なんか使ってます。 
その教え方に関しては，後ろ倒しをして中学校でも英語で行きましょうという。そうなれば，現在，高
等学校の英語は英語でというふうになってますが，必ずしもうまくいってない。それは，やはり高校から
始めちゃったのが一つの難点かなと思うんですよね。だから，むしろ下から英語でちゃんと小学校もや
ってますよ，それを後ろ倒しして中学校でも英語で授業をやりますよとなれば，高校が英語で授業をや
るのは当たり前になる，という一つの流れができてくると一番いいのかな。ただし，こうやってどんどん
英語教育を変えていっても，一番の問題は何かっていつも出てくるのは，入試なんです。入試が 4 技能で
ない限り，うまくいかない。だから今回は，入試を 4 技能に変えようというふうになっています。 
 学習指導要領を見てみると，高等学校でどれぐらいの英語力があればいいのかっていうのは，一つの
目安になって，そこに到達するために中学をどこまでいけばいいのか。そして，そのために小学校でどこ
までやればいいのかっていうのが決まってくるはずだという発想ですので，まず小学校で英語を教える
人たちも，高校の英語の目標というようなものもきちんと知っておく必要がある。これが最終的に行き
着く所ですよ，それまでにはこういう所を経ていかなきゃいけない，その中で小学校はこういう役割を
果たすというふうに考えてほしい。最終的に日本では，こういうような能力を持ったグローバル人材が
欲しいわけですね。 
To develop the ability to accurately understanding speaker’s intention and ideas, expressing own idea logically—
providing evidence and reasons—counter-argue and persuade listener. 
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 ここで，Can you do this? と学習者に聞いて，Yes, I can と答えられる日本人が何人育成できるか。現在
は余り育成できてない。それを育成することが大きな問題ですよということです。 
 ここで小学校英語の役割を見てみますが，今現在外国語活動という形で英語は入っていますが，中学
校 2 年生になった子供たちに振り返ってもらって，「小学校時代の英語どうだった」と聞くと，「やさし
かったし，楽しかった」と言ってる，かなり多くの子はそういうふうに言ってるんですね。だから，小学
校のああいうコミュニケーション活動が楽しいんですね。 
また，中学生になってから 8 割の中学生は，小学校時代やったことで，例えば会話をしたというのはす
ごい中学校に入ってから役に立ってるとか，発音をやったのがすごく今役に立ってる。だけど，小学校で
もうちょっとこういうことをやってくれたらよかったのになあっていうのが，読み書きなんですね。読
み書きをもうちょっとやってくれたらなということを言っている。 
だから，もう少し小学校で教科として入ったときに，体系的に 4 技能を全て小学校で教えていこうと，
基本的なところを教えていこうということを考えているわけです。 
また，これは小学校の教員が見ても，小学校の外国語活動で「子供たちはすごく変わった，いろんない
い意味で変わりました，子供たちに変化が見られる」と答えているし，またこれは中学校の先生たちが，
「小学校で英語教育が入る前と入った後で，子供たちにかなり大きな変化が見られてます」と言ってる
んですね。 
その中でも，例えば異文化に対する興味を持ってる子が増えてるとか，英語の音声に慣れ親しんでる子
が増えてるとか，あるいは積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度が育成されているとか，英
語活動を行うということに慣れている，あるいはスピーキングだとかリスニングの力も，その前の子と
比べると伸びているというふうに言っている。ということは，やはり小学校の英語はすごく役に立って
いるということ。 
昨年ベネッセさんがやった調査で，小学校の英語について，自分が英語で言ったりしたことが分かって
もらえたりすると非常に楽しいというふうに子供たちは答える。他の教科よりも英語の方が楽しいとい
う子がいるとか，教室の外でも英語を使いたいという子供たちはどんどん増えてきている。やっぱり小
学校の英語は，意味があるんだということなんですね。 
だけど，大きな問題は誰が教えるかということです。現状では全体的に見て，小学校 5，6 年生で専科
教員が入った授業というのは全体でまだ 6 パーセントぐらいしかないんですね。さらに，その小学校の
先生で英語の免許を持っている人も，4 パーセントぐらいしかいない。これをその 5，6 年生全体に英語
ができる人材を配置すると大変なことなので，少なくとも最初のうちは外部人材であるとか，いろんな
人たちの協力を得ながらやっていくということが必要になってくると。もちろん教育職員免許法の改正
であるとか，あるいは教員研修の在り方について，いろいろこれから変わっていきますけども，それだけ
では十分ではない。他の国がこういうことをどうやってるかというのは，これから是非聞いてみたいと
思います。 
 最後ですけれども，これは随分前になりますが，小学校時代に英語をやった子とやってない子で，高校
生になってから，今あなたは何のために英語勉強してるんですかと聞いてみると，高校生ですから受験
のためというのが一番多い。だけどここを見ていただくと，英語を話す人と友達や知り合いになりたい
とか，知らない言葉を学ぶことが面白いとか，世界をよりよく理解するために，他の文化について学びた
い，メールなどが書けるようになって海外の人とやりとりがしたい，だから英語を勉強してるというの
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は，どれを見ても小学校時代に英語をやった子の方が motivation が高い。かといって，この子たちが成績
はいいかというと必ずしもよくはないんです。成績と motivation は違うんですね。だから，こういう子供
たち見てみても，やっぱり小学校で大事なこと，一番大切なことは，そういう positive な態度を育成する
ことだと思うんですね。楽しいと言っているし，いろんなものに対して目が開いてきてるわけですから，
そういうものをもっと私たちの方で援助してあげる必要があるんじゃないかなと思います。これで私の
お話は終わりたいと思います。どうもありがとうございました。 
20
きゃいけないんです。英語は外国人でいいんだという発想は英語教育からもう払拭したい。 
日本人が積極的に英語を使って，他のいろんな国の人たちと英語を使ってる姿を見せるというのが，若
い日本人が英語を使って自分もやってみたいなと思う気持ちを一番育てると私は思ってるんですね。だ
から，担任の先生にも英語をどんどん使って，ALT だとか他の先生たちとコミュニケーションしてる姿
を見せてほしい。中学校，高校の先生も同じなんですね。大学の先生も私は同じだと思います。そうい
う，日本人が英語を使ってる姿を見せてあげたい。ノーベル賞を取った日本人が，そんなにすばらしい英
語じゃないかもしれないけれども，でもちゃんとインタビューに英語で答えてる姿を見たら，やっぱり
かっこいいんですよ。かっこいいんだと思う。そういう姿を見て，自分もああいうふうになりたいなとい
う，そういう若い日本人を育てるということが大事なんじゃないかなと思っています。 
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す。これは王，長嶋と同じなんです。ああいう野球はできないんです。自分はというと，日本人の英語は
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と分かり合うためには，お互いが違った国の人たちと英語でコミュニケーションするという努力をしな
きゃいけない。 
 僕はすごく今心配してることがある。それは，4 技能テストというので入試を今考えてやってます。あ
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Whose English is American English?
Ownership of English
Whose English is British English?
Whose English is Indian English?
Whose English is Japanese English?
THEIR 
ENGLISH
MY
ENGLISH
Whose English is English as 
Lingua Franca?
OUR
ENGLISH
The Interaction Hypothesis
注：和訳によるニュアンスの違いが生じないよう、原文のまま掲載
(Anderson & Krathwohl, 2001)
Importance of Cognitive Processes
To develop the ability to accurately understanding speaker’s intention and 
ideas, expressing own idea logically—providing evidence and reasons—
counter-argue and persuade listener （Development of Language Ability)
can the student recall or remember the information?
can the student explain ideas or concepts?
can the student use the information in a new way?
can the student distinguish 
between the different parts?
can the student justify a 
stand or decision?
can the student create new 
product or point of view?
Five Proposals and Concrete Plans to improve the Ability to Use 
English as an International Language
Ultimate CAN-DO goal
注：和訳によるニュアンスの違いが生じないよう、原文のまま掲載
グローバル化に対応した英語教育改革実施計画
高等学校学習指導要領
聞いたことや読んだことを踏まえた上で話したり書いたりする言語活動を適切に取り入れな
がら，四つの領域の言語活動を有機的に関連付けつつ総合的に指導する
コミュニケーション英語 Ｉ
a. 事物に関する紹介や対話などを聞いて，情報や考えなどを理解したり，概要や要点を
とらえたりする
b. 説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概要や要点をとらえたりする
c. 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考えなどにつ
いて，話し合ったり意見の交換をしたりする
d. 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考えなどにつ
いて，簡潔に書く
コミュニケーション英語 ＩＩ
a.事物に関する紹介や報告，対話や討論などを聞いて，情報や考えなどを理解したり，
概要や要点をとらえたりする
b.説明，評論，物語，随筆などについて，速読したり精読したりするなど目的に応じた読
み方をする
c.聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考えなどについ
て，話し合うなどして結論をまとめる
d.聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考えなどについ
て，まとまりのある文章を書く
FLESの課題と役割
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Sophia University 
これからのグローバル人材育成と
小学校における英語教育
吉田 研作（上智大学）
yosida-k@sophia.ac.jp
http://pweb.sophia.ac.jp/1974ky
ゆとり教育
アクティブ・ラーニング
高校3年生でも大
半が英検3級以下
日本人の‘内向き志向’ 問題
英語を使うことへの自信のなさ
iBT TOEFL (2014)—アジア各国の結果
Reading Listening     Speaking   Writing     TOTAL
平成25年度高等学校等における国際交流等の状況について
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3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4
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新入社員のグローバル意識調査（第6回）
（産業能率大学）
http://www.sanno.ac.jp/research/pdf/global2015.pdf
日本企業はグローバル化を進めるべきだと思いますか？
高校生の海外留学に対するモチベーションの国際比較
英語学習に関する
意識調査の結果
（国立教育政策研究所）
（平成24年特定課題に関する
調査調査結果（中学校）より）
英語を学習すれば，受験に役立つと思いますか。
英語を学習すれば，好きな仕事につくことに役立つと思いますか。
将来，英語の勉強を生かした仕事をしたいと思いますか。
語学力・コミュニケーション力
海外で活躍するために必要だと思う能力をお選びください
 7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8
 9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 10
11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 12
22
あなたはこれから海外で働きたいと思いますか。
海外で働きたいと思うか
あなたは英語をどの程度習得していますか？
Kawashima (2013) の研究
The Effects of Exposure to Non-native English on Self-confidence of Japanese High 
School Students. Unpublished PhD dissertation, Macquarie University.
Exposing non-native English to high school students
→ the more non-native varieties of English the students 
are exposed to in class, the more the students themselves 
develop positive attitudes towards non-native varieties of 
English, as well as towards using non-native Japanese English
→ the less exposure to non-native varieties of English and
the lower the English proficiency level of the students, the more 
negative their attitude becomes towards non-native varieties of 
English, and the stronger their attitude becomes towards the 
use of native English
＊＊Can be said of teachers, too?
海外で働きたくない理由
Which should we aim for:
Native English Education 
or 
Plurilingual Education?
No matter how much I try, 
I’ll never become better than returnees
Results show that although the participants were learning 
English as a foreign language and their goals for learning 
English were to achieve native-like competence, they mainly 
had Japanese teachers of English in mind as speaker models. 
Although it is not necessary to have native-like English in order 
to be seen as a speaker model, it is necessary for students to 
observe the speaker model using English for communicative 
purposes.
Characteristics of speaker models for Japanese 
university students 
Kenta Yamanouchi
Eurasian Journal of Applied Linguistics 1 (2015) 5–23
students’ attitudes about what characteristics led students to see someone 
as a speaker model
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ることでした。2001 年まで小学校に英語が導入されていなかったため，小学校で質の高い英語教員はい
ませんでした。そこで教育部は，2001 年に初等教育で英語教育を導入するために，TOEFL のような試験
や査定に合格した 3,500 名の人材を採用し，小学校教員となるよう養成しました。当時，授業時間を計算
した結果，2,000 名の教員が必要になることが判明しました。教員候補者は，指導に関連する研修を 360
時間受け，一般教養を 40 単位時間取得した後，1 年間の教育実習を行う必要がありました。こうした長
期間にわたる厳しいプロセスを行った結果，1,400 名しか小学校の英語教員になりませんでした。 
同時に，教育部は現職の小学校教員に対し，自ら可能だと判断すれば英語を教えるよう促しました。ま
た，能力ある英語教員を養成するため，小学校の英語教員の準備プログラムが台北教育大学を含む幾つ
かの大学で開始されました。このプログラムから採用する人材が主流になりました。今もそこから英語
教員を採用しています。英語教員の採用源が入り混じっていることと，質の高い英語教員を採用する財
源が不足していることから，2 点問題が生じました。1 点目の問題は，教員の英語力です。幾つかの研究
によれば，小学校教員の言語能力と，児童が目標とする言語習得の成果の間には関連があることが証明
されています。特に幼い学習者は発音やイントネーションを比較的簡単に習得する傾向があります。し
たがって，英語教員の発音の悪さや能力の低さは，英語教育の質の面で非常に危機的です。 
もう一つの問題は,大部分の質の高い教員は中学から英語を学んでいるため，コミュニケーション目的
で英語を教えることには不慣れだということでした。このため,彼らが実際に学んだ方法が，指導の実践
に影響を及ぼす事態となりました。多くの教員がドリルを使うのみ，あるいは文法訳読式で英語の授業
を行っていました。 
この問題を克服するため，台湾では小学校の英語教員を専門職として認定できるよう取組を進めてい
ます。英語を専門とする資格を有する教員のみが，英語を教えられるようにします。また，質の高い教員
を確保し，教員としての成長を促すために，セミナーやワークショップ，夏休みや冬休み期間中に五日間
の研修プログラムが定期的に実施されています。各区の教育事務所は，教員への助言を行う協議会を設
置しています。各協議会は，二，三名の学者，2 名の小学校校長及び学校経営者，数名の経験ある英語教
員で構成されます。これらの協議会の主な任務は，現職教員の研修の計画及び実施，カリキュラムや指導
要綱の開発及び設計です。 
2 点目の問題は，不利な条件です。台湾が初等教育段階で英語教育を導入する理由の一つに，英語力は，
国内における社会的地位の上昇だけでなく，世界に広がる無数の新しい機会への扉を開くことを可能に
するものになったとみなしていることがあります。しかし一方で，初等教育での英語教育を導入後，生徒
間で英語力に差が生じました。この差が台湾の小学校での英語教育に悪影響を与えています。 
ほとんどのクラスでは様々な能力を持つ生徒が混在し，その中で「二極分化現象」と呼ぶ現象が大抵み
られるようになっています。「二極分化現象」とは，生徒の英語の学習達成度が学習曲線の両端に極値分
布していることを指します。各家庭の様々な財政状況によって，生徒が得られる学習環境のリソースや
期待が異なることが原因です。 
また，農村部にある学校は財源が少なく，生徒は英語教育を受ける機会がほとんどないように見受けら
れます。例えば，教員がモチベーションや言語習得の主な源泉となる中，農村部の学校は質の高い教員を
採用，維持することが難しい状況にあります。  
スライド 8 は各都市及び県が英語教育を開始する学年を示しています。台湾の中央部にある台中市及
び南東県は通常 3 年生から英語教育を開始します。1，2 年生は各学校で実施の是非を選択できます。英
28
Ｑ．小学校での英語の授業や活動はどうでしたか。
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小学生の英語学習に関する調査(ベネッセ教育総合研究所 2015年)
英語がわかったり通じたりするとうれしい
他の教科と比べて英語はおもしろい
教室の外で英語を使ってみたい
33
●現在の英語学習への意識
（％）
（ｎ＝1,475）
英語を話す人々と友だちや知り合いに
なりたいので勉強する
世界をよりよく理解するために、他の文化について
学びたいので勉強する
メールなどが書けるようになって海外の人と
やりとりがしたいので勉強する
小学校での英語学習の影響
東アジア高校英語教育GTEC調査２００６ （ベネッセ）
受験に必要なので勉強する受験に必要なので勉強する
知らない言葉を学ぶことがおもしろい
ので勉強する
英語を話す人と友達や知り合いになりたいので勉強
する
知らない言葉を学ぶことがおもしろいので勉強する
世界をよりよく理解するために、他の文化について学
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みなさん，こんにちは。台北教育大学のヤミン・タイです。本日この場で台湾の 16 年間にわたる初等
教育段階の英語教育の道のりをお話しできることをうれしく思います。
台湾は 2001 年度から初等教育段階で英語教育を導入しており，ほぼ同じ年に私は教師としてのキャリ
アを開始しました。つまり私が教職の仕事を開始したのと時を同じくして，台湾は初等教育で英語を開
始しました。教育に目的地はありませんが，私は教育を旅と捉えており，台湾の初等教育での英語教育の
旅に始まりからずっと携わっていることを喜ばしく思っています。
台湾では 1960 年から中学校における英語教育が義務付けられています。台湾の教育における最高機関
である教育部は，2001 年に｢国民中小学九年一貫課程綱要｣を発令しました。初等教育における英語カリ
キュラムは，この教育改革で重要な目標の一つとして推進されていました。
英語のリーディングやライティングを十分に身につけることを重視する中学校の英語教育とは異なり，
初等教育では幼い生徒が英語学習に興味を抱くように取り組んでいます。小学校のカリキュラムの実施
については二つの段階がありました。
教育部は，第一段階として，5 年生から英語教育を正式に導入しました。2005 年には第二段階を実施
し，英語教育の開始学年を 3 年生及び 4 年生に引き下げました。1 年生から 9 年生までのカリキュラムで
ある一貫課程は，七大学習領域を網羅しています（スライド 2 参照）。この学習領域は，教科ではなく，
学習内容を示しています。小学校の学習領域は， ｢言語｣，｢保健体育｣，｢社会科｣，｢芸術と人文科学｣，
｢数学｣，｢科学技術｣，及び｢総合活動｣が含まれます。英語はマンダリン（中国標準語）とともに「言語」
の言語領域に入ります。「言語」の目標は，言語のリスニング，スピーキング，リーディング，ライティ
ングを養い,基本的なコミュニケーション力を身につけ，文化や社会的習慣を理解することです。各学習
領域の段階は，スライド 3 でも参照できます。 
教育改革の焦点の一つに，カリキュラムの分権化があったことから，地方政府は課程綱要を参照しなが
ら独自の英語教育の枠組みを構築できました。また学校も，カリキュラム導入に関する特定の状況や，生
徒のニーズに合わせて，授業編成を調整することができます。学校はこれらの活動を「代替可能な授業時
数」としてまとめ，換算する権限も与えられています。学校が掲げる目標に適するよう設計されたカリキ
ュラム又は活動を実施したり，学習領域の選択科目を提供したり，救済的な指導プログラムを導入した
りできます。したがって，英語教育の計画及び導入については，台湾全域にわたって異なる枠組みが存在
しています。スライド 4 では，各学校が個別に設定する最低及び最高授業時間数が示されています。5 年
生又は 6 年生には最高で 4 時間設定できます。英語教育を提供する資金が不足している場合，1 年生に英
語の授業を行う必要はありません。
これまで英語教育の進展の妨げとなる事態にも直面しました。その一つは，質の高い教員が不足してい
各国・地域からの発表 ①：台湾 
台湾の初等教育段階での英語教育 
ヤミン・タイ
台北教育大学 副教授
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ュラム又は活動を実施したり，学習領域の選択科目を提供したり，救済的な指導プログラムを導入した
りできます。したがって，英語教育の計画及び導入については，台湾全域にわたって異なる枠組みが存在
しています。スライド 4 では，各学校が個別に設定する最低及び最高授業時間数が示されています。5 年
生又は 6 年生には最高で 4 時間設定できます。英語教育を提供する資金が不足している場合，1 年生に英
語の授業を行う必要はありません。
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ることでした。2001 年まで小学校に英語が導入されていなかったため，小学校で質の高い英語教員はい
ませんでした。そこで教育部は，2001 年に初等教育で英語教育を導入するために，TOEFL のような試験
や査定に合格した 3,500 名の人材を採用し，小学校教員となるよう養成しました。当時，授業時間を計算
した結果，2,000 名の教員が必要になることが判明しました。教員候補者は，指導に関連する研修を 360
時間受け，一般教養を 40 単位時間取得した後，1 年間の教育実習を行う必要がありました。こうした長
期間にわたる厳しいプロセスを行った結果，1,400 名しか小学校の英語教員になりませんでした。 
同時に，教育部は現職の小学校教員に対し，自ら可能だと判断すれば英語を教えるよう促しました。ま
た，能力ある英語教員を養成するため，小学校の英語教員の準備プログラムが台北教育大学を含む幾つ
かの大学で開始されました。このプログラムから採用する人材が主流になりました。今もそこから英語
教員を採用しています。英語教員の採用源が入り混じっていることと，質の高い英語教員を採用する財
源が不足していることから，2 点問題が生じました。1 点目の問題は，教員の英語力です。幾つかの研究
によれば，小学校教員の言語能力と，児童が目標とする言語習得の成果の間には関連があることが証明
されています。特に幼い学習者は発音やイントネーションを比較的簡単に習得する傾向があります。し
たがって，英語教員の発音の悪さや能力の低さは，英語教育の質の面で非常に危機的です。 
もう一つの問題は,大部分の質の高い教員は中学から英語を学んでいるため，コミュニケーション目的
で英語を教えることには不慣れだということでした。このため,彼らが実際に学んだ方法が，指導の実践
に影響を及ぼす事態となりました。多くの教員がドリルを使うのみ，あるいは文法訳読式で英語の授業
を行っていました。 
この問題を克服するため，台湾では小学校の英語教員を専門職として認定できるよう取組を進めてい
ます。英語を専門とする資格を有する教員のみが，英語を教えられるようにします。また，質の高い教員
を確保し，教員としての成長を促すために，セミナーやワークショップ，夏休みや冬休み期間中に五日間
の研修プログラムが定期的に実施されています。各区の教育事務所は，教員への助言を行う協議会を設
置しています。各協議会は，二，三名の学者，2 名の小学校校長及び学校経営者，数名の経験ある英語教
員で構成されます。これらの協議会の主な任務は，現職教員の研修の計画及び実施，カリキュラムや指導
要綱の開発及び設計です。 
2 点目の問題は，不利な条件です。台湾が初等教育段階で英語教育を導入する理由の一つに，英語力は，
国内における社会的地位の上昇だけでなく，世界に広がる無数の新しい機会への扉を開くことを可能に
するものになったとみなしていることがあります。しかし一方で，初等教育での英語教育を導入後，生徒
間で英語力に差が生じました。この差が台湾の小学校での英語教育に悪影響を与えています。 
ほとんどのクラスでは様々な能力を持つ生徒が混在し，その中で「二極分化現象」と呼ぶ現象が大抵み
られるようになっています。「二極分化現象」とは，生徒の英語の学習達成度が学習曲線の両端に極値分
布していることを指します。各家庭の様々な財政状況によって，生徒が得られる学習環境のリソースや
期待が異なることが原因です。 
また，農村部にある学校は財源が少なく，生徒は英語教育を受ける機会がほとんどないように見受けら
れます。例えば，教員がモチベーションや言語習得の主な源泉となる中，農村部の学校は質の高い教員を
採用，維持することが難しい状況にあります。  
スライド 8 は各都市及び県が英語教育を開始する学年を示しています。台湾の中央部にある台中市及
び南東県は通常 3 年生から英語教育を開始します。1，2 年生は各学校で実施の是非を選択できます。英
28
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語教育の開始学年は 1 年生から 3 年生までと，柔軟性が設けられていることがこのスライドからわかり
ます。いうまでもなく，授業時間数も各学校で異なります。  
この点が英語教育の公平性の問題を提示します。小学校における英語教育は教育システム上義務教育
であることから，公平性は取り組まなければならない問題です。生徒の英語力の差を解消するために，幾
つかのプロジェクトが実施されました。  
一つ目は，補習プログラムです。補習プログラムは能力の低い生徒に提供されるもので，幾つか異なる
形式で実施されます。プログラムは朝や放課後，夏休みや冬休み中に行われます。生徒は試験を受ける必
要があり,そこで各生徒のレベルが測定され，手助けが必要か否か判断されます。生徒は補習プログラム
に出席するかどうか選択することができます。出席は強制ではなく，飽くまで任意です。 
また近年では，教員が様々な能力が混在した生徒たちに対応できるよう柔軟な指導を行うことが推奨
されています。直近 2 年における例として，区別された指導が推進されています。教員は 1 クラスで異
なるレベルの生徒に適応するカリキュラムを設計することが推奨されます。また，ここ 2 年でも，「2 ク
ラス 3 グループ」というプロジェクトが実施されています。授業中に内容についていくことのできなか
った生徒は，「シェルター・プログラム」に送られます。すなわち「2 クラス 3 グループ」では，同じ授
業を受けるクラスを三つのグループに分け，生徒の英語力が比較的低いクラスは 6 名から 8 名のみの生
徒が在籍していて,教員は彼らが本流のクラスに残るよりも手厚くサポートすることができるようになっ
ています。このような取組が英語教育の公平性を提供するために現在行われています。 
最後の問題は，吉田教授も言及された通り，コミュニケーションの場が不足していることです。英語は
台湾では外国語であるため，大部分の生徒が授業以外で英語を話す機会がありません。そのため多くの
生徒に英語を学ぶ高いモチベーションがありません。これは単純に小学校における英語教育を導入した
だけでは,生徒の英語力を保証できなかったという議論につながります。教育部や地方政府は生徒に英語
による対話の場をもたらそうと試みています。生徒が英語で対話できる場を設計することで,政府は生徒
が英語学習にモチベーションを持つことを期待しています。 
英語村も数か所設置されています。スライド 12 の赤い点は，英語のネイティブスピーカー教員がいる
ことを示しています。主要都市である台北市，新北市，桃園市，台中市，台南市，高雄市の 6 都市の地方
政府は，自らの予算で英語のネイティブスピーカー教員を採用しなければなりません。一方，その他の地
域は，教育部が英語のネイティブスピーカー教員を採用します。本図表の分布から，どこが裕福な都市で
あるかがわかります。 
スライド 13 は各地の英語村の数を示しています。すべての英語村に英語のネイティブスピーカーがい
ます。英語村は様々な形式で運営されています。例えば，台北の英語村は半日ツアーのような企画を実施
しています。5 年生，6 年生になると，生徒は経験として，一度は英語村を訪れなければなりません。  
新北市では様々な体験を提供しています。生徒は三日間外国人教師と生活しなければならず，English 
wonderlands と称して様々なことを体験します。キャンプは一つの例で，外国人教師は生徒たちをキャン
プに連れていきます。 
苗栗県にある唯一の英語村は，mobile English village と称されています。英語のネイティブスピーカー
教員が各学校を訪問し，英語がどのように使われているかを生徒に見せたり説明したりする他，生徒向
けに英会話の 1 日体験を行います。このように様々な方法が実施されています。  
基本的にこれらはすべてテーマやシナリオ，状況に応じて，地方政府がどのように望むかによって決ま
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ります。したがって，すべての英語村は地方政府の予算内で実施されなければなりません。  
スライド 14 では，台湾が英語教育の旅を進める中，これらの問題だけでなく，変化する世界にも直面
していることを示したいと思います。ここでは台湾における英語教育に影響を及ぼす問題を 2 点提起し
ます。  
1 点目の問題は，「グローバル化」から「グローカル化」です。「グローカル化」とは日本の農業及びビ
ジネス慣習から生じた用語で，地域の状況に適合させた世界の見通しのようなものを示すために用いら
れた言葉だと理解しています。吉田教授が言及されたように，今日英語は国際共通語としてみなされて
いるため，英語に対する当事者意識を生み出すことができれば，台湾の生徒の英語学習へのモチベーシ
ョンを高める一要因となり得ると考えます。 
2 点目の問題は，最新技術の到来です。技術は常に進歩しており，新しい形式によるつながりが絶えず
開発されています。実際に，通信技術の急速な進化は，言語病理学や言語使用に変化をもたらしました。
今や技術を活用した英語学習は，学習者に本格的な言語使用に触れさせることを可能にしました。これ
ら 2 点の要因は，将来重要な役割を果たすこととなり，台湾における初等教育段階の英語教育に影響を
与えるものであると考えます。英語教育の旅は今後も続きます。御清聴ありがとうございました。 
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台湾の初等教育段階での
英語教育
過去16年間の道のり
台北教育大学
児童英語教育学部
ヤミン・タイ
教科
学年／
学習領域
1 2 3 4 5 6
言語 マンダリン
マンダリン
英語
数学 数学数学
保健体育 保健体育保健体育
社会科
生活
社会科社会科
芸術と人文科学 芸術と人文科学 芸術と人文科学
科学技術 科学技術　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　科学技術
総合活動
• 採用政策
• 英語力
• 教育学的知識・技能
課題：
質の高い教員の不足
英語教育の開始
• 教育改革：1年生～9年生のカリキュラム
– 2001学年度→5年生及び6年生
– 2005学年度→3年生及び4年生
週あたりの授業時数
週あたり授業時数
（時数の20%～30% ）
代替可能な授業時数
1 ~ 2年生 0 0 ~ 2
3 ~ 4年生 1 0 ~ 2
5 ~ 6年生 2 0 ~ 2
学年
授業時数
質の高い英語教員
• 教員養成
• 現職教育/研修 均質な
英語教育
質の高い
英語
教員
英語学習
環境の整備
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4
5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6
総合活動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総合活動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総合活動
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スライド 14 では，台湾が英語教育の旅を進める中，これらの問題だけでなく，変化する世界にも直面
していることを示したいと思います。ここでは台湾における英語教育に影響を及ぼす問題を 2 点提起し
ます。  
1 点目の問題は，「グローバル化」から「グローカル化」です。「グローカル化」とは日本の農業及びビ
ジネス慣習から生じた用語で，地域の状況に適合させた世界の見通しのようなものを示すために用いら
れた言葉だと理解しています。吉田教授が言及されたように，今日英語は国際共通語としてみなされて
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• 教員の能力差
• 都市部と農村部の差
• 社会的・経済的背景の差
課題：
解消すべき問題点
均質な英語教育
• 補習プログラム
• 適切な指導法 均質な
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語教育の開始学年は 1 年生から 3 年生までと，柔軟性が設けられていることがこのスライドからわかり
ます。いうまでもなく，授業時間数も各学校で異なります。  
この点が英語教育の公平性の問題を提示します。小学校における英語教育は教育システム上義務教育
であることから，公平性は取り組まなければならない問題です。生徒の英語力の差を解消するために，幾
つかのプロジェクトが実施されました。  
一つ目は，補習プログラムです。補習プログラムは能力の低い生徒に提供されるもので，幾つか異なる
形式で実施されます。プログラムは朝や放課後，夏休みや冬休み中に行われます。生徒は試験を受ける必
要があり,そこで各生徒のレベルが測定され，手助けが必要か否か判断されます。生徒は補習プログラム
に出席するかどうか選択することができます。出席は強制ではなく，飽くまで任意です。 
また近年では，教員が様々な能力が混在した生徒たちに対応できるよう柔軟な指導を行うことが推奨
されています。直近 2 年における例として，区別された指導が推進されています。教員は 1 クラスで異
なるレベルの生徒に適応するカリキュラムを設計することが推奨されます。また，ここ 2 年でも，「2 ク
ラス 3 グループ」というプロジェクトが実施されています。授業中に内容についていくことのできなか
った生徒は，「シェルター・プログラム」に送られます。すなわち「2 クラス 3 グループ」では，同じ授
業を受けるクラスを三つのグループに分け，生徒の英語力が比較的低いクラスは 6 名から 8 名のみの生
徒が在籍していて,教員は彼らが本流のクラスに残るよりも手厚くサポートすることができるようになっ
ています。このような取組が英語教育の公平性を提供するために現在行われています。 
最後の問題は，吉田教授も言及された通り，コミュニケーションの場が不足していることです。英語は
台湾では外国語であるため，大部分の生徒が授業以外で英語を話す機会がありません。そのため多くの
生徒に英語を学ぶ高いモチベーションがありません。これは単純に小学校における英語教育を導入した
だけでは,生徒の英語力を保証できなかったという議論につながります。教育部や地方政府は生徒に英語
による対話の場をもたらそうと試みています。生徒が英語で対話できる場を設計することで,政府は生徒
が英語学習にモチベーションを持つことを期待しています。 
英語村も数か所設置されています。スライド 12 の赤い点は，英語のネイティブスピーカー教員がいる
ことを示しています。主要都市である台北市，新北市，桃園市，台中市，台南市，高雄市の 6 都市の地方
政府は，自らの予算で英語のネイティブスピーカー教員を採用しなければなりません。一方，その他の地
域は，教育部が英語のネイティブスピーカー教員を採用します。本図表の分布から，どこが裕福な都市で
あるかがわかります。 
スライド 13 は各地の英語村の数を示しています。すべての英語村に英語のネイティブスピーカーがい
ます。英語村は様々な形式で運営されています。例えば，台北の英語村は半日ツアーのような企画を実施
しています。5 年生，6 年生になると，生徒は経験として，一度は英語村を訪れなければなりません。  
新北市では様々な体験を提供しています。生徒は三日間外国人教師と生活しなければならず，English 
wonderlands と称して様々なことを体験します。キャンプは一つの例で，外国人教師は生徒たちをキャン
プに連れていきます。 
苗栗県にある唯一の英語村は，mobile English village と称されています。英語のネイティブスピーカー
教員が各学校を訪問し，英語がどのように使われているかを生徒に見せたり説明したりする他，生徒向
けに英会話の 1 日体験を行います。このように様々な方法が実施されています。  
基本的にこれらはすべてテーマやシナリオ，状況に応じて，地方政府がどのように望むかによって決ま
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は，初等教育の学校及び教員の大部分が熱心に取り組んでおり，カリキュラムの開発プロセスにより高
い関心を持っています。彼らは指導と学習のプロセスにおけるカリキュラムの役割を理解しています。
そこで教育省は 2015 年基礎コア・カリキュラムに着手しました。これは科目の各領域において，学習の
基準，指標，核となる内容が規定されているため，授業計画に役立ちます。2008 年基礎教育コア・カリ
キュラムの語学学習領域に基づき，英語は初等教育の 1 年生から中等教育の 12 年生まで必修科目の一
つとされています。英語の主要な内容は，コミュニケーション（Communication），文化（Culture），結び
つき（Connection），共同体（Community）という四つの学習領域を含む八つの基準で構成されています。 
初等教育における英語学習の時間配分については，基礎教育コア・カリキュラムでは，基礎教科の中で
1 学年につき 40 時間を英語学習に配分するという枠組みを規定しています。すなわち，初等教育を受け
る生徒は，1 年生から 3 年生までは 1 週間に最低 1 時間，4 年生から 6 年生は 2 時間英語を学習すること
になります。さらに，学校は必要に応じて追加的な英語のコースを設けることが認められています。ただ
し，毎年 1,000 時間を超えてはならないものとします。初等教育段階における英語の指導と学習の現状に
ついては，学習者，教員，指導と学習のプロセス，学習教材に分けて次に議論します。
学習者については，語学学習は生徒の成績に傾向があることが判明しました。生徒の達成度は飛躍的に
伸びていることが証明されているものの，依然として一般に認められている基準を下回っています。ま
た，生徒はまだ英語でコミュニケーションを図ったり，知識の研究に英語をツールとして活用したりす
ることができないこともわかっています。大部分の生徒は，間違いを恐れ，恥ずかしさもあることから英
語を使用する自信がありません。
教員については，基礎教育委員会の監督下にある教員も，公立の教員も，英語を教える教員全員は，英
語力を測定するために「ヨーロッパ言語共通参照枠」（CEFR）に基づく試験を受けなければなりません。
そして CEFR の規定通り，教員は A1 から C2 の六つのレベル，又は初級，中級，上級に位置づけられま
す。タイで英語の教員になるためには，英語に関する知識と教える技術の両方に熟練している必要があ
るため，教員審議会に規定される教職に求められる必要要件を満たしているかが判定されます。その結
果，語学指導に関する教員の知識を測定するために，英語教授知識認定テストが行われました。現在，英
語を含む全科目の指導を受け持つ小学校教員の半数以上が英語を専攻していません。一方で，彼らは英
語の指導も含む小学校教育の学位は取得しています。
指導と学習のプロセスについては，英語教員は革新的なアイディアに着手し，指導プロセスを多様化し
ようと努力しています。指導と学習のプロセスには思考スキルも含まれています。また，補習，英語キャ
ンプ，学校内の「英語コーナー」を通じた読書活動の推進などの英語学習の活動を展開することによっ
て，生徒がより現実的な状況で英語を使用できる機会を作り出すことを一層重視しています。しかし，教
員の能力や学校の環境に限界があることから，これらの活動がすべての地域で実施されているわけでは
ありません。一部の教員は，指導の手段としていまだに教科書を用いており，語学の指導法は決して豊富
ではありません。また，英語の授業で英語を使用する機会が不足していることも判明しており，その結
果，生徒は自分にとって英語がそれほど重要ではないと捉えてしまい，語学学習に対して否定的な姿勢
を持ってしまう可能性もあります。
学習教材について，教科書や教材の使用は学校によって異なります。大部分のテキストは英語のネイテ
ィブライターによって書かれており，教員はどのようなソフトであっても電子機器であっても，教科書
や学習教材を自主的に選ぶことができます。ただし，すべての学習教材は基礎教育コア・カリキュラムと
36
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こんにちは。タイにおける英語教育の経験を本日発表できることをうれしく思います。資料を用意して
いますが，資料は発表後に御参照ください。
タイの英語教育について本日取り上げる課題は，2008 年基礎教育コア・カリキュラムの要素と実施に
関する英語の改革政策の課題です。もう一つは，初等教育段階における英語学習の時間配分，そして最後
はタイにおける初等教育段階の英語の指導と学習の現状です。
タイにおける英語の重要度は増しており，英語は急速に初等教育段階で学習者が学ぶ基礎的なスキル
の一つになりつつあります。タイにおける英語の需要は，グローバル化への変容によりここ数十年で急
激に増しており，ASEAN 共同体の設立は語学学習に大きな変化をもたらしました。その結果，政府はタ
イの学生の英語力を更に向上させ，個人としても国家としても経済競争力を高める準備を進めることに
意気込みを示しています。
タイでは，英語は語学教育システムにおける門番的な立ち位置にあり，極めて重要な役割を果たす科目
とみなされています。生徒は学校生活が始まる初期段階から英語を学び，英語は初等教育段階から高等
教育まで必修科目に設定されています。
タイでの初等教育段階の英語教育における主要課題に，語学学習に関する政策の明確さ，政策を実行に
移すための解釈，カリキュラム開発，教員の質，指導と学習のプロセス，提供される教材のプランが挙げ
られます。タイ政府は，グローバル社会で英語が極めて重要な役割を果たすことを認識しており，教育
省に生徒及び教員の英語力を高めることを認めています。英語の指導と学習を促進するための政策や戦
略計画は，各政府から発表されています。教育省も英語の指導と学習の効果を高めるプロセスには，すべ
ての関係する発展的要素，すなわち語学学習に関する政策の明確さ，政策を実行に移すための解釈，カリ
キュラム開発，教員の質，指導と学習のプロセス，提供される教材のプランを含むべきであるという見解
を示しています。
タイの初等教育段階での英語教育における主要課題の解決は喫緊の課題であり，そのためにタイは「ヨ
ーロッパ言語共通参照枠」（CEFR）を参考にしています。2014 年，教育省は基礎教育段階における英語
の指導と学習を改革するための最新の政策を発表し，教員と学者の双方の間で，語学の目標を明確化し，
タイ人の英語の水準を向上させる上で，「ヨーロッパ言語共通参照枠」（CEFR）を採用することは極めて
重要なステップであるという一般的な見解が一致していることが示されました。この政策は，タイが
ASEAN 共同体として準備を更に整えるため，タイ人の英語力を向上させる強いコミットメントと確かな
試みとなっています。
第一に，言語の国際基準とみなされている「ヨーロッパ言語共通参照枠」（CEFR）は，英語の指導と学
習を実施し，語学カリキュラムを策定し，学習目標を掲げ，指導と学習や学習成果の評価，教員の職業専
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門性や試験及び評価を向上させるための主要原則として各学校が利用することと規定されています。こ
の枠組みは，語学のコミュニケーション能力を基準に従って評価するために使われ，A1 から C2 の 6 段
階に分けられています。また，教育省は生徒に対し，初等教育終了時までに A1 を達成していることな
ど英語力の目標も掲げています。
第二に，「コミュニカティブ・ランゲージ・ティーチング」（CLT）を重視することによって，語学の指
導と学習プロセスを自然な指導と学習に近づけています。また指導のアプローチを文法訳読から「コミ
ュニカティブ・ランゲージ・ティーチング」（CLT）にシフトさせることにより，英語学習はリスニング，
スピーキング，リーディング，ライティングの順に始めるべきであるという考え方が導入されました。
第三に，カリキュラムや指導と学習の教材，並びに各学校の準備状況に沿って生徒の態度や関心に合う
多様な導入手段を，「ヨーロッパ言語共通参照枠」（CEFR）の基準に一致させることを通じて，英語の指
導と学習を促進しています。
第四に，次に述べる学習プログラムを立ち上げることにより，英語力の向上を強化します。公立及び私
立で「英語プログラム」（EP）又は「ミニ英語プログラム」（MEP），「国際プログラム」（IP），「英語バイ
リンガル教育プログラム」（EBE）又は「総合学習のための英語」（EIS）を設け，語学学習の特別なプロ
グラムを展開しています。
また，社会的相互作用や学問的なリテラシーのために英語を奨励する活動が盛り込まれた「強化クラ
ス」（Enrichment Classes）を設立したり，1 週間に最低 2 時間の会話クラスを追加したりすることで，英
語学習のための特別なプログラムも展開しています。さらに，学校を辞めて働く必要がある生徒に準備
させることを目指した「キャリアのための英語」のカリキュラムやコースをもっと実施していくべきで
す。
次に 2 週間から 4 週間（84 時間から 170 時間）にわたる集中的な英語キャンプや，特に将来性のある
生徒向けに学校の長期休暇中に行う国際キャンプなど，英語学習を促す活動や学校の環境を作ることに
より，英語の能力を高めることを奨励しています。学校は，語学学習の追加的な時間，半日間又は一日な
いし数日にわたる語学学習の時間を設けることができます。
さらに，学校内で「リテラシー（読み書き）の日」，「英語ゾーン」，「英語コーナー」，語学コンペやコ
ンテスト，掲示板，授業内外問わず幅広いジャンルにわたる読書習慣の奨励など，学習者にコミュニケー
ションの実践を推進することを手助けする積極的な環境を作る必要があります。それから英語の授業で，
指導と学習の中に英会話を取り入れ，また英語学習に関心や将来性がある生徒に対して，追加又は選択
科目として「英語強化」（English Enrichment）コースの履修を推進しています。 
第五に，「コミュニカティブ・ランゲージ・ティーチング」（CLT）の概念と「ヨーロッパ言語共通参照
枠」（CEFR）に沿った語学指導における教員のスキルを高めます。英語の内容とスキルの両方に関する評
価や査定が，英語の教員間で試されます。その結果，教員の専門能力の開発プラン，監督及びモニタリン
グ・システム，コーチング及びメンタリングのプロセスは，教員の能力に基づいて行うことができます。
第六に，情報通信技術（ICT）メディアの活用，デジタル・コンテンツによる学習アプリケーションの
制作と選択，語学の実践，英語学習として標準化され，適切と判断された試験を推進します。さらに，デ
ジタル・メディアを通じて，リスニングや，単語や文章を発音するスキルを身につける語学学習に重点が
置かれます。
2008 年基礎教育コア・カリキュラム（Basic Education Core Curriculum 2008）の要素及び実施について
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こんにちは。タイにおける英語教育の経験を本日発表できることをうれしく思います。資料を用意して
いますが，資料は発表後に御参照ください。
タイの英語教育について本日取り上げる課題は，2008 年基礎教育コア・カリキュラムの要素と実施に
関する英語の改革政策の課題です。もう一つは，初等教育段階における英語学習の時間配分，そして最後
はタイにおける初等教育段階の英語の指導と学習の現状です。
タイにおける英語の重要度は増しており，英語は急速に初等教育段階で学習者が学ぶ基礎的なスキル
の一つになりつつあります。タイにおける英語の需要は，グローバル化への変容によりここ数十年で急
激に増しており，ASEAN 共同体の設立は語学学習に大きな変化をもたらしました。その結果，政府はタ
イの学生の英語力を更に向上させ，個人としても国家としても経済競争力を高める準備を進めることに
意気込みを示しています。
タイでは，英語は語学教育システムにおける門番的な立ち位置にあり，極めて重要な役割を果たす科目
とみなされています。生徒は学校生活が始まる初期段階から英語を学び，英語は初等教育段階から高等
教育まで必修科目に設定されています。
タイでの初等教育段階の英語教育における主要課題に，語学学習に関する政策の明確さ，政策を実行に
移すための解釈，カリキュラム開発，教員の質，指導と学習のプロセス，提供される教材のプランが挙げ
られます。タイ政府は，グローバル社会で英語が極めて重要な役割を果たすことを認識しており，教育
省に生徒及び教員の英語力を高めることを認めています。英語の指導と学習を促進するための政策や戦
略計画は，各政府から発表されています。教育省も英語の指導と学習の効果を高めるプロセスには，すべ
ての関係する発展的要素，すなわち語学学習に関する政策の明確さ，政策を実行に移すための解釈，カリ
キュラム開発，教員の質，指導と学習のプロセス，提供される教材のプランを含むべきであるという見解
を示しています。
タイの初等教育段階での英語教育における主要課題の解決は喫緊の課題であり，そのためにタイは「ヨ
ーロッパ言語共通参照枠」（CEFR）を参考にしています。2014 年，教育省は基礎教育段階における英語
の指導と学習を改革するための最新の政策を発表し，教員と学者の双方の間で，語学の目標を明確化し，
タイ人の英語の水準を向上させる上で，「ヨーロッパ言語共通参照枠」（CEFR）を採用することは極めて
重要なステップであるという一般的な見解が一致していることが示されました。この政策は，タイが
ASEAN 共同体として準備を更に整えるため，タイ人の英語力を向上させる強いコミットメントと確かな
試みとなっています。
第一に，言語の国際基準とみなされている「ヨーロッパ言語共通参照枠」（CEFR）は，英語の指導と学
習を実施し，語学カリキュラムを策定し，学習目標を掲げ，指導と学習や学習成果の評価，教員の職業専
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門性や試験及び評価を向上させるための主要原則として各学校が利用することと規定されています。こ
の枠組みは，語学のコミュニケーション能力を基準に従って評価するために使われ，A1 から C2 の 6 段
階に分けられています。また，教育省は生徒に対し，初等教育終了時までに A1 を達成していることな
ど英語力の目標も掲げています。
第二に，「コミュニカティブ・ランゲージ・ティーチング」（CLT）を重視することによって，語学の指
導と学習プロセスを自然な指導と学習に近づけています。また指導のアプローチを文法訳読から「コミ
ュニカティブ・ランゲージ・ティーチング」（CLT）にシフトさせることにより，英語学習はリスニング，
スピーキング，リーディング，ライティングの順に始めるべきであるという考え方が導入されました。
第三に，カリキュラムや指導と学習の教材，並びに各学校の準備状況に沿って生徒の態度や関心に合う
多様な導入手段を，「ヨーロッパ言語共通参照枠」（CEFR）の基準に一致させることを通じて，英語の指
導と学習を促進しています。
第四に，次に述べる学習プログラムを立ち上げることにより，英語力の向上を強化します。公立及び私
立で「英語プログラム」（EP）又は「ミニ英語プログラム」（MEP），「国際プログラム」（IP），「英語バイ
リンガル教育プログラム」（EBE）又は「総合学習のための英語」（EIS）を設け，語学学習の特別なプロ
グラムを展開しています。
また，社会的相互作用や学問的なリテラシーのために英語を奨励する活動が盛り込まれた「強化クラ
ス」（Enrichment Classes）を設立したり，1 週間に最低 2 時間の会話クラスを追加したりすることで，英
語学習のための特別なプログラムも展開しています。さらに，学校を辞めて働く必要がある生徒に準備
させることを目指した「キャリアのための英語」のカリキュラムやコースをもっと実施していくべきで
す。
次に 2 週間から 4 週間（84 時間から 170 時間）にわたる集中的な英語キャンプや，特に将来性のある
生徒向けに学校の長期休暇中に行う国際キャンプなど，英語学習を促す活動や学校の環境を作ることに
より，英語の能力を高めることを奨励しています。学校は，語学学習の追加的な時間，半日間又は一日な
いし数日にわたる語学学習の時間を設けることができます。
さらに，学校内で「リテラシー（読み書き）の日」，「英語ゾーン」，「英語コーナー」，語学コンペやコ
ンテスト，掲示板，授業内外問わず幅広いジャンルにわたる読書習慣の奨励など，学習者にコミュニケー
ションの実践を推進することを手助けする積極的な環境を作る必要があります。それから英語の授業で，
指導と学習の中に英会話を取り入れ，また英語学習に関心や将来性がある生徒に対して，追加又は選択
科目として「英語強化」（English Enrichment）コースの履修を推進しています。 
第五に，「コミュニカティブ・ランゲージ・ティーチング」（CLT）の概念と「ヨーロッパ言語共通参照
枠」（CEFR）に沿った語学指導における教員のスキルを高めます。英語の内容とスキルの両方に関する評
価や査定が，英語の教員間で試されます。その結果，教員の専門能力の開発プラン，監督及びモニタリン
グ・システム，コーチング及びメンタリングのプロセスは，教員の能力に基づいて行うことができます。
第六に，情報通信技術（ICT）メディアの活用，デジタル・コンテンツによる学習アプリケーションの
制作と選択，語学の実践，英語学習として標準化され，適切と判断された試験を推進します。さらに，デ
ジタル・メディアを通じて，リスニングや，単語や文章を発音するスキルを身につける語学学習に重点が
置かれます。
2008 年基礎教育コア・カリキュラム（Basic Education Core Curriculum 2008）の要素及び実施について
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は，初等教育の学校及び教員の大部分が熱心に取り組んでおり，カリキュラムの開発プロセスにより高
い関心を持っています。彼らは指導と学習のプロセスにおけるカリキュラムの役割を理解しています。
そこで教育省は 2015 年基礎コア・カリキュラムに着手しました。これは科目の各領域において，学習の
基準，指標，核となる内容が規定されているため，授業計画に役立ちます。2008 年基礎教育コア・カリ
キュラムの語学学習領域に基づき，英語は初等教育の 1 年生から中等教育の 12 年生まで必修科目の一
つとされています。英語の主要な内容は，コミュニケーション（Communication），文化（Culture），結び
つき（Connection），共同体（Community）という四つの学習領域を含む八つの基準で構成されています。 
初等教育における英語学習の時間配分については，基礎教育コア・カリキュラムでは，基礎教科の中で
1 学年につき 40 時間を英語学習に配分するという枠組みを規定しています。すなわち，初等教育を受け
る生徒は，1 年生から 3 年生までは 1 週間に最低 1 時間，4 年生から 6 年生は 2 時間英語を学習すること
になります。さらに，学校は必要に応じて追加的な英語のコースを設けることが認められています。ただ
し，毎年 1,000 時間を超えてはならないものとします。初等教育段階における英語の指導と学習の現状に
ついては，学習者，教員，指導と学習のプロセス，学習教材に分けて次に議論します。
学習者については，語学学習は生徒の成績に傾向があることが判明しました。生徒の達成度は飛躍的に
伸びていることが証明されているものの，依然として一般に認められている基準を下回っています。ま
た，生徒はまだ英語でコミュニケーションを図ったり，知識の研究に英語をツールとして活用したりす
ることができないこともわかっています。大部分の生徒は，間違いを恐れ，恥ずかしさもあることから英
語を使用する自信がありません。
教員については，基礎教育委員会の監督下にある教員も，公立の教員も，英語を教える教員全員は，英
語力を測定するために「ヨーロッパ言語共通参照枠」（CEFR）に基づく試験を受けなければなりません。
そして CEFR の規定通り，教員は A1 から C2 の六つのレベル，又は初級，中級，上級に位置づけられま
す。タイで英語の教員になるためには，英語に関する知識と教える技術の両方に熟練している必要があ
るため，教員審議会に規定される教職に求められる必要要件を満たしているかが判定されます。その結
果，語学指導に関する教員の知識を測定するために，英語教授知識認定テストが行われました。現在，英
語を含む全科目の指導を受け持つ小学校教員の半数以上が英語を専攻していません。一方で，彼らは英
語の指導も含む小学校教育の学位は取得しています。
指導と学習のプロセスについては，英語教員は革新的なアイディアに着手し，指導プロセスを多様化し
ようと努力しています。指導と学習のプロセスには思考スキルも含まれています。また，補習，英語キャ
ンプ，学校内の「英語コーナー」を通じた読書活動の推進などの英語学習の活動を展開することによっ
て，生徒がより現実的な状況で英語を使用できる機会を作り出すことを一層重視しています。しかし，教
員の能力や学校の環境に限界があることから，これらの活動がすべての地域で実施されているわけでは
ありません。一部の教員は，指導の手段としていまだに教科書を用いており，語学の指導法は決して豊富
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果，生徒は自分にとって英語がそれほど重要ではないと捉えてしまい，語学学習に対して否定的な姿勢
を持ってしまう可能性もあります。
学習教材について，教科書や教材の使用は学校によって異なります。大部分のテキストは英語のネイテ
ィブライターによって書かれており，教員はどのようなソフトであっても電子機器であっても，教科書
や学習教材を自主的に選ぶことができます。ただし，すべての学習教材は基礎教育コア・カリキュラムと
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1. 言語の国際基準と見なされている「ヨーロッパ言語共通参照枠」（CEFR）は、英語の指導と学習を実施し、語学
カリキュラムを策定し、学習目標を宣言し、指導と学習を発展させ、学習の成果を分析・評価し、教員の職業専
門性を高めるための主要原理として各学校が利用することと規定されている。この参照枠は語学のコミュニケ
ーション能力を基準に従って評価するために使われ、A1から C2の 6段階に分けられている。また、教育省は
学生に対し、初等教育終了時までに A1を達成していることなど英語力の目標も掲げている。 
2. 「コミュニカティブ・ランゲージ・ティーチング」（CLT）を重視し、また指導のアプローチの状況を文法訳読から「コ
ミュニカティブ・ランゲージ・ティーチング」にシフトさせることにより、語学の指導と学習プロセスを自然な指導と
学習に近づける。また、英語学習はリスニング、スピーキング、リーディング、ライティングの順に始めるべきで
あるという考え方を取り入れている。 
3. カリキュラムや指導と学習の教材、各学校の準備状況と共に生徒の態度や関心によってさまざまな導入手段を
「ヨーロッパ言語共通参照枠」（CEFR）の基準に一致させることを通じて英語の指導と学習を促進する。 
4. 以下のような学習のプログラムを立ち上げることにより、英語力の向上を強化する。 
4.1. 公立及び私立の基礎教育の全段階で「英語プログラム」（EP）、「ミニ英語プログラム」（MEP）、「国際プ
ログラム」（IP）、「英語バイリンガル教育プログラム」（EBE）、「総合学習のための英語」（EIS）を設けるこ
とにより語学学習の特別なプログラムを展開する。 
4.2. 「強化クラス」（Enrichment Classes）を設立することにより、社会的相互作用、学問的なリテラシー、一
週間に最低二時間の会話クラスを追加することを含む英語学習のための特別なプログラムを展開する。
さらに、学校を辞めて働く必要がある生徒に準備させることを目指した「キャリアのための英語」のカリキ
ュラムやコースをもっと実施していくべきである。 
4.3. 2週間から4週間（84時間から170時間）にわたる集中的な英語キャンプや、学校の長期休暇中の特に可
能性のある生徒向けの国際キャンプなど、英語学習を促す活動や学校の環境を作ることにより、英語の
能力を高めるよう促す。学校は、語学学習の追加的な時間、半日間または一日ないし数日にわたる連続
的な語学学習の時間を設けることができる。さらに、学校内で「リテラシー（読み書き）の日」、「英語ゾー
ン」、「英語コーナー」、語学コンペやコンテスト、掲示板、授業内に限らず幅広いジャンルにわたる読書
の習慣の奨励など、学習者にコミュニケーションの実践を推進することを手助けする積極的な環境づくり
が行われなければならない。 
4.4. 英語の授業で、指導と学習の中に英会話を取り入れ、また英語学習に関心や可能性を持つ生徒に対し
て、追加又は選択科目として「英語強化」（English Enrichment）コースの履修を推進する。 
5. 「コミュニカティブ・ランゲージ・ティーチング」（CLT）の概念と「ヨーロッパ言語共通参照枠」（CEFR）に沿った語
学指導における教員のスキルを向上させる。英語の内容とスキルの両方に関して英語教員を評価する。その
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合致していなければならないということを考慮する必要があります。教員がこのような教材を使えば使
うほど，生徒は語学学習の課題にもっと同時にアクセスすることができます。
タイの初等教育段階における英語教育を推進するために基礎教育委員会が支援していることの一つは，
コミュニカティブ・アプローチを通じた指導と学習の改革です。指導の実践を変更することについて，国
民の意識を高め，理解の橋渡しとなることを目指し，英語の指導と学習にコミュニカティブ・ティーチン
グ・アプローチが取り入れられています。成功事例の説明や普及，英語エキシビション，また教育の全レ
ベル，及び政府部門，民間部門，地域社会，保護者といったあらゆるステークホルダーの間での知識の共
有など，一層多くの活動が様々な形式で推進されています。これらは語学教育の運営に関わる人々の間
でコラボレーションを形成することができます。
学校の休暇期間中に現職教員の研修を実施するための教員研修の予算は，すべての初等教育サービス
エリアの事務所に分配されています。研修内容は，「コミュニカティブ・ランゲージ・ティーチング」の
概念，語学の授業における「コミュニカティブ・ランゲージ・ティーチング」の実践，「ヨーロッパ言語
共通参照枠」（CEFR）の枠組みと意義です。英語の教員の能力開発は，教員の可能性，すなわち英語力を
高めるために必須です。教育省は，教員の英語力に基づいた現職教員研修を実施する教員開発プログラ
ムを導入しました。教員の英語力は，初級，中級，上級のすべてのレベルで発展させることができます。
将来性の高い教員は，特定の学習領域やスキルの研修を受けます。2016 年度に開始，実行される最新の
プロジェクトでは，教育省がブリティッシュ・カウンシルの協力を得て，上級レベルの英語力を有する
500 名の教員を選定し，語学の教授法を教え，後に「トレーナー養成コース」を受けさせる現職研修を実
施します。
もう一点は，英語の指導と学習への公平なアクセスの確立です。すべての教育サービスエリアの生徒
が，効果的に英語を学習する機会が得られるよう，すべての段階及び種類の学校が改善されなければな
りません。英語教育のモデル校がすべての教育サービスエリアに設置され，英語プログラム又はミニ英
語プログラムの学校が 1 地域に最低 1 校設置されています。英語プログラムを実施する学校の数は全国
で急増しています。また指導教材や標準的な英語の教科書も広範囲の地域にわたって提供されています。
これは，基礎教育委員会の監督下にある英語のバイリンガル教育を実施する学校の種類，数を示してい
ます。「ミニ英語プログラム」は 142 校あります。英語の指導時間数によって名称が違う「英語プログラ
ム」とは異なります。「国際プログラム」や「総合学習のための英語」もあります。
コミュニカティブ・アプローチを支援するための英語の指導と学習リソースの開発については，「ヨー
ロッパ言語共通参照枠」（CEFR）に基づくカリキュラム・ガイドラインの開発が行われています。ネット
ワークの強化については，初等教育の英語リソースセンターが初等教育段階で，すべての初等教育サー
ビスエリアで推進されています。このネットワークは，教育サービスエリア内での英語教員の指導経験
や人材リソースの共有を促すことに役立っています。
最後は，授業の内外で英語を学ぶ雰囲気を作り，英語を学ぶ機会を増やすことが重要だと考えます。
そのため，英語キャンプや英語コンテスト，語学力を伸ばす活動を実施する他，デジタル学習用のテレ
ビや教員用テレビを設けています。これは教育省，基礎教育委員会の監督下にあります。これまでに学
んだ教訓は，より入念な準備が語学教育の成功につながるということです。英語の指導と学習の成功に
は，すべてのステークホルダーの献身とコラボレーションが求められ，教員や生徒自身が英語をコミュ
ニケーション手段として習得する重要性を認識しなければなりません。すべての学習者は，理論的な枠
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組みやスキルを詰め込むだけではなく，それらを認識し，自分の文化や現地の言語への理解を意識しな
がら，効果的な実践として解釈する必要があります。御清聴ありがとうございました。
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タイの初等教育段階での英語教育
ポーンピモン・プラソンポーン博士
シーナカリンウィロート大学（タイ）
prasongpornp@hotmail.com 
英語は国際語あるいは世界言語と言われていることから、さまざまな国の人々とのコミュニケーションや相
互理解を図るための重要な鍵として広く使用されている。また、公用語、教授言語、必修科目、共通語など多様な形
態で、英語は重要な役割を果たしている。コミュニケーションの手段として英語の力を認識することは、世界中で受
け入れられている。また、タイでは急速に英語は初等教育段階で学習者が学ぶ基礎的なスキルの一つとなりつつあ
る。タイにおける英語の需要は、グローバル化への変容によりここ数十年で急激に増しており、ASEAN共同体の設
立は語学学習に大きな変化をもたらした。その結果、政府はタイの学生の英語力をさらに向上させ、タイ人個人とし
ても国家としても経済競争力を高める準備を進めることに意気込みを示した。語学学習は世界における経済競争力
を高めるために必要なだけでなく、コミュニケーションのための手段でもある。従って、英語は商業、観光、研究、学
際的領域へのアクセスを含むさまざまな動機で可動性を高め、それにより、個人、国家、地球市民の繁栄に貢献す
ることになる。タイでは、英語は語学教育システムにおける門番的な立ち位置にあり、極めて重要な役割を果たす科
目と見なされている。生徒は学校生活が始まる初期段階から英語を学んでいる。英語は初等教育段階から高等教
育まで必修科目である。
タイの初等教育段階での英語教育における主要課題
英語の改革政策
タイ政府は、グローバル社会で英語が極めて重要な役割を果たすことを認識しており、教育省が生徒及び
教員の英語力を高めることを認めている。英語の指導と学習を促進するための政策や戦略計画が各政府から発表
されている。教育省も英語の指導と学習の効果を高めるプロセスには、すべての関係する発展的要素、即ち語学学
習に関する政策の明確さ、政策を実行に移すための解釈、カリキュラム開発、教員の質、指導と学習のプロセス、提
供される教材のプランを含むべきであるという見解を示している。
 2014年、教育省は基礎教育段階における英語の指導と学習を改革するための最新の政策を発表した。政
策に関しては、近い将来に語学の目標を明確化し、タイの若者の英語の水準を向上させる上で、「ヨーロッパ言語共
通参照枠」（CEFR）の採用は極めて重要なステップであると、教員と学者の双方の間で一般的な見解が一致してい
る。この政策は、ASEAN共同体に向けてより準備を整える上で、タイ人の英語力を向上させるための強いコミットメ
ントと確かな試みとなる。英語に関する政策の詳細は以下の通りである。
39
第 1部　各国・地域の発表 第 1部　各国・地域の発表
組みやスキルを詰め込むだけではなく，それらを認識し，自分の文化や現地の言語への理解を意識しな
がら，効果的な実践として解釈する必要があります。御清聴ありがとうございました。
38
1 
タイの初等教育段階での英語教育
ポーンピモン・プラソンポーン博士
シーナカリンウィロート大学（タイ）
prasongpornp@hotmail.com 
英語は国際語あるいは世界言語と言われていることから、さまざまな国の人々とのコミュニケーションや相
互理解を図るための重要な鍵として広く使用されている。また、公用語、教授言語、必修科目、共通語など多様な形
態で、英語は重要な役割を果たしている。コミュニケーションの手段として英語の力を認識することは、世界中で受
け入れられている。また、タイでは急速に英語は初等教育段階で学習者が学ぶ基礎的なスキルの一つとなりつつあ
る。タイにおける英語の需要は、グローバル化への変容によりここ数十年で急激に増しており、ASEAN共同体の設
立は語学学習に大きな変化をもたらした。その結果、政府はタイの学生の英語力をさらに向上させ、タイ人個人とし
ても国家としても経済競争力を高める準備を進めることに意気込みを示した。語学学習は世界における経済競争力
を高めるために必要なだけでなく、コミュニケーションのための手段でもある。従って、英語は商業、観光、研究、学
際的領域へのアクセスを含むさまざまな動機で可動性を高め、それにより、個人、国家、地球市民の繁栄に貢献す
ることになる。タイでは、英語は語学教育システムにおける門番的な立ち位置にあり、極めて重要な役割を果たす科
目と見なされている。生徒は学校生活が始まる初期段階から英語を学んでいる。英語は初等教育段階から高等教
育まで必修科目である。
タイの初等教育段階での英語教育における主要課題
英語の改革政策
タイ政府は、グローバル社会で英語が極めて重要な役割を果たすことを認識しており、教育省が生徒及び
教員の英語力を高めることを認めている。英語の指導と学習を促進するための政策や戦略計画が各政府から発表
されている。教育省も英語の指導と学習の効果を高めるプロセスには、すべての関係する発展的要素、即ち語学学
習に関する政策の明確さ、政策を実行に移すための解釈、カリキュラム開発、教員の質、指導と学習のプロセス、提
供される教材のプランを含むべきであるという見解を示している。
 2014年、教育省は基礎教育段階における英語の指導と学習を改革するための最新の政策を発表した。政
策に関しては、近い将来に語学の目標を明確化し、タイの若者の英語の水準を向上させる上で、「ヨーロッパ言語共
通参照枠」（CEFR）の採用は極めて重要なステップであると、教員と学者の双方の間で一般的な見解が一致してい
る。この政策は、ASEAN共同体に向けてより準備を整える上で、タイ人の英語力を向上させるための強いコミットメ
ントと確かな試みとなる。英語に関する政策の詳細は以下の通りである。
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1. 言語の国際基準と見なされている「ヨーロッパ言語共通参照枠」（CEFR）は、英語の指導と学習を実施し、語学
カリキュラムを策定し、学習目標を宣言し、指導と学習を発展させ、学習の成果を分析・評価し、教員の職業専
門性を高めるための主要原理として各学校が利用することと規定されている。この参照枠は語学のコミュニケ
ーション能力を基準に従って評価するために使われ、A1から C2の 6段階に分けられている。また、教育省は
学生に対し、初等教育終了時までに A1を達成していることなど英語力の目標も掲げている。 
2. 「コミュニカティブ・ランゲージ・ティーチング」（CLT）を重視し、また指導のアプローチの状況を文法訳読から「コ
ミュニカティブ・ランゲージ・ティーチング」にシフトさせることにより、語学の指導と学習プロセスを自然な指導と
学習に近づける。また、英語学習はリスニング、スピーキング、リーディング、ライティングの順に始めるべきで
あるという考え方を取り入れている。 
3. カリキュラムや指導と学習の教材、各学校の準備状況と共に生徒の態度や関心によってさまざまな導入手段を
「ヨーロッパ言語共通参照枠」（CEFR）の基準に一致させることを通じて英語の指導と学習を促進する。 
4. 以下のような学習のプログラムを立ち上げることにより、英語力の向上を強化する。 
4.1. 公立及び私立の基礎教育の全段階で「英語プログラム」（EP）、「ミニ英語プログラム」（MEP）、「国際プ
ログラム」（IP）、「英語バイリンガル教育プログラム」（EBE）、「総合学習のための英語」（EIS）を設けるこ
とにより語学学習の特別なプログラムを展開する。 
4.2. 「強化クラス」（Enrichment Classes）を設立することにより、社会的相互作用、学問的なリテラシー、一
週間に最低二時間の会話クラスを追加することを含む英語学習のための特別なプログラムを展開する。
さらに、学校を辞めて働く必要がある生徒に準備させることを目指した「キャリアのための英語」のカリキ
ュラムやコースをもっと実施していくべきである。 
4.3. 2週間から4週間（84時間から170時間）にわたる集中的な英語キャンプや、学校の長期休暇中の特に可
能性のある生徒向けの国際キャンプなど、英語学習を促す活動や学校の環境を作ることにより、英語の
能力を高めるよう促す。学校は、語学学習の追加的な時間、半日間または一日ないし数日にわたる連続
的な語学学習の時間を設けることができる。さらに、学校内で「リテラシー（読み書き）の日」、「英語ゾー
ン」、「英語コーナー」、語学コンペやコンテスト、掲示板、授業内に限らず幅広いジャンルにわたる読書
の習慣の奨励など、学習者にコミュニケーションの実践を推進することを手助けする積極的な環境づくり
が行われなければならない。 
4.4. 英語の授業で、指導と学習の中に英会話を取り入れ、また英語学習に関心や可能性を持つ生徒に対し
て、追加又は選択科目として「英語強化」（English Enrichment）コースの履修を推進する。 
5. 「コミュニカティブ・ランゲージ・ティーチング」（CLT）の概念と「ヨーロッパ言語共通参照枠」（CEFR）に沿った語
学指導における教員のスキルを向上させる。英語の内容とスキルの両方に関して英語教員を評価する。その
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合致していなければならないということを考慮する必要があります。教員がこのような教材を使えば使
うほど，生徒は語学学習の課題にもっと同時にアクセスすることができます。
タイの初等教育段階における英語教育を推進するために基礎教育委員会が支援していることの一つは，
コミュニカティブ・アプローチを通じた指導と学習の改革です。指導の実践を変更することについて，国
民の意識を高め，理解の橋渡しとなることを目指し，英語の指導と学習にコミュニカティブ・ティーチン
グ・アプローチが取り入れられています。成功事例の説明や普及，英語エキシビション，また教育の全レ
ベル，及び政府部門，民間部門，地域社会，保護者といったあらゆるステークホルダーの間での知識の共
有など，一層多くの活動が様々な形式で推進されています。これらは語学教育の運営に関わる人々の間
でコラボレーションを形成することができます。
学校の休暇期間中に現職教員の研修を実施するための教員研修の予算は，すべての初等教育サービス
エリアの事務所に分配されています。研修内容は，「コミュニカティブ・ランゲージ・ティーチング」の
概念，語学の授業における「コミュニカティブ・ランゲージ・ティーチング」の実践，「ヨーロッパ言語
共通参照枠」（CEFR）の枠組みと意義です。英語の教員の能力開発は，教員の可能性，すなわち英語力を
高めるために必須です。教育省は，教員の英語力に基づいた現職教員研修を実施する教員開発プログラ
ムを導入しました。教員の英語力は，初級，中級，上級のすべてのレベルで発展させることができます。
将来性の高い教員は，特定の学習領域やスキルの研修を受けます。2016 年度に開始，実行される最新の
プロジェクトでは，教育省がブリティッシュ・カウンシルの協力を得て，上級レベルの英語力を有する
500 名の教員を選定し，語学の教授法を教え，後に「トレーナー養成コース」を受けさせる現職研修を実
施します。
もう一点は，英語の指導と学習への公平なアクセスの確立です。すべての教育サービスエリアの生徒
が，効果的に英語を学習する機会が得られるよう，すべての段階及び種類の学校が改善されなければな
りません。英語教育のモデル校がすべての教育サービスエリアに設置され，英語プログラム又はミニ英
語プログラムの学校が 1 地域に最低 1 校設置されています。英語プログラムを実施する学校の数は全国
で急増しています。また指導教材や標準的な英語の教科書も広範囲の地域にわたって提供されています。
これは，基礎教育委員会の監督下にある英語のバイリンガル教育を実施する学校の種類，数を示してい
ます。「ミニ英語プログラム」は 142 校あります。英語の指導時間数によって名称が違う「英語プログラ
ム」とは異なります。「国際プログラム」や「総合学習のための英語」もあります。
コミュニカティブ・アプローチを支援するための英語の指導と学習リソースの開発については，「ヨー
ロッパ言語共通参照枠」（CEFR）に基づくカリキュラム・ガイドラインの開発が行われています。ネット
ワークの強化については，初等教育の英語リソースセンターが初等教育段階で，すべての初等教育サー
ビスエリアで推進されています。このネットワークは，教育サービスエリア内での英語教員の指導経験
や人材リソースの共有を促すことに役立っています。
最後は，授業の内外で英語を学ぶ雰囲気を作り，英語を学ぶ機会を増やすことが重要だと考えます。
そのため，英語キャンプや英語コンテスト，語学力を伸ばす活動を実施する他，デジタル学習用のテレ
ビや教員用テレビを設けています。これは教育省，基礎教育委員会の監督下にあります。これまでに学
んだ教訓は，より入念な準備が語学教育の成功につながるということです。英語の指導と学習の成功に
は，すべてのステークホルダーの献身とコラボレーションが求められ，教員や生徒自身が英語をコミュ
ニケーション手段として習得する重要性を認識しなければなりません。すべての学習者は，理論的な枠
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た活動の例には、ゲーム、歌、ロールプレイング、全身反応教授法（TPR）やインフォメーション・ギャップを使ったア
クティビティなどが含まれる。 
 
学習教材 
教科書や教材は学校によってさまざまである。大部分のテキストはネイティブによって書かれており、テキス
トに用いられている言語形式や言語特性は正しいと確信できる。教科書や学習教材の選択に関しては、どのような
ソフトでも電子機器でも、教員は高い自主性を持っている。考慮されなければならないのは、すべての学習教材が
基礎教育コア・カリキュラムと合致していなければならないということである。教員がこのような教材を使えば使うほ
ど、生徒は語学学習にもっと同時にアクセスすることができる。 
  
タイの初等教育段階における英語教育を推進するための基礎教育委員会（Basic Education Commission）の
支援 
   
英語研究機関である基礎教育委員会（Basic Education Commission）は、政策を実践する上で極めて重要な
役割を果たしている。初等教育段階における英語教育の推進に関するプロジェクトは以下のように実施されている。  
 
1. コミュニカティブ・アプローチを通じて指導と学習を改革する 
指導方法の変更について国民の意識を高め、理解の橋を架けることを目指して、英語の指導と学習にコミュニ
カティブ・ティーチング・アプローチが取り入れている。成功事例の実地説明や普及英語エキシビション」（English 
Exhibition）、教育の全段階及び政府部門、民間部門、地域社会、保護者といったあらゆるステークホルダーでの知
識の交流など、より多くの活動がさまざまな形式で推進されている。これらは語学教育の運営に関わる人々の間で
コラボレーションを形成することができる。学校の休暇期間中に現職教員研修を実施するための教員研修の予算が
すべての初等教育サービスエリアの事務所（Primary Educational Service Area Offices）に分配された。研修内容
には、「コミュニカティブ・ランゲージ・ティーチング」（CLT）の概念、語学授業におけるその実践、「ヨーロッパ言語共
通参照枠」（CEFR）の枠組みと意義が含まれている。 
 
2. 英語の教員の能力開発 
教員は学習の重要な成功要因であるため、教員の教科内容知識、つまり英語力に関する教員の可能性を高
めることが必須である。基礎教育委員会（Basic Education Commission）は、教員の英語レベルに基づいた現職教
員研修を実施する教員開発プログラムを導入した。教員の英語レベルは、初級、中級、上級のすべてのレベルで発
展させることができ、高い可能性を持つ者は特定の学習領域やスキルの訓練が受けられる。最新のプロジェクトは
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結果、教員の能力に基づいて、教員の専門能力の開発プラン、監督及びモニタリング・システム、コーチング及
びメンタリングのプロセスを実施することができる。 
6. 教員と生徒の語学能力を高めるための手段として、教育で情報通信技術（ICT）メディアの活用を推進する。デ
ジタル・コンテンツによる学習アプリケーションの制作と選択、語学の実践、英語学習として標準化され、ふさわ
しいと判断された試験も含まれる。さらに、ここではデジタル・メディアを通じてリスニングや、単語または文章を
発音するスキルに関する語学学習を重視する。 
 
2008年基礎教育コア・カリキュラム（Basic Education Core Curriculum 2008）の要素及び実施 
初等教育の学校及び教員の大部分は精力的で、カリキュラムの開発プロセスにより高い関心を持っている。教
員は、自分自身が指導と学習のプロセスにおけるカリキュラムの役割を理解し、認識できるよう、学校ベースのカリ
キュラム開発に携わっている。教育省は 2015年基礎コア・カリキュラム（Basic Core Curriculum 2015）に着手した。
ここでは、科目の各領域において、学習の基準、指標、核となる内容が規定されているため、授業プランニングに役
立っている。これらはすべて達成すべき指導と学習を導く要素となる。 
2008年基礎教育コア・カリキュラムの語学学習領域に基づき、英語は初等教育の 1年生から中等教育の 12
年生まで必修科目の一つとなっている。語学学習は、学習者が語学に対して好ましく、前向きな姿勢を持てるように
することの他、さまざまな状況でコミュニケーションを図るため、知識獲得のために研究するため、生活するため、よ
り高いレベルの高等教育を追求するために英語を使用する能力を身につけることを目的としている。英語の主要な
内容は、コミュニケーション（Communication）、文化（Culture）、結びつき（Connection）、共同体（Community）とい
う 4つの学習領域を含む 8つの基準から構成されている。各学習領域の焦点は以下の通りである。 
1. コミュニケーション（Communication）：英語はコミュニケーション様式、即ち解釈様式、対人様式、発表様式で
あることから、主に英語を使用することについて焦点を置いている。従って、リスニング、スピーキング、リーディ
ング、ライティングの4つのコミュニケーション・スキルが含まれている。情報交換、感情や意見の表現、解釈、さ
まざまな問題に関する情報、概念や見解の提示、適切な対人関係の構築を図るために言語を使用することを
目指している。 
2. 文化（Culture）：ネイティブ・スピーカーの文化、ネイティブ・スピーカーの文化と言語の関係性、類似性及び相
違点、ネイティブ・スピーカーとタイの言語と文化、と調和して適切に外国語を使用することを目指している。 
3. 結びつき（Connection）、または言語と他の学習領域との関係性：知識を他の学習領域と結びつけるための外
国語の使用を指し、更なる発展の基盤を形成し、知識を探求し、学習者の世界観を広げる。 
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4. 結びつき、または言語と共同体（Community）や世界との関係性：この学習領域は、教室内、外の地域社会、
グローバル社会などあらゆる状況で外国語を使用することを目指し、高等教育、生活、グローバル社会におけ
る学習の交流のための基本ツールを形成する。 
 
初等教育における英語学習の時間配分 
基礎教育コア・カリキュラムでは、基礎教科の中で 1学年につき 40時間を英語学習に配分するという枠組
みを規定している。即ち、初等教育を受ける生徒は、1年生から 3年生までは 1週間に最低 1時間、4年生から 6
年生は 2 時間英語を学習する。さらに、学校は必要に応じて追加的な英語のコースを設けることが認められている。  
学習領域／活動 
学習時間（時間） 
初等教育 前期中等教育 後期中等教育 
1
年
生 
2
年
生 
3
年
生 
4
年
生
5
年
生
6
年
生
7 
年 
生 
8 
年 
生 
9 
年 
生 
10-12年生 
外国語 40 40 40 80 80 80 120 
（3 コ
ー
ス） 
120 
（3 コ
ー
ス） 
120 
（3 コ
ー
ス） 
240 
（6コース） 
学校が準備状況や
優先度に応じて提供
する追加的なコース
／活動 
毎年 40時間以内 毎年 200時間以内 1,600時間以上 
学習時間の合計 毎年 1,000時間以内 
毎年 1,200時間以
内 
3年間で合計 3,600
時間以上 
（教育省、2008年：25） 
タイの初等教育段階の英語の指導と学習の現状 
  
学習者 
生徒の達成度は、教育システムの成功を示す重要な要素であることから、語学学習には生徒の成績に傾
向が現れることがわかっている。生徒の達成度は飛躍的に伸びているものの、依然として一般に認められている基
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準を下回っていることが証明されている。また、生徒はまだ英語でコミュニケーションを図ったり、知識の研究に英語
をツールとして活用したりすることができていないこともわかっている。大部分の生徒は、間違いを恐れ、恥ずかしさ
があることから英語を使用する自信がない。 
 
教員 
教員は生徒に知識体系を伝達することから、教育に成功をもたらす重要な要素の一つである。教員は基礎
教育委員会（Basic Education Commission）の監督下にあり、英語を教える教員全員が英語の能力を測るために
「ヨーロッパ言語共通参照枠」（CEFR）に基づく試験を受けなければならない。そして、CEFR に規定されている通り、
教員は 6つのレベル、A1から C2または初級、中級、上級に分けられる。英語の教員であるためには、英語に関す
る知識と教える技術の両方に熟練している必要がある。これは教員審議会（Teacher Council）に規定されている教
員という職業に求められる要件である。その結果、語学指導に関する教員の知識を測定するために、英語教授知識
認定テスト（Teaching Knowledge Test、TKT）が使用されている。 
現在検討されている問題は英語力のある質の高い教員である。英語を含む全科目の指導を受け持ち、英
語を教える小学校教員は、英語の指導も含む小学校教育の学位は取得していても、その半数以上が英語を専攻し
ていない。彼らは英語の授業を行うことに自信を欠いており、その結果、英語教員としてキャリアを成功させることが
できない。政府はこういった教員の英語力を向上させるため、英語及び英語教授法に関する現職研修プログラムを
提供して支援することに取り組んでいる。 
 
指導と学習のプロセス 
英語の教員は、指導プロセスについて革新的で多様なアイディアに着手しようと努力している。指導と学習
のプロセスには思考スキルも含めている。また、補習、英語キャンプ、学校内の「英語コーナー」を通じた読書活動
の推進などの英語学習の活動を展開することにより、生徒がより現実的な状況で英語を使用できる機会により着目
している。とは言うものの、教員の能力や学校の環境の限界から、これらの活動がすべての地域で実施されている
わけではない。依然として指導の手段として教科書を用いる教員もおり、語学の指導法は豊富なわけではない。ま
た、英語の授業で英語を使用する機会が不足していることもわかっている。その結果、生徒は自分たちにとって英語
はそれほど重要ではないと考え、語学学習に対して否定的な姿勢を持つことにつながることもある。教員はリスニン
グやスピーキングよりも、リーディングやライティングのスキルを教えることを好む。「コミュニカティブ・ランゲージ・テ
ィーチング」（CLT）の導入以降、タイのすべての学校の教員は、スピーカー同士の交流や社会的状況の中で使用さ
れる言語を重視するコミュニカティブ・ランゲージの学習活動を通じて英語の授業を行う訓練を受けてきた。こういっ
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4. 結びつき、または言語と共同体（Community）や世界との関係性：この学習領域は、教室内、外の地域社会、
グローバル社会などあらゆる状況で外国語を使用することを目指し、高等教育、生活、グローバル社会におけ
る学習の交流のための基本ツールを形成する。 
 
初等教育における英語学習の時間配分 
基礎教育コア・カリキュラムでは、基礎教科の中で 1学年につき 40時間を英語学習に配分するという枠組
みを規定している。即ち、初等教育を受ける生徒は、1年生から 3年生までは 1週間に最低 1時間、4年生から 6
年生は 2 時間英語を学習する。さらに、学校は必要に応じて追加的な英語のコースを設けることが認められている。  
学習領域／活動 
学習時間（時間） 
初等教育 前期中等教育 後期中等教育 
1
年
生 
2
年
生 
3
年
生 
4
年
生
5
年
生
6
年
生
7 
年 
生 
8 
年 
生 
9 
年 
生 
10-12年生 
外国語 40 40 40 80 80 80 120 
（3 コ
ー
ス） 
120 
（3 コ
ー
ス） 
120 
（3 コ
ー
ス） 
240 
（6コース） 
学校が準備状況や
優先度に応じて提供
する追加的なコース
／活動 
毎年 40時間以内 毎年 200時間以内 1,600時間以上 
学習時間の合計 毎年 1,000時間以内 
毎年 1,200時間以
内 
3年間で合計 3,600
時間以上 
（教育省、2008年：25） 
タイの初等教育段階の英語の指導と学習の現状 
  
学習者 
生徒の達成度は、教育システムの成功を示す重要な要素であることから、語学学習には生徒の成績に傾
向が現れることがわかっている。生徒の達成度は飛躍的に伸びているものの、依然として一般に認められている基
42
5 
 
準を下回っていることが証明されている。また、生徒はまだ英語でコミュニケーションを図ったり、知識の研究に英語
をツールとして活用したりすることができていないこともわかっている。大部分の生徒は、間違いを恐れ、恥ずかしさ
があることから英語を使用する自信がない。 
 
教員 
教員は生徒に知識体系を伝達することから、教育に成功をもたらす重要な要素の一つである。教員は基礎
教育委員会（Basic Education Commission）の監督下にあり、英語を教える教員全員が英語の能力を測るために
「ヨーロッパ言語共通参照枠」（CEFR）に基づく試験を受けなければならない。そして、CEFR に規定されている通り、
教員は 6つのレベル、A1から C2または初級、中級、上級に分けられる。英語の教員であるためには、英語に関す
る知識と教える技術の両方に熟練している必要がある。これは教員審議会（Teacher Council）に規定されている教
員という職業に求められる要件である。その結果、語学指導に関する教員の知識を測定するために、英語教授知識
認定テスト（Teaching Knowledge Test、TKT）が使用されている。 
現在検討されている問題は英語力のある質の高い教員である。英語を含む全科目の指導を受け持ち、英
語を教える小学校教員は、英語の指導も含む小学校教育の学位は取得していても、その半数以上が英語を専攻し
ていない。彼らは英語の授業を行うことに自信を欠いており、その結果、英語教員としてキャリアを成功させることが
できない。政府はこういった教員の英語力を向上させるため、英語及び英語教授法に関する現職研修プログラムを
提供して支援することに取り組んでいる。 
 
指導と学習のプロセス 
英語の教員は、指導プロセスについて革新的で多様なアイディアに着手しようと努力している。指導と学習
のプロセスには思考スキルも含めている。また、補習、英語キャンプ、学校内の「英語コーナー」を通じた読書活動
の推進などの英語学習の活動を展開することにより、生徒がより現実的な状況で英語を使用できる機会により着目
している。とは言うものの、教員の能力や学校の環境の限界から、これらの活動がすべての地域で実施されている
わけではない。依然として指導の手段として教科書を用いる教員もおり、語学の指導法は豊富なわけではない。ま
た、英語の授業で英語を使用する機会が不足していることもわかっている。その結果、生徒は自分たちにとって英語
はそれほど重要ではないと考え、語学学習に対して否定的な姿勢を持つことにつながることもある。教員はリスニン
グやスピーキングよりも、リーディングやライティングのスキルを教えることを好む。「コミュニカティブ・ランゲージ・テ
ィーチング」（CLT）の導入以降、タイのすべての学校の教員は、スピーカー同士の交流や社会的状況の中で使用さ
れる言語を重視するコミュニカティブ・ランゲージの学習活動を通じて英語の授業を行う訓練を受けてきた。こういっ
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た活動の例には、ゲーム、歌、ロールプレイング、全身反応教授法（TPR）やインフォメーション・ギャップを使ったア
クティビティなどが含まれる。 
 
学習教材 
教科書や教材は学校によってさまざまである。大部分のテキストはネイティブによって書かれており、テキス
トに用いられている言語形式や言語特性は正しいと確信できる。教科書や学習教材の選択に関しては、どのような
ソフトでも電子機器でも、教員は高い自主性を持っている。考慮されなければならないのは、すべての学習教材が
基礎教育コア・カリキュラムと合致していなければならないということである。教員がこのような教材を使えば使うほ
ど、生徒は語学学習にもっと同時にアクセスすることができる。 
  
タイの初等教育段階における英語教育を推進するための基礎教育委員会（Basic Education Commission）の
支援 
   
英語研究機関である基礎教育委員会（Basic Education Commission）は、政策を実践する上で極めて重要な
役割を果たしている。初等教育段階における英語教育の推進に関するプロジェクトは以下のように実施されている。  
 
1. コミュニカティブ・アプローチを通じて指導と学習を改革する 
指導方法の変更について国民の意識を高め、理解の橋を架けることを目指して、英語の指導と学習にコミュニ
カティブ・ティーチング・アプローチが取り入れている。成功事例の実地説明や普及英語エキシビション」（English 
Exhibition）、教育の全段階及び政府部門、民間部門、地域社会、保護者といったあらゆるステークホルダーでの知
識の交流など、より多くの活動がさまざまな形式で推進されている。これらは語学教育の運営に関わる人々の間で
コラボレーションを形成することができる。学校の休暇期間中に現職教員研修を実施するための教員研修の予算が
すべての初等教育サービスエリアの事務所（Primary Educational Service Area Offices）に分配された。研修内容
には、「コミュニカティブ・ランゲージ・ティーチング」（CLT）の概念、語学授業におけるその実践、「ヨーロッパ言語共
通参照枠」（CEFR）の枠組みと意義が含まれている。 
 
2. 英語の教員の能力開発 
教員は学習の重要な成功要因であるため、教員の教科内容知識、つまり英語力に関する教員の可能性を高
めることが必須である。基礎教育委員会（Basic Education Commission）は、教員の英語レベルに基づいた現職教
員研修を実施する教員開発プログラムを導入した。教員の英語レベルは、初級、中級、上級のすべてのレベルで発
展させることができ、高い可能性を持つ者は特定の学習領域やスキルの訓練が受けられる。最新のプロジェクトは
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結果、教員の能力に基づいて、教員の専門能力の開発プラン、監督及びモニタリング・システム、コーチング及
びメンタリングのプロセスを実施することができる。 
6. 教員と生徒の語学能力を高めるための手段として、教育で情報通信技術（ICT）メディアの活用を推進する。デ
ジタル・コンテンツによる学習アプリケーションの制作と選択、語学の実践、英語学習として標準化され、ふさわ
しいと判断された試験も含まれる。さらに、ここではデジタル・メディアを通じてリスニングや、単語または文章を
発音するスキルに関する語学学習を重視する。 
 
2008年基礎教育コア・カリキュラム（Basic Education Core Curriculum 2008）の要素及び実施 
初等教育の学校及び教員の大部分は精力的で、カリキュラムの開発プロセスにより高い関心を持っている。教
員は、自分自身が指導と学習のプロセスにおけるカリキュラムの役割を理解し、認識できるよう、学校ベースのカリ
キュラム開発に携わっている。教育省は 2015年基礎コア・カリキュラム（Basic Core Curriculum 2015）に着手した。
ここでは、科目の各領域において、学習の基準、指標、核となる内容が規定されているため、授業プランニングに役
立っている。これらはすべて達成すべき指導と学習を導く要素となる。 
2008年基礎教育コア・カリキュラムの語学学習領域に基づき、英語は初等教育の 1年生から中等教育の 12
年生まで必修科目の一つとなっている。語学学習は、学習者が語学に対して好ましく、前向きな姿勢を持てるように
することの他、さまざまな状況でコミュニケーションを図るため、知識獲得のために研究するため、生活するため、よ
り高いレベルの高等教育を追求するために英語を使用する能力を身につけることを目的としている。英語の主要な
内容は、コミュニケーション（Communication）、文化（Culture）、結びつき（Connection）、共同体（Community）とい
う 4つの学習領域を含む 8つの基準から構成されている。各学習領域の焦点は以下の通りである。 
1. コミュニケーション（Communication）：英語はコミュニケーション様式、即ち解釈様式、対人様式、発表様式で
あることから、主に英語を使用することについて焦点を置いている。従って、リスニング、スピーキング、リーディ
ング、ライティングの4つのコミュニケーション・スキルが含まれている。情報交換、感情や意見の表現、解釈、さ
まざまな問題に関する情報、概念や見解の提示、適切な対人関係の構築を図るために言語を使用することを
目指している。 
2. 文化（Culture）：ネイティブ・スピーカーの文化、ネイティブ・スピーカーの文化と言語の関係性、類似性及び相
違点、ネイティブ・スピーカーとタイの言語と文化、と調和して適切に外国語を使用することを目指している。 
3. 結びつき（Connection）、または言語と他の学習領域との関係性：知識を他の学習領域と結びつけるための外
国語の使用を指し、更なる発展の基盤を形成し、知識を探求し、学習者の世界観を広げる。 
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す。 
一人一人の生徒の個性を尊重し，良い指導，博愛精神の重要性，普通教育の提供，文明化に対する権利
をすべての生徒に提供することを保証することの意義の根底には，公平性や民主主義があります。そし
てその意義に基づく学習の概念は，学習プロセスにおける生徒の主体的な活動を環境などの個々の状況
に応じて活用することによって達成されます。我々は批判的思考，生涯学習，学習の発展的理解を終わり
なきプロセスとして奨励します。 
我々は七つの横断的な能力領域を定義しており，「学びのための思考と学習」，「マルチ・リテラシー」，
「デジタル機器の活用」，「協働」はそのうちの四つの例です。これらの中でより大きい三つの原則によっ
て，英語などすべての個別科目とともに学校独自の文化が構築され，各学校で生かされます。 
木の右側に示されている「評価」から始まる概念は，教科によって異なります。「評価」は昨年最も議
論されたトピックの一つで，デジタル学習を含む学習環境，教育学的選択，学習目的や内容も同様でし
た。これまで学校では学習内容が重視されてきましたが，今回は学習の目的に多くの時間を費やし，それ
らを評価基準と結び付け，内容の重点を減らしました。そして我々が学校に対して提供するのではなく，
学校や教員が自分たちの内容を選択するための基準のみを示しました。 
スライド 4 枚目はフィンランドにおける英語について少し触れています。我が国にはフィンランド語
とスウェーデン語の二つの公用語があります。スウェーデン語を母語とする人口は全人口の約 6 パーセ
ントを占めており，我が国の言語教育を少し複雑にしています。しかしながら，約 90 パーセント以上の
生徒が英語を第一外国語としています。基礎教育終了時における目標は，生徒が良い成績，すなわち 4 か
ら 10 の基準のうち 8 を取得することで，これは「ヨーロッパ言語共通参照枠」（CEFR）の基準で B1.1 を
取得することを意味し，少なくとも 3 分の 2 の生徒が B1.1 を達成することを目標としています。それに
よって生徒は英語ができることを確認できます。この割合をみると，英語は第二言語のようにも見えま
すが，実際は違います。英語は外国語であり，基礎教育では大部分の生徒が 9 歳から 10 歳になる 3 年生
から学び始め，基礎教育の約 7 年間，毎週およそ 110 から 120 分英語を学ぶことになります。結果は良
好です。教育専門家として，我々は結果に非常に満足しており，英語指導に関してはこれ以上何も手を施
す必要はないとさえ主張する人もいるほどでした。 
しかし実際には，英語について再考する必要がありました。3 分の 2 の生徒の結果が良かったのに対
し，決して少ないとは言えない残りの 3 分の 1 の生徒は苦労しているからです。英語学習では，学校で
の学習における二極化が如実に示されており，学外での非正規教育が大変普及しているため，堪能な生
徒もいる一方で，悪戦苦闘する生徒もいます。それゆえ，我々は言語学習の視点を広げることにしまし
た。生徒のモチベーションに注目し，その目的を，各生徒がどんな状態で学び始めるかにかかわらず，生
徒が英語や他言語をより深く学習し，知ろうとすることとしたのです。 
そこで国家レベルで，生徒のニーズを満たすために教師が活用可能となる主要な目的を示し，そのため
に言語教育の骨子をまとめることに着手しています。言語学習は生涯にわたるプロセスですから，学校
は生徒にそのきっかけを与え，一歩前進させる役目があります。新カリキュラムでは，原則として言語教
育のみならず全教科にわたって分野横断的にすべての教師が語学教師の役割を担います。考え方は非常
に単純です。言葉は学習プロセスにおける根源的ツールですから，教師は教科内容を指導しながら，教科
の学術用語も教えています。教師がメッセージをいかに形成するか言葉をどのように活用するかが，し
ばしば生徒の学習の鍵となります。実のところこれは生徒の母語のスキルの問題によるのですが，教師
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2016年度に開始、実行に移され、教育省はブリティッシュ・カウンシルの協力のもとで、上級レベルの英語力を有す
る500名の教員を選定し、語学の教授法を教え、のちに「トレーナー養成コース」を受けさせる現職研修を実施する。 
 
3. 英語の指導と学習への公平なアクセスの確立 
すべての教育サービスエリアの生徒が、効果的に英語を学習する機会にアクセスできるよう、すべての段階及
び種類の学校が改善されなければならない。すべての教育サービスエリアで英語教育のモデル校（Model English 
Teaching School）が設立され、英語プログラム又はミニ英語プログラムの学校が1地域に最低1校できている。英
語プログラムを実施する学校の数は全国で急激に増えている。また、指導教材や標準的な英語の教科書も広範囲
の地域に提供されている。 
 
4. コミュニカティブ・アプローチを支援するための英語の指導と学習リソースの開発 
コミュニカティブ・アプローチを支援するための英語の指導と学習リソースを開発するため、以下を含む要素が
開発されている。 
4.1 「ヨーロッパ言語共通参照枠」（CEFR）に基づくカリキュラム・ガイドラインの開発 
「ヨーロッパ言語共通参照枠」（CEFR）の導入方法に関するワークショップや教員研修がすべての 
教育段階で実施されている。教育省は、教員マニュアルと併せて、教員向けにどのように「ヨーロッ 
パ言語共通参照枠」（CEFR）に基づく語学活動を作るかに関するガイドラインを作成した。また、 
教育省はカリキュラムの作成、即ち生徒の達成度や成績に関する研究も計画している。 
4.2 ネットワークの強化 
初等教育の英語リソースセンター（Primary Education English Resource Center、PEER）が初 
等教育段階で、すべての初等教育サービスエリアで推進されている。このネットワークは、英語教 
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の英語教育のみならず、コミュニケーションと教育の世界において一層大きな役割を果たしている。情報
通信技術（ICT）に関わる学習教材は、英語のネットワーク校の学校に全国的に提供されている。DLTV
（Digital Learning TV、デジタル学習用のテレビ）やTeacher TV（教員用テレビ）は、授業外で英語学習
を必要とする教員や生徒のためのチャンネルの例である。さらに、これらは教員不足の問題を解決する
手立てにもなる。地方や遠隔地の小学校の中には、英語の授業にDLTVで放送される授業を使う学校も
ある。 
 
提言 
  
英語は語学学習に大きな影響を与えることから、より入念な準備が語学教育の成功につながる。英語の指
導と学習の成功は、政府、民間部門、教育機関、学者、英語を母語とする国々の企業による協力といったすべての
ステークホルダーの献身とコラボレーションを必要とする。さらに重要なのは、教員や生徒自身がグローバル社会に
おけるコミュニケーション手段として英語を習得する重要性を認識し、すべての学習者が理論的な枠組みやスキル
を習得するだけでなく、それらを自分の文化や現地語に対する理解を意識しながら効果的に実践していくという認識
を持つべきである。 
 
参考文献一覧： 
 
ベイカー、W.、2008年、「A critical examination of ELT in Thailand: The role of cultural awareness」    
         RELC.  39(1)、131-146.    
ベイカー、W.、 2012年、「English as a lingua franca in Thailand: Characterizations and Implications」  
    Englishes in Practice, 1、18-27.  
ブラウン、H.D.、2007年、『Principles of language learning and teaching』  New York: Pearson  
                Education, Inc. 
教育省、2008年、「The Basic Education Core Curriculum B.E. 2551 (A.D. 2008)」  
入手可能なリンク：academic.obec.go.th/web/doc/d/147[2013,November 1] 
 教育省、2014年、『The Guidelines on English language teaching and Learning Reforming Policy』 Bangkok: 
Chamjureeproducts Ltd. 
ヌーム=ウラ、S.、2013年、「English-teaching problems in Thailand and Thai teachers’ professional  
          development needs」 English Language Teaching, 6 (11)、139-147. 
プランソンポーン、P.、2009 年、「CLIL in Thailand: Challenge and Possibilities」  Access English EBE 
Symposium（ジャカルタ） 
46
発表の準備をしていただきありがとうございます。こんなことを言うのはなんですが，私にとって今は
朝の 7 時，ちょうど目を覚ます時間ですので，何となく変な感じがしますが,それでもなお本日はこのよ
うな貴重な場で，英語教育についてお話しさせていただけることを光栄に思います。本発表では，英語の
授業で行われている活動を中心にお話ししようと思います。
我が国の状況を歴史的観点から見ると，フィンランドの教員はおおむねコア・カリキュラムを指標とし
てきました。1970 年代初頭，非常に詳細なコア・カリキュラムが導入され，英語については各学校で教
えるべき基本構造や語彙のリストが示されました。1980 年代になると,リストはそれほど詳細なものでは
なくなりましたが,なお広範囲に及ぶものでした。1990 年代に入ると大きな変革がもたらされました。個
別の言語に特定のコア・カリキュラムは廃止され，すべての言語に対して一つのカリキュラムが作られ，
その目的や内容はごく一般的なものとなりました。2000 年代初頭に，言語のカリキュラムは前バージョ
ンを踏襲しつつ，「ヨーロッパ言語共通参照枠」（CEFR）という重要な枠組みが付け加えられました。本
日既に何度も触れられていますが，「ヨーロッパ言語共通参照枠」（CEFR）は数年前に欧州評議会で策定
され，フィンランドの言語教育にも大きな影響を与えています。
それから更に 10 年が経過し，2014 年に新しいカリキュラムが策定され，今年 8 月に導入される予定で
す。大きな変更も幾らかありますが，現段階では，英語には先に述べたすべての言語に対応した一つのカ
リキュラムとは別のコア・カリキュラムが導入されたことをお話しするにとどめておきます。一方で従
前通り，今回のカリキュラム改訂でも,それぞれの地域,学校や教員がその状況に応じてコア・カリキュラ
ムを個別に解釈できるよう，十分な余地を残しています。今回のコア・カリキュラムを策定するに当たっ
ては，研究者や教員養成大学，また地方自治体，保護者，企業，労働組合，学生自治会などの異なる利益
団体が協力しました。その際，関心のある人が誰でも自由に参加できる公開論評会を，フィンランドで初
めてインターネット上で 2 回開催しました。特定の期間中にウェブサイト上で掲載された草稿に対して，
実際に誰もがコメントを残すことができ，これらのコメントは慎重に調べられ，検討されました。このよ
うなトップダウン・ボトムアップのプロセスを踏むことで，一層幅広い人々とコア・カリキュラムの原
則，目的，内容に対する理解を共有することができました。
スライド 3 は，2014 年に示されたコア・カリキュラムの枠組みの概要です。学校と教員は，基礎教育
が言語学習を含むすべての学習の根幹をなしているという考え方の本質を理解していなければなりませ
ん。我々フィンランドの人間は，現代社会において国際的な場で言語を必要とすること，また基礎教育は
すべての子供が受けられるものでなくてはならないことを共通理解として持っており，そういった意味
でも言語学習は不可欠であると考えています。スライドの左側には基礎教育に関係する法律や規則が示
されており，木のイラストに書かれているものがコア・カリキュラムに関連する事柄をまとめたもので
各国・地域からの発表 ③：フィンランド
言語の学びと教えの変容
―フィンランドにおける基礎教育コア・カリキュラムの改善― 
アヌ・ハルバリ
フィンランド国家教育委員会 参事
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す。 
一人一人の生徒の個性を尊重し，良い指導，博愛精神の重要性，普通教育の提供，文明化に対する権利
をすべての生徒に提供することを保証することの意義の根底には，公平性や民主主義があります。そし
てその意義に基づく学習の概念は，学習プロセスにおける生徒の主体的な活動を環境などの個々の状況
に応じて活用することによって達成されます。我々は批判的思考，生涯学習，学習の発展的理解を終わり
なきプロセスとして奨励します。 
我々は七つの横断的な能力領域を定義しており，「学びのための思考と学習」，「マルチ・リテラシー」，
「デジタル機器の活用」，「協働」はそのうちの四つの例です。これらの中でより大きい三つの原則によっ
て，英語などすべての個別科目とともに学校独自の文化が構築され，各学校で生かされます。 
木の右側に示されている「評価」から始まる概念は，教科によって異なります。「評価」は昨年最も議
論されたトピックの一つで，デジタル学習を含む学習環境，教育学的選択，学習目的や内容も同様でし
た。これまで学校では学習内容が重視されてきましたが，今回は学習の目的に多くの時間を費やし，それ
らを評価基準と結び付け，内容の重点を減らしました。そして我々が学校に対して提供するのではなく，
学校や教員が自分たちの内容を選択するための基準のみを示しました。 
スライド 4 枚目はフィンランドにおける英語について少し触れています。我が国にはフィンランド語
とスウェーデン語の二つの公用語があります。スウェーデン語を母語とする人口は全人口の約 6 パーセ
ントを占めており，我が国の言語教育を少し複雑にしています。しかしながら，約 90 パーセント以上の
生徒が英語を第一外国語としています。基礎教育終了時における目標は，生徒が良い成績，すなわち 4 か
ら 10 の基準のうち 8 を取得することで，これは「ヨーロッパ言語共通参照枠」（CEFR）の基準で B1.1 を
取得することを意味し，少なくとも 3 分の 2 の生徒が B1.1 を達成することを目標としています。それに
よって生徒は英語ができることを確認できます。この割合をみると，英語は第二言語のようにも見えま
すが，実際は違います。英語は外国語であり，基礎教育では大部分の生徒が 9 歳から 10 歳になる 3 年生
から学び始め，基礎教育の約 7 年間，毎週およそ 110 から 120 分英語を学ぶことになります。結果は良
好です。教育専門家として，我々は結果に非常に満足しており，英語指導に関してはこれ以上何も手を施
す必要はないとさえ主張する人もいるほどでした。 
しかし実際には，英語について再考する必要がありました。3 分の 2 の生徒の結果が良かったのに対
し，決して少ないとは言えない残りの 3 分の 1 の生徒は苦労しているからです。英語学習では，学校で
の学習における二極化が如実に示されており，学外での非正規教育が大変普及しているため，堪能な生
徒もいる一方で，悪戦苦闘する生徒もいます。それゆえ，我々は言語学習の視点を広げることにしまし
た。生徒のモチベーションに注目し，その目的を，各生徒がどんな状態で学び始めるかにかかわらず，生
徒が英語や他言語をより深く学習し，知ろうとすることとしたのです。 
そこで国家レベルで，生徒のニーズを満たすために教師が活用可能となる主要な目的を示し，そのため
に言語教育の骨子をまとめることに着手しています。言語学習は生涯にわたるプロセスですから，学校
は生徒にそのきっかけを与え，一歩前進させる役目があります。新カリキュラムでは，原則として言語教
育のみならず全教科にわたって分野横断的にすべての教師が語学教師の役割を担います。考え方は非常
に単純です。言葉は学習プロセスにおける根源的ツールですから，教師は教科内容を指導しながら，教科
の学術用語も教えています。教師がメッセージをいかに形成するか言葉をどのように活用するかが，し
ばしば生徒の学習の鍵となります。実のところこれは生徒の母語のスキルの問題によるのですが，教師
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2016年度に開始、実行に移され、教育省はブリティッシュ・カウンシルの協力のもとで、上級レベルの英語力を有す
る500名の教員を選定し、語学の教授法を教え、のちに「トレーナー養成コース」を受けさせる現職研修を実施する。 
 
3. 英語の指導と学習への公平なアクセスの確立 
すべての教育サービスエリアの生徒が、効果的に英語を学習する機会にアクセスできるよう、すべての段階及
び種類の学校が改善されなければならない。すべての教育サービスエリアで英語教育のモデル校（Model English 
Teaching School）が設立され、英語プログラム又はミニ英語プログラムの学校が1地域に最低1校できている。英
語プログラムを実施する学校の数は全国で急激に増えている。また、指導教材や標準的な英語の教科書も広範囲
の地域に提供されている。 
 
4. コミュニカティブ・アプローチを支援するための英語の指導と学習リソースの開発 
コミュニカティブ・アプローチを支援するための英語の指導と学習リソースを開発するため、以下を含む要素が
開発されている。 
4.1 「ヨーロッパ言語共通参照枠」（CEFR）に基づくカリキュラム・ガイドラインの開発 
「ヨーロッパ言語共通参照枠」（CEFR）の導入方法に関するワークショップや教員研修がすべての 
教育段階で実施されている。教育省は、教員マニュアルと併せて、教員向けにどのように「ヨーロッ 
パ言語共通参照枠」（CEFR）に基づく語学活動を作るかに関するガイドラインを作成した。また、 
教育省はカリキュラムの作成、即ち生徒の達成度や成績に関する研究も計画している。 
4.2 ネットワークの強化 
初等教育の英語リソースセンター（Primary Education English Resource Center、PEER）が初 
等教育段階で、すべての初等教育サービスエリアで推進されている。このネットワークは、英語教 
員が知識、能力、使う英語スキルを身につけ、また指導と学習のマネジメントを行う上で役立つ。 
このような活動を通じて、ネットワークは英語教員が教育サービスエリアで指導経験や人的リソー 
スを共有したり、専門家の学習共同体を形成したりすることも推進できる。  
 
5. 授業の内外で英語を学ぶ雰囲気を作り、英語を学ぶ機会を増やす  
 学校の授業の内外で英語を学ぶ機会は、以下のように増えている。 
5.1 英語キャンプや英語コンテスト、語学の才能を伸ばす活動など、授業内及び課外での学習活動を通じた
生徒の英語スキルの能力開発。 
5.2 英語学習のイノベーションは情報通信技術（ICT）を通じて生み出されている。学校は生徒が英語に自然
にアクセスできるよう手助けすることができる。グローバル化の時代の中で、情報通信技術（ICT）はタイ
45
第 1部　各国・地域の発表 第 1部　各国・地域の発表5/31/2016
For learning and competence 
言語の学びと教えの変容
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内容
教育学的選択
For learning and competence 
教師は英語教授学習の目標を実現する（1）
言語教育：言語学習は生涯にわたるプロセス－
「全ての教師が語学教師である」
文化の多様性や言葉に対する認識の涵養：言語や文化
的アイデンティティーが重層的な社会、言葉のステータ
ス、グローバルな英語、言語学の理論
言語学習スキル：個人の目標設定、学習と協同の反映、
言語学習戦略の開発
For learning and competence 
現在行われている国レベルのカリキュラム改革
2016年8月には基礎教育段階への新たなコアカリキュ
ラムを導入
国のガイドラインには、地方での裁量の余地
• 研究者、教員養成大学、関係団体（地方自治体、
保護者、企業、労働組合、学生自治会等）が協力し
て策定
• トップダウン・ボトムアップのプロセス策定内容理
解の共有
各地域への導入は、学校・教員・生徒、さらにはある程
度までそのコミュニティ全体に影響
For learning and competence 
フィンランドにおける英語の概要
90%を超える生徒の第一外国語
広く使われている言語だが、第二言語ではない
目標：基礎教育終了時にCEFRレベルB1.1
（2016年8月以降）
少なくとも3分の2の生徒はレベルB1.1またはそれ以
上に（2013年Härmälä et al）、ただし…
特に男子生徒はインフォーマルで学習をしている場合
が多い
For learning and competence 
教師は英語教授学習の目標を実現する（2）
進化する言語の熟達度
• 対話のスキル：建設的/前向きな言語の使用、イニ
シアチブをとること、コミュニケーションにおける文
化的妥当性、目的に応じたネゴシエーション、調停
や仲介
• 文章の読解力（会話含む）：様々なメディアを通じて
提供される多方面の、意味ある文章の読み取り/聞
き取り
• 文章の構成力（会話含む）：目的やジャンルに応じ
た語彙や構造や発音/表現を用い、意図が正確に
伝わる文章の作成
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4
5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6
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は強制ではないものの，指導の中で他の言語を組み込むことが求められる場合があります。例えば，英語
が科学や経済における国際共通言語であることに疑問の余地は少ないと言えますから，これらの教科を
指導する際に，英語の資料に行き着くことはごく自然なことです。すべての教師が語学教師となるとい
う考え方は，様々な言語を取り込んで学習環境を広げるためであり，教師の言語能力にかかわらず，教科
内容と言語の統合的学習への小さなステップなのです。 
以上のことが次の 2 番目の項目につながります。文化的多様性と言語認識の向上です。我々は皆，異な
る方言や母語といった家庭環境による異なる言葉のアイデンティティーを持っており，また言語学習に
おいては，生徒のバックグラウンド又はルーツが英語でもフランス語でも日本語でもフィンランド東部
で話されているフィンランド語の方言であっても，等しく発言する機会が与えられます。英語は広く利用
されているが故に国際的な橋渡し役として，つまり英語そのものが,様々な文化やコミュニティ，個人言
語を区別することなく万華鏡のような形で表現するものだと理解されています。したがってこの観点か
らすると英語は，他の言語と場合によっては異なると言えるのかもしれません。とはいえ，英語は語彙が
広範で，文法が簡単な言語です。今回のカリキュラム改訂で検討された語彙や文法の範囲，より現実に即
して言い換えれば,英語教科において検討された内容は「ヨーロッパ言語共通参照枠」（CEFR）でまとめ
られている内容とある程度同じです。 
一般の科目についてはまだ頭を悩ませています。我々は英語を単に英米の言語や文化を理解するため
の手掛かりとしてのみ用いるのではなく，よりグローバルなコンテクストを理解するために利用するよ
うになりました。正に今回のこの種のセミナー(日本で行われているにもかかわらず英語を使用している
セミナー)がその良い例です。 
本スライドの最後の項目は，自ら主体的に学ぶ姿勢を身につけることに戻ります。生涯に渡るプロセス
でありスキルでもある言語学習について，我々は主体的に学ぶ学習が言語学習の研究に体系的に組み込
まれるべき目標又はトピック領域の一つであるという考え方を非常に明確に示してきました。それに伴
い，教師たちに対して，評価を明確にし，かつ有用な手段でもある言語ポートフォリオの活用を強く推奨
しています。これはフィンランドでも他国でも決して新しい考え方ではありませんが，実行に移すまで
にはまだ長い道のりが必要であると考えています。 
次のスライドは，言語学習を理解するうえで重要な用語をまとめました。「言葉」はコミュニケーシ
ョンと文章化のあらゆる側面を含みます。ここにおけるコミュニケーションとは他者と接する際の建設
的な言葉の利用と定義します。建設的な言葉の利用とは対話において，イニシアチブをとること，文化
的でかつ誠実であることを意味します。実際のコミュニケーションは，一つ一つの単語が持つ意味を理
解することと同時に，相手が伝えたいと思っていることをくみ取ることに集約されると考えるからで
す。したがって言葉を利用するということは，多様なレベルにわたる事象を結びつける仲介者としての
働きを持ち，相互理解を促進する働きを持つものと考えます。 
 二点目の「文章」について。「文章」は言語の教授学習における発話と言語学上の実体を示します。
理想を言うならば，話されたものであれ，書かれたものであれ，他人のものであれ，自分のものであ
れ，読むあるいは聞くに値する可能な限り多様な文章―若者の人生に有意義な文章―を提供するように
心がけるべきです。 
ここで述べる理想とは，生徒が自分の関心に従って言語スキルを伸ばす機会が与えられ，教師がそのプ
ロセスを手助けすることです。つまり授業で学習資料を用意するのは必ずしも教師自身ではある必要は
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ありません。もしかすると生徒自身が関心のある資料を見つけ出した方が好都合かもしれません。これ
らのテキストは，その目的に注目しながら研究され，あるいは生み出され，もしそれが口語テキストなら
ば語彙，構造，正確性，発音に留意するべきです。生徒がこれらの要素にいかにして取り組むかも，生徒
が評価される基準となります。 
スライド 7 では，2016 年のカリキュラム改革についてごくごく簡潔にまとめています。厚さ約 4 セン
チにもなる英語だけでなく全教科を指導するためのカリキュラム概要です。ただし初等教育における英
語の指導にはいまだ検討すべき問題があると考えています。一点目は，前に言及したこの時代のフィン
ランドにおける英語固有の問題です。「英語の指導と学習の目的は何か」という問いに集約できる問題で
す。我が国には非常に英語が堪能な生徒もいますが，英語のスキルに余り恵まれていない生徒もいます。
今日のフィンランドでは,言語スキルは学校でのみ学ぶのではなく，我々の住む現実社会で広く利用され
ています。このような状況のもとで，我々はどのようにして学校で英語を学習する基準を実際に設定し
たら良いのでしょうか。英語が良くできる場合は授業が免除されるのでしょうか，反対にもし英語がで
きない場合，何の苦もなく言語を操れて，単純に自分のニーズを全く必要としないクラスメイトしか周
りにいなかったらどのように語学学習のモチベーションを上げるのでしょうか。学校とは自分の知らな
いことを教えてもらうべき場所であるべきなのですが，英語の場合は自分より優秀な生徒の間ではその
機会が得られないのです。フィンランドの民族は多民族の集団で，我々は今後もそうあり続けることを
願っています。これは慎重に考慮，検討された原則です。いわゆる「能力」で生徒を分けると，成績不振
など教育が行き詰まり，様々な問題につながります。 
私のまとめた問題はフィンランド特有のもので，今までは問題を教育学で解決しようと試みてきまし
た。その例として，ICT（情報通信技術）はフィンランドで正に議論されている問題です。現在 ICT は急
速に変化しています。従来の学習資料やツールから，ICT を用いた教材への変化は，我々自身もそれがど
のくらい大きな変化になるか実のところ余り理解できていません。 
しかし，我々は一律の ICT を提供するのではなく,カスタマイズすることを許可した方が良いと考えて
います。よりカスタマイズされた学習プラットフォームの方が，理想的な状況下においてより個々のモ
チベーションを高められると考えています。一方でこれまで我々は，ICT による教育上の変化を技術的側
面から議論してきました。なぜならば，変化に適応していく時間が必要でしたし，教師たちは ICT が提
供できること，自分たちが問題意識を持ちながら ICT を提供することの可能性をより深く理解する必要
があったからです。教師たちがこのことを非常に良く理解していることに私は満足しています。 
最後に評価について簡単に触れておきたいと思います。何ら驚くことではありませんが，もし改革を望
むのであれば，評価について再考する必要があります。私の推測では，皆さんは今後 10 年程度で ICT の
台頭と認定プロセスの変革によって,従来の評価方法が大きく変化するのを目の当たりにするでしょう。 
以上で述べたように，これから実施される改革から学んだことは，我々には目的があり，何が必要で何
が必要でないかを理解し，2016 年のカリキュラム改革の目標を達成するための材料(教材)や様々なツー
ルの知識を持つことが必要だということです。今年は正に教師たちが英語の指導に対する理解を高めて
いく年です。教師によって，その変化が他の教師よりも大きく感じられることもあります。同時に教師た
ちが必要としているサポートを十分に提供できていないかもしれないということを恐れてもいます。新
しいカリキュラムでは，変化をもたらす可能性に非常に意欲的に挑戦していますが，もし我々がメッセ
ージをより明確な形で伝えきることができなければ，徹底した好ましい変化をもたらすことはできませ
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ん。ただ面白いからという理由だけの変化は必要としていません。必要なのは，若者が学習する衝動に駆
られ，必要性を感じられるような仕掛けに変えることです。同時に教師たちに対して直接的な指示や命
令を与えずに，指導と学習について学ぶような何らかの仕掛けを必要とすることにもなります。ある意
味，「鶏が先か卵が先か」になぞらえることができるかもしれません。読み，書き，計算などの基礎的な
スキルを身につけるとともに主体的に学ぶ姿勢を身につけること，少なくとも見通し得る将来において,
英語が極めて重要な役割を果たすであろう急速に変化する現代社会に立ち向かうこと，我々の取組は続
いていきます。御清聴ありがとうございました。 
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ありません。もしかすると生徒自身が関心のある資料を見つけ出した方が好都合かもしれません。これ
らのテキストは，その目的に注目しながら研究され，あるいは生み出され，もしそれが口語テキストなら
ば語彙，構造，正確性，発音に留意するべきです。生徒がこれらの要素にいかにして取り組むかも，生徒
が評価される基準となります。 
スライド 7 では，2016 年のカリキュラム改革についてごくごく簡潔にまとめています。厚さ約 4 セン
チにもなる英語だけでなく全教科を指導するためのカリキュラム概要です。ただし初等教育における英
語の指導にはいまだ検討すべき問題があると考えています。一点目は，前に言及したこの時代のフィン
ランドにおける英語固有の問題です。「英語の指導と学習の目的は何か」という問いに集約できる問題で
す。我が国には非常に英語が堪能な生徒もいますが，英語のスキルに余り恵まれていない生徒もいます。
今日のフィンランドでは,言語スキルは学校でのみ学ぶのではなく，我々の住む現実社会で広く利用され
ています。このような状況のもとで，我々はどのようにして学校で英語を学習する基準を実際に設定し
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いことを教えてもらうべき場所であるべきなのですが，英語の場合は自分より優秀な生徒の間ではその
機会が得られないのです。フィンランドの民族は多民族の集団で，我々は今後もそうあり続けることを
願っています。これは慎重に考慮，検討された原則です。いわゆる「能力」で生徒を分けると，成績不振
など教育が行き詰まり，様々な問題につながります。 
私のまとめた問題はフィンランド特有のもので，今までは問題を教育学で解決しようと試みてきまし
た。その例として，ICT（情報通信技術）はフィンランドで正に議論されている問題です。現在 ICT は急
速に変化しています。従来の学習資料やツールから，ICT を用いた教材への変化は，我々自身もそれがど
のくらい大きな変化になるか実のところ余り理解できていません。 
しかし，我々は一律の ICT を提供するのではなく,カスタマイズすることを許可した方が良いと考えて
います。よりカスタマイズされた学習プラットフォームの方が，理想的な状況下においてより個々のモ
チベーションを高められると考えています。一方でこれまで我々は，ICT による教育上の変化を技術的側
面から議論してきました。なぜならば，変化に適応していく時間が必要でしたし，教師たちは ICT が提
供できること，自分たちが問題意識を持ちながら ICT を提供することの可能性をより深く理解する必要
があったからです。教師たちがこのことを非常に良く理解していることに私は満足しています。 
最後に評価について簡単に触れておきたいと思います。何ら驚くことではありませんが，もし改革を望
むのであれば，評価について再考する必要があります。私の推測では，皆さんは今後 10 年程度で ICT の
台頭と認定プロセスの変革によって,従来の評価方法が大きく変化するのを目の当たりにするでしょう。 
以上で述べたように，これから実施される改革から学んだことは，我々には目的があり，何が必要で何
が必要でないかを理解し，2016 年のカリキュラム改革の目標を達成するための材料(教材)や様々なツー
ルの知識を持つことが必要だということです。今年は正に教師たちが英語の指導に対する理解を高めて
いく年です。教師によって，その変化が他の教師よりも大きく感じられることもあります。同時に教師た
ちが必要としているサポートを十分に提供できていないかもしれないということを恐れてもいます。新
しいカリキュラムでは，変化をもたらす可能性に非常に意欲的に挑戦していますが，もし我々がメッセ
ージをより明確な形で伝えきることができなければ，徹底した好ましい変化をもたらすことはできませ
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ん。ただ面白いからという理由だけの変化は必要としていません。必要なのは，若者が学習する衝動に駆
られ，必要性を感じられるような仕掛けに変えることです。同時に教師たちに対して直接的な指示や命
令を与えずに，指導と学習について学ぶような何らかの仕掛けを必要とすることにもなります。ある意
味，「鶏が先か卵が先か」になぞらえることができるかもしれません。読み，書き，計算などの基礎的な
スキルを身につけるとともに主体的に学ぶ姿勢を身につけること，少なくとも見通し得る将来において,
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For learning and competence 
教師は英語教授学習の目標を実現する（1）
言語教育：言語学習は生涯にわたるプロセス－
「全ての教師が語学教師である」
文化の多様性や言葉に対する認識の涵養：言語や文化
的アイデンティティーが重層的な社会、言葉のステータ
ス、グローバルな英語、言語学の理論
言語学習スキル：個人の目標設定、学習と協同の反映、
言語学習戦略の開発
For learning and competence 
現在行われている国レベルのカリキュラム改革
2016年8月には基礎教育段階への新たなコアカリキュ
ラムを導入
国のガイドラインには、地方での裁量の余地
• 研究者、教員養成大学、関係団体（地方自治体、
保護者、企業、労働組合、学生自治会等）が協力し
て策定
• トップダウン・ボトムアップのプロセス策定内容理
解の共有
各地域への導入は、学校・教員・生徒、さらにはある程
度までそのコミュニティ全体に影響
For learning and competence 
フィンランドにおける英語の概要
90%を超える生徒の第一外国語
広く使われている言語だが、第二言語ではない
目標：基礎教育終了時にCEFRレベルB1.1
（2016年8月以降）
少なくとも3分の2の生徒はレベルB1.1またはそれ以
上に（2013年Härmälä et al）、ただし…
特に男子生徒はインフォーマルで学習をしている場合
が多い
For learning and competence 
教師は英語教授学習の目標を実現する（2）
進化する言語の熟達度
• 対話のスキル：建設的/前向きな言語の使用、イニ
シアチブをとること、コミュニケーションにおける文
化的妥当性、目的に応じたネゴシエーション、調停
や仲介
• 文章の読解力（会話含む）：様々なメディアを通じて
提供される多方面の、意味ある文章の読み取り/聞
き取り
• 文章の構成力（会話含む）：目的やジャンルに応じ
た語彙や構造や発音/表現を用い、意図が正確に
伝わる文章の作成
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は強制ではないものの，指導の中で他の言語を組み込むことが求められる場合があります。例えば，英語
が科学や経済における国際共通言語であることに疑問の余地は少ないと言えますから，これらの教科を
指導する際に，英語の資料に行き着くことはごく自然なことです。すべての教師が語学教師となるとい
う考え方は，様々な言語を取り込んで学習環境を広げるためであり，教師の言語能力にかかわらず，教科
内容と言語の統合的学習への小さなステップなのです。 
以上のことが次の 2 番目の項目につながります。文化的多様性と言語認識の向上です。我々は皆，異な
る方言や母語といった家庭環境による異なる言葉のアイデンティティーを持っており，また言語学習に
おいては，生徒のバックグラウンド又はルーツが英語でもフランス語でも日本語でもフィンランド東部
で話されているフィンランド語の方言であっても，等しく発言する機会が与えられます。英語は広く利用
されているが故に国際的な橋渡し役として，つまり英語そのものが,様々な文化やコミュニティ，個人言
語を区別することなく万華鏡のような形で表現するものだと理解されています。したがってこの観点か
らすると英語は，他の言語と場合によっては異なると言えるのかもしれません。とはいえ，英語は語彙が
広範で，文法が簡単な言語です。今回のカリキュラム改訂で検討された語彙や文法の範囲，より現実に即
して言い換えれば,英語教科において検討された内容は「ヨーロッパ言語共通参照枠」（CEFR）でまとめ
られている内容とある程度同じです。 
一般の科目についてはまだ頭を悩ませています。我々は英語を単に英米の言語や文化を理解するため
の手掛かりとしてのみ用いるのではなく，よりグローバルなコンテクストを理解するために利用するよ
うになりました。正に今回のこの種のセミナー(日本で行われているにもかかわらず英語を使用している
セミナー)がその良い例です。 
本スライドの最後の項目は，自ら主体的に学ぶ姿勢を身につけることに戻ります。生涯に渡るプロセス
でありスキルでもある言語学習について，我々は主体的に学ぶ学習が言語学習の研究に体系的に組み込
まれるべき目標又はトピック領域の一つであるという考え方を非常に明確に示してきました。それに伴
い，教師たちに対して，評価を明確にし，かつ有用な手段でもある言語ポートフォリオの活用を強く推奨
しています。これはフィンランドでも他国でも決して新しい考え方ではありませんが，実行に移すまで
にはまだ長い道のりが必要であると考えています。 
次のスライドは，言語学習を理解するうえで重要な用語をまとめました。「言葉」はコミュニケーシ
ョンと文章化のあらゆる側面を含みます。ここにおけるコミュニケーションとは他者と接する際の建設
的な言葉の利用と定義します。建設的な言葉の利用とは対話において，イニシアチブをとること，文化
的でかつ誠実であることを意味します。実際のコミュニケーションは，一つ一つの単語が持つ意味を理
解することと同時に，相手が伝えたいと思っていることをくみ取ることに集約されると考えるからで
す。したがって言葉を利用するということは，多様なレベルにわたる事象を結びつける仲介者としての
働きを持ち，相互理解を促進する働きを持つものと考えます。 
 二点目の「文章」について。「文章」は言語の教授学習における発話と言語学上の実体を示します。
理想を言うならば，話されたものであれ，書かれたものであれ，他人のものであれ，自分のものであ
れ，読むあるいは聞くに値する可能な限り多様な文章―若者の人生に有意義な文章―を提供するように
心がけるべきです。 
ここで述べる理想とは，生徒が自分の関心に従って言語スキルを伸ばす機会が与えられ，教師がそのプ
ロセスを手助けすることです。つまり授業で学習資料を用意するのは必ずしも教師自身ではある必要は
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というふうに実際に話しそれを書いたということです。これは，この単元が終わった次
学校でも同様に行う指導の仕方は何なのかということを明らかにしていくことも，一方で必要であると考えて
います。県内の様々な取組から，少なくともスライド 14 にあげられた 7 点は，小・中学校で継続させる指導
ではないかと考えています。 
例えば，この具体的な場面設定をして，目的ある言語活動を仕組み，かつ，教材・教具と言語活動のリサイ
クルを行うということについての実践例としては，これはある小学校と中学校ですが，左側は小学校で右側が
中学校です。左側は小学校の 5 年生で，「未来へ提案，こんな車どうですか」という，この学校がオリジナル
で作られた単元です。自分が考える，未来にあったらいいなあと思う車を，子供たちが画用紙に書いて，その
車について英語で説明するということを，単元の終末の活動として行わせています。その子たちが中学校に上
がると，このとき作ったこの教材が，先生経由でその中学校に渡り，今度その子たちが中学校の 1 年生で，
Wheelchair Basketball という単元があるのですが，そこの単元の終末の活動として，同様の活動で，今度は車に
限定せずに，乗り物に広げて，将来の乗り物ということで，子供たちが話をするという活動が単元の終末にあ
るのですが，その単元の導入部分で，小学校のときに使ったこれを子供たちに戻して，一回やらせてみるとい
う取組をしてらっしゃる学校もあります。そこでそのとき行った言語活動を子供たちに想起させるとともに，
そのときに使用した言語材料も想起させるといったことがしやすくなるということが，一つの大きなメリット
ではないかと考えています。 
 それから，これは小学校のことで，拠点校の中では特に文部科学省指定の拠点校は必ずですけれども，読む
ことと書くことの指導も行っていただいています。まず読むことですけれども，実践例としましては，これは
「指示文を読もう」という，これもこの学校が独自で作られた単元ですけれども，その単元の中の活動で，指
示文というのがこういう指示文です。このうちの 1 枚が，それぞれが 1 枚ずつ分かれて，別々に封筒に入って
いて，子供は幾つかある封筒から一つ選んで中を見ると，この指示文の中のどれかが入っていると。それを読
んで，その指示どおりに動くと，そこに，例えば一番上だったら，緑の恐竜のおもちゃがそこにある，という
ような，こういう活動をしているということです。これが読むことの指導の指導例です。 
それから，書くことの指導としましては，この学校では毎時間授業の初めの 5 分ないし 10 分を使って，
What do you like about～?という，そういう疑問文から始まる対話活動を行っています。What do you like about 
Nagara town ? 長良というのは町の名前なのですけれども，この町について子供たちが，自分たちが住んでい
る長良の町の何が好きかということを，小学校の 5 年生がお互いに話をするというような活動ですけど，こ
のときに自分がしゃべったことを，その授業の最後にお手本を見ながら，この子でしたら，I like 
I like hiking. It’s fun! 
の週の英語の授業で，このように清書されて，教室の背面掲示になるというふうな，こういう取組がされて
いる拠点校もあります。 
 最後に，現時点での課題と，今後の取組です。冒頭申し上げましたが，外部試験による評価を継続していき
たいと思っております。それから，学習到達目標については，様々なタイプの学習到達目標が今あるわけです
けれども，いずれにしてもその中身は，不断の見直しが必要と考えていますので，改善を図ること。それから，
先ほど言語活動と言語材料のリサイクルという実践例を御紹介しましたが，この両者を繰り返すということ
は，極めて重要であると思っています。問題は，どの言語材料を繰り返させるのか，どの言語活動に繰り返し
取り組ませるのかということですので，そのことを考えていきたいと考えています。 
それから，これも 4 点目ですが，これは当たり前の話ですけれども，インプットをどうするかということ
で，とりわけ第 1 学年からやってらっしゃる学校については，1，2 年生は発話を急がせないというコンセプト
Dodogamine. 
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5/31/2016
For learning and competence 
2016年カリキュラム改革と英語の課題
問い続けなければいけないこと：「英語を教え、学ぶこ
との目的は何なのか？」「どの英語なのか？」「誰のた
めの英語なのか？」
多民族の集団
情報通信技術（ICT）
評価
これまで学んだ教訓
For learning and competence 
…そして取組は続く…
Hello!
ありがとうございました！
アヌ・ハルバリ
anu.halvari@oph.fi
イラスト：マリアンヌ・マルクス（ラーヘ高等学校）
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皆さん，こんにちは。岐阜県教育員会学校支援課の山田誠志と申します。これから本県におきます，小・中
学校を通じた系統的な英語教育の実現に向けて，取り組んでおりますことを話させていただきます。 
 本県教育委員会は，英語拠点校区事業に取り組んでおります。本県は六つの行政区域に分かれており，それ
ぞれの地域の小学校，中学校，高等学校に，英語拠点校を依頼して，先行的な取組を行っていただいています。
6地域のうち二つの地域が文部科学省指定です。県内全域で英語教育を推進し，全県的に改善を図ろうとして
いるということは，本県の英語教育の特徴の一つと思っております。 
これは英語拠点校の現時点での取組の成果の一つです。本県の英語教育で大事にしてることが幾つかありま
す。そのうちの一つが，いわゆる interaction です。それがあふれる授業を実現したいと考えております。これ
は，そのまま同じ意味ではないかもしれませんけど，コミュニケーションの継続と捉えています。 
それからもう一つが，これまでの本県の英語の授業における課題の一つだったのですが，子供たちに，その
授業中に覚えた，いわゆる定型の表現を，間違えずに発表させるという意識が高かったんのですが，何とかそ
の状況を打破したい，脱却したいと考えまして，伝えたい内容と，その内容を伝えるために必要な英語表現の，
この二つを同時にその場で考えながら話したり，書いたり，いわゆる即興的な表現ができるようにさせたいと
思っております。それが既習表現の活用ということで，本県の英語教育について考える際に，この二つ，つま
り「interaction コミュニケーションの継続ができているか」ということと「即興的な表現ができているか」と
いうことは，非常に重要な指標であると考えています。 
御覧の折れ線グラフは，昨年度の小学校 5 年生の 6 月の結果，それから 12 月，その子たちが今年小学校 6
年生になったときの結果です。御覧のように，英語の授業が好きですかという問いも含めて，ほぼ右肩上がり
になっています。ちなみに中学校ですが，若干質問の仕方が変わっているのですけれども，同じくその二つの
指標で見たときに，このようにおおむね右肩上がりになっています。中学校 1 年生，中学校 2 年生です。学年
が上がっても，この数値が下がっていない，上がっているということについて，英語拠点校の先生方が非常に
努力をしておられると考えています。 
それから，外部試験の結果です。英検の実力判定テスト「ブロンズ」，これは昨年度の小学校 6 年生ですが，
平均正答率が 84 パーセントでした。この数値がいいのかどうかというのは，なかなかこれだけでは判断でき
ませんので，毎年測っていき経年でみていきたいと考えています。それから，昨年度の中学校 3 年生ですが，
3 級に 3 級相当加えると 46 パーセントという結果になっています。
 それでは，表題の小・中学校を通じた系統的な英語教育の実現に向けてということですが，これは本県のあ
る小学校と中学校の拠点校が作成された，話すことの目標の一つです。下が小学校 6 年生，上が中学校 3 年生
です。小学校 6 年生では，自分の考えに理由を付けるということを，この学校では目標にしてらっしゃいます。
そして，中学校 3 年生では，自分の意見や主張と，その根拠等，これを付けるということを目標にしてらっし
各国・地域からの発表 ④：岐阜県
小中学校を通じた系統的な英語教育の実現に向けて
山田 誠志
岐阜県教育委員会学校支援課 指導主事
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ゃいます。つまり，この小学校と中学校は，一貫して自分の考えと理由を述べさせるということを，話すこと
における目標の一つにしてらっしゃるということです。 
加えて，小学校 6 年生では，聞き手が理解できないときには，繰り返したり強調したりしながら，中学校 3
年生では，聞き手の理解を確認したり，必要に応じて他の表現で言い直したりなどしながらということをそれ
ぞれ目標にしてらっしゃいます。 
つまり，小中一貫して聞き手の理解に応じるということを目標にしてみえるということです。一貫して自分
の考えと理由を，聞き手の理解に応じて話すことを目標にしてらっしゃるわけです。このように，系統的な英
語教育を実現させるために，まず大事にしなくてはならないことは，目標に一貫性を持たせることであると思
っています。何に関する一貫性を持たせるのかということは，これから考えなくてはいけませんが，例えば，
先ほどのような一貫性の持たせ方をしてらっしゃる拠点校があるということです。また，これは先ほど御覧い
ただきました小学校 6 年生の目標ですけれども，こういう目標を掲げているこの学校では，例えばレッスン 1
で誕生日カレンダーを作ろうという単元を仕組んで，そういう活動をしているときも，レッスン 2 で岐阜県を
紹介しようという単元を設定して，岐阜県を子供たちが紹介しているという活動に取り組んでいるときも，常
に自分の考えに理由を付けて話すことを指導しますし，先生方は，繰り返したり強調したりして話すことも指
導されます。つまり，目標に一貫性を持たせるとともにその目標を明確にするということは，言い換えると，
指導内容が重点化するということであると考えています。このこと，つまり，指導内容の重点化も，小，中，
それから高等学校を通じた，系統的な英語教育を実現させるために，大切なことであると考えています。 
 先ほどの目標に話を戻します。本県の拠点校だけではないのですけれども，目標としては，いわゆる技能別，
聞く，話す，読む，書くの 4 技能それぞれに目標を全ての学校が設定してらっしゃるのですけれども，それに
加えて，話題別に目標を作ったり，活動別に目標を作ったりといった取組をしてらっしゃる学校があります。
この話題別や活動別の目標設定というのは，技能統合型の目標設定ということもできると思います。 
①の技能別の目標の具体につきましては，皆さまお手元のこの一番上に資料編と書いてあるものがあります
が，例えば 2 ページ，3 ページ，4 ページ，5 ページ，これは，聞く，話す，読む，書くのそれぞれの技能につ
いて，一番下が小学校の 1 年生，それから一番上が中学校の 3 年生というふうに，目標が設定されている例で
す。話す，読む，書くというふうに続きます。それから，小学校についての目標ということで，それに特化し
た資料としては，6 ページに，これも県内の英語の拠点校の一つの小学校ですが，1 年生から 6 年生までの，
聞く，話す，読む，書くの技能別の目標が設定をされています。このような目標が設定されているということ
です。 
 この技能別とは別に，話題別の目標としては，ある拠点校の取組ですけれども，子供たちにとって身近な話
題で，伝え合う値打ちがあるもので，しかもこれは小・中と一貫していないと意味がないですから，中学校の
検定教科書に出てくる話題を勘案して，この六つのものを選び出して，それぞれの話題について目標を設定す
るという取組をしてらっしゃる学校もあります。例えば，これは先ほどの一番右の下ですね。「学校・ふるさ
と」という話題について設定された，小学校 5 年生と，小学校 6 年生の達成したい対話例です。資料編の 7 ペ
ージが，小学校の「学校・ふるさと」という話題に関する目標，その次の 8 ページが，中学校の「学校・ふる
さと」の目標ですので，また後ほどお時間があるときに御覧ください。 
 最後，系統的な英語教育を実現させるために，もう一つ大事になってくると思われることが，指導方法です。
これを小学校と中学校で継続させる必要があると考えています。もちろん発達の段階に応じるということは極
めて重要ですから，小学生の子たちに合った指導の仕方というのは当然あるわけですけれども，小学校でも中
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学校を通じた系統的な英語教育の実現に向けて，取り組んでおりますことを話させていただきます。 
 本県教育委員会は，英語拠点校区事業に取り組んでおります。本県は六つの行政区域に分かれており，それ
ぞれの地域の小学校，中学校，高等学校に，英語拠点校を依頼して，先行的な取組を行っていただいています。
6地域のうち二つの地域が文部科学省指定です。県内全域で英語教育を推進し，全県的に改善を図ろうとして
いるということは，本県の英語教育の特徴の一つと思っております。 
これは英語拠点校の現時点での取組の成果の一つです。本県の英語教育で大事にしてることが幾つかありま
す。そのうちの一つが，いわゆる interaction です。それがあふれる授業を実現したいと考えております。これ
は，そのまま同じ意味ではないかもしれませんけど，コミュニケーションの継続と捉えています。 
それからもう一つが，これまでの本県の英語の授業における課題の一つだったのですが，子供たちに，その
授業中に覚えた，いわゆる定型の表現を，間違えずに発表させるという意識が高かったんのですが，何とかそ
の状況を打破したい，脱却したいと考えまして，伝えたい内容と，その内容を伝えるために必要な英語表現の，
この二つを同時にその場で考えながら話したり，書いたり，いわゆる即興的な表現ができるようにさせたいと
思っております。それが既習表現の活用ということで，本県の英語教育について考える際に，この二つ，つま
り「interaction コミュニケーションの継続ができているか」ということと「即興的な表現ができているか」と
いうことは，非常に重要な指標であると考えています。 
御覧の折れ線グラフは，昨年度の小学校 5 年生の 6 月の結果，それから 12 月，その子たちが今年小学校 6
年生になったときの結果です。御覧のように，英語の授業が好きですかという問いも含めて，ほぼ右肩上がり
になっています。ちなみに中学校ですが，若干質問の仕方が変わっているのですけれども，同じくその二つの
指標で見たときに，このようにおおむね右肩上がりになっています。中学校 1 年生，中学校 2 年生です。学年
が上がっても，この数値が下がっていない，上がっているということについて，英語拠点校の先生方が非常に
努力をしておられると考えています。 
それから，外部試験の結果です。英検の実力判定テスト「ブロンズ」，これは昨年度の小学校 6 年生ですが，
平均正答率が 84 パーセントでした。この数値がいいのかどうかというのは，なかなかこれだけでは判断でき
ませんので，毎年測っていき経年でみていきたいと考えています。それから，昨年度の中学校 3 年生ですが，
3 級に 3 級相当加えると 46 パーセントという結果になっています。
 それでは，表題の小・中学校を通じた系統的な英語教育の実現に向けてということですが，これは本県のあ
る小学校と中学校の拠点校が作成された，話すことの目標の一つです。下が小学校 6 年生，上が中学校 3 年生
です。小学校 6 年生では，自分の考えに理由を付けるということを，この学校では目標にしてらっしゃいます。
そして，中学校 3 年生では，自分の意見や主張と，その根拠等，これを付けるということを目標にしてらっし
各国・地域からの発表 ④：岐阜県
小中学校を通じた系統的な英語教育の実現に向けて
山田 誠志
岐阜県教育委員会学校支援課 指導主事
54
ゃいます。つまり，この小学校と中学校は，一貫して自分の考えと理由を述べさせるということを，話すこと
における目標の一つにしてらっしゃるということです。 
加えて，小学校 6 年生では，聞き手が理解できないときには，繰り返したり強調したりしながら，中学校 3
年生では，聞き手の理解を確認したり，必要に応じて他の表現で言い直したりなどしながらということをそれ
ぞれ目標にしてらっしゃいます。 
つまり，小中一貫して聞き手の理解に応じるということを目標にしてみえるということです。一貫して自分
の考えと理由を，聞き手の理解に応じて話すことを目標にしてらっしゃるわけです。このように，系統的な英
語教育を実現させるために，まず大事にしなくてはならないことは，目標に一貫性を持たせることであると思
っています。何に関する一貫性を持たせるのかということは，これから考えなくてはいけませんが，例えば，
先ほどのような一貫性の持たせ方をしてらっしゃる拠点校があるということです。また，これは先ほど御覧い
ただきました小学校 6 年生の目標ですけれども，こういう目標を掲げているこの学校では，例えばレッスン 1
で誕生日カレンダーを作ろうという単元を仕組んで，そういう活動をしているときも，レッスン 2 で岐阜県を
紹介しようという単元を設定して，岐阜県を子供たちが紹介しているという活動に取り組んでいるときも，常
に自分の考えに理由を付けて話すことを指導しますし，先生方は，繰り返したり強調したりして話すことも指
導されます。つまり，目標に一貫性を持たせるとともにその目標を明確にするということは，言い換えると，
指導内容が重点化するということであると考えています。このこと，つまり，指導内容の重点化も，小，中，
それから高等学校を通じた，系統的な英語教育を実現させるために，大切なことであると考えています。 
 先ほどの目標に話を戻します。本県の拠点校だけではないのですけれども，目標としては，いわゆる技能別，
聞く，話す，読む，書くの 4 技能それぞれに目標を全ての学校が設定してらっしゃるのですけれども，それに
加えて，話題別に目標を作ったり，活動別に目標を作ったりといった取組をしてらっしゃる学校があります。
この話題別や活動別の目標設定というのは，技能統合型の目標設定ということもできると思います。 
①の技能別の目標の具体につきましては，皆さまお手元のこの一番上に資料編と書いてあるものがあります
が，例えば 2 ページ，3 ページ，4 ページ，5 ページ，これは，聞く，話す，読む，書くのそれぞれの技能につ
いて，一番下が小学校の 1 年生，それから一番上が中学校の 3 年生というふうに，目標が設定されている例で
す。話す，読む，書くというふうに続きます。それから，小学校についての目標ということで，それに特化し
た資料としては，6 ページに，これも県内の英語の拠点校の一つの小学校ですが，1 年生から 6 年生までの，
聞く，話す，読む，書くの技能別の目標が設定をされています。このような目標が設定されているということ
です。 
 この技能別とは別に，話題別の目標としては，ある拠点校の取組ですけれども，子供たちにとって身近な話
題で，伝え合う値打ちがあるもので，しかもこれは小・中と一貫していないと意味がないですから，中学校の
検定教科書に出てくる話題を勘案して，この六つのものを選び出して，それぞれの話題について目標を設定す
るという取組をしてらっしゃる学校もあります。例えば，これは先ほどの一番右の下ですね。「学校・ふるさ
と」という話題について設定された，小学校 5 年生と，小学校 6 年生の達成したい対話例です。資料編の 7 ペ
ージが，小学校の「学校・ふるさと」という話題に関する目標，その次の 8 ページが，中学校の「学校・ふる
さと」の目標ですので，また後ほどお時間があるときに御覧ください。 
 最後，系統的な英語教育を実現させるために，もう一つ大事になってくると思われることが，指導方法です。
これを小学校と中学校で継続させる必要があると考えています。もちろん発達の段階に応じるということは極
めて重要ですから，小学生の子たちに合った指導の仕方というのは当然あるわけですけれども，小学校でも中
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というふうに実際に話しそれを書いたということです。これは，この単元が終わった次
学校でも同様に行う指導の仕方は何なのかということを明らかにしていくことも，一方で必要であると考えて
います。県内の様々な取組から，少なくともスライド 14 にあげられた 7 点は，小・中学校で継続させる指導
ではないかと考えています。 
例えば，この具体的な場面設定をして，目的ある言語活動を仕組み，かつ，教材・教具と言語活動のリサイ
クルを行うということについての実践例としては，これはある小学校と中学校ですが，左側は小学校で右側が
中学校です。左側は小学校の 5 年生で，「未来へ提案，こんな車どうですか」という，この学校がオリジナル
で作られた単元です。自分が考える，未来にあったらいいなあと思う車を，子供たちが画用紙に書いて，その
車について英語で説明するということを，単元の終末の活動として行わせています。その子たちが中学校に上
がると，このとき作ったこの教材が，先生経由でその中学校に渡り，今度その子たちが中学校の 1 年生で，
Wheelchair Basketball という単元があるのですが，そこの単元の終末の活動として，同様の活動で，今度は車に
限定せずに，乗り物に広げて，将来の乗り物ということで，子供たちが話をするという活動が単元の終末にあ
るのですが，その単元の導入部分で，小学校のときに使ったこれを子供たちに戻して，一回やらせてみるとい
う取組をしてらっしゃる学校もあります。そこでそのとき行った言語活動を子供たちに想起させるとともに，
そのときに使用した言語材料も想起させるといったことがしやすくなるということが，一つの大きなメリット
ではないかと考えています。 
 それから，これは小学校のことで，拠点校の中では特に文部科学省指定の拠点校は必ずですけれども，読む
ことと書くことの指導も行っていただいています。まず読むことですけれども，実践例としましては，これは
「指示文を読もう」という，これもこの学校が独自で作られた単元ですけれども，その単元の中の活動で，指
示文というのがこういう指示文です。このうちの 1 枚が，それぞれが 1 枚ずつ分かれて，別々に封筒に入って
いて，子供は幾つかある封筒から一つ選んで中を見ると，この指示文の中のどれかが入っていると。それを読
んで，その指示どおりに動くと，そこに，例えば一番上だったら，緑の恐竜のおもちゃがそこにある，という
ような，こういう活動をしているということです。これが読むことの指導の指導例です。 
それから，書くことの指導としましては，この学校では毎時間授業の初めの 5 分ないし 10 分を使って，
What do you like about～?という，そういう疑問文から始まる対話活動を行っています。What do you like about 
Nagara town ? 長良というのは町の名前なのですけれども，この町について子供たちが，自分たちが住んでい
る長良の町の何が好きかということを，小学校の 5 年生がお互いに話をするというような活動ですけど，こ
のときに自分がしゃべったことを，その授業の最後にお手本を見ながら，この子でしたら，I like 
I like hiking. It’s fun! 
の週の英語の授業で，このように清書されて，教室の背面掲示になるというふうな，こういう取組がされて
いる拠点校もあります。 
 最後に，現時点での課題と，今後の取組です。冒頭申し上げましたが，外部試験による評価を継続していき
たいと思っております。それから，学習到達目標については，様々なタイプの学習到達目標が今あるわけです
けれども，いずれにしてもその中身は，不断の見直しが必要と考えていますので，改善を図ること。それから，
先ほど言語活動と言語材料のリサイクルという実践例を御紹介しましたが，この両者を繰り返すということ
は，極めて重要であると思っています。問題は，どの言語材料を繰り返させるのか，どの言語活動に繰り返し
取り組ませるのかということですので，そのことを考えていきたいと考えています。 
それから，これも 4 点目ですが，これは当たり前の話ですけれども，インプットをどうするかということ
で，とりわけ第 1 学年からやってらっしゃる学校については，1，2 年生は発話を急がせないというコンセプト
Dodogamine. 
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5/31/2016
For learning and competence 
2016年カリキュラム改革と英語の課題
問い続けなければいけないこと：「英語を教え、学ぶこ
との目的は何なのか？」「どの英語なのか？」「誰のた
めの英語なのか？」
多民族の集団
情報通信技術（ICT）
評価
これまで学んだ教訓
For learning and competence 
…そして取組は続く…
Hello!
ありがとうございました！
アヌ・ハルバリ
anu.halvari@oph.fi
イラスト：マリアンヌ・マルクス（ラーヘ高等学校）
 7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8
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2016/5/31
「系統的な英語教育」の実現に向けて
小学校
中学校
（高等学校）
①一貫性のある目標
②重点化された指導内容
③継続性のある指導方法
小学校 第５学年
「未来へ提案～こんな車どうですか？」
中学校 第１学年
“Wheelchair Basketball”
具体的な場面設定・目的ある言語活動
自分の考えや気持ちを理由を付けて表現
対話的な言語活動（interaction）を重視
言語材料を想起しながら使用
conversation strategiesを指導
教材・教具と言語活動のリサイクル
児童と英語でコミュニケーションを
◆小・中学校で継続させる指導
「系統的な英語教育」の実現に向けて
③継続性のある指導方法
「系統的な英語教育」の実現に向けて
③継続性のある指導方法
読むこと
■聞いたり話したりして、
音声に十分慣れ親しんでいる単語
■読む必然のある活動
（例） 指示文を読もう
■毎時間取り組ませ続けることで、
書けるようになる喜び（成長の実感）
「系統的な英語教育」の実現に向けて
③継続性のある指導方法
書くこと
■聞いたり話したりしたことを書き写す
■書く必然のある活動
（例） 「体験学習の思い出マップ」をつくろう
13　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 14
15　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 16
17　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 18
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の下，インプット重視の指導をしてらっしゃるわけですけれども，子供たちが飽きることなく，かつ効果的に
語彙をインプットしていく，英語表現をインプットしていくためにはどうすればいいのか，どんな活動がよく
て，どういう方法がいいのかということについて，実践をしながら明らかにしていきたいと思っています。 
最後は，これも小学校のことで，読む，書くの実践を行っていただいていますけれども，こういうふうに指
導すればよいのだと，なかなかそこまではっきりはしません。ですので，そもそも目標をどうするのか，どこ
まで求めるのかということと，その指導の仕方ということについて，学校の先生方と一緒に考えていきたいと
思っています。 
では，少し授業の様子を御覧いただきたいと思います。資料編の 1 ページにある，この対話の様子です。話
している内容は，オリジナルピッツァ。自分が食べたいピザを画用紙に書いて，それを学級の子に紹介をして，
投票をしてもらって，選んでもらって，家庭科の授業で実際に作るという，そういう活動で，これは男の子で
すけれども，ジャイアントマックピッツァという名前を付けて，「このピザはスポーツプレイヤーにぴったり
だ」というようにそのピザのよさを紹介しています。 
(映像)
ここで一応 Do you like sports？と聞いて，この子が Yes と言ったので，OK と言って，説明をまた続ける
ということです。 
(映像)
　これは小学校 5 年生の実践で，もう一つ，先ほどの書くことの実践の中で，授業の初めに
What do you like about～?で対話してるという，そのクラスの様子です。
(映像)
この二人の様子を御覧ください。What do you like about Japan ?ですかね。
(映像)
 ということで，まだまだ課題も多く山積しておりますけれども，小学校の英語教育について先ほど吉田先生
も言われましたが，小学校のことだけを考えていたのでは，なかなか見えてこないものが非常に多いと思いま
すので，小・中学校を通じて，小学校も中学校も英語教育の改善をどう図っていくのかということについて，
学校とともに取り組んでいきたいと思っております。御清聴ありがとうございました。 
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平成２７年度教育改革国際シンポジウム
Ｈ２８．１．１９
岐阜県教育委員会 学校支援課
山田 誠志
小・中学校を通じた
系統的な英語教育の実現に向けて
（％）
英語拠点校
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの継続
既習表現の活用
英検（実力判定テスト）
Bronze 平均正答率 ８４％ （H26 小6）
※Bronze受験の目安
・小学校での英語活動を２～３年半程度
・文字の学習を１～２年程度
英検（実力判定テスト）
３級＋３級相当 ４６％ （H26 中3）
※国３５％
県３４％
英語拠点校
英語拠点校区事業
小・中・高
小・中・高
小・中・高
小・中・高
小・中・高
小・中・高
（％）
英語拠点校
既習表現の活用
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝの継続
（例）「話すこと」の目標
『一貫して、
話すことが目標。』
自分の意見や主張とその根拠等を、聞き手の理解を
確認したり、必要に応じて他の表現で言い直したりなど
しながら話すことができる。
中学校３年生
小学校６年生
自分の考えに理由を付け、聞き手が理解できないとき
には繰り返したり強調したりしながら話そうとする。
自分の考えと理由を、聞き手の理解に応じて
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4
5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6
・
・
・
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「系統的な英語教育」の実現に向けて
小学校
中学校
（高等学校）
①一貫性のある目標
「系統的な英語教育」の実現に向けて
小学校
中学校
（高等学校）
①一貫性のある目標
②重点化された指導内容
話題別
好きな
もの・人
１日の生活
夢
学校・ふるさと
思い出
日本・世界
のよさ
身近
ねうち
教科書
「系統的な英語教育」の実現に向けて
一貫性のある目標
（例）「話すこと」の目標
小学校６年生
自分の考えに理由を付け、聞き手が理解できないとき
には繰り返したり強調したりしながら話そうとする。
Lesson1
「誕生日カレンダーを作ろう」
Lesson2
「岐阜県を紹介しよう」
自分の考えに
理由を付けて
話すこと
繰り返したり強
調したりして話
すこと
①技能別
②話題別
③活動別（言語の働き別）
「系統的な英語教育」の実現に向けて
一貫性のある目標
＜小５＞
A: What do you like about Nagara?
B: I like Nagara river.
A: You like Nagara river.  Sounds nice.  Why do you like it?
B: I like fishing.
A: What do you like about Gifu?
B: I like Gifu castle. It’s cool.
A: Why is Gifu castle cool?
B: The shape is nice.  And Gifu castle is on Mt. Kinka, 
so you can enjoy climbing.  It’s fun.
A: That’s good! 
＜小６＞
学校・ふるさと
 7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8
 9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 10
11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 12
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平成２７年度教育改革国際シンポジウム
Ｈ２８．１．１９
岐阜県教育委員会 学校支援課
山田 誠志
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（％）
英語拠点校
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1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4
5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6
・
・
・
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so you can enjoy climbing.  It’s fun.
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「系統的な英語教育」の実現に向けて
小学校
中学校
（高等学校）
①一貫性のある目標
②重点化された指導内容
③継続性のある指導方法
小学校 第５学年
「未来へ提案～こんな車どうですか？」
中学校 第１学年
“Wheelchair Basketball”
具体的な場面設定・目的ある言語活動
自分の考えや気持ちを理由を付けて表現
対話的な言語活動（interaction）を重視
言語材料を想起しながら使用
conversation strategiesを指導
教材・教具と言語活動のリサイクル
児童と英語でコミュニケーションを
◆小・中学校で継続させる指導
「系統的な英語教育」の実現に向けて
③継続性のある指導方法
「系統的な英語教育」の実現に向けて
③継続性のある指導方法
読むこと
■聞いたり話したりして、
音声に十分慣れ親しんでいる単語
■読む必然のある活動
（例） 指示文を読もう
■毎時間取り組ませ続けることで、
書けるようになる喜び（成長の実感）
「系統的な英語教育」の実現に向けて
③継続性のある指導方法
書くこと
■聞いたり話したりしたことを書き写す
■書く必然のある活動
（例） 「体験学習の思い出マップ」をつくろう
13　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 14
15　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 16
17　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 18
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の下，インプット重視の指導をしてらっしゃるわけですけれども，子供たちが飽きることなく，かつ効果的に
語彙をインプットしていく，英語表現をインプットしていくためにはどうすればいいのか，どんな活動がよく
て，どういう方法がいいのかということについて，実践をしながら明らかにしていきたいと思っています。 
最後は，これも小学校のことで，読む，書くの実践を行っていただいていますけれども，こういうふうに指
導すればよいのだと，なかなかそこまではっきりはしません。ですので，そもそも目標をどうするのか，どこ
まで求めるのかということと，その指導の仕方ということについて，学校の先生方と一緒に考えていきたいと
思っています。 
では，少し授業の様子を御覧いただきたいと思います。資料編の 1 ページにある，この対話の様子です。話
している内容は，オリジナルピッツァ。自分が食べたいピザを画用紙に書いて，それを学級の子に紹介をして，
投票をしてもらって，選んでもらって，家庭科の授業で実際に作るという，そういう活動で，これは男の子で
すけれども，ジャイアントマックピッツァという名前を付けて，「このピザはスポーツプレイヤーにぴったり
だ」というようにそのピザのよさを紹介しています。 
(映像)
ここで一応 Do you like sports？と聞いて，この子が Yes と言ったので，OK と言って，説明をまた続ける
ということです。 
(映像)
　これは小学校 5 年生の実践で，もう一つ，先ほどの書くことの実践の中で，授業の初めに
What do you like about～?で対話してるという，そのクラスの様子です。
(映像)
この二人の様子を御覧ください。What do you like about Japan ?ですかね。
(映像)
 ということで，まだまだ課題も多く山積しておりますけれども，小学校の英語教育について先ほど吉田先生
も言われましたが，小学校のことだけを考えていたのでは，なかなか見えてこないものが非常に多いと思いま
すので，小・中学校を通じて，小学校も中学校も英語教育の改善をどう図っていくのかということについて，
学校とともに取り組んでいきたいと思っております。御清聴ありがとうございました。 
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【課題・今後の取組】
・外部試験による評価を継続
・学習到達目標の改訂
・小、中で繰り返す「言語材料」と「言語活動」の検討
・発達の段階に応じた、表現を支えるインプットの在り方
・「読むこと」「書くこと」の目標と指導の改善
19　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 20
21　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 22
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コーディネーター 
新里 眞男（関西外国語大学 教授） 
 
パネリスト 
吉田 研作 
ヤミン・タイ＊ 
ポンピモン・プラソンポーン＊ 
アヌ・ハルバリ＊ 
山田 誠志 
 
 
 
●＊印がついている講演者は，当日英語で講演を行っており，本原稿は仮訳です。 
●報告書作成に当たり，当日の発言内容に修正を加えていることがあります。 
●所属団体，職名は 2016年 1月 19日現在のものです。 
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新里 ありがとうございました。他にもたくさん質問があります。 
私が想定していた質問の中に，例えば小中高大，若しくは一般人が
目標とすべき，日本人の英語の到達目標はどの程度であるのか。その
中で小学校，中学校，高校のレベルでは，どの段階まで到達するのが
望ましいのか。このことを今，学習指導要領作成に向けて中央教育審
議会で審議しているところですが，その点が聞いてみたい第１の点で
す。それから小学校 5・6 年で外国語が教科になると授業時数の増加
が考えられますが，最初は週当たり 3 時間と言われていましたが，最
近は 2 時間になりそうだという実態も見えています。その辺のお話も
聞きたいところです。それから指導体制， 特に，小学校の英語の先
生の英語力・英語指導力はどうなっているのか。In-service training はどうするのか。それから，新しく
小学校の先生になる人たちは，どのような学習を，大学の教員養成の段階でしておくべきなのか。それ
と同時に，現在小学校の先生である方々が，担任として小学校英語をより良く行うための In-service 
training はどうするのか，というようなことにも興味があります。
 さらに，小学校での教科としての英語の評価方法，私立中学校を受けるときの評価の報告の仕方等。例
えば，小学校で 5，4，3，2，1 という数値評価を出すのか，文章表記でいくのか等々，たくさん伺いたい
ことがあります。そこで，山田先生，先生宛ての質問に移ります。「実際の目標設定や授業設計等，小・
中学校の教師はどのような機会に行っているのか，具体的に示していただければ有り難いと思います。」
ということです。お願いします。
山田 岐阜県の各地区で，地区協議会というのを年間 3 回やっています。これはどこの地区も共通です。
例えば，1 回目は小学校の授業を小中高の全先生が見合って，その後，授業研究をします。2 回目は中学
校，3 回目は高校というような感じで年間 3 回やっていますから，それぞれに向けての準備というのは，
当然しなくてはならないことですから小・中の先生方が集まられる機会というのは，少なくとも 3 回は
あると思っています。それに加えて夏休み。ただ，目標設定ということに限定して言えば，これは多くの
場合，年度初めや年度末に行いますから，年間を通じて目標をつくるということはなかなか自然なこと
ではないので，年度末に集まってということになると思います。 
 ただし，これは拠点校に限らないのですが，段階を踏む必要があると私たちは考えています。学校に
「作ってください」とお願いをするのは簡単です。そして，何でもいいから作ればいいのであれば，取り
あえず作ることはできると思うのですけれども，それでは本当に意味がないですから，本県ではまず県
教委がモデルを示して，その後，その翌年に県の教育研究会がありますので，そこのお力をお借りして，
今度は県の教育研究会にモデルを作っていただいて，その後拠点校にモデルを作っていただく，と 3 段
階踏んで，次の年に全部の小・中学校に作ってもらうと。そのような段階を踏んだということも申し添え
たいと思います。
新里 ありがとうございました。先ほど，幾つか私の疑問点，質問点を御紹介しましたが，その中で一番
多かったのは，やはり小学校英語教育に関しては先生方，教員としての人材をどのように育成するかと
いうところに一番質問が集まっているような感じがします。また吉田先生の所に振ってよろしいでしょ
68
新里 皆さん，こんにちは。新里と申します。よろしくお願いします。コーディネーターという仕事なの
ですが，ここに私自身が短時間では読めないくらい多くの質問が届いています。ということで当然，全て
の質問には答えられません。先生方と事務局の方々が種類分けにしていただいたものの中から，私がこ
の場で選ぶものを，全員の先生方，又は，個々の先生方に振りたいと思います。その辺はよろしく御容赦
ください。 
 まず，海外からいらした三人の先生方にこういう質問が出ています。高校や大学入試についてという
ことで，「英語のテストはありますか。4 技能を測るテストを実施していますか。もし実施しているなら，
スピーキングはどのように評価されていますか。」という質問です。 
 ハルバリ先生，お願いします。
 
ハルバリ フィンランドでは実のところ試験は一つないし二つしかありません。我が国は試験を頻繁に
行う国ではないのです。大学に合格したいのであれば，幾つかの語学試験に合格しなければなりません。
その一つが通常英語で，もう一つは他の公用語であるフィンランド語又はスウェーデン語のいずれかで
なければなりません。しかしこれは大学レベルです。18 歳又は 19 歳で修了する高校では，英語で入学試
験を受けることができますが，受けなくてはならないわけではありません。にもかかわらずほとんどの
生徒が英語で受けます。繰り返しになりますが，約 90 パーセントの高校生が英語で入学試験を受けます。
今のところ会話の試験はありません。一方で，国の入学試験委員会は 2019 年をめどに一つ試験を作成し
ており，第一版となるはずで，ある程度 ICT ベースの試験となる予定です。しかしフィンランドでは試
験が定着しておらず，我が国では優れた試験を見ることはできません。
 
新里 それでは次にプラソンポーン先生，お願いします。
 
プラソンポーン タイでは国家試験があり，信頼できる方法による
語学試験を導入しています。「パフォーマンス」というように幅広い
試験があります。授業中の教室内の会話を使うことができます。ま
たインタビューや日誌のような個人的なコミュニケーション，観察
記録や見識なども使用可能です。授業のインタラクションで試験を
使うことができます。したがって，特にリスニングやスピーキング
を測る語学試験にはより自然な方法になるのです。
新里 はい。ありがとうございました。その次はタイさん，お願いします。 
まず，海外からいらした三人の先生方にこういう質問が出ています。高校や大学入試についてということで，
「英語のテストはありますか。4 技能を測るテストを実施していますか。もし実施しているなら，スピーキン
グはどのように評価されていますか。」という質問です。
ハルバリ先生，お願いします。
ハルバリ フィンランドでは実のところ試験は一つないし二つしかありません。我が国は試験を頻繁に行う国
ではないのです。大学に合格したいのであれば，幾つかの語学試験に合格しなければなりません。その一つが
通常英語で，もう一つは他の公用語であるフィンランド語又はスウェーデン語のいずれかでなければなりませ
ん。しかしこれは大学レベルです。18 歳又は 19 歳で修了する高校では，英語で入学試験を受けることができ
ますが，受けなくてはならないわけではありません。にもかかわらずほとんどの生徒が英語で受けます。繰り
返しになりますが，約 90 パーセントの高校生が英語で入学試験を受け す。今のところ会話の試験はありま
せん。一方 ，国の入学試験委員会は 2019 年をめどに一つ試験を作成しており，第一版となるはずで，ある
程度 ICT ベース となる予定です。しかしフィンランドでは試験が定着しておらず，我が国では優れた試
験を見ることはできません。
新里 それでは次にプラソンポーン先生，お願いします。
プラソンポーン タイでは国家試験があり，信頼できる方法による語学
試験を導入しています。「パフォーマンス」というように幅広い試験が
あります。授業中の教室内の会話を使うことができます。またインタビ
ューや日誌のような個人的なコミュニケーション，観察記録や見識など
も使用可能です。授業 インタラクションで試験を使うことができま
す。したがって，特にリスニングやスピーキ グを測る語学試験にはよ
り自然な方法になるのです。
とうございました。その次はタイさん，お願いします。
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タイ 台湾では，高校入学を目指す中学生向けの試験と，大学入学を目指す高校生向けの試験の二つが
あります。基本的に両方の試験，両方の入試にリスニング，リーディング，ライティングがあります。こ
れらは 2 年前の 2013 年から導入されました。 
 一方，大学生はリスニングの試験を受けなければなりません。しかし受験する学部によっては必要な
い場合もあります。したがって，試験や成績が必要かどうかは学部によって異なります。これは，受験学
部を希望する際に，一覧表でわかります。ただし中学生については，もし高校入学を希望する場合，リス
ニング試験を受けることが基準となります。 
 
新里 次の質問も，海外からの先生方へのものです。 
 「皆さまはそれぞれ独特で大変豊かな文化を持つ国々からいらしていることと思います。質問は，英語
を指導するプロセスでいかにして自国文化を融合していくのでしょうか，あるいは英語を指導する際は
自国文化を無視するのでしょうか。」 
 それでは次はタイ先生から。 
 
タイ 先ほどの発表で言及したことに関連しますが，我々は将来グローカル化が起こると考えています。
そこでカリキュラム・ガイドラインの三つ目の目標は，我が国の英語教育については文化知識を学習し
なければならないということで，外国の文化知識だけでなく，地元又は自国の文化を学ばなければなり
ません。つまり，世界中の人々に自国の文化を英語でどのように紹介するかということです。このため
に，様々な出版社による初期の教科書は，いまだに各版に対して一単元に一つリストがあるのです。例え
ば，中秋節や端午節，旧正月について紹介しようとしなくてはなりません。 
生徒たちは一学期の間に文化を学びます。基本的には生徒たちは休暇に注目します。したがって教科書
には文化的視点があり，教師たちはこれらを用いて生徒に教えることになります。  
 
新里 ありがとうございました。次，プラソンポーン先生，お願いします。 
 
プラソンポーン タイではカリキュラムの指標を設けています。二つの文化を比較することができます。
大部分の教師が自国文化を英語の授業に融合します。例えば，ツナのサンドイッチの作り方の代わりに
自国の食べ物のようなものを取り上げることができます。現地の食べ物の作り方をまとめ，生徒が二つ
の文化の違いを理解しようと試みることもできます。クリスマスやハロウィンのような重要な行事，あ
るいはあらゆる文化の側面については，特にクリスマスでは生徒に授業中にアクティビティを行うこと
が認められます。サンタクロースもおり，全校生徒は赤い洋服をまとい，それからいかにしてまとめる
か，特に教師は自国文化を文化としてまとめる方法を理解しなければならないのです。 
 
新里 ありがとうございました。次，ハルバリ先生，お願いします。 
 
ハルバリ 私たちも文化を共通のカリキュラムに埋め込んでおり，私たちの研究課題に影響を及ぼして
います。実際，国際文化だけでなく，自国文化への文化的意識としてコア・カリキュラムに記載されてい
ます。また今のヨーロッパにおける問題に，移民があります。これを問題と言う人もいますが，これは現
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象であり，今フィンランドに入ろうとしている移民が大勢います。その人数は我が国の人口，500 万人に
対して非常に多いです。ここ数年の間は，毎年 3,000 人から 5,000 人の移民が入国しています。昨年 2015
年は 30,000 人以上の移民を受け入れたため，あらゆるところで移民を見かけました。そして間もなく，
我々はすべてではないものの，多くの学校で移民のバックグラウンドを持つ児童を迎えます。 
したがって，文化は問題となるでしょう。この点で，他者を食い物にする人がいないように，我々は文
化的感受性について議論しているのです。 
 
新里 ありがとうございました。吉田先生は基調講演者でしたので，やはり質問が多いのですが，その中
で一つ。発音の点に関して質問が三，四名の方から来ています。「Our English と言っても，最低限，しゃ
べり手がネイティブスピーカーでなくても，English as a second language で使う人でも，最低の発音レベ
ルというのがあるでしょう。それについてはどうお考えですか。」 
 
吉田 ありがとうございます。いわゆる国際共通語としての英語というのはどういうものかといった場
合ですね。人と国際的にコミュニケーションをしているときに，お互いが分かるように言葉を調整しな
がら生まれてくるものを国際共通語としての英語というふうに定義します。そうした場合に，ヤマノウ
チさんの研究にもありましたが，モデルとしてはネイティブの英語をモデルにしたいというのは，大学
生全員が持っているわけですね。ただそこまで到達していないから，スピーカーとしては，日本人で英語
をできる人のようになりたいというふうに言っています。 
そこで，国際共通語としての英語というのをネイティブの立場から見ると，ネイティブスピーカーが，
例えばノンネイティブスピーカーとしゃべっているときに話す英語というのは，国際共通語としての英
語。しかもそのベースにあるのがネイティブスピーカーであるということです。 
 どういうことかというと，例えば日本で英語をずっと教えている人がしゃべる国際共通語としての，
ネイティブとしての英語というのは，非常に発音がきれいです。それから文法が比較的易しい。余りスラ
ングなどの表現は使われていない。それで，非常に明確です。アメリカ人であっても，イギリス人であっ
ても，オーストラリア人であっても，みんな日本の高校生，中学生と話をしているときにはかなり似たり
寄ったりの発音になってくるのです。だからそういう人たちが本国に帰ったときに，What happened to your 
English? と言われてしまうといいます。つまり，ネイティブの英語でなくなってしまっているというわけ
ですね。実を言うと，そういうときのネイティブスピーカーがつくり出す国際共通語としての英語が，一
番きれいだと私は思います。だからそれがある意味で，モデルとして使えると思います。ただ，飽くまで
もモデルなので，そういう英語がしゃべれるようになるかどうかは別の問題，というふうに考える必要
があるのではないかと思うのです。だから，モデルとしてはネイティブの人の英語というのはすばらし
いので。ただ，国際共通語としての英語が多分，外国語学習者にとっては一番分かりやすく，一番きれい
で，一番習得しやすいのではないかと思っています。 
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タイ 台湾では，高校入学を目指す中学生向けの試験と，大学入学を目指す高校生向けの試験の二つが
あります。基本的に両方の試験，両方の入試にリスニング，リーディング，ライティングがあります。こ
れらは 2 年前の 2013 年から導入されました。 
 一方，大学生はリスニングの試験を受けなければなりません。しかし受験する学部によっては必要な
い場合もあります。したがって，試験や成績が必要かどうかは学部によって異なります。これは，受験学
部を希望する際に，一覧表でわかります。ただし中学生については，もし高校入学を希望する場合，リス
ニング試験を受けることが基準となります。 
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 それでは次はタイ先生から。 
 
タイ 先ほどの発表で言及したことに関連しますが，我々は将来グローカル化が起こると考えています。
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に，様々な出版社による初期の教科書は，いまだに各版に対して一単元に一つリストがあるのです。例え
ば，中秋節や端午節，旧正月について紹介しようとしなくてはなりません。 
生徒たちは一学期の間に文化を学びます。基本的には生徒たちは休暇に注目します。したがって教科書
には文化的視点があり，教師たちはこれらを用いて生徒に教えることになります。  
 
新里 ありがとうございました。次，プラソンポーン先生，お願いします。 
 
プラソンポーン タイではカリキュラムの指標を設けています。二つの文化を比較することができます。
大部分の教師が自国文化を英語の授業に融合します。例えば，ツナのサンドイッチの作り方の代わりに
自国の食べ物のようなものを取り上げることができます。現地の食べ物の作り方をまとめ，生徒が二つ
の文化の違いを理解しようと試みることもできます。クリスマスやハロウィンのような重要な行事，あ
るいはあらゆる文化の側面については，特にクリスマスでは生徒に授業中にアクティビティを行うこと
が認められます。サンタクロースもおり，全校生徒は赤い洋服をまとい，それからいかにしてまとめる
か，特に教師は自国文化を文化としてまとめる方法を理解しなければならないのです。 
 
新里 ありがとうございました。次，ハルバリ先生，お願いします。 
 
ハルバリ 私たちも文化を共通のカリキュラムに埋め込んでおり，私たちの研究課題に影響を及ぼして
います。実際，国際文化だけでなく，自国文化への文化的意識としてコア・カリキュラムに記載されてい
ます。また今のヨーロッパにおける問題に，移民があります。これを問題と言う人もいますが，これは現
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があるのではないかと思うのです。だから，モデルとしてはネイティブの人の英語というのはすばらし
いので。ただ，国際共通語としての英語が多分，外国語学習者にとっては一番分かりやすく，一番きれい
で，一番習得しやすいのではないかと思っています。 
67
第 2部　パネルディスカッション 第 2部　パネルディスカッション
新里 ありがとうございました。他にもたくさん質問があります。 
私が想定していた質問の中に，例えば小中高大，若しくは一般人が
目標とすべき，日本人の英語の到達目標はどの程度であるのか。その
中で小学校，中学校，高校のレベルでは，どの段階まで到達するのが
望ましいのか。このことを今，学習指導要領作成に向けて中央教育審
議会で審議しているところですが，その点が聞いてみたい第１の点で
す。それから小学校 5・6 年で外国語が教科になると授業時数の増加
が考えられますが，最初は週当たり 3 時間と言われていましたが，最
近は 2 時間になりそうだという実態も見えています。その辺のお話も
聞きたいところです。それから指導体制， 特に，小学校の英語の先
生の英語力・英語指導力はどうなっているのか。In-service training はどうするのか。それから，新しく
小学校の先生になる人たちは，どのような学習を，大学の教員養成の段階でしておくべきなのか。それ
と同時に，現在小学校の先生である方々が，担任として小学校英語をより良く行うための In-service 
training はどうするのか，というようなことにも興味があります。
 さらに，小学校での教科としての英語の評価方法，私立中学校を受けるときの評価の報告の仕方等。例
えば，小学校で 5，4，3，2，1 という数値評価を出すのか，文章表記でいくのか等々，たくさん伺いたい
ことがあります。そこで，山田先生，先生宛ての質問に移ります。「実際の目標設定や授業設計等，小・
中学校の教師はどのような機会に行っているのか，具体的に示していただければ有り難いと思います。」
ということです。お願いします。
山田 岐阜県の各地区で，地区協議会というのを年間 3 回やっています。これはどこの地区も共通です。
例えば，1 回目は小学校の授業を小中高の全先生が見合って，その後，授業研究をします。2 回目は中学
校，3 回目は高校というような感じで年間 3 回やっていますから，それぞれに向けての準備というのは，
当然しなくてはならないことですから小・中の先生方が集まられる機会というのは，少なくとも 3 回は
あると思っています。それに加えて夏休み。ただ，目標設定ということに限定して言えば，これは多くの
場合，年度初めや年度末に行いますから，年間を通じて目標をつくるということはなかなか自然なこと
ではないので，年度末に集まってということになると思います。 
 ただし，これは拠点校に限らないのですが，段階を踏む必要があると私たちは考えています。学校に
「作ってください」とお願いをするのは簡単です。そして，何でもいいから作ればいいのであれば，取り
あえず作ることはできると思うのですけれども，それでは本当に意味がないですから，本県ではまず県
教委がモデルを示して，その後，その翌年に県の教育研究会がありますので，そこのお力をお借りして，
今度は県の教育研究会にモデルを作っていただいて，その後拠点校にモデルを作っていただく，と 3 段
階踏んで，次の年に全部の小・中学校に作ってもらうと。そのような段階を踏んだということも申し添え
たいと思います。
新里 ありがとうございました。先ほど，幾つか私の疑問点，質問点を御紹介しましたが，その中で一番
多かったのは，やはり小学校英語教育に関しては先生方，教員としての人材をどのように育成するかと
いうところに一番質問が集まっているような感じがします。また吉田先生の所に振ってよろしいでしょ
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新里 皆さん，こんにちは。新里と申します。よろしくお願いします。コーディネーターという仕事なの
ですが，ここに私自身が短時間では読めないくらい多くの質問が届いています。ということで当然，全て
の質問には答えられません。先生方と事務局の方々が種類分けにしていただいたものの中から，私がこ
の場で選ぶものを，全員の先生方，又は，個々の先生方に振りたいと思います。その辺はよろしく御容赦
ください。 
 まず，海外からいらした三人の先生方にこういう質問が出ています。高校や大学入試についてという
ことで，「英語のテストはありますか。4 技能を測るテストを実施していますか。もし実施しているなら，
スピーキングはどのように評価されていますか。」という質問です。 
 ハルバリ先生，お願いします。
 
ハルバリ フィンランドでは実のところ試験は一つないし二つしかありません。我が国は試験を頻繁に
行う国ではないのです。大学に合格したいのであれば，幾つかの語学試験に合格しなければなりません。
その一つが通常英語で，もう一つは他の公用語であるフィンランド語又はスウェーデン語のいずれかで
なければなりません。しかしこれは大学レベルです。18 歳又は 19 歳で修了する高校では，英語で入学試
験を受けることができますが，受けなくてはならないわけではありません。にもかかわらずほとんどの
生徒が英語で受けます。繰り返しになりますが，約 90 パーセントの高校生が英語で入学試験を受けます。
今のところ会話の試験はありません。一方で，国の入学試験委員会は 2019 年をめどに一つ試験を作成し
ており，第一版となるはずで，ある程度 ICT ベースの試験となる予定です。しかしフィンランドでは試
験が定着しておらず，我が国では優れた試験を見ることはできません。
 
新里 それでは次にプラソンポーン先生，お願いします。
 
プラソンポーン タイでは国家試験があり，信頼できる方法による
語学試験を導入しています。「パフォーマンス」というように幅広い
試験があります。授業中の教室内の会話を使うことができます。ま
たインタビューや日誌のような個人的なコミュニケーション，観察
記録や見識なども使用可能です。授業のインタラクションで試験を
使うことができます。したがって，特にリスニングやスピーキング
を測る語学試験にはより自然な方法になるのです。
新里 はい。ありがとうございました。その次はタイさん，お願いします。 
まず，海外からいらした三人の先生方にこういう質問が出ています。高校や大学入試についてということで，
「英語のテストはありますか。4 技能を測るテストを実施していますか。もし実施しているなら，スピーキン
グはどのように評価されていますか。」という質問です。
ハルバリ先生，お願いします。
ハルバリ フィンランドでは実のところ試験は一つないし二つしかありません。我が国は試験を頻繁に行う国
ではないのです。大学に合格したいのであれば，幾つかの語学試験に合格しなければなりません。その一つが
通常英語で，もう一つは他の公用語であるフィンランド語又はスウェーデン語のいずれかでなければなりませ
ん。しかしこれは大学レベルです。18 歳又は 19 歳で修了する高校では，英語で入学試験を受けることができ
ますが，受けなくてはならないわけではありません。にもかかわらずほとんどの生徒が英語で受けます。繰り
返しになりますが，約 90 パーセントの高校生が英語で入学試験を受け す。今のところ会話の試験はありま
せん。一方 ，国の入学試験委員会は 2019 年をめどに一つ試験を作成しており，第一版となるはずで，ある
程度 ICT ベース となる予定です。しかしフィンランドでは試験が定着しておらず，我が国では優れた試
験を見ることはできません。
新里 それでは次にプラソンポーン先生，お願いします。
プラソンポーン タイでは国家試験があり，信頼できる方法による語学
試験を導入しています。「パフォーマンス」というように幅広い試験が
あります。授業中の教室内の会話を使うことができます。またインタビ
ューや日誌のような個人的なコミュニケーション，観察記録や見識など
も使用可能です。授業 インタラクションで試験を使うことができま
す。したがって，特にリスニングやスピーキ グを測る語学試験にはよ
り自然な方法になるのです。
とうございました。その次はタイさん，お願いします。
 
    ࢥ࣮ࢹ࢕ࢿ࣮ࢱ࣮ࠉࠉࣃࢿࣜࢫࢺ
ȑȍȫȇǣǹǫȃǷȧȳ
ૼ᣺  ჆ဏ Ӵဋ  ᄂ˺ᲦȤȟȳȷǿǤ
ȝȳȔȢȳȷȗȩǽȳȝȸȳᲦǢȌȷȏȫȐȪᲦޛဋ  ᛗ࣓
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が大切だということは，本当に私もそう思います。それは子供たちがなかなか苦手なことであると感じ
るところです。 
しかし，恐らくそもそも，これは子供も大人もだと思いますが，自分
が考えたことを相手に伝えたいと思うし，自分の気持ちは分かってほ
しいと思う。それがなかなか出てきにくかったり，いろんな阻害要因が
あるので出てこないだけであって，もともとそういう欲求は必ずある
というふうに思うので，そこの信念は揺るがせずに，自分の考えや気持
ちを伝え合わせる。そういう授業をするのだということをまず大前提
にもつ必要があると思います。What do you think about～? と聞いても黙
ってしまうので，これは無理だなと言ってそれからは聞かない，ではな
くて，そこは信念をもつということが必要かなと思います。 
 その上で，後は，指導方法のレベルといいますか，指導のレベルが随分関わってくると思います。先ほ
ど吉田先生が言われましたけれども，言語活動に取り組ませると。つまり目的をきちんともたせること
であるとか，どうしても取組に熱が入ってくると，あれも言わせたい，これも言わせたいとなるので，扱
う言語材料が増えていく傾向もありますから，そこはきちんと精選するということ。ということは裏を
返せば，目標を具体的に設定するということ。それと，授業中に先生がなるべく英語を使うということは
もちろんそうですけれども，私が岐阜県の先生方にお願いをしているのは，英語を使って子供とやりと
りしてほしいということをお願いしています。褒める言葉を英語で言うとか，指示の言葉を英語で言う
とかということももちろんですけれども，短い時間でいいので英語を使って子供とインタラクションを
してほしいということをお願いしていますが。例えばそういったことも一つの指導の仕方ではないかと
思います。そういったことがあいまって，本来持っているはずの伝えたいな，知ってほしいな，分かって
ほしいなという気持ちを引き出すことができるのではないかと。もちろん学級経営等，非常にベーシッ
クな部分もありますから，簡単なことではないかもしれませんが。そういった信念と，具体的な指導方法
を工夫・改善するということで，そのような授業の実現を図っていきたいと考えています。 
 
新里 ありがとうございました。それではもう少し，質問に移りたいと思います。 
 先ほども私の方で触れましたが，山田先生の方で触れていただいたかどうか。今，行われている外国語
活動が 3 年生から 4 年生という低学年に下がるということになっています。それから，5，6 年生は教科
となります。そうなってくると，中学に上がるまでに英語嫌いがもっと増えるのではないか。むしろそれ
を避けるためにはどのような指導，どのような心構えが先生方に必要かということについて。これは海
外の先生方，小学校 1 年から行われている国もあるようなので，小学校から行われていて，英語が嫌いと
いうような子供たちがいた場合，例えばタイのプラソンポーン先生の所は，いろいろなタイプの英語教
育が小学校であるような形でしたが，それは子供たちが選べるのか，それとも先生がこちらへ行きなさ
いという形の個人指導をするのか。その辺も含めて，もしお話しできるようでしたら意見を伺いたいと
思いますが。小学校の英語教育が長い期間になればなるほど，好きな子は歓迎するでしょうけども，逆に
ネガティブな感情を持ってしまう子がいた場合，どう対応するかという話をしたいと思います。 
 
プラソンポーン 年齢の低い学習者については，教師が英語を学習する際に第一印象を開拓することを
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うか。 
 「子供たちは積極的ですが，親世代は英語に対する固定観念が強く，ネイティブでなければ駄目，ノン
ネイティブの英語は偽物，と教えてしまっています。同じように教育委員会もネイティブ依存から離れ
られず，子供世代に同じ固定感を植え付けています。小学生のうちに基礎力を付けるには，ネイティブオ
ンリーよりノンネイティブ，プラス，日本人とのコンビネーションは非常に有効だと考えていますが，先
生はノンネイティブ活用についてどうお考えでしょうか。」ということです。 
海外からいらした先生方もこの質問に答えていただけるようでしたら，挙手してお答えください。では
吉田先生，お願いします。 
 
吉田 私は大賛成ですね。我々が行った調査では，小学校に入っている ALT の 3 割は，それこそ今はフ
ィリピンの方が入っておられて，フィリピンの方は，アメリカ等から来ている JET プログラムで来てい
る人たちと比べると滞日年数が長い人が多く，日本語も中上級者が多いのです。しかも同じアジア人と
いうことで，担任の先生と通じる，心の交流がやりやすいという側面があると思います。国際共通語とし
ての英語という観点からすれば，ネイティブスピーカーである必要というのはどこにもないわけで，大
体，世界の今現在，英語を使っている人口の 3 分の 1 はネイティブスピーカーかもしれませんが，3 分の
2 はノンネイティブスピーカーなわけですよね。それに，我々が行く先も，欧米ばかり，アメリカや英語
圏だけではなく，世界中いろいろな所へ行くわけですから。そういう所でいろんな人たちと，いろんな英
語話者と交流するわけですね。そういう意味で言ったら，全然ネイティブスピーカーに偏る必要はない。
私たちが行った ALT の研究からしても，今現在，民間のいろんな会社，派遣会社等も含めると多分，世
界三，四十か国から ALT は来ています。そういう人たちは，それなりの役割を十分果たしているし，私
がすごくいいなと思うのは，先ほど文化についての話がありましたけれども，例えば一つは公文さんが
やっているような，イングリッシュ・イマージョン・キャンプというものがあります。そのイマージョ
ン・キャンプというのは，今，立命館アジア太平洋大学の留学生が来て，子供たちのキャンプリーダーを
やっています。その留学生に，ほとんどネイティブスピーカーはいないのです。アジア，アフリカ等いろ
いろな国から来ている人たちが，英語を使って，日本の子供たちと一緒に英語で活動していて。キャンプ
をやって，子供たちもすごく喜んでいます。もう一つ，僕が見に行ったときに覚えているのは，最後の日
になると，みんなでプレゼンテーションをするわけです。そうすると，アフリカの国の人たちはアフリカ
のダンスを踊り，いろいろな国の人たちが自分たちの国の民族衣装を着て，いろいろなことをする。そう
すると本当に国際理解につながると思っています。 
 英語というのは，国際理解のための言葉だというふうに考えるべきであって，アメリカ文学だとか，イ
ギリス文学だとかいうものを専門に勉強する人は，アメリカ英語，イギリス英語をきちんと勉強してほ
しいと思います。いろいろな国の人たちと話をするために，英語を本当に身に付けたいのであれば，全然
ネイティブスピーカーである必要はないですよね。 
 それから，先ほど教育委員会の問題がありましたが，実を言うと，東京都も一応，ALT はネイティブ
スピーカーという規定があります。私は東京都の英語教育センター会議の座長もやりましたので，この
規定を取ってくださいというふうにお願いしています。他の所，新潟の方に行ったときに，ALT と言っ
て出てきたのが全員日本人だったので，びっくりしたことがありますね。やっぱり担任の先生とすごく
通じるので，授業が組み立てやすいし，かといってそういう人たちも海外の経験があったり，英語がすご
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くおできになるので，いろいろなものを紹介できるのですね。いろいろな可能性というものをオープン
にして，やっておく必要があるというふうに思います。 
 
新里 他のパネリストの方で御意見がある方，いらっしゃいますか。タイ先生，ありますか。 
 
タイ 英語が国際共通語であるという側面から申し上げると，英語には世界英語があります。英語を母
語としない生徒又はネイティブのようになる意思のある生徒は，英語を学ぶ際にネイティブのような発
音をしようと試みます。しかし我が国では英語を公式な教育システムに導入しました。子供に発音や能
力を含む英語を指導している教師も，正確な英語を指導できるくらい優秀である必要がまだあります。
ここで言う正確性，正確な英語とは，様々な側面から見ることができますが，まず英語がきれいで人々が
理解できるものでなければなりません。特にどのように何かを説明し，それを異なる意味合いに持って
いくかなどについて，言語用法で大きな誤りはありません。実際に以前読んだ記事によれば，ここで議論
しているのは正に小学校教育ですが，正に子供にとって優れた教
師とは，良い発音や高い言語能力を持つ教師なのですが，自分た
ちと近い存在で，話しかけることができる優しい教師でなければ
ならないのです。これが子供の選ぶ優れた英語の先生として重要
度の高い要素なのです。英語を小学校に導入しようと試みる中，
我々はこれらの要素について検討する必要があり，高い能力が英
語教師の選定の唯一の基準にはならないかもしれません。 
 
新里 今，貴重な御意見を頂いたと思います。日本の教室で，小学校の担任の先生に頑張ってやっていた
だいている一つのメリットは，子供たちのことを理解できて，子供たちの心を拾いながら授業ができる
というところだろうと思います。そこは非常に良いところなのですが，余りおいしいことばかり言って
いますと議論が深まらない感じなので，山田先生に伺いたいと思います。 
「岐阜県の取組は理想的だと思いますが，」と入ります。「『Hi, friends!』だけが頼りの日本の一般的な
公立小学校の担任たちは，どうしたらよいと思われますか。日本国内で教育の公平性が保たれないと思
いませんか。」という質問です。 
加えて，文部科学省の調査でも，小学校の英語は楽しかった，というようなこと。それから中学校に入
ってきて，中学校の先生方もコミュニケーションに対して積極的である。両方とも 80 パーセントぐらい
の好意的な，良い結果が出ていると思いますが，私が調査官をしていた頃は，とにかく英語嫌いをつくる
なということをずっと言っていました。ところが，今の 80 パーセントの残り 20 パーセントぐらいのネ
ガティブな，ちょっと後ろ向きな子供たちもいるかと思いますが。それも含めて，一般公立小学校に，岐
阜，又は全国の拠点校で行われているような実践がどこまで，どうやったら伝わることができるのかに
ついて。山田先生，お願いできますか。 
 
山田 大変難しい質問をありがとうございました。先ほどのビデオは確かに，拠点校は拠点校なのです
が，いわゆる研究開発学校ではないのですけれども，そういった先行的な取組をしていらっしゃる学校
です。本県の中には先ほど御紹介したように 6 地区，それぞれ小学校が 10 校あるんですけれども，その
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中にはいわゆる一般校もあります。「Hi, friends!」が頼りです，という学校ももちろんあります。ですの
で，「Hi, friends!」を基に指導計画を作成され，それに基づいて指導されるということは何も間違ってい
ないし，それでいいと思います。 
 ただ，これは非常に一般的な話になってしまうかもしれませんが，県の教育委員会や市町村教育委員
会の立場からすると，いかに学び合いを組織するかということが大切なことだと思っています。その拠
点校の実践をいかに広めるのか，その場をどのように作るのかということが，私たちが考えなくてはな
らないことだと思っています。先ほどの拠点校区事業は，昨年度と今年度の 2 年間で一応，一区切りつけ
ています。文部科学省指定の 2 地区は 4 年間ですので，4 年間中の 2 年間がこれで終わるということで
す。その 2 年目が終わる今年の秋に全部の小・中学校を対象にした，いわゆるしっ皆研修を行いました。
そこに集まり，拠点校に授業を行っていただいて，何に苦労されたのか，どのような取組をしたら，どの
ように変わったのか，ということをお話しいただいた上で，我々が教員研修を行うという，そういったプ
ログラムを 6 地区全てで行いました。例えば，そのような機会を計画的にもつということも，様々な地
域，様々な学校の取組が広がっていく一つのきっかけになると思っています。 
 
新里 もう一つ質問を拾いたいところですが，先ほど五人の方々のお話を聞いていて，結局，授業で一番
大切なことは，子供たちに英語を実際に使わせること，ということが言われていたと思います。それを行
わなければ，子供たちのコミュニケーション能力は育たないと言ってもいいほどだと思いますが。日本
人の特性として，余り自分の意見を言わない，むしろ意見を持たないようなことが美徳とされていた時
代もあって，最近は少しずつ変わってきているとは思いますが，そういった面について，吉田先生，山田
先生はどう考えられるか。それから海外から来られた三人の先生方は，子供たちに話させるような授業
の形態として，先生方の働きかけとしてはどんなことが考えられるか，伺ってみたいと思います。それで
は，吉田先生お願いします。 
 
吉田 言葉だけではなく何でもそうだと思うのですが，活用する場がなければどうしようもないと思う
んですね。ですから，単なる知識として覚えても，それはどこかへ消えてしまう。もう一つ心配なのは，
パターンプラクティスばかりやっても，それも消えてしまう。だんだん飽きてしまって，結局，英語嫌い
が生まれてしまう。だから本当に活用するというのは，それを何か意味のあるコミュニケーションとし
て活用するということが必要だと思うのですね。だから言語活動，コミュニケーション活動，それから言
語知識というものが三つとも一体となったような授業の構成をしていかなければいけない。最終的にど
ういう形に落ち着くにせよ，今申し上げた三つの，言語知識と言語活動とコミュニケーション活動とい
うものを組み合わせた授業を作っていく必要があると思うのです。それを外してしまったら，本当に英
語嫌いが生まれてしまう可能性があるし，それこそ，せっかく小学校 3 年からやるのに全く功（こう）を
奏さないと言うことになりかねない。ですから，その辺をきちんと守った授業が必要かなというふうに
思います。 
 
新里 では山田先生，お願いします。 
 
山田 実際に使わせることが非常に重要で，その際，自分の考えや気持ちをお互いに伝え合わせること
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くおできになるので，いろいろなものを紹介できるのですね。いろいろな可能性というものをオープン
にして，やっておく必要があるというふうに思います。 
 
新里 他のパネリストの方で御意見がある方，いらっしゃいますか。タイ先生，ありますか。 
 
タイ 英語が国際共通語であるという側面から申し上げると，英語には世界英語があります。英語を母
語としない生徒又はネイティブのようになる意思のある生徒は，英語を学ぶ際にネイティブのような発
音をしようと試みます。しかし我が国では英語を公式な教育システムに導入しました。子供に発音や能
力を含む英語を指導している教師も，正確な英語を指導できるくらい優秀である必要がまだあります。
ここで言う正確性，正確な英語とは，様々な側面から見ることができますが，まず英語がきれいで人々が
理解できるものでなければなりません。特にどのように何かを説明し，それを異なる意味合いに持って
いくかなどについて，言語用法で大きな誤りはありません。実際に以前読んだ記事によれば，ここで議論
しているのは正に小学校教育ですが，正に子供にとって優れた教
師とは，良い発音や高い言語能力を持つ教師なのですが，自分た
ちと近い存在で，話しかけることができる優しい教師でなければ
ならないのです。これが子供の選ぶ優れた英語の先生として重要
度の高い要素なのです。英語を小学校に導入しようと試みる中，
我々はこれらの要素について検討する必要があり，高い能力が英
語教師の選定の唯一の基準にはならないかもしれません。 
 
新里 今，貴重な御意見を頂いたと思います。日本の教室で，小学校の担任の先生に頑張ってやっていた
だいている一つのメリットは，子供たちのことを理解できて，子供たちの心を拾いながら授業ができる
というところだろうと思います。そこは非常に良いところなのですが，余りおいしいことばかり言って
いますと議論が深まらない感じなので，山田先生に伺いたいと思います。 
「岐阜県の取組は理想的だと思いますが，」と入ります。「『Hi, friends!』だけが頼りの日本の一般的な
公立小学校の担任たちは，どうしたらよいと思われますか。日本国内で教育の公平性が保たれないと思
いませんか。」という質問です。 
加えて，文部科学省の調査でも，小学校の英語は楽しかった，というようなこと。それから中学校に入
ってきて，中学校の先生方もコミュニケーションに対して積極的である。両方とも 80 パーセントぐらい
の好意的な，良い結果が出ていると思いますが，私が調査官をしていた頃は，とにかく英語嫌いをつくる
なということをずっと言っていました。ところが，今の 80 パーセントの残り 20 パーセントぐらいのネ
ガティブな，ちょっと後ろ向きな子供たちもいるかと思いますが。それも含めて，一般公立小学校に，岐
阜，又は全国の拠点校で行われているような実践がどこまで，どうやったら伝わることができるのかに
ついて。山田先生，お願いできますか。 
 
山田 大変難しい質問をありがとうございました。先ほどのビデオは確かに，拠点校は拠点校なのです
が，いわゆる研究開発学校ではないのですけれども，そういった先行的な取組をしていらっしゃる学校
です。本県の中には先ほど御紹介したように 6 地区，それぞれ小学校が 10 校あるんですけれども，その
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中にはいわゆる一般校もあります。「Hi, friends!」が頼りです，という学校ももちろんあります。ですの
で，「Hi, friends!」を基に指導計画を作成され，それに基づいて指導されるということは何も間違ってい
ないし，それでいいと思います。 
 ただ，これは非常に一般的な話になってしまうかもしれませんが，県の教育委員会や市町村教育委員
会の立場からすると，いかに学び合いを組織するかということが大切なことだと思っています。その拠
点校の実践をいかに広めるのか，その場をどのように作るのかということが，私たちが考えなくてはな
らないことだと思っています。先ほどの拠点校区事業は，昨年度と今年度の 2 年間で一応，一区切りつけ
ています。文部科学省指定の 2 地区は 4 年間ですので，4 年間中の 2 年間がこれで終わるということで
す。その 2 年目が終わる今年の秋に全部の小・中学校を対象にした，いわゆるしっ皆研修を行いました。
そこに集まり，拠点校に授業を行っていただいて，何に苦労されたのか，どのような取組をしたら，どの
ように変わったのか，ということをお話しいただいた上で，我々が教員研修を行うという，そういったプ
ログラムを 6 地区全てで行いました。例えば，そのような機会を計画的にもつということも，様々な地
域，様々な学校の取組が広がっていく一つのきっかけになると思っています。 
 
新里 もう一つ質問を拾いたいところですが，先ほど五人の方々のお話を聞いていて，結局，授業で一番
大切なことは，子供たちに英語を実際に使わせること，ということが言われていたと思います。それを行
わなければ，子供たちのコミュニケーション能力は育たないと言ってもいいほどだと思いますが。日本
人の特性として，余り自分の意見を言わない，むしろ意見を持たないようなことが美徳とされていた時
代もあって，最近は少しずつ変わってきているとは思いますが，そういった面について，吉田先生，山田
先生はどう考えられるか。それから海外から来られた三人の先生方は，子供たちに話させるような授業
の形態として，先生方の働きかけとしてはどんなことが考えられるか，伺ってみたいと思います。それで
は，吉田先生お願いします。 
 
吉田 言葉だけではなく何でもそうだと思うのですが，活用する場がなければどうしようもないと思う
んですね。ですから，単なる知識として覚えても，それはどこかへ消えてしまう。もう一つ心配なのは，
パターンプラクティスばかりやっても，それも消えてしまう。だんだん飽きてしまって，結局，英語嫌い
が生まれてしまう。だから本当に活用するというのは，それを何か意味のあるコミュニケーションとし
て活用するということが必要だと思うのですね。だから言語活動，コミュニケーション活動，それから言
語知識というものが三つとも一体となったような授業の構成をしていかなければいけない。最終的にど
ういう形に落ち着くにせよ，今申し上げた三つの，言語知識と言語活動とコミュニケーション活動とい
うものを組み合わせた授業を作っていく必要があると思うのです。それを外してしまったら，本当に英
語嫌いが生まれてしまう可能性があるし，それこそ，せっかく小学校 3 年からやるのに全く功（こう）を
奏さないと言うことになりかねない。ですから，その辺をきちんと守った授業が必要かなというふうに
思います。 
 
新里 では山田先生，お願いします。 
 
山田 実際に使わせることが非常に重要で，その際，自分の考えや気持ちをお互いに伝え合わせること
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が大切だということは，本当に私もそう思います。それは子供たちがなかなか苦手なことであると感じ
るところです。 
しかし，恐らくそもそも，これは子供も大人もだと思いますが，自分
が考えたことを相手に伝えたいと思うし，自分の気持ちは分かってほ
しいと思う。それがなかなか出てきにくかったり，いろんな阻害要因が
あるので出てこないだけであって，もともとそういう欲求は必ずある
というふうに思うので，そこの信念は揺るがせずに，自分の考えや気持
ちを伝え合わせる。そういう授業をするのだということをまず大前提
にもつ必要があると思います。What do you think about～? と聞いても黙
ってしまうので，これは無理だなと言ってそれからは聞かない，ではな
くて，そこは信念をもつということが必要かなと思います。 
 その上で，後は，指導方法のレベルといいますか，指導のレベルが随分関わってくると思います。先ほ
ど吉田先生が言われましたけれども，言語活動に取り組ませると。つまり目的をきちんともたせること
であるとか，どうしても取組に熱が入ってくると，あれも言わせたい，これも言わせたいとなるので，扱
う言語材料が増えていく傾向もありますから，そこはきちんと精選するということ。ということは裏を
返せば，目標を具体的に設定するということ。それと，授業中に先生がなるべく英語を使うということは
もちろんそうですけれども，私が岐阜県の先生方にお願いをしているのは，英語を使って子供とやりと
りしてほしいということをお願いしています。褒める言葉を英語で言うとか，指示の言葉を英語で言う
とかということももちろんですけれども，短い時間でいいので英語を使って子供とインタラクションを
してほしいということをお願いしていますが。例えばそういったことも一つの指導の仕方ではないかと
思います。そういったことがあいまって，本来持っているはずの伝えたいな，知ってほしいな，分かって
ほしいなという気持ちを引き出すことができるのではないかと。もちろん学級経営等，非常にベーシッ
クな部分もありますから，簡単なことではないかもしれませんが。そういった信念と，具体的な指導方法
を工夫・改善するということで，そのような授業の実現を図っていきたいと考えています。 
 
新里 ありがとうございました。それではもう少し，質問に移りたいと思います。 
 先ほども私の方で触れましたが，山田先生の方で触れていただいたかどうか。今，行われている外国語
活動が 3 年生から 4 年生という低学年に下がるということになっています。それから，5，6 年生は教科
となります。そうなってくると，中学に上がるまでに英語嫌いがもっと増えるのではないか。むしろそれ
を避けるためにはどのような指導，どのような心構えが先生方に必要かということについて。これは海
外の先生方，小学校 1 年から行われている国もあるようなので，小学校から行われていて，英語が嫌いと
いうような子供たちがいた場合，例えばタイのプラソンポーン先生の所は，いろいろなタイプの英語教
育が小学校であるような形でしたが，それは子供たちが選べるのか，それとも先生がこちらへ行きなさ
いという形の個人指導をするのか。その辺も含めて，もしお話しできるようでしたら意見を伺いたいと
思いますが。小学校の英語教育が長い期間になればなるほど，好きな子は歓迎するでしょうけども，逆に
ネガティブな感情を持ってしまう子がいた場合，どう対応するかという話をしたいと思います。 
 
プラソンポーン 年齢の低い学習者については，教師が英語を学習する際に第一印象を開拓することを
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うか。 
 「子供たちは積極的ですが，親世代は英語に対する固定観念が強く，ネイティブでなければ駄目，ノン
ネイティブの英語は偽物，と教えてしまっています。同じように教育委員会もネイティブ依存から離れ
られず，子供世代に同じ固定感を植え付けています。小学生のうちに基礎力を付けるには，ネイティブオ
ンリーよりノンネイティブ，プラス，日本人とのコンビネーションは非常に有効だと考えていますが，先
生はノンネイティブ活用についてどうお考えでしょうか。」ということです。 
海外からいらした先生方もこの質問に答えていただけるようでしたら，挙手してお答えください。では
吉田先生，お願いします。 
 
吉田 私は大賛成ですね。我々が行った調査では，小学校に入っている ALT の 3 割は，それこそ今はフ
ィリピンの方が入っておられて，フィリピンの方は，アメリカ等から来ている JET プログラムで来てい
る人たちと比べると滞日年数が長い人が多く，日本語も中上級者が多いのです。しかも同じアジア人と
いうことで，担任の先生と通じる，心の交流がやりやすいという側面があると思います。国際共通語とし
ての英語という観点からすれば，ネイティブスピーカーである必要というのはどこにもないわけで，大
体，世界の今現在，英語を使っている人口の 3 分の 1 はネイティブスピーカーかもしれませんが，3 分の
2 はノンネイティブスピーカーなわけですよね。それに，我々が行く先も，欧米ばかり，アメリカや英語
圏だけではなく，世界中いろいろな所へ行くわけですから。そういう所でいろんな人たちと，いろんな英
語話者と交流するわけですね。そういう意味で言ったら，全然ネイティブスピーカーに偏る必要はない。
私たちが行った ALT の研究からしても，今現在，民間のいろんな会社，派遣会社等も含めると多分，世
界三，四十か国から ALT は来ています。そういう人たちは，それなりの役割を十分果たしているし，私
がすごくいいなと思うのは，先ほど文化についての話がありましたけれども，例えば一つは公文さんが
やっているような，イングリッシュ・イマージョン・キャンプというものがあります。そのイマージョ
ン・キャンプというのは，今，立命館アジア太平洋大学の留学生が来て，子供たちのキャンプリーダーを
やっています。その留学生に，ほとんどネイティブスピーカーはいないのです。アジア，アフリカ等いろ
いろな国から来ている人たちが，英語を使って，日本の子供たちと一緒に英語で活動していて。キャンプ
をやって，子供たちもすごく喜んでいます。もう一つ，僕が見に行ったときに覚えているのは，最後の日
になると，みんなでプレゼンテーションをするわけです。そうすると，アフリカの国の人たちはアフリカ
のダンスを踊り，いろいろな国の人たちが自分たちの国の民族衣装を着て，いろいろなことをする。そう
すると本当に国際理解につながると思っています。 
 英語というのは，国際理解のための言葉だというふうに考えるべきであって，アメリカ文学だとか，イ
ギリス文学だとかいうものを専門に勉強する人は，アメリカ英語，イギリス英語をきちんと勉強してほ
しいと思います。いろいろな国の人たちと話をするために，英語を本当に身に付けたいのであれば，全然
ネイティブスピーカーである必要はないですよね。 
 それから，先ほど教育委員会の問題がありましたが，実を言うと，東京都も一応，ALT はネイティブ
スピーカーという規定があります。私は東京都の英語教育センター会議の座長もやりましたので，この
規定を取ってくださいというふうにお願いしています。他の所，新潟の方に行ったときに，ALT と言っ
て出てきたのが全員日本人だったので，びっくりしたことがありますね。やっぱり担任の先生とすごく
通じるので，授業が組み立てやすいし，かといってそういう人たちも海外の経験があったり，英語がすご
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 系統的という言葉は理解できるのですが，必ず「中学校でやっていることの前倒しを単にするのでは
なく」という言葉を使っています。でも，「Hi, friends!」では What do you want to be?という，中学 2 年で
学習する want to do がむしろ前倒しになって使われていますね。恐らく，それは，そういう文法事項だと
いうこと，不定詞の用法だということを意識させないで使わせているということなのでしょうね。小学
校的に系統を考えるとそのような指導になっていくのでしょうか。 
 
吉田 そうだと思います。まずは，CAN-DO できちんと何ができるようにするかということが，まず中
心になります。今のように，What do you want to be?という問題でも，それがいきなり出てきたからとい
って，文法で説明しましょうというのは必要ないので。最初はそれをいわゆる慣用表現のように使って
いけばいいわけですよね。ある時期になって，そこのところを知らないと他の表現ができなくなったら，
規則を教えればいいわけですから。だから，教えたらその表現の規則を最初から全部教えなければいけ
ない，という発想から脱しなければいけないというふうに思います。 
 
新里 ありがとうございました。それでは，海外から来られた先生方も巻き込める話題に少し戻りたい
と思います。 
 それぞれ子供たちは第 1 言語を持っています。それプラス，英語を学びます。外国から来られたハルバ
リ先生，タイ先生もおっしゃったと思いますが，言語技能（Language arts）という範疇（はんちゅう）の
中に自分の母語を含めて指導する。そして 3，4 年生になると English とその母語というふうに分かれま
すが，やはり同じ言語技能という分野として扱っていますよね。それに関する質問で，国語科との関連と
いうことで，次のような質問が出ています。「言語，及びコミュニケーションに関する学習という面で
は，国語科との有機的な関連という可能性があると思います。特に現状として，担任が国語も英語も指導
することになる小学校では，どのような関連の在り方があるとお考えでしょうか。また関連を図る上で
の注意点があればお教えください。」二人の方がこういう質問をされています。 
 ハルバリ先生，母語と英語との指導の関連付けというような話でコメントをお願いします。 
 
ハルバリ それに対する答えは持ち合わせておりません。しかし今，母語
の指導と言語指導をまとめようとしていることが議論の一つとなっている
のは確かです。一人が両方の言語を指導するというのではなく，母語と外
国語の両方に用いる専門用語を同一にするべきだということです。どちら
も指導の過程において同じような理想があり，またどちらか一方でも両方
でもあらゆる資料や知識を活用することでしょう。これは誰も完全ではな
いという考え方を強調しています。フィンランド語を母語として指導する
うえで言語を埋め込むのに完全である必要はありません。その逆も同様で，
将来の学習のために支持者として働こうとしている考えがあることを提案します。 
誰にもとっても単純な回答はありません。どこからか始めなければならず，次にそこから前に進んでい
かなければなりません。 
 
新里 ありがとうございました。山田先生，吉田先生，何かありますか。国語教育との関連について。 
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提案します。良い態度を示すことは，文法を治すことよりも英語の授業をより面白くします。英語が将来
の成功への鍵であり，国家同士がより良く理解し合うための鍵であるという意識を高めることを試みて
ください。 
私の大学である教授とともに参加する授業で活用できるアクティビティをお薦めしたいと思います。
我々は教師を訓練することによってリテラシープロジェクトのプログラムを実施するために国際ロータ
リーと協力しています。これは「語学力強化研修講座」と称されます。第一に，テキスト・ベースとアク
ティビティ・ベースを用います。 
テキスト・ベースでは物語を使います。これは年齢の低い学習者にとっても言語を学習するのに非常に
簡単です。最初に教師が物語を話します。次に生徒がリスニングやスピーキングを更に練習します。 
第二段階では，生徒が今聞いたことを思い出しながら物語を再度言わせます。この段階ではロールプレ
イを行うことで，教師がもう一度物語を話し，生徒のロールプレイを通じて生徒の理解を確認すること
ができます。したがってこの段階では生徒が意味を形成し，自分たちが耳にした通りに再現することを
試みます。 
第三段階では，物語全体の意味を生徒が理解した後，生
徒に個々の言語を使わせてテキストについて協議し，物
語に従って文章を作ります。このとき，文章は教師の言葉
ではなく，生徒の言葉で作られなければなりません。それ
からテキストを協議した後に，教師は生徒が話したこと
を書き出します。そして大きな本を作ります。生徒が協議
段階で文章を解釈した理由について，彼らが一緒に書い
た文章に従って絵を描きます。 
生徒がなぜその絵を描いたのか，これはどうか？教師は個別に一つの単語の発音の仕方を教え，グルー
プを作ってテキストを一緒に読ませなければなりません。 
最後は語学アクティビティに注目します。我々は生徒の大きな本を彼らの資料として活用します。教師
は文法上の要点を教えることができます。これは発音や単語，小さな単元から始まる個別の部分を意味
しています。すなわち言語の小さな単位を意味しています。次に全体の絵です。この種の方法なら，生徒
がもっと英語の授業を楽しめると思います。 
 
新里 ありがとうございました。他の先生，ハルバリ先生はいかがですか。Do you have anything to say? 
 
ハルバリ ここで申し上げたいのは，フィンランドでは主要な問題ではないものの，議論となっている
のが教材です。なぜならばこれまで起きていたことは，優れた教師が本箱から学習本を借りて，本に従っ
て先に進み，教師が生徒を見ることなく，生徒のことを忘れて彼らのニーズのために没頭できました。
我々が実践しようとしていることは，教師自身が活用する教材を決定する機会と勇気を与えることです。
それによって教師が教材のため，システムのため，校長や政策立案者のために働くのではなく，生徒や彼
らのニーズのために働けるようにします。これは生徒が何か問題を抱えたときに役立つ重要な課題の一
つだと考えます。教師が生徒に対して次のように問いかけます。「何か問題を抱えていますね。英語が嫌
いですね。なぜでしょうか。何が起こったのでしょうか。」もし教師が生徒に英語を学ぶモチベーション
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に何が起こったのかを聞かなければ，回答を得ることはありません。それがこの問題の解決策の一部で
あると考えます。これは大きな問題で，解決策は一つではなく，様々な種類の解決策が混ざり合っていま
す。  
 
新里 ありがとうございました。 
 それでは，もう少し specific な話題の質問を投げ掛けたいと思います。高校の先生からの質問です。こ
の先生が考えるには，「小中高と授業内容が分断されて，連続性がないと日々実感しています。例えば中
学校では，関係代名詞で教える項目は限られていますが，生徒はそこで終わりだと思っていて，高校でプ
ラスアルファを教えるとびっくりして嫌になったりします。ドアを閉めずに開けてほしい。もっと先が
あって，もっと面白いよ，ということを early stage でも匂わせておいてほしいのですが，それは可能です
か。」 
 例えば，岐阜県の英作文で，数や冠詞について教えていないのだと思いますが，全員は無理でも一人で
も関心を持つよう，子供たちに面白く教えることは，可能な気がします。例えば可算名詞，不可算名詞の
違い等は，同じ名詞でもかなり驚きをもたらす等。ということですが，山田先生，吉田先生，いかがでし
ょうか。小中高の連携，又は目標の定め方の方に触れていただいても有り難いと思いますが。連携，それ
から小学校でどのような内容を教えるのか。山田先生，特に系統性ということを出されていますが，それ
と先ほどのお話の中では，その中で使われる英語の文型，文法の系統性は，中学，高校ではある程度入れ
ていかなければいけないと思いますが，小学校ではその辺をどう考えられるかも含めて，先ほどの質問
にお答えいただくと有り難いと思います。 
 
山田 early stage で匂わせていただくことはできないかということですけれども。まさしく先ほどの課
題，今後の取組のスライドでもお伝えした，ここは小・中というふうにスライドは書きましたが，繰り返
す言語材料と言語活動。言語材料を何にするのかということについて検討したいと思っています。 
 先ほどは関係代名詞が例示されましたけども，例えば現在完了形の経験用法などは，小 6 でも使って
いるような所があります。それはもちろん，その文の構造については何も理解していません。先生は一言
も触れていないし，ただ丸ごとこう言うのだよというふうに言っているだけです。 
 それがいいかどうかという話ではなくて。つまり，今でいうと現在完了形というのは，中学校 3 年生の
1 学期に，岐阜県の採択している教科書では出てきます。中学校の英語教員の中には，そこまではこのこ
とを使わせてはいけないというふうに思っていて，そういうことが言いたいというふうに子供がそれま
での段階で言った場合は，別の表現を使わせようとします。もちろん，言いたいことを別の表現で言える
ようにするということは大事な指導ですけれども，それを使うことが自然で，それを使った方がよい場
面や言語活動を設定しているのであれば，どんどん使わせるといいと思っています。 
つまり私が言いたいことは何かというと，小学校で扱う言語材料というのが，今は小学校の子供たちの
身近なこととか，そういう小学校の世界の中で決め出されています。若しくは「Hi, friends!」。中学校で
こういうことを定着させていきたい，言語材料が幾つかあるので，そのうち幾つかが小学校にという発
想も要るのではないかと思います。小・中を通じて繰り返し繰り返し，言語活動の中で使っていくという
ことが要ると思っています。 
 中学校については，言語材料は柔軟に取り扱いなさいと学習指導要領に書かれています。全く同じ考
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えが小・中というスパンで見たときも要るのではないかなと。教科書発行社の決めた配列に縛られるこ
となく指導していく必要があると思います。ただ，これは非常に難しいことです。学校の先生方は，中学
校であれば，当然教科書を使って授業を行います。教科書を教えるのではなくて，教科書で教えるという
ことは分かっているけれども，やはり教科書を使うに決まっていますから。あの配列ではない言語材料
の配列の計画が一方であった場合に，確実に混乱されてしまうので，どういうふうにしていくといいの
かなと考えています。そもそも小学校で扱う言語材料を何にするかというのは，都道府県レベルで考え
ることではないのかもしれません。いずれにしてもそこについては，検討課題であると思っています。
新里 吉田先生，お願いできますか。
吉田 今現在，英語教育で今回，目玉の一つとなっているの
が，小学校から高校までを一つの CAN-DO という基準で，
つないでいこうという。そこに一貫性を持たせようという
ふうになっています。英語の何を知っているかではなく
て，英語で何ができるかということをベースに組み立てて
いこうというふうに言っています。 
 言語材料というのは，いわゆる何ができるかということが
はっきりすれば，その何ができるかという枠の中で選んでいけばいいものであって，必ずしも最初から
構造シラバスを使って，これに合う CAN-DO を入れるというのは逆ですよね。ですから基本的な考え方
としては，まず CAN-DO で，何が英語でできるようになればいいのかという一貫性を持たせ，それに必
要な言語材料をその後で入れていくという発想の方が，私は正しいと思います。 
 もう一つは，文法と言ったときに，多くの人は規則文法ばかり考えているのですね。いわゆるよくあ
る，僕らが文法書で習うような文法等あります。だけど，機能文法という文法もあれば，Lexical grammar
のような文法もあれば，いろんな種類の文法。文法というのは，文を構成する規則であって，それが一つ
のやり方しかないということではないはずなので，それは，やはりそれぞれの CAN-DO というものをつ
くっていったときに，そこに合うような，いわゆる文法に相当するものをどうやってうまく選んでいく
か。これはこれから非常に大きな仕事になると思いますね。学習指導要領をつくっていく際に非常に大
きな課題ですが，それをやっていかなければいけないと思います。今まで通りの考え方で文法を考えな
がら，CAN-DO を中心にしましょうといったら失敗すると思います。
例えば CAN-DO だったら CAN-DO をまず並べて，うまくやって，その以下にどういう文型だとかそう
いうものが付随して学ばれていくのか，ということをやっていく。その手順ですよね。順番というのをき
ちんと守る必要があるのではないかと思っています。
新里 ありがとうございました。文部科学省のホームページに載っている外国語のワーキンググループ
の話合いを見ますと，ある先生はやっぱりその CAN-DO リストの descriptors ができた後は，言語使用の
場面，文章の長さ，それから文法事項等を descriptors に関連付けないと実際にはワークしないということ
が言われていましたので，文部科学省全体ではどういう流れになるのかなというところに強い興味を持
っています。 
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に何が起こったのかを聞かなければ，回答を得ることはありません。それがこの問題の解決策の一部で
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 系統的という言葉は理解できるのですが，必ず「中学校でやっていることの前倒しを単にするのでは
なく」という言葉を使っています。でも，「Hi, friends!」では What do you want to be?という，中学 2 年で
学習する want to do がむしろ前倒しになって使われていますね。恐らく，それは，そういう文法事項だと
いうこと，不定詞の用法だということを意識させないで使わせているということなのでしょうね。小学
校的に系統を考えるとそのような指導になっていくのでしょうか。 
 
吉田 そうだと思います。まずは，CAN-DO できちんと何ができるようにするかということが，まず中
心になります。今のように，What do you want to be?という問題でも，それがいきなり出てきたからとい
って，文法で説明しましょうというのは必要ないので。最初はそれをいわゆる慣用表現のように使って
いけばいいわけですよね。ある時期になって，そこのところを知らないと他の表現ができなくなったら，
規則を教えればいいわけですから。だから，教えたらその表現の規則を最初から全部教えなければいけ
ない，という発想から脱しなければいけないというふうに思います。 
 
新里 ありがとうございました。それでは，海外から来られた先生方も巻き込める話題に少し戻りたい
と思います。 
 それぞれ子供たちは第 1 言語を持っています。それプラス，英語を学びます。外国から来られたハルバ
リ先生，タイ先生もおっしゃったと思いますが，言語技能（Language arts）という範疇（はんちゅう）の
中に自分の母語を含めて指導する。そして 3，4 年生になると English とその母語というふうに分かれま
すが，やはり同じ言語技能という分野として扱っていますよね。それに関する質問で，国語科との関連と
いうことで，次のような質問が出ています。「言語，及びコミュニケーションに関する学習という面で
は，国語科との有機的な関連という可能性があると思います。特に現状として，担任が国語も英語も指導
することになる小学校では，どのような関連の在り方があるとお考えでしょうか。また関連を図る上で
の注意点があればお教えください。」二人の方がこういう質問をされています。 
 ハルバリ先生，母語と英語との指導の関連付けというような話でコメントをお願いします。 
 
ハルバリ それに対する答えは持ち合わせておりません。しかし今，母語
の指導と言語指導をまとめようとしていることが議論の一つとなっている
のは確かです。一人が両方の言語を指導するというのではなく，母語と外
国語の両方に用いる専門用語を同一にするべきだということです。どちら
も指導の過程において同じような理想があり，またどちらか一方でも両方
でもあらゆる資料や知識を活用することでしょう。これは誰も完全ではな
いという考え方を強調しています。フィンランド語を母語として指導する
うえで言語を埋め込むのに完全である必要はありません。その逆も同様で，
将来の学習のために支持者として働こうとしている考えがあることを提案します。 
誰にもとっても単純な回答はありません。どこからか始めなければならず，次にそこから前に進んでい
かなければなりません。 
 
新里 ありがとうございました。山田先生，吉田先生，何かありますか。国語教育との関連について。 
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提案します。良い態度を示すことは，文法を治すことよりも英語の授業をより面白くします。英語が将来
の成功への鍵であり，国家同士がより良く理解し合うための鍵であるという意識を高めることを試みて
ください。 
私の大学である教授とともに参加する授業で活用できるアクティビティをお薦めしたいと思います。
我々は教師を訓練することによってリテラシープロジェクトのプログラムを実施するために国際ロータ
リーと協力しています。これは「語学力強化研修講座」と称されます。第一に，テキスト・ベースとアク
ティビティ・ベースを用います。 
テキスト・ベースでは物語を使います。これは年齢の低い学習者にとっても言語を学習するのに非常に
簡単です。最初に教師が物語を話します。次に生徒がリスニングやスピーキングを更に練習します。 
第二段階では，生徒が今聞いたことを思い出しながら物語を再度言わせます。この段階ではロールプレ
イを行うことで，教師がもう一度物語を話し，生徒のロールプレイを通じて生徒の理解を確認すること
ができます。したがってこの段階では生徒が意味を形成し，自分たちが耳にした通りに再現することを
試みます。 
第三段階では，物語全体の意味を生徒が理解した後，生
徒に個々の言語を使わせてテキストについて協議し，物
語に従って文章を作ります。このとき，文章は教師の言葉
ではなく，生徒の言葉で作られなければなりません。それ
からテキストを協議した後に，教師は生徒が話したこと
を書き出します。そして大きな本を作ります。生徒が協議
段階で文章を解釈した理由について，彼らが一緒に書い
た文章に従って絵を描きます。 
生徒がなぜその絵を描いたのか，これはどうか？教師は個別に一つの単語の発音の仕方を教え，グルー
プを作ってテキストを一緒に読ませなければなりません。 
最後は語学アクティビティに注目します。我々は生徒の大きな本を彼らの資料として活用します。教師
は文法上の要点を教えることができます。これは発音や単語，小さな単元から始まる個別の部分を意味
しています。すなわち言語の小さな単位を意味しています。次に全体の絵です。この種の方法なら，生徒
がもっと英語の授業を楽しめると思います。 
 
新里 ありがとうございました。他の先生，ハルバリ先生はいかがですか。Do you have anything to say? 
 
ハルバリ ここで申し上げたいのは，フィンランドでは主要な問題ではないものの，議論となっている
のが教材です。なぜならばこれまで起きていたことは，優れた教師が本箱から学習本を借りて，本に従っ
て先に進み，教師が生徒を見ることなく，生徒のことを忘れて彼らのニーズのために没頭できました。
我々が実践しようとしていることは，教師自身が活用する教材を決定する機会と勇気を与えることです。
それによって教師が教材のため，システムのため，校長や政策立案者のために働くのではなく，生徒や彼
らのニーズのために働けるようにします。これは生徒が何か問題を抱えたときに役立つ重要な課題の一
つだと考えます。教師が生徒に対して次のように問いかけます。「何か問題を抱えていますね。英語が嫌
いですね。なぜでしょうか。何が起こったのでしょうか。」もし教師が生徒に英語を学ぶモチベーション
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吉田 中央教育審議会では今，それをやっている最中なんですね。ですから，同じ言語だということを考
えれば，日本語を教えるということと英語を教えるということで共通した概念であるとか，あるいは土
台のようなもの。いわゆる言語能力に相当するものというのは，絶対あるはずだということですね。問題
は，日本語教育と言ったときと，国語教育と言ったときに同じかどうかというのは分からないのが，少し
ネックになっているといえばなっていると思いますが。言語として捉えたときには，当然ながら日本語
を教える際のいろいろな言語規則であるとか，あるいは根底的な competence の問題。というものは，英
語を教える際の competence と当然共通している部分があって。お互いそれを見ることによって，双方の
言語の習得に公益を与える。いわゆる言語の awareness の問題。言語はこういうふうに違うんだなとか，
こういうところが共通しているとか，日本語で言えることが英語では言えない，あるいは英語で言える
ことが日本語でこういうふうな表現しかできない。そういう awareness を育てるというのも非常に大事な
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も十分できるはずです。それができていないことが，寂しいですね。 
 このことに関して，教科調査官の向後先生と都立両国高校の布村先生という方の対談の記事を紹介し
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たいと思います。この記事の中で，布村先生は，「学校自体のグローバル化こそが問題で………ただ，本
当に毎日仕事に追われていると，海外の人に接することもなければ，英語を使わなければいけない場面
に出くわすこともない。英語を本当に必要としているのは学校外で仕事をしている人たちであり，私た
ち英語の教員は英語を使った仕事をしたいのに，そうした機会が少ないのが現状なのです。」と言われて
います。私も外国語大学に勤めていますが，英語を使うのは週に何回あるでしょうか。学校の英語科の先
生自体が，一番グローバル化しなければならないのではないか。それを生徒に，又は小学校の児童に，先
生がこういう英語を使うんだよということを見せないと駄目なのではないかと思います。 
 そこで，吉田先生の話に戻りますが。我々も日々努力して英語をうまくなろう，発音もうまくなろうと
します。でも，今の我々の英語力をもう少し子供たちのために完璧なモデルではないけど，英語を絶えず
学んでいる，学習者のモデルとして示してもいいのではないかと思っています。 
 先ほど触れたベネッセの統計でも，中学，高校ではディベート，ディスカッションは数十パーセントぐ
らいの比率でしか行われていません。となると，去年の 3 月頃に文部科学省から出された，高校 3 年生 7
万人の調査で，その高校 3 年生が持っている英語力が中学 3 年生ぐらい。英検 3 級ぐらいのレベルであ
るというのも簡単に理解できるかなと思います。 
 今日ここにいらっしゃる英語の先生方，それから出版社の皆さん。英語はやっぱり先生方が持ってい
る今の英語力，それも絶えず向上を目指してより良くしようという努力をするのですが，今持っている
英語を使って授業するということをもっと広めていきたいのです。それを後押ししてくれるような，又
は大きく宣伝してくれるような学習指導要領が出てくることを期待したいと思います。 
 私の勤め先は枚方にあります。実は昨日，ちょうど雨が上がって枚方から京都まで電車に乗ってきま
したが，そのときに，何十年ぶりでしょうか。虹が見えました。それもふた筋見えました。昨日は東京地
区が大雪だったそうですが，私は，この虹を見るように日本の英語教育が輝ける希望が持てるような未
来になってほしいと思っています。そのためには，一番日本の英語教育を変えられる小学校の担任の先
生，これから増えていくであろう専科の先生，それから中学校の英語の先生，高等学校の英語の先生，皆
さんと一緒に頑張りたいと思います。以上でこの会を閉じさせていただきます。御清聴ありがとうござ
いました。 
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Good afternoon all of you. To mark the opening of the International Symposium on Educational Reform 2016 of 
the National Institute for Educational Policy Research (NIER), I would like to make a few remarks on behalf of the 
hosts. 
This symposium has been held since fiscal 2001 and is aimed at inviting experts working in the front lines of 
educational reforms and research of other countries to learn from those countries’ experiences in implementing 
Japan’s educational reforms.  
This year’s theme is “English Education as a Foreign Language at the Primary Level in Various 
Countries/Economies -Initial Strategy for Developing Global Human Resources-,” which was decided in light of 
current trends in educational reform. I greatly appreciate the registration of around 400 people who have interests 
and concerns in the theme, including those involved in the board of education and schools. 
Amid the rapidly progressing globalization of society, there is an urgent need to cultivate global human resources 
who work internationally and serve as an engine in Japan’s growth. In this context, various recommendations on the 
development of global human resources have been provided from a wealth of perspectives in the government. These 
recommendations point out linguistic ability and communication skills in addition to independence, willingness, and 
cross-cultural understanding as qualities required for global human resources.    
In response to these recommendations, the Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology 
(MEXT) has been working to strengthen education in English and other foreign languages. In particular, the Ministry 
is carrying out necessary studies on English education in elementary schools, considering the expansion of grades in 
elementary schools that introduce foreign language activities, which now start in the fifth grade, and the introduction 
of English language education as a regular subject.  
The summary of issues compiled by the Special Committee on Curriculum Planning of the Subcommittee on 
Elementary and Secondary Education of the Central Council for Education in August 2015 states that it is required 
to familiarize students with foreign languages through foreign language activities focusing on listening and speaking 
from the third and fourth grades to increase motivation for the acquisition of foreign languages and have them engage 
in coursework dealing with four skills comprehensively and systematically in accordance with their stage of 
development from the fifth and sixth grades. Currently, a working group set up under the Central Education Council 
is conducting a professional study of this matter.  
To contribute to such studies, NIER has just started a Research Project called “Study on English education at 
elementary schools” from this fiscal year. We have conducted research on the status of advanced approaches that are 
being carried out in experimental schools for research purposes and special curriculum schools and just compiled 
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吉田  研作 上智大学特任教授，言語教育研究センター長
上智大学，同大学院，ミシガン大学大学院で学ぶ。中教審委員，元「英語教育の在り方に関す
る有識者会議」座長，元「外国語能力向上に関する検討会」座長，「国土交通省航空英語能力証明
審査会」会長，「NPO 小学 校英語指導者認定協議会」会長，「The International Research 
Foundation for English Language Education」 理事，「Asia TEFL」 Journal Advisory Board 
Member。 
ヤミン・タイ 台北教育大学 副教授
ヤミン・タイ博士は台北教育大学児童英語教育学部の副教授として EFL 教授法， 教育活動の
設計，カリキュラム開発そして教育実習科目を教えている。また，英語教 員のためのカウンセリン
ググループで教員研修に従事。テキサス大学オースティン校 にて教科教育学の博士課程を修了。主
に，EFL カリキュラム開発，教育活動の設計， 教員研修そしてテクノロジーを用いた語学学習にお
ける課題を研究，教育活動のテー マとして扱っている。 
ポンピモン・プラソンポーン シーナカリンウィロート大学 講師
ポンピモン・プラソンポーン博士は，英語教育の学士号と修士号を取得した後，教科教育学の博
士課程を修了。1995 年にはロータリー奨学生として，サザンコネチカット州立大学及びウィスコ
ンシン大学で英語教育について学ぶ。 
タイ国内の中学校，高校で EFL 教員として 35 年以上の経験を持つプラソンポーン博士は，現在
タイ・バンコクにあるシーナカリンウィロート大学教育学部教科教育学科（英語教育）で講師を務
めており，学士と修士の英語と英語教育の科目を教えてい る。 
以前は，教育省基礎教育委員会事務局 ELT 研究開発課の課長として，基礎教育におけるカリキ
ュラム開発に従事。タイの学校における英語プログラムのネットワーク 設計に携わった一人。現在
は，効果的な言語教育と言語学習の理論と実習に関して講 義と教員研修を行っている。 
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アヌ・ハルバリ フィンランド国家教育委員会 参事 
アヌ・ハルバリ氏は現在フィンランド国家教育委員会で基礎教育（ISCED 2）の言語学習と後期
中等学校教育（ISCED 3）の言語を含む全体のコア・カリキュラムの考案に従事している。関心が
ある分野は，新しい教授法と言語教育，評価そしてデジタルスキルである。教育委員会で勤務す
ることにより，欧州委員会や欧州評議会が主催 する言語学習やデジタルスキルに関する様々なプ
ロジェクトやプログラムに参加する機会を得た。 
以前は，後期中等学校で英語を教えており，後期中等教育の教授法に関するプロジェクトに参
加。ユバスキュラ大学でリサーチアシスタント及び言語テスト研究員としてキャリアをスタート。
現在でもフィンランド政府の言語テスト機関である国家語学検定機関（成人向け）と ISCED 3 レ
ベル卒業試験機関で勤務。この経験を通じて，制度化された言語評価，テストシステムの開発そ
して受験者の採点について知識を深 めた。 
山田 誠志 岐阜県教育委員会学校支援課 指導主事 
岐阜県出身。1991 年 4 月から岐阜県高鷲村立学校教員として勤務を始める。その後，大垣市教
育委員会（2005 年 4 月～2009 年 12 月），西濃教育事務所（2010 年 1 月～3 月），文部科学省初
等中等教育局国際教育課外国語教育推進室（2010 年 4 月～ 2012 年 3 月），岐阜県教育委員会学
校支援課（2010 年 4 月～）にて勤務。文部科学省勤務時代には国の外国語教育に係る施策に従事。
現在は，県教育委員会の外国語担当指導主事として，岐阜県の小・中学校における英語教育の充
実・改善に係る施策及 び指導業務に従事。 
新里 眞男 関西外国語大学 教授
東京教育大学文学部卒。英語教員として東京都立府中東高校，筑波大学附属高校，筑波大学学校
教育部に勤務。その後文部省初中局教科調査官，富山大学教育学部教授， 東京国際大学言語コミュニ
ケーション学部教授・学部長を務め，2013 年 7 月より現職。教科調査官時代に学習指導要領の改
訂作業，英語教員研修，指導資料の作成などを行う。一般財団法人語学教育研究所長を 2006 年度
から 6 年間務めた。 
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Good afternoon all of you. To mark the opening of the International Symposium on Educational Reform 2016 of 
the National Institute for Educational Policy Research (NIER), I would like to make a few remarks on behalf of the 
hosts. 
This symposium has been held since fiscal 2001 and is aimed at inviting experts working in the front lines of 
educational reforms and research of other countries to learn from those countries’ experiences in implementing 
Japan’s educational reforms.  
This year’s theme is “English Education as a Foreign Language at the Primary Level in Various 
Countries/Economies -Initial Strategy for Developing Global Human Resources-,” which was decided in light of 
current trends in educational reform. I greatly appreciate the registration of around 400 people who have interests 
and concerns in the theme, including those involved in the board of education and schools. 
Amid the rapidly progressing globalization of society, there is an urgent need to cultivate global human resources 
who work internationally and serve as an engine in Japan’s growth. In this context, various recommendations on the 
development of global human resources have been provided from a wealth of perspectives in the government. These 
recommendations point out linguistic ability and communication skills in addition to independence, willingness, and 
cross-cultural understanding as qualities required for global human resources.    
In response to these recommendations, the Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology 
(MEXT) has been working to strengthen education in English and other foreign languages. In particular, the Ministry 
is carrying out necessary studies on English education in elementary schools, considering the expansion of grades in 
elementary schools that introduce foreign language activities, which now start in the fifth grade, and the introduction 
of English language education as a regular subject.  
The summary of issues compiled by the Special Committee on Curriculum Planning of the Subcommittee on 
Elementary and Secondary Education of the Central Council for Education in August 2015 states that it is required 
to familiarize students with foreign languages through foreign language activities focusing on listening and speaking 
from the third and fourth grades to increase motivation for the acquisition of foreign languages and have them engage 
in coursework dealing with four skills comprehensively and systematically in accordance with their stage of 
development from the fifth and sixth grades. Currently, a working group set up under the Central Education Council 
is conducting a professional study of this matter.  
To contribute to such studies, NIER has just started a Research Project called “Study on English education at 
elementary schools” from this fiscal year. We have conducted research on the status of advanced approaches that are 
being carried out in experimental schools for research purposes and special curriculum schools and just compiled 
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Good afternoon all of you. To mark the opening of the International Symposium on Educational Reform 2016 of 
the National Institute for Educational Policy Research (NIER), I would like to make a few remarks on behalf of the 
hosts. 
This symposium has been held since fiscal 2001 and is aimed at inviting experts working in the front lines of 
educational reforms and research of other countries to learn from those countries’ experiences in implementing 
Japan’s educational reforms.  
This year’s theme is “English Education as a Foreign Language at the Primary Level in Various 
Countries/Economies -Initial Strategy for Developing Global Human Resources-,” which was decided in light of 
current trends in educational reform. I greatly appreciate the registration of around 400 people who have interests 
and concerns in the theme, including those involved in the board of education and schools. 
Amid the rapidly progressing globalization of society, there is an urgent need to cultivate global human resources 
who work internationally and serve as an engine in Japan’s growth. In this context, various recommendations on the 
development of global human resources have been provided from a wealth of perspectives in the government. These 
recommendations point out linguistic ability and communication skills in addition to independence, willingness, and 
cross-cultural understanding as qualities required for global human resources.    
In response to these recommendations, the Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology 
(MEXT) has been working to strengthen education in English and other foreign languages. In particular, the Ministry 
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preliminary figures in the research. This report was distributed to you today as reference materials. 
Under such circumstances, I believe that it is very important to share advanced cases in Japan and other 
countries/economies regarding policy trends on English education in elementary school as well as their results and 
challenges, teaching methods, ideal teachers, and so forth, extend knowledge on approaches required in future schools, 
and deepen discussions.  
For this symposium, we invited six professionals from Japan and other countries/economies. I would like to express 
my sincere gratitude to them for taking the time to participate in the symposium.  
In the first part, Professor Kensaku Yoshida, the Director of the Center for Language Education and Research of 
Sophia University, will deliver a keynote speech. He chairs MEXT’s Expert Committee on Reform and Enhancement 
of English Education and is currently contributing to the study on new curriculum as a member of the Central Council 
for Education. 
After that, experts from Taiwan, Thailand, Finland, and Gifu Prefecture will make presentations on efforts in 
English education in each country/economy. Just like Japanese people, people in Taiwan, Thailand and Finland use 
everyday languages whose linguistic systems differ from those of English. In these countries/economies, English 
education is introduced early from the first and second grades or the third and fourth grades.   
Dr. Yaming Tai will present efforts made in Taiwan. She is an Associate Professor of the National Taipei University 
of Education and specializes in English education.  
Dr. Pornpimon Prasongporn will deliver a lecture of the cases in Thailand. She specializes in English education at 
Srinakharinwirot University and has experience working on curriculum development at the Ministry of Education of 
Thailand.  
Ms. Anu Halvari will present the approach taken in Finland. She is the Counsellor of Education of the Finnish 
National Board of Education and has been participating in studies on core curriculum.  
Gifu Prefecture has implemented advanced efforts in Japan including the project of schools focusing on English 
education designated by MEXT and the prefectural board of education, introducing English education from the first 
and second grades of elementary school. Mr. Satoshi Yamada will present such efforts. Mr. Yamada is engaged in the 
enhancement and improvement of English education for elementary and junior high schools in Gifu Prefecture as a 
supervisor in charge of foreign language education in the Gifu Prefectural Board of Education.  
I expect them to present the efforts made in their countries/economies, share the results and challenges, and offer 
suggestions on English education in Japan. 
In the panel discussion in the second part, Professor of the Kansai Gaidai University Masao Niisato will act as 
moderator. Professor Niisato has experience working as a high school English teacher and engaging in revision of 
Course of Study as a Senior Specialist for Curriculum.  
Based on the presentations of experts from the countries/economies, I expect panelists to further deepen 
discussions on English education at the primary education, which is the theme of this symposium.  
In Japan, not only the national government but also local boards of education and schools have engaged in various 
efforts and discussions for reforms of English education. This symposium will provide extremely high inspiration. 
As a host, I would like to conclude my remarks by expressing my hope that this symposium will help children acquire 
excellent linguistic skills and take wing within international society as global human resources. 
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Good afternoon all of you. To mark the opening of the International Symposium on Educational Reform 2016 of 
the National Institute for Educational Policy Research (NIER), I would like to make a few remarks on behalf of the 
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This symposium has been held since fiscal 2001 and is aimed at inviting experts working in the front lines of 
educational reforms and research of other countries to learn from those countries’ experiences in implementing 
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This year’s theme is “English Education as a Foreign Language at the Primary Level in Various 
Countries/Economies -Initial Strategy for Developing Global Human Resources-,” which was decided in light of 
current trends in educational reform. I greatly appreciate the registration of around 400 people who have interests 
and concerns in the theme, including those involved in the board of education and schools. 
Amid the rapidly progressing globalization of society, there is an urgent need to cultivate global human resources 
who work internationally and serve as an engine in Japan’s growth. In this context, various recommendations on the 
development of global human resources have been provided from a wealth of perspectives in the government. These 
recommendations point out linguistic ability and communication skills in addition to independence, willingness, and 
cross-cultural understanding as qualities required for global human resources.    
In response to these recommendations, the Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology 
(MEXT) has been working to strengthen education in English and other foreign languages. In particular, the Ministry 
is carrying out necessary studies on English education in elementary schools, considering the expansion of grades in 
elementary schools that introduce foreign language activities, which now start in the fifth grade, and the introduction 
of English language education as a regular subject.  
The summary of issues compiled by the Special Committee on Curriculum Planning of the Subcommittee on 
Elementary and Secondary Education of the Central Council for Education in August 2015 states that it is required 
to familiarize students with foreign languages through foreign language activities focusing on listening and speaking 
from the third and fourth grades to increase motivation for the acquisition of foreign languages and have them engage 
in coursework dealing with four skills comprehensively and systematically in accordance with their stage of 
development from the fifth and sixth grades. Currently, a working group set up under the Central Education Council 
is conducting a professional study of this matter.  
To contribute to such studies, NIER has just started a Research Project called “Study on English education at 
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employees.  
 Let’s think of a reason for that lack of self-confidence in language ability. When I read materials on English 
education in Japan to revise the postwar Courses of Study, those materials state that standard English should be 
taught. For a long time after the war, it was believed that standard English was American English and the English of 
native speakers. So, English teaching is focused on Native English Education. Finally, the explanation part of the 
current Course of Study states that English education includes English as an international common language. We can 
say that a plurilingual mindset, or plurilingualism, is finally covered in English education in Japan.  
When I was teaching at the Department of English Studies of the Faculty of Foreign Studies in Sophia University, 
a student entered the university. This student had not been abroad but achieved Grade 1 on the EIKEN Test before 
getting into Sophia University. She was very bright. Students are streamed at Sophia University. The Department of 
English Studies of the Sophia University is nationally known for attracting those fluent in English. Because she got 
Grade 1 of the EIKEN Test, she was enrolled in the top class, though she had no experience of going abroad. In the 
top class of the Department of English Studies of the Sophia University, 70 percent or higher of students are returnees 
from abroad. So she was enrolled in the class for returnees. She had been at the top until then. She had done her best 
so that she could pronounce and speak English like native speakers. Students around her had a better spoken 
command of English than she did. Then she came to me a few months after getting into the university and told me, 
“I don’t want to study English anymore.” When I asked “Why?” the reason she cited was, “Because I’m no match 
for returnees no matter how hard I try.”    
Come to think of it, returnee students lived abroad and were immersed in English from morning till night. They 
watch TV programs in English, do shopping in English, receive school lessons in English, and play with friends in 
English. Furthermore, they not only receive input in English but also learn English through interaction. Since they 
have opportunities for interaction and learn English more and more through exchanges and negotiations, naturally 
they can acquire a high level of English ability if they live abroad for a few years.  
My student lived only in Japan. Even if she got Grade 1 in the EIKEN Test, she mainly gained input-based English 
education. She studied for entrance exams. She might watch videos, listen to music, read novels and newspapers or 
do exercises in English, but she had almost no opportunity to speak with others and communicate in English. That is, 
there is “input flood,” but no opportunity to make use of that input. When such students enter the Department of 
English Studies, they are suddenly placed among those who have acquired English ability in the said communication 
situations. Naturally, the students who have not had many opportunities to communicate in English think that their 
English ability is low compared with returnees who have grown up with such opportunities. They have a strong 
vocabulary and a high level of grammatical competence and write good sentences. However, what is most noticeable 
in languages is pronunciation and fluency, so on the basis of those aspects, students consider themselves no match 
for returnees. 
 It raises a question as to whether it is appropriate to learn the English of native speakers when students have only 
studied English in EFL circumstances like Japan and had few opportunities to communicate in English.  
Next, I would like to talk about a graduate of Sophia University, Mr. Kawashima. He was a high school teacher in 
Tochigi Prefecture, and is teaching at the university starting this academic year. He submitted a doctoral dissertation 
to Macquarie University in Australia. His topic of the dissertation was whether there were any differences in 
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I am very honored to have been invited to this symposium. As I have discussed the current situation in Japan and 
the current trend of the Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology (MEXT) in various places, 
many of you may already know what I plan to talk about, so I hope that you will consider the efforts presented by the 
other lecturers from various regions in light of my speech and that it will serve as a basis for discussion on how 
education in Japan should be changed.  
What we need to think of when talking about teaching English in elementary schools is why English education 
should start from elementary school. Meanwhile, I think we should grasp the position of English teaching in 
elementary schools in the context of English education in Japan as a whole. In discussions about English teaching in 
elementary schools, if we focus only on English teaching in elementary schools, we cannot fathom the position of 
English education in Japan as a whole and the meaning of English teaching in elementary schools becomes obscure. 
Therefore, I will talk a little about the current situation in Japan first, and then about the position of English teaching 
in elementary schools given that situation in the latter part of my talk.  
First, let us take a look at the inward-looking, inadequate language skills, or lack of confidence, which are often 
said to be characteristics of the Japanese people, regardless of whether they are real or not. These results are not about 
English but the results of PISA’s survey on academic ability. What many people saw as problems here is a steep drop 
in Japanese people’s reading ability, mathematical literacy, or scientific literacy. A precipitous drop. At that time, in 
a way, this was said to be due to the influence of Yutori-education (more relaxed education method/policy), which 
was started in 2003, and it was proposed that basic learning materials should be increased in the new curriculum. 
However, upon reconsidering the matter, that drop is the result of educational methods before Yutori-education, since 
it only started here. What that means is that it is the result of cramming methods. Rather, I think these new scores 
reflect the results of Yutori-education, which was implemented from 2003 to 2011.  
Currently, learning proactively is the very keyword in thinking about the new Course of Study. In my opinion, 
learning proactively is what Yutori-education was aimed at. Thus, the results show that Yutori-education turned out 
not necessarily that bad after all. On the contrary, there was a very good side to it, and so academic performance 
improved. Therefore, we can suppose that Yutori-education will be introduced again with a different wording as 
“learning proactively” in the new Course of Study.  
What is at issue here is this increase. In terms of academic performance, this is the score for 15-year-old high 
school students in Japan and shows very high academic ability with the first or the second ranking among the 34 
OECD countries. Nevertheless, as for the results of TOEFL iBT Test of around 30 Asian countries, the average score 
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for the Japanese is 70 out of 120. In Asia, there are few countries with an average score of less than 70, and a country 
with an average score of 70 is fourth or fifth from the bottom among Asian countries, so this score is very low.  
The most conspicuously low score is 17 out of 30 for speaking. Please look at all the results. No other country has 
a score as low as 17. The results show that Japan’s score is the lowest. Another remarkably low score is 18 for writing. 
There are other countries with the score of 18, but no country scored 17. Japan also scored the lowest score for writing 
among Asian countries. I am very curious as to why only language ability is so low, despite the high academic skills 
in other areas.   
In the fall of 2014, MEXT actually conducted a four skills test on 70,000 students in the twelfth grade (the third 
year of high school). This test is at the level of A1, A2, B1 and B2 in the Common European Framework of Reference. 
A1 is roughly equivalent to Grade 3 in the EIKEN Test of Practical English Proficiency, A2 to Grade Pre-2, B1 to 
Grade 2, and B2 to Grade Pre-1. The results of the test on 70,000 students in the twelfth grade show that the peak is 
here. You can see that the average score is around here, that is, just the boundary between Grade 3 and Grade Pre-2 
on the EIKEN Test.  
As can be seen from the previous data, it is said that about 30 percent of high school students can achieve Grade 
Pre-2 on the EIKEN Test, so the results of this test are quite consistent with that. Students in the twelfth grade is close 
to taking university entrance exams, but they were only able to achieve such scores though reading is supposed to be 
the most important skill tested.  
Likewise, the peak is also around here in listening, though it is a little broader. The ability shown is at a level only 
of Grade 3 or probably Grade Pre-2 on the EIKEN Test. Because reading and listening are skills tested in university 
entrance exams, it’s sad to see the scores of these skills remain at those levels. The National Center Test for 
University Admissions, which was conducted just the other day, also covers listening. Meanwhile, university entrance 
exams in Japan seriously lack writing and speaking. I think students do not study writing and speaking for entrance 
exams at all, and teachers do not teach those skills. As a result, 30 percent of those who took this test scored zero or 
could not write anything. 
Here is another point. For speaking, this is A1, equivalent to Grade 3. You eventually see a peak in the lower part 
of Grade 3. Obviously, speaking is also not tested in university entrance exams. In other words, skills that are not 
on entrance exams are not covered in class, so students demonstrate no ability. However, even results of the skills 
of English tested on entrance exams are not so good despite students’ adequate academic skills. Why does language 
ability remain at such a low level though students show good performance in other subjects? I think we should think 
that through.  
 Another thing that is often said about the Japanese is that they are inward-looking. The number of high school 
students who study abroad decreased from 1996 through around 2008. The number declined during that period. Since 
the government finally has embarked on “TOBITATE! Study Abroad Initiative” and other activities, including 
scholarships, and the boards of education have also starte d trying out various measures, the number of high school 
students studying abroad is now starting to increase slightly. I think that the number of university students who study 
abroad is also again increasing slightly. Even with universities like Sophia University emphasizing language 
education, the number of students participating in exchange programs decreased significantly at one time. There was 
a period when the number of those students dropped sharply. Now, the number of students studying abroad is finally 
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going back up a little.  
However, on the whole, when asked the question “Do you want to study abroad?” more than half of high school 
students answer “no.” Compared with high school students in the U.S., China, and South Korea, over half of the high 
school students in Japan do not want to study aboard, while the majority of high school students in the other three 
countries want to study abroad. I believe this result is expressed in the phrase “inward-looking.” Yet, this is not 
peculiar to high school students. When asked why they do not want to study abroad, high school students gave the 
language barrier as their major reason. That is, the biggest reason is their lack of self-confidence in language ability. 
They feel that the language barrier is a bigger obstacle than economic burden. This is not unique to high school 
students, as junior high school students also exhibit the same tendency.  
This is the research conducted by the National Institute for Educational Policy Research. Let’s look at how the 
attitudes of junior high school students changed over the seven years from 2003 to 2010. To the question “Do you 
think English is important for entrance exams?” in 2003, blue and green mean yes, so around 90 percent of junior 
high school students think that English is necessary for entrance exams. The number of junior high school students 
thinking so increased over those seven years. This means that they consider English to be important. Furthermore, to 
the question “Do you think English is important in getting the job you want?” the percentage of those who answered 
“yes” increased from 46.7 percent to 70 percent over those seven years. Junior high school students believe that 
English is important but they do not want to have a job in which they use English in the future. As yellow and red 
mean “no,” only this increased. Put plainly, though they are aware that English is necessary, they do not want a job 
in which they use English. Unsurprisingly, the biggest reason is that they lack confidence in their English ability. The 
same holds for high school students that does for junior high school students. However, it goes far beyond that.  
Sanno University conducts a survey roughly every three years on the global attitudes of new employees who have 
graduated from university and just joined a company. This is the result of the survey conducted in the summer of 
2015. To the question “Should Japanese companies proceed with globalization?” as you can see, 73 percent of young 
people, including respondents who would rather think so, answered that globalization is necessary.  
To the question “What ability is most needed in working abroad?” these young people said that language and 
communication abilities were necessary, meaning they overwhelmingly think globalization cannot move forward 
without those skills. 
To the question “Would you like to work abroad?” a little less than 30 percent of the youth answered “no” in the 
first survey in 2001, the percentage gradually increased, and finally in 2015, 63.7 percent of new employees said that 
they did not want to work abroad. They do not want to go abroad. Companies should promote globalization, but they 
do not want to work abroad themselves and expect other people to go. I have already said that they think 
communication skills are necessary. The biggest reason why they do not want to work abroad is the same as that of 
junior high school and high school students, as I mentioned a moment ago. The number one reason is lack of self-
confidence in language ability. When asked how much English they have acquired, nearly half of the respondents 
answered that they had no command of English. Almost half of them said that they could not use English at all. 
Less than two percent of respondents answered that they can use English to negotiate and do business. What should 
we make of that result? I think it is certain that lack of self-confidence in language ability is a major reason for the 
inward-looking of at least the junior high school and high school students in Japan as well as young new Japanese 
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the government finally has embarked on “TOBITATE! Study Abroad Initiative” and other activities, including 
scholarships, and the boards of education have also starte d trying out various measures, the number of high school 
students studying abroad is now starting to increase slightly. I think that the number of university students who study 
abroad is also again increasing slightly. Even with universities like Sophia University emphasizing language 
education, the number of students participating in exchange programs decreased significantly at one time. There was 
a period when the number of those students dropped sharply. Now, the number of students studying abroad is finally 
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going back up a little.  
However, on the whole, when asked the question “Do you want to study abroad?” more than half of high school 
students answer “no.” Compared with high school students in the U.S., China, and South Korea, over half of the high 
school students in Japan do not want to study aboard, while the majority of high school students in the other three 
countries want to study abroad. I believe this result is expressed in the phrase “inward-looking.” Yet, this is not 
peculiar to high school students. When asked why they do not want to study abroad, high school students gave the 
language barrier as their major reason. That is, the biggest reason is their lack of self-confidence in language ability. 
They feel that the language barrier is a bigger obstacle than economic burden. This is not unique to high school 
students, as junior high school students also exhibit the same tendency.  
This is the research conducted by the National Institute for Educational Policy Research. Let’s look at how the 
attitudes of junior high school students changed over the seven years from 2003 to 2010. To the question “Do you 
think English is important for entrance exams?” in 2003, blue and green mean yes, so around 90 percent of junior 
high school students think that English is necessary for entrance exams. The number of junior high school students 
thinking so increased over those seven years. This means that they consider English to be important. Furthermore, to 
the question “Do you think English is important in getting the job you want?” the percentage of those who answered 
“yes” increased from 46.7 percent to 70 percent over those seven years. Junior high school students believe that 
English is important but they do not want to have a job in which they use English in the future. As yellow and red 
mean “no,” only this increased. Put plainly, though they are aware that English is necessary, they do not want a job 
in which they use English. Unsurprisingly, the biggest reason is that they lack confidence in their English ability. The 
same holds for high school students that does for junior high school students. However, it goes far beyond that.  
Sanno University conducts a survey roughly every three years on the global attitudes of new employees who have 
graduated from university and just joined a company. This is the result of the survey conducted in the summer of 
2015. To the question “Should Japanese companies proceed with globalization?” as you can see, 73 percent of young 
people, including respondents who would rather think so, answered that globalization is necessary.  
To the question “What ability is most needed in working abroad?” these young people said that language and 
communication abilities were necessary, meaning they overwhelmingly think globalization cannot move forward 
without those skills. 
To the question “Would you like to work abroad?” a little less than 30 percent of the youth answered “no” in the 
first survey in 2001, the percentage gradually increased, and finally in 2015, 63.7 percent of new employees said that 
they did not want to work abroad. They do not want to go abroad. Companies should promote globalization, but they 
do not want to work abroad themselves and expect other people to go. I have already said that they think 
communication skills are necessary. The biggest reason why they do not want to work abroad is the same as that of 
junior high school and high school students, as I mentioned a moment ago. The number one reason is lack of self-
confidence in language ability. When asked how much English they have acquired, nearly half of the respondents 
answered that they had no command of English. Almost half of them said that they could not use English at all. 
Less than two percent of respondents answered that they can use English to negotiate and do business. What should 
we make of that result? I think it is certain that lack of self-confidence in language ability is a major reason for the 
inward-looking of at least the junior high school and high school students in Japan as well as young new Japanese 
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employees.  
 Let’s think of a reason for that lack of self-confidence in language ability. When I read materials on English 
education in Japan to revise the postwar Courses of Study, those materials state that standard English should be 
taught. For a long time after the war, it was believed that standard English was American English and the English of 
native speakers. So, English teaching is focused on Native English Education. Finally, the explanation part of the 
current Course of Study states that English education includes English as an international common language. We can 
say that a plurilingual mindset, or plurilingualism, is finally covered in English education in Japan.  
When I was teaching at the Department of English Studies of the Faculty of Foreign Studies in Sophia University, 
a student entered the university. This student had not been abroad but achieved Grade 1 on the EIKEN Test before 
getting into Sophia University. She was very bright. Students are streamed at Sophia University. The Department of 
English Studies of the Sophia University is nationally known for attracting those fluent in English. Because she got 
Grade 1 of the EIKEN Test, she was enrolled in the top class, though she had no experience of going abroad. In the 
top class of the Department of English Studies of the Sophia University, 70 percent or higher of students are returnees 
from abroad. So she was enrolled in the class for returnees. She had been at the top until then. She had done her best 
so that she could pronounce and speak English like native speakers. Students around her had a better spoken 
command of English than she did. Then she came to me a few months after getting into the university and told me, 
“I don’t want to study English anymore.” When I asked “Why?” the reason she cited was, “Because I’m no match 
for returnees no matter how hard I try.”    
Come to think of it, returnee students lived abroad and were immersed in English from morning till night. They 
watch TV programs in English, do shopping in English, receive school lessons in English, and play with friends in 
English. Furthermore, they not only receive input in English but also learn English through interaction. Since they 
have opportunities for interaction and learn English more and more through exchanges and negotiations, naturally 
they can acquire a high level of English ability if they live abroad for a few years.  
My student lived only in Japan. Even if she got Grade 1 in the EIKEN Test, she mainly gained input-based English 
education. She studied for entrance exams. She might watch videos, listen to music, read novels and newspapers or 
do exercises in English, but she had almost no opportunity to speak with others and communicate in English. That is, 
there is “input flood,” but no opportunity to make use of that input. When such students enter the Department of 
English Studies, they are suddenly placed among those who have acquired English ability in the said communication 
situations. Naturally, the students who have not had many opportunities to communicate in English think that their 
English ability is low compared with returnees who have grown up with such opportunities. They have a strong 
vocabulary and a high level of grammatical competence and write good sentences. However, what is most noticeable 
in languages is pronunciation and fluency, so on the basis of those aspects, students consider themselves no match 
for returnees. 
 It raises a question as to whether it is appropriate to learn the English of native speakers when students have only 
studied English in EFL circumstances like Japan and had few opportunities to communicate in English.  
Next, I would like to talk about a graduate of Sophia University, Mr. Kawashima. He was a high school teacher in 
Tochigi Prefecture, and is teaching at the university starting this academic year. He submitted a doctoral dissertation 
to Macquarie University in Australia. His topic of the dissertation was whether there were any differences in 
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“Developing global human resources and  
English education at primary level in Japan” 
Kensaku Yoshida 
Distinguished Professor of Sophia University, 
Director of the Center for Language Education and Research 
I am very honored to have been invited to this symposium. As I have discussed the current situation in Japan and 
the current trend of the Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology (MEXT) in various places, 
many of you may already know what I plan to talk about, so I hope that you will consider the efforts presented by the 
other lecturers from various regions in light of my speech and that it will serve as a basis for discussion on how 
education in Japan should be changed.  
What we need to think of when talking about teaching English in elementary schools is why English education 
should start from elementary school. Meanwhile, I think we should grasp the position of English teaching in 
elementary schools in the context of English education in Japan as a whole. In discussions about English teaching in 
elementary schools, if we focus only on English teaching in elementary schools, we cannot fathom the position of 
English education in Japan as a whole and the meaning of English teaching in elementary schools becomes obscure. 
Therefore, I will talk a little about the current situation in Japan first, and then about the position of English teaching 
in elementary schools given that situation in the latter part of my talk.  
First, let us take a look at the inward-looking, inadequate language skills, or lack of confidence, which are often 
said to be characteristics of the Japanese people, regardless of whether they are real or not. These results are not about 
English but the results of PISA’s survey on academic ability. What many people saw as problems here is a steep drop 
in Japanese people’s reading ability, mathematical literacy, or scientific literacy. A precipitous drop. At that time, in 
a way, this was said to be due to the influence of Yutori-education (more relaxed education method/policy), which 
was started in 2003, and it was proposed that basic learning materials should be increased in the new curriculum. 
However, upon reconsidering the matter, that drop is the result of educational methods before Yutori-education, since 
it only started here. What that means is that it is the result of cramming methods. Rather, I think these new scores 
reflect the results of Yutori-education, which was implemented from 2003 to 2011.  
Currently, learning proactively is the very keyword in thinking about the new Course of Study. In my opinion, 
learning proactively is what Yutori-education was aimed at. Thus, the results show that Yutori-education turned out 
not necessarily that bad after all. On the contrary, there was a very good side to it, and so academic performance 
improved. Therefore, we can suppose that Yutori-education will be introduced again with a different wording as 
“learning proactively” in the new Course of Study.  
What is at issue here is this increase. In terms of academic performance, this is the score for 15-year-old high 
school students in Japan and shows very high academic ability with the first or the second ranking among the 34 
OECD countries. Nevertheless, as for the results of TOEFL iBT Test of around 30 Asian countries, the average score 
89
Section 1:Keynote Speech Section 1:Keynote Speech
better to make children experience English and foreign language activities in the same elementary school and teach 
them the basic components of English as a subject within the same environment using the same material. English is 
largely taught in elementary school, basically by homeroom teachers in English. However, in junior high school, 
many teachers revert to use of Japanese to teach English. 
When it comes to teaching method, English classes in junior high school should also be taught in English. 
English is currently being taught in English in high schools, but it is not necessarily successful. In my opinion, 
one of the reasons is that teaching English classes in English started only from high school. If English is properly 
taught at elementary schools and English classes are also conducted in English at junior high schools before high 
schools, it would be considered reasonable to assume that English classes should be taught in English at high 
schools. If such a stream is generated, I think that would be the best. However, even though English education has 
changed to become more and more like the way I prescribe, the biggest challenge has always been entrance 
examinations. Unless entrance examinations for English are conducted on the four skills, it would not work. Thus, 
changing entrance exams for English to a four skills test has been suggested.  
 In the Course of Study, what level of English ability is required in high school is one of the indications of the goal 
of English education in Japan. From that perspective, when the goal was set, how much English should be 
taught at junior high school to achieve that level and how much English should be taught at elementary schools are 
also determined. Thus, teachers of English at elementary schools also need to know the goal for English education in 
high school. Those teachers are expected to think that this is the final goal, students need to experience this to achieve 
it, and elementary schools play this role in that course. Ultimately, global human resources with the following 
abilities are required in Japan. 
“To develop the ability to accurately understanding speaker’s intention and ideas, expressing own idea logically—
providing evidence and reasons—counter-argue and persuade listener” 
 How many Japanese who can answer, “Yes, I can” when asked, “Can you do this?” At present, very few. Nurturing 
such people presents a big challenge. 
 Take a look at the role of English in elementary schools here. English is currently taught as foreign language 
activities at elementary schools. When students in the eighth grade are requested to look back by being asked, “How 
were English classes and activities at elementary school?” many of them say, “English was easy and fun” so such 
communication activities in elementary school are enjoyable.  
In addition, 80 percent of junior high school students think that what they learned during their elementary school 
years, such as conversation, is very useful in junior high school and that the pronunciation they learned is now very 
helpful. In the meanwhile, what they wanted to learn in elementary school is reading and writing. They say that 
they should have been taught reading and writing more. 
That is why it is suggested that all four skills should be taught a bit more systematically at elementary school when 
English becomes a subject in elementary school. Basics should be taught at elementary school. 
Elementary school teachers have also commented that foreign language activities in elementary school have 
changed students a lot in a positive way, while junior high school teachers have said that there have been significant 
changes in students after English education was introduced in elementary school.  
Among them, some suggest that the number of students who are interested in different cultures is increasing, that 
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awareness or other factors between high school students who have many opportunities to be exposed to the English 
of non-native English speakers and high school students who do not have such opportunities. Usually, authorized 
textbooks come with a CD, 90 percent of which contains audio recordings of American native speakers of English. 
Based on such CDs, students practice listening. These CDs use English spoken by native speakers. Mr. Kawashima 
then gave the script of the textbook to his acquaintances who were non-native speakers and from other Asian 
countries and had the script re-recorded by them. He taught his class using CDs recording English spoken by non-
native speakers. In addition, he also used supplementary materials and supplementary audio materials in which non-
native speakers expressed their opinions in English in class. Consequently, students who had more opportunities to 
be exposed to English of non-native speakers came to have more positive attitudes to the English of non-native 
speakers. It turned out that such students come to have a positive image of the English of non-natives speakers, 
thinking that such English is acceptable and good English.  
There is another very important thing. As I have said, Japanese people do not have confidence in their ability to 
use English. What we can see here is that these students became confident in their Japanese English as a non-native 
speaker’s English. That is, it is acceptable for people from other non-English-speaking countries to speak English 
with an accent, so it is acceptable for Japanese people to speak Japanese English. Consequently, the students came to 
have positive attitudes about or confidence in the English that they speak and came to speak more in English. By 
contrast, students who have heard only native speakers’ English come to think non-native speakers’ English is 
unacceptable and have negative attitudes. Thus, they feel that they must learn native speakers’ English. The more 
they feel so, the less they use English. 
When I studied at the University of Michigan long ago, I taught at the ELI (English Language Institute). One 
summer, junior high school teachers from Japan took an English course at the institute. Teachers of different 
subjects came. Teachers of social studies used English very assertively, and went out quite often and spoke English. 
Their English was poor. Their pronunciation could not be understood sometimes and they did not worry about 
grammar. Yet, such people did not care because they did not specialize in English. They did not mind if they made a 
mistake in English, but they could not make a mistake with historical facts or geography. However, they were not 
afraid to use broken English as long as they could communicate because they did not specialize in English. 
It was the English teachers who did not speak English very much. You know, they specialized in English. They 
could not make a mistake. Besides, they taught American English in Japan. They told their students that if they used 
English even slightly different from American English, points would be deducted from their scores, so those teachers 
themselves became unable to speak English when they came to the U.S. 
An American asked an English teacher what he was teaching in Japan. He was stuck for an answer and replied, 
“the Japanese language.” This is not just one teacher. When I came back to Japan and told this story, a teacher who 
studied abroad at MEXT’s expense, said, “I answered ‘physical education’ when I was asked the same question.” He 
was a teacher of English. They were so conscious that making a mistake in English was a disgrace. Their 
pronunciation was not native-like and they did not know all the grammar, even though they specialized in English. 
What we see here is that it is important to possess an awareness that whether we can speak native speakers’ English 
does not matter, and we should just use our English. This is precisely the plurilingual concept. One person uses two 
or more languages, and it is OK to pronounce these languages through one’s native language, since the most important 
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thing is that you can communicate in those languages. Such a mindset is essential.  
 Mr. Yamanouchi wrote a paper last year. I was convinced after reading it. This paper was a qualitative study 
including interview surveys of university students. In the study, when asked what kind of English they wanted to 
model, university students said that they wanted to model the English of native speakers. On the other hand, to the 
question “Who do you want to speak English like?” they answered, “a Japanese teacher of English.”      
I will give an example. I played baseball from elementary school through junior high school. I was a member of a 
boy’s baseball team and also joined a baseball club in junior high school. Pro baseball players such as Oh, Nagashima 
and Fujimoto, Kamata and Miyake, as I am a fan of the Hanshin Tigers, were gods to me then. I wanted to play 
baseball like them, but I knew I would never be able to do so. So I modeled my play on one of my seniors the 
most. He was a good baseball player and one year older than I was. I wanted to be like him. My real model might be 
a pro among pros, but I wanted to play baseball like him. I wanted to be good at fielding and hitting like him, who 
was my immediate senior and good at baseball. 
I mean, a teacher who speaks English a little better than you do is your model for an English speaker. In the last 
part of his paper, Mr. Yamanouchi says, “It is necessary for students to observe the speaker model using English for 
a communicative purpose.” This means that it is important for Japanese teachers to show their students themselves 
communicating in English.  
I often visit elementary schools, and I understand that team teaching is rather difficult. Often It’s just the ALT 
who is teaching. For example, while the homeroom teacher gives guidance individually to each student, not 
much communication takes place between the ALT and the homeroom teacher in many classes. In some classes, 
there is little communication. Under such circumstances, only native speakers use English in class.  
However, students do not want to become a native English speaker. Therefore, homeroom teachers should show 
themselves doing a demonstration in English or communicating with an ALT who is a native speaker, even if they 
are not fluent in English. Then students will say their teacher is cool. Because it is natural for Americans to speak in 
English, and that is not particularly cool. However, students think it is cool when they see their teachers, their 
parents and other Japanese people speaking in English. This is why teachers should show themselves speaking in 
English and the Japanese should speak in English. For the future of English education, I would like to dispel the idea 
that English should be taught by non-Japanese people.  
I believe that showing Japanese people assertively speaking in English to communicate with people from other 
countries will develop young people’s feelings that they also want to accept the challenge of using English, so 
homeroom teachers should show themselves using English more and more to communicate with ALTs and other 
teachers. The same goes for teachers at junior high schools and high schools as well as for university professors. I 
want to show Japanese people using English to children. When I saw a Japanese who won the Nobel Prize give an 
interview in English, I found him cool even though his English was not very good. I think it is necessary to nurture 
young people who see Japanese people speaking in English, find them cool, and want to be like them. 
 American English is for Americans and spoken by Americans. British English is for the British. Indian English 
is for Indians. However, all those Englishes are “Their English” for us Japanese people. Not ours, but theirs. Don’t 
you think so? We cannot speak those Englishes. Those Englishes are like Oh and Nagashima in baseball. We cannot 
play baseball like them. The Japanese English is “My English.” For years, Professor Shigenori Tanaka at Keio 
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University has talked about the importance of “My English,” or the recognition that people speak their own English. 
Yet, there is another important thing here. Now we finally say in the Course of Study that English as a lingua 
franca, or an international language, should also be included in and considered as standard English. Whose English 
is English as a lingua franca? The answer is the English of anyone who speaks English—native or non-native. 
What is important here is the English that can be shared when I speak with Korean, Finnish, or Taiwanese people in 
English. The English that can be shared with each other is, in my own words, “Our English.”   
I’ll give you an example. I once talked with an eighth grade (a second grade at junior high school) teacher in 
Yokosuka. This teacher taught students English with great enthusiasm. The teacher kept conducting lessons in English, 
making students answer questions in English. However, the students rarely had contact with people from other 
countries, even if they lived in Yokosuka. Yet, they studied English hard in the class. Since they became able to speak 
English reasonably well, the teacher said, “I’ll bring a guest to the class, so you will speak to her using English you 
learned.” Then the teacher brought the wife of an American soldier at the U.S. base in Yokosuka to the class. She 
lived only in the base, that is, she lived only among native English speakers, and so she had little contact with Japanese 
people. Under those circumstances, the native English speaker came to the class. The teacher said, “Let’s talk with 
her using English you have learned.” Then, the students asked her questions in English. However, it seemed the guest 
could not understand what the students said, so she asked the teacher, “What did he/she say?” Do you follow? A 
native English speaker who has little contact with non-native speakers cannot understand their English. For people 
from different countries to truly understand each other, they all need to make efforts to communicate with each other 
in English.  
　There is one thing I am concerned about. That is a four skills test including a speaking test is 
being considered in entrance exams. I wonder who will rate the examinees for the speaking test. If native English 
speakers who have not learned any language other than English or have never talked with non-native English 
speakers are chosen as raters, Japanese test-takers’ scores might become very low in speaking.  
However, if people who have lived and taught in Japan and communicated with the Japanese, that is, who are 
familiar with English as an international common language, are among the raters, they can be raters for English as a 
lingua franca. I think they will be the most important raters. It is very difficult, but I have such a concern and I would 
like to add this. 
I mean, “Our English” here is based on “The Interaction Hypothesis” put forth by Michael Long, an expert in 
second language acquisition. The idea of “Our English” is based on this theory that English comprehensible to 
others develops through interaction.  
In the last 10 minutes, I would like to connect what I just said to the current new Course of Study as closely as 
possible. This is the English Education Reform Plan corresponding to globalization, which was devised by MEXT in 
December 2013. One of the points in the plan is that English education in elementary schools, which is currently 
conducted from the fifth grade as so-called foreign language activities, will start from the third grade.  
A major problem is that, foreign language activities now start from the fifth grade and children enjoy the 
activities quite well, but unfortunately, the connection to junior high school is not good. When students enter junior 
high school, with the type of school completely different from elementary school, the foreign language activities 
partially cannot be linked to English as a subject and they may develop a dislike for English. Therefore, I think it is 
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thing is that you can communicate in those languages. Such a mindset is essential.  
 Mr. Yamanouchi wrote a paper last year. I was convinced after reading it. This paper was a qualitative study 
including interview surveys of university students. In the study, when asked what kind of English they wanted to 
model, university students said that they wanted to model the English of native speakers. On the other hand, to the 
question “Who do you want to speak English like?” they answered, “a Japanese teacher of English.”      
I will give an example. I played baseball from elementary school through junior high school. I was a member of a 
boy’s baseball team and also joined a baseball club in junior high school. Pro baseball players such as Oh, Nagashima 
and Fujimoto, Kamata and Miyake, as I am a fan of the Hanshin Tigers, were gods to me then. I wanted to play 
baseball like them, but I knew I would never be able to do so. So I modeled my play on one of my seniors the 
most. He was a good baseball player and one year older than I was. I wanted to be like him. My real model might be 
a pro among pros, but I wanted to play baseball like him. I wanted to be good at fielding and hitting like him, who 
was my immediate senior and good at baseball. 
I mean, a teacher who speaks English a little better than you do is your model for an English speaker. In the last 
part of his paper, Mr. Yamanouchi says, “It is necessary for students to observe the speaker model using English for 
a communicative purpose.” This means that it is important for Japanese teachers to show their students themselves 
communicating in English.  
I often visit elementary schools, and I understand that team teaching is rather difficult. Often It’s just the ALT 
who is teaching. For example, while the homeroom teacher gives guidance individually to each student, not 
much communication takes place between the ALT and the homeroom teacher in many classes. In some classes, 
there is little communication. Under such circumstances, only native speakers use English in class.  
However, students do not want to become a native English speaker. Therefore, homeroom teachers should show 
themselves doing a demonstration in English or communicating with an ALT who is a native speaker, even if they 
are not fluent in English. Then students will say their teacher is cool. Because it is natural for Americans to speak in 
English, and that is not particularly cool. However, students think it is cool when they see their teachers, their 
parents and other Japanese people speaking in English. This is why teachers should show themselves speaking in 
English and the Japanese should speak in English. For the future of English education, I would like to dispel the idea 
that English should be taught by non-Japanese people.  
I believe that showing Japanese people assertively speaking in English to communicate with people from other 
countries will develop young people’s feelings that they also want to accept the challenge of using English, so 
homeroom teachers should show themselves using English more and more to communicate with ALTs and other 
teachers. The same goes for teachers at junior high schools and high schools as well as for university professors. I 
want to show Japanese people using English to children. When I saw a Japanese who won the Nobel Prize give an 
interview in English, I found him cool even though his English was not very good. I think it is necessary to nurture 
young people who see Japanese people speaking in English, find them cool, and want to be like them. 
 American English is for Americans and spoken by Americans. British English is for the British. Indian English 
is for Indians. However, all those Englishes are “Their English” for us Japanese people. Not ours, but theirs. Don’t 
you think so? We cannot speak those Englishes. Those Englishes are like Oh and Nagashima in baseball. We cannot 
play baseball like them. The Japanese English is “My English.” For years, Professor Shigenori Tanaka at Keio 
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University has talked about the importance of “My English,” or the recognition that people speak their own English. 
Yet, there is another important thing here. Now we finally say in the Course of Study that English as a lingua 
franca, or an international language, should also be included in and considered as standard English. Whose English 
is English as a lingua franca? The answer is the English of anyone who speaks English—native or non-native. 
What is important here is the English that can be shared when I speak with Korean, Finnish, or Taiwanese people in 
English. The English that can be shared with each other is, in my own words, “Our English.”   
I’ll give you an example. I once talked with an eighth grade (a second grade at junior high school) teacher in 
Yokosuka. This teacher taught students English with great enthusiasm. The teacher kept conducting lessons in English, 
making students answer questions in English. However, the students rarely had contact with people from other 
countries, even if they lived in Yokosuka. Yet, they studied English hard in the class. Since they became able to speak 
English reasonably well, the teacher said, “I’ll bring a guest to the class, so you will speak to her using English you 
learned.” Then the teacher brought the wife of an American soldier at the U.S. base in Yokosuka to the class. She 
lived only in the base, that is, she lived only among native English speakers, and so she had little contact with Japanese 
people. Under those circumstances, the native English speaker came to the class. The teacher said, “Let’s talk with 
her using English you have learned.” Then, the students asked her questions in English. However, it seemed the guest 
could not understand what the students said, so she asked the teacher, “What did he/she say?” Do you follow? A 
native English speaker who has little contact with non-native speakers cannot understand their English. For people 
from different countries to truly understand each other, they all need to make efforts to communicate with each other 
in English.  
　There is one thing I am concerned about. That is a four skills test including a speaking test is 
being considered in entrance exams. I wonder who will rate the examinees for the speaking test. If native English 
speakers who have not learned any language other than English or have never talked with non-native English 
speakers are chosen as raters, Japanese test-takers’ scores might become very low in speaking.  
However, if people who have lived and taught in Japan and communicated with the Japanese, that is, who are 
familiar with English as an international common language, are among the raters, they can be raters for English as a 
lingua franca. I think they will be the most important raters. It is very difficult, but I have such a concern and I would 
like to add this. 
I mean, “Our English” here is based on “The Interaction Hypothesis” put forth by Michael Long, an expert in 
second language acquisition. The idea of “Our English” is based on this theory that English comprehensible to 
others develops through interaction.  
In the last 10 minutes, I would like to connect what I just said to the current new Course of Study as closely as 
possible. This is the English Education Reform Plan corresponding to globalization, which was devised by MEXT in 
December 2013. One of the points in the plan is that English education in elementary schools, which is currently 
conducted from the fifth grade as so-called foreign language activities, will start from the third grade.  
A major problem is that, foreign language activities now start from the fifth grade and children enjoy the 
activities quite well, but unfortunately, the connection to junior high school is not good. When students enter junior 
high school, with the type of school completely different from elementary school, the foreign language activities 
partially cannot be linked to English as a subject and they may develop a dislike for English. Therefore, I think it is 
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better to make children experience English and foreign language activities in the same elementary school and teach 
them the basic components of English as a subject within the same environment using the same material. English is 
largely taught in elementary school, basically by homeroom teachers in English. However, in junior high school, 
many teachers revert to use of Japanese to teach English. 
When it comes to teaching method, English classes in junior high school should also be taught in English. 
English is currently being taught in English in high schools, but it is not necessarily successful. In my opinion, 
one of the reasons is that teaching English classes in English started only from high school. If English is properly 
taught at elementary schools and English classes are also conducted in English at junior high schools before high 
schools, it would be considered reasonable to assume that English classes should be taught in English at high 
schools. If such a stream is generated, I think that would be the best. However, even though English education has 
changed to become more and more like the way I prescribe, the biggest challenge has always been entrance 
examinations. Unless entrance examinations for English are conducted on the four skills, it would not work. Thus, 
changing entrance exams for English to a four skills test has been suggested.  
 In the Course of Study, what level of English ability is required in high school is one of the indications of the goal 
of English education in Japan. From that perspective, when the goal was set, how much English should be 
taught at junior high school to achieve that level and how much English should be taught at elementary schools are 
also determined. Thus, teachers of English at elementary schools also need to know the goal for English education in 
high school. Those teachers are expected to think that this is the final goal, students need to experience this to achieve 
it, and elementary schools play this role in that course. Ultimately, global human resources with the following 
abilities are required in Japan. 
“To develop the ability to accurately understanding speaker’s intention and ideas, expressing own idea logically—
providing evidence and reasons—counter-argue and persuade listener” 
 How many Japanese who can answer, “Yes, I can” when asked, “Can you do this?” At present, very few. Nurturing 
such people presents a big challenge. 
 Take a look at the role of English in elementary schools here. English is currently taught as foreign language 
activities at elementary schools. When students in the eighth grade are requested to look back by being asked, “How 
were English classes and activities at elementary school?” many of them say, “English was easy and fun” so such 
communication activities in elementary school are enjoyable.  
In addition, 80 percent of junior high school students think that what they learned during their elementary school 
years, such as conversation, is very useful in junior high school and that the pronunciation they learned is now very 
helpful. In the meanwhile, what they wanted to learn in elementary school is reading and writing. They say that 
they should have been taught reading and writing more. 
That is why it is suggested that all four skills should be taught a bit more systematically at elementary school when 
English becomes a subject in elementary school. Basics should be taught at elementary school. 
Elementary school teachers have also commented that foreign language activities in elementary school have 
changed students a lot in a positive way, while junior high school teachers have said that there have been significant 
changes in students after English education was introduced in elementary school.  
Among them, some suggest that the number of students who are interested in different cultures is increasing, that 
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awareness or other factors between high school students who have many opportunities to be exposed to the English 
of non-native English speakers and high school students who do not have such opportunities. Usually, authorized 
textbooks come with a CD, 90 percent of which contains audio recordings of American native speakers of English. 
Based on such CDs, students practice listening. These CDs use English spoken by native speakers. Mr. Kawashima 
then gave the script of the textbook to his acquaintances who were non-native speakers and from other Asian 
countries and had the script re-recorded by them. He taught his class using CDs recording English spoken by non-
native speakers. In addition, he also used supplementary materials and supplementary audio materials in which non-
native speakers expressed their opinions in English in class. Consequently, students who had more opportunities to 
be exposed to English of non-native speakers came to have more positive attitudes to the English of non-native 
speakers. It turned out that such students come to have a positive image of the English of non-natives speakers, 
thinking that such English is acceptable and good English.  
There is another very important thing. As I have said, Japanese people do not have confidence in their ability to 
use English. What we can see here is that these students became confident in their Japanese English as a non-native 
speaker’s English. That is, it is acceptable for people from other non-English-speaking countries to speak English 
with an accent, so it is acceptable for Japanese people to speak Japanese English. Consequently, the students came to 
have positive attitudes about or confidence in the English that they speak and came to speak more in English. By 
contrast, students who have heard only native speakers’ English come to think non-native speakers’ English is 
unacceptable and have negative attitudes. Thus, they feel that they must learn native speakers’ English. The more 
they feel so, the less they use English. 
When I studied at the University of Michigan long ago, I taught at the ELI (English Language Institute). One 
summer, junior high school teachers from Japan took an English course at the institute. Teachers of different 
subjects came. Teachers of social studies used English very assertively, and went out quite often and spoke English. 
Their English was poor. Their pronunciation could not be understood sometimes and they did not worry about 
grammar. Yet, such people did not care because they did not specialize in English. They did not mind if they made a 
mistake in English, but they could not make a mistake with historical facts or geography. However, they were not 
afraid to use broken English as long as they could communicate because they did not specialize in English. 
It was the English teachers who did not speak English very much. You know, they specialized in English. They 
could not make a mistake. Besides, they taught American English in Japan. They told their students that if they used 
English even slightly different from American English, points would be deducted from their scores, so those teachers 
themselves became unable to speak English when they came to the U.S. 
An American asked an English teacher what he was teaching in Japan. He was stuck for an answer and replied, 
“the Japanese language.” This is not just one teacher. When I came back to Japan and told this story, a teacher who 
studied abroad at MEXT’s expense, said, “I answered ‘physical education’ when I was asked the same question.” He 
was a teacher of English. They were so conscious that making a mistake in English was a disgrace. Their 
pronunciation was not native-like and they did not know all the grammar, even though they specialized in English. 
What we see here is that it is important to possess an awareness that whether we can speak native speakers’ English 
does not matter, and we should just use our English. This is precisely the plurilingual concept. One person uses two 
or more languages, and it is OK to pronounce these languages through one’s native language, since the most important 
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あなたはこれから海外で働きたいと思いますか。
Would you like to work abroad?
Yes, in any countries/economies It depends on countries/economies No
How much English have you acquired?
Can’t use English at all
Can use English to travel abroad
Can use English to negotiate 
and do business
1.9
Can use English in daily lives
Can use English to write letters and 
have talks on business
English Proficiency
Kawashima (2013) の研究
The Effects of Exposure to Non-native English on Self-confidence of Japanese High 
School Students. Unpublished PhD dissertation, Macquarie University.
Exposing non-native English to high school students
→ the more non-native varieties of English the students 
are exposed to in class, the more the students themselves 
develop positive attitudes towards non-native varieties of 
English, as well as towards using non-native Japanese English
→ the less exposure to non-native varieties of English and 
the lower the English proficiency level of the students, the more 
negative their attitude becomes towards non-native varieties of 
English, and the stronger their attitude becomes towards the 
use of native English
＊＊Can be said of teachers, too?
Reasons for not wanting to work abroad
Lack of confidence to use English
Anxieties for living in working abroad 
Lack of performance ability
Not attracted to work abroad
Impose burdens on family
Anxieties for career choices
Others
Which should we aim for:
Native English Education 
or 
Plurilingual Education?
No matter how much I try, 
I’ll never become better than returnees
Results show that although the participants were learning 
English as a foreign language and their goals for learning 
English were to achieve native-like competence, they mainly 
had Japanese teachers of English in mind as speaker models. 
Although it is not necessary to have native-like English in order 
to be seen as a speaker model, it is necessary for students to 
observe the speaker model using English for communicative 
purposes.
Characteristics of speaker models for Japanese 
university students 
Kenta Yamanouchi
Eurasian Journal of Applied Linguistics 1 (2015) 5–23
students’ attitudes about what characteristics led students to see someone 
as a speaker model
13　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 14
15　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 16
17　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 18
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of those who are familiar with the English sound system is increasing, an attitude of trying to communicate assertively 
is being developed, they are becoming used to English activities, and their speaking and listening skills are growing 
compared with students before the introduction of English education in elementary school. This means that English 
education in elementary school is very helpful.  
In a survey conducted by Benesse last year, students commented regarding English in elementary school that they 
felt great when what they said in English was understood by others. The number of students who thought English 
was more enjoyable than other subjects and wanted to use English even outside of class had been steadily increasing. 
English education in elementary school is meaningful after all. 
However, a big problem is who teaches that English. On the whole, classes in the fifth and sixth grades of 
elementary school being taught by a teacher with a specialized subject teaching credential account for just around 
six percent of the total. Furthermore, elementary school teachers with an English teaching license comprise 
approximately four percent of the total. Under those circumstances, it is difficult to assign those who can speak 
English to the entire fifth and sixth grade population of students, so it will be necessary to gain the cooperation of 
various people including external human resources at least in the beginning. Things will be changed, including 
amendments to the Teachers License Act and ideal methods for the training of teachers, but that is not enough. I 
would very much like to hear how other countries deal with such circumstances.  
 Finally, I have one more word to say. Several years ago, we asked students who had learned English in their 
elementary school years and who had not what their purpose was in studying English when they became high school 
students. The most common reason was for university entrance examinations, since they were high school students 
after all, yet students who had learned English during their elementary school days indicated higher motivation for 
reasons such as wanting to get to know or become friends with people speaking English, enjoying learning an 
unfamiliar language, wanting to learn about other cultures to understand the world better, or wanting to learn how to 
write e-mails, for instance, to communicate with those outside of Japan. Yet those students had not necessarily 
received good marks in English. Grades and motivation are different. In light of those students’ reasons, I think that 
the important thing in elementary school or what matters most is to develop such positive attitudes toward learning 
English. As students say they are having fun and their eyes are opening, I consider it necessary for us to give them 
our support. I would now like to close my speech. Thank you for listening. 
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Sophia University
Developing global human resources 
and English education at primary level in Japan
Kensaku Yoshida(Sophia University)
yosida-k@sophia.ac.jp
http://pweb.sophia.ac.jp/1974ky
ゆとり教育
Changes in the scores of the Japanese students
Active learning
Math literacy
Reading comp
Science literacy
Even third-year 
high school students 
show less than  
grade 3 of EIKEN 
(Test in Practical 
English Proficiency 
in Japan)
Abstract of survey on the English ability of third-year 
high school students (MEXT, 2014)
Reading  (45min.)
43 questions
Listening  (25min.)
36 questions
Writing  (25min.)
2 questions
Speaking (face to face)  
(10min.) 3 questions
Score
Mean Score Mean Score
Mean Score
Mean Score
Subject Subject
Subject
Subject
Score Score ScorePercentage Percentage Percentage Percentage
Problem of ‘Inward-looking’ Japanese
Lack of Confidence to Use English
iBT TOEFL (2014)—Asia Results
Reading Listening     Speaking    Writing      TOTAL
Status survey on the international exchanges at high schools   
(MEXT, 2013)Number of students who went to study abroad(more than 3 months)
*Only private and public schools were targeted between 1992 - 2002.
(number of schools)    Changes in number of schools and students    (number of students)   
National schools
Private schools
Public schools
National schools’ students 
Public schools’ students 
Private schools’ students
Amount of students 
1992 1994 1996 1998 2000 2002 2004 2006 2008 2011 2013
total
Private
Public
National
Public
Private
National
total
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4
5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6
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Want to study abroad
Do not want to study abroad
Do you want to study abroad in the future?
Language barrier
Reasons why you do not want to study abroad
Economic burden
Not attracted 
Lack of information about study abroad
Anxieties for school life and career choice        
after returning home
Do not want to leave home 
Others
Anxieties for procedure, life , study, friendship in abroad
日本の企業はグローバル化を進めるべきだと思いますか？
The ６th Global Awareness Survey on 
Newly-hired Workers 
（Sangyo-Noritsu University）
http://www.sanno.ac.jp/research/pdf/global2015.pdf
Yes basically  yes
No
basically  no
Should Japanese companies proceed with globalization?
Should Japanese companies proceed with globalization?
International Comparison of High School 
Students’ Motivation to Study Abroad
Japan    US      China    Korea
Do not want to 
study abroad
Want to study abroad
No answer
Junior High 
School students’ 
perceptions about 
English
（National Institute for 
Educational Policy 
Research, 2010)
Do you think English is important for entrance exams?
Do you think English is important in getting the job you want ?
In the future, do you want to get a job in which you  can use English?
yes basically yes basically no no don’t know
Do you think English is useful in your daily and social life? 
Do you think English will enable you to convey your thoughts and feelings?
no 
answer 
ohters
Do you think learning English is important? 
What ability is most needed in working abroad?
Language and 
communication ability
Spirits of challenge
Understanding other cultures
Cooperativeness/ pliability
Independence/ positive attitude
Spiritual toughness
Identity as a Japanese 
Expertize for special fields
Others
 7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8
 9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 10
11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 12
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あなたはこれから海外で働きたいと思いますか。
Would you like to work abroad?
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Exposing non-native English to high school students
→ the more non-native varieties of English the students 
are exposed to in class, the more the students themselves 
develop positive attitudes towards non-native varieties of 
English, as well as towards using non-native Japanese English
→ the less exposure to non-native varieties of English and 
the lower the English proficiency level of the students, the more 
negative their attitude becomes towards non-native varieties of 
English, and the stronger their attitude becomes towards the 
use of native English
＊＊Can be said of teachers, too?
Reasons for not wanting to work abroad
Lack of confidence to use English
Anxieties for living in working abroad 
Lack of performance ability
Not attracted to work abroad
Impose burdens on family
Anxieties for career choices
Others
Which should we aim for:
Native English Education 
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Plurilingual Education?
No matter how much I try, 
I’ll never become better than returnees
Results show that although the participants were learning 
English as a foreign language and their goals for learning 
English were to achieve native-like competence, they mainly 
had Japanese teachers of English in mind as speaker models. 
Although it is not necessary to have native-like English in order 
to be seen as a speaker model, it is necessary for students to 
observe the speaker model using English for communicative 
purposes.
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of those who are familiar with the English sound system is increasing, an attitude of trying to communicate assertively 
is being developed, they are becoming used to English activities, and their speaking and listening skills are growing 
compared with students before the introduction of English education in elementary school. This means that English 
education in elementary school is very helpful.  
In a survey conducted by Benesse last year, students commented regarding English in elementary school that they 
felt great when what they said in English was understood by others. The number of students who thought English 
was more enjoyable than other subjects and wanted to use English even outside of class had been steadily increasing. 
English education in elementary school is meaningful after all. 
However, a big problem is who teaches that English. On the whole, classes in the fifth and sixth grades of 
elementary school being taught by a teacher with a specialized subject teaching credential account for just around 
six percent of the total. Furthermore, elementary school teachers with an English teaching license comprise 
approximately four percent of the total. Under those circumstances, it is difficult to assign those who can speak 
English to the entire fifth and sixth grade population of students, so it will be necessary to gain the cooperation of 
various people including external human resources at least in the beginning. Things will be changed, including 
amendments to the Teachers License Act and ideal methods for the training of teachers, but that is not enough. I 
would very much like to hear how other countries deal with such circumstances.  
 Finally, I have one more word to say. Several years ago, we asked students who had learned English in their 
elementary school years and who had not what their purpose was in studying English when they became high school 
students. The most common reason was for university entrance examinations, since they were high school students 
after all, yet students who had learned English during their elementary school days indicated higher motivation for 
reasons such as wanting to get to know or become friends with people speaking English, enjoying learning an 
unfamiliar language, wanting to learn about other cultures to understand the world better, or wanting to learn how to 
write e-mails, for instance, to communicate with those outside of Japan. Yet those students had not necessarily 
received good marks in English. Grades and motivation are different. In light of those students’ reasons, I think that 
the important thing in elementary school or what matters most is to develop such positive attitudes toward learning 
English. As students say they are having fun and their eyes are opening, I consider it necessary for us to give them 
our support. I would now like to close my speech. Thank you for listening. 
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Presentation 1：Taiwan 
Elementary English Education in Taiwan
Yaming Tai 
Associate Professor, National Taipei University of Education 
Good afternoon everyone. I am Yaming Tai from Taipei University of Education. Today I am very glad to be here 
to share the journey that we had in a past 16 years of primary English education.    
Taiwan has started to introduce primary English education in the year of 2001, and that is almost the same year as 
I started my teaching career. So the beginning of my career coincided with the starting of primary English education 
in Taiwan. As education should never a destination, it should be viewed like a journey. I have to say that I am very 
glad that I could participate in this fascinating journey from the beginning until now.  
The subject of English has been required for junior high school students in Taiwan since 1960. In 2001 the Ministry 
of Education, which is the highest level of education in Taiwan, issued the national 9-year integrated curriculum 
guidelines. The primary school English curriculum was being promoted as one of the important missions in this 
educational reform.  
Unlike secondary English education, which focuses on preparing students with adequate English reading and 
writing abilities, primary English education puts more efforts to cultivate young children’s interest in learning English. 
There were two phrases of elementary curriculum implementation.  
In the first phase, English education was introduced formally to the fifth graders. Then in 2005, the second phase 
took place. Ministry of Education lowered the starting grade to the third and fourth grades. You may see from this 
chart. Grade 1 to 9 integrated curriculum encompasses 7 major learning areas. These learning areas refer to the 
content of learning, not the title of the subject. So the learning areas include language arts, health and physical 
education, social studies, arts and humanities, mathematics, science and technology, and integrated activities in 
elementary school. English language is included in a language area of language arts with Mandarin Chinese. The 
objective of language arts includes the arts of listening, speaking, reading and writing of languages; developing basic 
communicating competences; and understanding of culture and social customs. The stages of each learning area are 
detailed in slide 3,  
Because one focus of the educational reform was intended to decentralize the curriculum, district governments 
were welcome to structure their own English education framework with the reference to the curriculum guidelines. 
Also schools may adjust the arrangements of classes according to the specific circumstances regarding curriculum 
implementation and to the needs of students. Schools are also empowered to organize and count those activities for 
alternative learning periods, carry out curriculum or activities designed to correspond to goals and objectives of the 
school, provide optional courses for learning areas, and implement remedial teaching programs. Therefor there are 
different frameworks of scheming and implementing English education throughout Taiwan. From slide 4 you can tell 
the minimum and maximum of class hours each individual school may have for its students. So you can provide a 
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Whose English is American English?
Ownership of English
Whose English is British English?
Whose English is Indian English?
Whose English is Japanese English?
THEIR 
ENGLISH
MY
ENGLISH
Whose English is English as 
Lingua Franca?
OUR
ENGLISH
The Interaction Hypothesis
(Anderson & Krathwohl, 2001)
Importance of Cognitive Processes
To develop the ability to accurately understanding speaker’s intention and 
ideas, expressing own idea logically—providing evidence and reasons—
counter-argue and persuade listener （Development of Language Ability)
can the student recall or remember the information?
can the student explain ideas or concepts?
can the student use the information in a new way?
can the student distinguish 
between the different parts?
can the student justify a 
stand or decision?
can the student create new 
product or point of view?
Five Proposals and Concrete Plans to improve the Ability to Use 
English as an International Language
Ultimate CAN-DO goal
English Education Reform Plan Corresponding 
to Globalization
Senior High Course of Study
The four areas of language activities should be interlinked for comprehensive learning, 
while incorporating appropriate language activities involving speaking and writing about 
content heard or read.
(integrated teaching of the four skills)
English Communication Ｉ
a. Understanding information, ideas, etc., and grasping the outline and the main points
by listening to introductions to specified topics, dialogues, etc.
b. Understanding information, ideas, etc., and grasping the outline and the main points
by reading explanations, stories, etc.
c. Discussing and exchanging opinions on information, ideas, etc., based on what one has heard,
read, learned and experienced.
d. Writing brief passages on information, ideas, etc., based on what one has heard, read, learned
and experienced.
English Communication ＩＩ
a. Understanding information, ideas, etc., and grasping the outline and the main points
by listening to introductions to specified topics, reports, dialogues, discussions, etc.
b. Reading explanations, commentaries, stories, essays, etc. in accordance with the purpose
such as rapid reading, intensive reading, etc.
c. Drawing conclusions through discussion, etc., on information, ideas, etc. based on
what one has heard, read, learned and experienced.
d. Writing coherent and cohesive passages on information, ideas, etc. based on what one has
heard, read, learned and experienced.
Issues and Role of FLES
19　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 20
21　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 22
23　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 24
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Q．How was English classes and activities at elementary school?
楽しかった 70.7
Easy 
Fun
Get interested in other 
countries and English 
Wanted to learn English 
earlier at schools
Wanted to speak in  
English more
anted to speak in  
English ore
Wanted to write 
alphabet and texts in 
English
More than 70% of students want to read and write English words/ texts at elementary school. 
What you wanted to learn more at elementary school ?
Reading English words Reading English texts
Writing English words Writing English texts
Yes Yes
YesYes
No
21.0% 
No
21.5% 
No No
20.3% 
No answer No answer
No answer
No answer
Invalid Invalidi
Invalid Invalid 
Source: the survey on foreign language activities at elementary school (2012, MEXT) 
Q. What kind of positive effects / transformation did you notice?
◆Nearly 80% of junior high school foreign language teachers recognize transformation of the children 
who experienced foreign language activities at elementary school.
Q. Do children have interest in other countries/ cultures ?
(have they deepened experiential understanding toward different 
languages and cultures)
Q. Do children become familiar with sounds of English?
◆More than 60% of junior high school foreign language teachers recognize that children have interest in 
different countries and cultures, and nearly 80% of them recognize that children are familiar with sounds 
of English. 
｝62.6%
Q. Are there any differences between children who have learned foreign language activities at elementary school
and those who had not? 
Source: the survey on foreign language activities at elementary school (2012, MEXT) 
Transformation of children as perceived  by junior high school foreign language teachers
Status survey on English learning of students
About 80% of junior high school students answered foreign language activities at elementary school were 
useful for English class in junior high school. 
Q. Are what you learned at foreign language activities at elementary school useful in the English classes 
in junior high school?
“Have easy conversation in English” “Practice pronunciation of English words”
Useful Useful 
Not useful
Not useful
Did not have foreign 
language activities 
Did not have foreign 
language activities No answer
No answer 0.8%Invalid 0.1%
Invalid 
0.1%
Source: the survey on foreign language activities at elementary school (2012, MEXT) 
Transformation of children as perceived by elementary school teachers
◆Nearly 80% of elementary school teachers recognize positive effects of class and transformation 
of the children through foreign language activities.
Q. Were there any positive effects of class/ transformation of the children, such as positive attitudes toward 
communication, through foreign language activities?
Number of cases Comparison ratio
Source: the survey on foreign language activities at elementary school (2012, MEXT) 
Transformation of children as perceived by junior high school foreign language teachers
Q. Are positive attitudes toward communication in English 
developed ?
Q. Is children’s ability of speaking English developed? 
Q. Are children familiar with activities in English?
Q. Is children’s ability of listening to English developed? 
◆More than 70% of junior high school foreign language teachers recognize that children’s positive 
attitudes toward communicating in English are developed, and they are familiar with activities in 
English.
◆More than 50% of junior high school English teachers recognize that children’s ability of speaking English is 
developed, and more than 60% of them recognize their ability of listening to English is developed.
Source: the survey on foreign language activities at elementary school (2012, MEXT) 
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English is more fun than other subjects
I want to use English outside of the 
classroom
It’s fun when I can understand 
and am understood in English
Survey of English Learning in Elementary School (Benesse, 2015)
Learning English in elementary school is 
useful in junior high school 
It is important to discuss and cooperate with friends
I get used to be with non-Japanese people
English seems easier than other subjects
I get a compliment at English class compared 
to other subjects’ classes 
I work hard for studying English 
I want to have more English classes 
I want to know my achievements from English 
classes by score like other subjects
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●Awareness for learning English （％）（ｎ＝1,475）
英語を話す人々と友だちや知り合いに
なりたいので勉強する
世界をよりよく理解するために、他の文化について
学びたいので勉強する
Influence of English education at elementary schools
GTEC Survey on High School English Education in East Asia 
（Benesse, 2006）
受験に必要なので勉強する
知らない言葉を学ぶことがおもしろい
ので勉強する
What I learn at English classes is useful
I study English because it is necessary for 
University’s entrance exam 
I study English because I want to meet /be 
friends with English speakers
I study English because it is fun to learn 
unfamiliar language
I study English in order to understand  
other countries through different cultures
I study English so that I can communicate 
with people in different countries by 
letters/ e-mails
Yes
No
文部科学省「教育課程の編成・実施状況調査（H25）」
Who will teach English in Elementary 
School
Present Situation
Only 5.8% of fifth grade and 6.2% of sixth 
grade employ English specialists to teach 
English
The percentage of elementary school teachers 
with a license to teach junior high school 
English is 4%.
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Q．How was English classes and activities at elementary school?
楽しかった 70.7
Easy 
Fun
Get interested in other 
countries and English 
Wanted to learn English 
earlier at schools
Wanted to speak in  
English more
anted to speak in  
English ore
Wanted to write 
alphabet and texts in 
English
More than 70% of students want to read and write English words/ texts at elementary school. 
What you wanted to learn more at elementary school ?
Reading English words Reading English texts
Writing English words Writing English texts
Yes Yes
YesYes
No
21.0% 
No
21.5% 
No No
20.3% 
No answer No answer
No answer
No answer
Invalid Invalidi
Invalid Invalid 
Source: the survey on foreign language activities at elementary school (2012, MEXT) 
Q. What kind of positive effects / transformation did you notice?
◆Nearly 80% of junior high school foreign language teachers recognize transformation of the children 
who experienced foreign language activities at elementary school.
Q. Do children have interest in other countries/ cultures ?
(have they deepened experiential understanding toward different 
languages and cultures)
Q. Do children become familiar with sounds of English?
◆More than 60% of junior high school foreign language teachers recognize that children have interest in 
different countries and cultures, and nearly 80% of them recognize that children are familiar with sounds 
of English. 
｝62.6%
Q. Are there any differences between children who have learned foreign language activities at elementary school
and those who had not? 
Source: the survey on foreign language activities at elementary school (2012, MEXT) 
Transformation of children as perceived  by junior high school foreign language teachers
Status survey on English learning of students
About 80% of junior high school students answered foreign language activities at elementary school were 
useful for English class in junior high school. 
Q. Are what you learned at foreign language activities at elementary school useful in the English classes 
in junior high school?
“Have easy conversation in English” “Practice pronunciation of English words”
Useful Useful 
Not useful
Not useful
Did not have foreign 
language activities 
Did not have foreign 
language activities No answer
No answer 0.8%Invalid 0.1%
Invalid 
0.1%
Source: the survey on foreign language activities at elementary school (2012, MEXT) 
Transformation of children as perceived by elementary school teachers
◆Nearly 80% of elementary school teachers recognize positive effects of class and transformation 
of the children through foreign language activities.
Q. Were there any positive effects of class/ transformation of the children, such as positive attitudes toward 
communication, through foreign language activities?
Number of cases Comparison ratio
Source: the survey on foreign language activities at elementary school (2012, MEXT) 
Transformation of children as perceived by junior high school foreign language teachers
Q. Are positive attitudes toward communication in English 
developed ?
Q. Is children’s ability of speaking English developed? 
Q. Are children familiar with activities in English?
Q. Is children’s ability of listening to English developed? 
◆More than 70% of junior high school foreign language teachers recognize that children’s positive 
attitudes toward communicating in English are developed, and they are familiar with activities in 
English.
◆More than 50% of junior high school English teachers recognize that children’s ability of speaking English is 
developed, and more than 60% of them recognize their ability of listening to English is developed.
Source: the survey on foreign language activities at elementary school (2012, MEXT) 
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Presentation 1：Taiwan 
Elementary English Education in Taiwan
Yaming Tai 
Associate Professor, National Taipei University of Education 
Good afternoon everyone. I am Yaming Tai from Taipei University of Education. Today I am very glad to be here 
to share the journey that we had in a past 16 years of primary English education.    
Taiwan has started to introduce primary English education in the year of 2001, and that is almost the same year as 
I started my teaching career. So the beginning of my career coincided with the starting of primary English education 
in Taiwan. As education should never a destination, it should be viewed like a journey. I have to say that I am very 
glad that I could participate in this fascinating journey from the beginning until now.  
The subject of English has been required for junior high school students in Taiwan since 1960. In 2001 the Ministry 
of Education, which is the highest level of education in Taiwan, issued the national 9-year integrated curriculum 
guidelines. The primary school English curriculum was being promoted as one of the important missions in this 
educational reform.  
Unlike secondary English education, which focuses on preparing students with adequate English reading and 
writing abilities, primary English education puts more efforts to cultivate young children’s interest in learning English. 
There were two phrases of elementary curriculum implementation.  
In the first phase, English education was introduced formally to the fifth graders. Then in 2005, the second phase 
took place. Ministry of Education lowered the starting grade to the third and fourth grades. You may see from this 
chart. Grade 1 to 9 integrated curriculum encompasses 7 major learning areas. These learning areas refer to the 
content of learning, not the title of the subject. So the learning areas include language arts, health and physical 
education, social studies, arts and humanities, mathematics, science and technology, and integrated activities in 
elementary school. English language is included in a language area of language arts with Mandarin Chinese. The 
objective of language arts includes the arts of listening, speaking, reading and writing of languages; developing basic 
communicating competences; and understanding of culture and social customs. The stages of each learning area are 
detailed in slide 3,  
Because one focus of the educational reform was intended to decentralize the curriculum, district governments 
were welcome to structure their own English education framework with the reference to the curriculum guidelines. 
Also schools may adjust the arrangements of classes according to the specific circumstances regarding curriculum 
implementation and to the needs of students. Schools are also empowered to organize and count those activities for 
alternative learning periods, carry out curriculum or activities designed to correspond to goals and objectives of the 
school, provide optional courses for learning areas, and implement remedial teaching programs. Therefor there are 
different frameworks of scheming and implementing English education throughout Taiwan. From slide 4 you can tell 
the minimum and maximum of class hours each individual school may have for its students. So you can provide a 
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Whose English is American English?
Ownership of English
Whose English is British English?
Whose English is Indian English?
Whose English is Japanese English?
THEIR 
ENGLISH
MY
ENGLISH
Whose English is English as 
Lingua Franca?
OUR
ENGLISH
The Interaction Hypothesis
(Anderson & Krathwohl, 2001)
Importance of Cognitive Processes
To develop the ability to accurately understanding speaker’s intention and 
ideas, expressing own idea logically—providing evidence and reasons—
counter-argue and persuade listener （Development of Language Ability)
can the student recall or remember the information?
can the student explain ideas or concepts?
can the student use the information in a new way?
can the student distinguish 
between the different parts?
can the student justify a 
stand or decision?
can the student create new 
product or point of view?
Five Proposals and Concrete Plans to improve the Ability to Use 
English as an International Language
Ultimate CAN-DO goal
English Education Reform Plan Corresponding 
to Globalization
Senior High Course of Study
The four areas of language activities should be interlinked for comprehensive learning, 
while incorporating appropriate language activities involving speaking and writing about 
content heard or read.
(integrated teaching of the four skills)
English Communication Ｉ
a. Understanding information, ideas, etc., and grasping the outline and the main points
by listening to introductions to specified topics, dialogues, etc.
b. Understanding information, ideas, etc., and grasping the outline and the main points
by reading explanations, stories, etc.
c. Discussing and exchanging opinions on information, ideas, etc., based on what one has heard,
read, learned and experienced.
d. Writing brief passages on information, ideas, etc., based on what one has heard, read, learned
and experienced.
English Communication ＩＩ
a. Understanding information, ideas, etc., and grasping the outline and the main points
by listening to introductions to specified topics, reports, dialogues, discussions, etc.
b. Reading explanations, commentaries, stories, essays, etc. in accordance with the purpose
such as rapid reading, intensive reading, etc.
c. Drawing conclusions through discussion, etc., on information, ideas, etc. based on
what one has heard, read, learned and experienced.
d. Writing coherent and cohesive passages on information, ideas, etc. based on what one has
heard, read, learned and experienced.
Issues and Role of FLES
19　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 20
21　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 22
23　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 24
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Elementary English Educa  
in Taiwan
The Journey in the Past 16 Years
Yaming Tai
Department of Children English Educa on
Na onal Taipei University of Educa on
Learning Areas
Grade/
Learning Area 1 2 3 4 5 6
Language Arts Mandarin
Mandarin
English
Mathematics Mathematics Mathematics
Health and Physical 
Education Health and Physical Education Health and Physical Education
Social Studies
Life Curriculum
Social 
Studies Social Studies
Arts and Humanities Arts and Humanities Arts and Humanities
Science and 
Technology Science and Technology Science and Technology
Integrative 
Activities Integrative Activities Integrative Activities Integrative Activities
• The Policy of Recruitment
• English Proﬁciency
• Pedagogical Content Knowledge
Obstacle: 
Shortage of Qualiﬁed Teachers
Launch of English Educa
• Educa onal Reform: Grade 1-9 Curriculum
– School year 2001→5th and 6th graders
– School year 2005→3rd and 4th graders
Length of Learning Periods
Area Learning periods
(20% ~ 30% of learning hours)
Alterna ve Learning Periods
Grade 1 ~ 2 0 0 ~ 2
Grade 3 ~ 4 1 0 ~ 2
Grade 5 ~ 6 2 0 ~ 2
Grade
Learning 
periods
Qualiﬁed English Teacher
• Teacher Prepara
• On-job Teacher Training
Equity in English 
Educa on
Qualiﬁed 
English 
Teachers
Op mum 
English 
Learning 
Context
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4
5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6
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maximum of four periods for the fifth or sixth graders and you can have zero for the first graders if you do not have 
the funding to provide English education to your students.  
As we took this journey, some obstacles were in the way to stop our progress. One obstacle was the shortage of 
qualified teachers. As English had not been introduced in elementary schools until 2001, there were no qualified 
elementary English teachers. So for implementing elementary English education in 2001, the MOE recruited 3,500 
people who passed TOEFL-like exams and assessments, and they trained them to become elementary school teachers. 
At that time, we calculated the classes hours and we found out that 2,000 teachers were needed. So these to be teachers 
took 360 hours of teaching related training, then they had to take 40 credit hours of general education, and finally 
they needed to have 1 year of practice teaching. Due to the long and arduous process, there were only 1,400 people 
becoming elementary English teachers at that time.  
Meanwhile, the MOE encouraged in service elementary school teachers to teach English if they thought they could 
do it. Elementary English teacher preparation programs started in several universities, including our universities, to 
cultivate competent English teachers. This one has become the major source we recruit our English teacher today. 
Because of the mixed sources of English teachers and the scarce of financial resources to recruit qualified English 
teachers, two concerns arose; one of them was the teacher’s English proficiency. Given that several studies show 
evidence of the link between primary school teacher’s language proficiency and children’s target language outcomes, 
especially young learners tend to pick up pronunciation and intonation fairly easily. English teacher’s weakness in 
pronunciation or their proficiency is very critical to our quality of English teaching.  
The other concern was that most qualified teachers had been taught English from junior high school, and they were 
not familiar with teaching English for communicative purpose, so what happened was that their apprenticeship 
seemed to be a factor, affecting their practice. Many of them taught English by using drills only, or grammar 
translation.  
For overcoming this obstacle, we are trying to work on the recognition of elementary English teacher as specialized 
teacher. So what we are going to do is that only those teachers with certificates of English specialization can teach 
English. Also to insure quality teaching and encourage teacher’s professional growth, seminars, workshops, and 5-
day training programs during summer and winter vacations are held regularly. The bureau of education in each district 
has its own counseling group to advise these teachers. The group consists of two to three scholars, two elementary 
school principals and school administrators and several experienced English teachers. The major mission of these 
counseling groups is organizing and the implementing in service teacher trainings as well as developing and designing 
curriculum and instructions.  
The second obstacle we encountered is the adverse conditions. One of the reasons that we implement primary 
English education is because we see English proficiency has become an asset as it not only allows upward social 
mobility within a country but also opens the door to new numerous opportunities all over the world. However, there 
was a discrepancy among pupils’ English proficiency after we implemented English primary English education. This 
gap adversely affects our elementary school English education.  
In most classes, we have mixed ability group. In this kind of group, we usually have the phenomena called ‘twin 
peaks phenomena.’ Twin peak phenomena refer to the extreme distribution of students’ English learning achievement 
at two ends of the learning curve. It was caused by the learning environment and resources and expectation that 
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students receive from their families with different financial situations.  
Also schools in rural areas seem to be low resourced and students have little chances to access this English 
education. For example, as teachers are the main source of motivation and language input, and schools in rural areas 
find it difficult to recruit and keep qualified English teachers.  
So here is a chart that for you to see when the cities or the countries started their English education. I have to say 
that for Taichung and Nantou, the central part of Taiwan, they started from the third graders in general. As for first 
and second graders, schools they can choose. Depends on every school, they can choose whether they want to 
introduce English education or not. So you see that we have a lot of flexibility here. Some students start their English 
education from grade 1 and some students start their English education from grade 3. Not mention the class hours, 
they have different class hours too.  
And then this brings up the issue of equity in English education. Since the level of elementary English education 
is compulsory education in the system, equity is an issue we need to deal with. To deal with the issue of the gaps 
among students’ English proficiency, we have tried several projects to bridge the gaps.   
The first one we call remedial programs. We offer remedial programs for students with low level proficiency and 
ask them to enroll the remedial programs. There are several different forms of remedial programs. The program can 
take place in a morning session, or after school section, in a summer, or in the winter. Students need to take an exam 
that diagnoses what kind of level they are at and whether they need help or not. Students can choose to attend remedial 
program, but they are not forced to attend the programs. This is still voluntary basis.  
And then we also provide teachers or encourage teachers in recent years to have adaptive instruction to deal with 
the mixed ability group. For example, in these two years we promoted differentiated instructions. Teachers are 
encouraged to design their curriculum to adapt to different levels of students in 1 class. Also this year, in this two 
years too, we have a project called “2 classes 3 groups.” Students who could not catch up the content in their class 
are pulled out into a shelter program. So in this “2 classes 3 groups,” students have the same class time but they 
divided into three groups to have their classes. For class with lower English ability students, there are only six to 
eight students in that class. Teachers thus could help them much more than they stay in the mainstream class. This is 
what we are doing now, hoping to provide the equity in English education.  
The last obstacle that we have is lack of context of communication as what Yoshida sensei just mentioned. Since 
English is a foreign language in Taiwan and most students do not have opportunities to speak English outside the 
classroom, they do not have high motivation to learn English, many of them. This leads to the argument that we seem 
to simply introduce English in elementary school, but did not guarantee students’ English proficiency. Hence, the 
Ministry of Education and the local governments try to expose students to some communicative context. The contexts 
are designed for students to communicate in English. By doing so, the governments hope to motivate students to 
learn English.  
There are several English villages too. Let me show you slide 12. This is Taiwan, for your information, and you 
can see that we have native English speaking teachers, that red dots refer to the English native speakers. And for 
those metropolises those like Taipei, we have six. Taipei, New Taipei City, Taiyuan, Taichung, Tainan and Kaohsiung, 
all these local governments need to hire native speakers on their own budget. But for other parts of the island, the 
Ministry of Education would hire native speakers for them to teach English. This is the distribution and you can see 
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who are the richest ones.  
Slide 13 is regarding English villages. All English villages contain native speakers. But we carry out in different 
forms. For example, Taipei English village is carrying kind of like a half day tour. When students get into fifth and 
sixth graders, they have to go at least once to visit an English village to experience the context for English.  
For New Taipei City they have different ways of providing the experience. Students need to live there with foreign 
teachers for three days and they have different things, for example, what they call English wonderlands. So one thing 
will be like camping. When they are with a teacher, the foreign teacher will take them to camping. 
For Miaoli there is only 1 English village, which we call a mobile English village. They have foreign teachers, and 
native speakers to visit every school to show and talk to students how English is used and they can have 1-day 
experience of English communication. So they have different ways of doing.  
Basically they are theme based or scenario based or situation based, so it depends on how the local governments 
want to do that. So all these English villages need to be on a budget of the local governments.  
So for the final slide of presentation, I would like to point out that while we are progressing the journey, we are 
not only facing the obstacles but also the changing world. So I would like to raise two issues here, which, I think, 
will affect our English education in Taiwan.  
The first issue is from globalization to glocalization. I know that glocalization originated from Japanese agricultural 
and the business practice, which they want to show something, a global outlook adapted to local conditions. As 
Yoshida sensei just mentioned, nowadays as we view English as a Lingua Franca if we can create the ownership of 
English then that might be a factor to motivate our students’ learning.  
The second issue is the advent of technology. Technology is always evolving and new forms of connection are 
constantly being developed. Actually the rapid evolution of communication technologies has changed language 
pathology and language use. So learning English through technology nowadays, through the use of technology could 
bring learners into contact with authentic language use. I think these two factors will play important roles in the future 
and will have an impact on our primary English education. The journey still continues and I would like to say to you, 
“Welcome aboard.” Thank you. 
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students receive from their families with different financial situations.  
Also schools in rural areas seem to be low resourced and students have little chances to access this English 
education. For example, as teachers are the main source of motivation and language input, and schools in rural areas 
find it difficult to recruit and keep qualified English teachers.  
So here is a chart that for you to see when the cities or the countries started their English education. I have to say 
that for Taichung and Nantou, the central part of Taiwan, they started from the third graders in general. As for first 
and second graders, schools they can choose. Depends on every school, they can choose whether they want to 
introduce English education or not. So you see that we have a lot of flexibility here. Some students start their English 
education from grade 1 and some students start their English education from grade 3. Not mention the class hours, 
they have different class hours too.  
And then this brings up the issue of equity in English education. Since the level of elementary English education 
is compulsory education in the system, equity is an issue we need to deal with. To deal with the issue of the gaps 
among students’ English proficiency, we have tried several projects to bridge the gaps.   
The first one we call remedial programs. We offer remedial programs for students with low level proficiency and 
ask them to enroll the remedial programs. There are several different forms of remedial programs. The program can 
take place in a morning session, or after school section, in a summer, or in the winter. Students need to take an exam 
that diagnoses what kind of level they are at and whether they need help or not. Students can choose to attend remedial 
program, but they are not forced to attend the programs. This is still voluntary basis.  
And then we also provide teachers or encourage teachers in recent years to have adaptive instruction to deal with 
the mixed ability group. For example, in these two years we promoted differentiated instructions. Teachers are 
encouraged to design their curriculum to adapt to different levels of students in 1 class. Also this year, in this two 
years too, we have a project called “2 classes 3 groups.” Students who could not catch up the content in their class 
are pulled out into a shelter program. So in this “2 classes 3 groups,” students have the same class time but they 
divided into three groups to have their classes. For class with lower English ability students, there are only six to 
eight students in that class. Teachers thus could help them much more than they stay in the mainstream class. This is 
what we are doing now, hoping to provide the equity in English education.  
The last obstacle that we have is lack of context of communication as what Yoshida sensei just mentioned. Since 
English is a foreign language in Taiwan and most students do not have opportunities to speak English outside the 
classroom, they do not have high motivation to learn English, many of them. This leads to the argument that we seem 
to simply introduce English in elementary school, but did not guarantee students’ English proficiency. Hence, the 
Ministry of Education and the local governments try to expose students to some communicative context. The contexts 
are designed for students to communicate in English. By doing so, the governments hope to motivate students to 
learn English.  
There are several English villages too. Let me show you slide 12. This is Taiwan, for your information, and you 
can see that we have native English speaking teachers, that red dots refer to the English native speakers. And for 
those metropolises those like Taipei, we have six. Taipei, New Taipei City, Taiyuan, Taichung, Tainan and Kaohsiung, 
all these local governments need to hire native speakers on their own budget. But for other parts of the island, the 
Ministry of Education would hire native speakers for them to teach English. This is the distribution and you can see 
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who are the richest ones.  
Slide 13 is regarding English villages. All English villages contain native speakers. But we carry out in different 
forms. For example, Taipei English village is carrying kind of like a half day tour. When students get into fifth and 
sixth graders, they have to go at least once to visit an English village to experience the context for English.  
For New Taipei City they have different ways of providing the experience. Students need to live there with foreign 
teachers for three days and they have different things, for example, what they call English wonderlands. So one thing 
will be like camping. When they are with a teacher, the foreign teacher will take them to camping. 
For Miaoli there is only 1 English village, which we call a mobile English village. They have foreign teachers, and 
native speakers to visit every school to show and talk to students how English is used and they can have 1-day 
experience of English communication. So they have different ways of doing.  
Basically they are theme based or scenario based or situation based, so it depends on how the local governments 
want to do that. So all these English villages need to be on a budget of the local governments.  
So for the final slide of presentation, I would like to point out that while we are progressing the journey, we are 
not only facing the obstacles but also the changing world. So I would like to raise two issues here, which, I think, 
will affect our English education in Taiwan.  
The first issue is from globalization to glocalization. I know that glocalization originated from Japanese agricultural 
and the business practice, which they want to show something, a global outlook adapted to local conditions. As 
Yoshida sensei just mentioned, nowadays as we view English as a Lingua Franca if we can create the ownership of 
English then that might be a factor to motivate our students’ learning.  
The second issue is the advent of technology. Technology is always evolving and new forms of connection are 
constantly being developed. Actually the rapid evolution of communication technologies has changed language 
pathology and language use. So learning English through technology nowadays, through the use of technology could 
bring learners into contact with authentic language use. I think these two factors will play important roles in the future 
and will have an impact on our primary English education. The journey still continues and I would like to say to you, 
“Welcome aboard.” Thank you. 
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maximum of four periods for the fifth or sixth graders and you can have zero for the first graders if you do not have 
the funding to provide English education to your students.  
As we took this journey, some obstacles were in the way to stop our progress. One obstacle was the shortage of 
qualified teachers. As English had not been introduced in elementary schools until 2001, there were no qualified 
elementary English teachers. So for implementing elementary English education in 2001, the MOE recruited 3,500 
people who passed TOEFL-like exams and assessments, and they trained them to become elementary school teachers. 
At that time, we calculated the classes hours and we found out that 2,000 teachers were needed. So these to be teachers 
took 360 hours of teaching related training, then they had to take 40 credit hours of general education, and finally 
they needed to have 1 year of practice teaching. Due to the long and arduous process, there were only 1,400 people 
becoming elementary English teachers at that time.  
Meanwhile, the MOE encouraged in service elementary school teachers to teach English if they thought they could 
do it. Elementary English teacher preparation programs started in several universities, including our universities, to 
cultivate competent English teachers. This one has become the major source we recruit our English teacher today. 
Because of the mixed sources of English teachers and the scarce of financial resources to recruit qualified English 
teachers, two concerns arose; one of them was the teacher’s English proficiency. Given that several studies show 
evidence of the link between primary school teacher’s language proficiency and children’s target language outcomes, 
especially young learners tend to pick up pronunciation and intonation fairly easily. English teacher’s weakness in 
pronunciation or their proficiency is very critical to our quality of English teaching.  
The other concern was that most qualified teachers had been taught English from junior high school, and they were 
not familiar with teaching English for communicative purpose, so what happened was that their apprenticeship 
seemed to be a factor, affecting their practice. Many of them taught English by using drills only, or grammar 
translation.  
For overcoming this obstacle, we are trying to work on the recognition of elementary English teacher as specialized 
teacher. So what we are going to do is that only those teachers with certificates of English specialization can teach 
English. Also to insure quality teaching and encourage teacher’s professional growth, seminars, workshops, and 5-
day training programs during summer and winter vacations are held regularly. The bureau of education in each district 
has its own counseling group to advise these teachers. The group consists of two to three scholars, two elementary 
school principals and school administrators and several experienced English teachers. The major mission of these 
counseling groups is organizing and the implementing in service teacher trainings as well as developing and designing 
curriculum and instructions.  
The second obstacle we encountered is the adverse conditions. One of the reasons that we implement primary 
English education is because we see English proficiency has become an asset as it not only allows upward social 
mobility within a country but also opens the door to new numerous opportunities all over the world. However, there 
was a discrepancy among pupils’ English proficiency after we implemented English primary English education. This 
gap adversely affects our elementary school English education.  
In most classes, we have mixed ability group. In this kind of group, we usually have the phenomena called ‘twin 
peaks phenomena.’ Twin peak phenomena refer to the extreme distribution of students’ English learning achievement 
at two ends of the learning curve. It was caused by the learning environment and resources and expectation that 
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So the first one, the Common European of Reference for Languages which is considered to be an international 
standards of languages is stipulated for schools be used as main principles of the enacting of the English language 
teaching and learning, designing of the language curriculum, the stating of learning goals, and the developing of 
teaching and learning, assessment of learning outcomes as well as the developing of teacher profession, testing and 
the assessment and the framework is used for benchmarking communicative language competence and it is divided 
into six levels from A1 to C2. The Ministry of Education has also set the English language proficiency target for 
students such as by the end of primary level, student should have reached A1 proficiency.  
The second one, align the process of language learning and teaching with the natural ways of its teaching and 
learning by emphasizing CLT and also shifting the status of teaching approach from grammar translation to 
Communicative Language Teaching. It is also introduced that English learning should start from listening, speaking, 
reading and writing respectively.  
The third one, promote English teaching and learning through the alignment of the benchmarks stated in the CEFR 
into the curriculum, teaching and learning materials and with various means of implementation due to the student’s 
attitudes and interests along with the school’s readiness.  
The fourth one, enhance the English proficiency elevating by setting up the programs of studies, such as expanding 
special program of English, of language study in all types of school, there are also English program, we call this- EP 
or MEP-Mini English Program, International Program, English Bilingual Education Program or EBE and English for 
Integrated Study.  
We also develop special programs for English learning by setting up enrichment classes which include activities 
that promote English for social interaction, academic literacy and by adding at least 2-hour conversation class for a 
week. Besides, there should be more initiating in curriculum and courses on English for careers with the aims at the 
preparation for student who have the needs of school leave and work.  
Next, to promote the enhancement of the ability of English language by creating the activity and school context 
that promote English learning such as intensive English language camps for two to four weeks that is 84 to 170 hours 
and international camps for highly potential students during school breaks. The schools can set up the additional 
periods of time in language learning, the language study for half a day or a day or more.  
Furthermore, the school context should include the energized environment that helps promote communicative 
practice among learners such as literacy day, English zone, English corner, language competition and contest, bulletin 
boards, the promoting of reading habits both in and outside classes and with wide varieties of genres. And initiate the 
English conversation with teaching and learning in English classes and also promote English enrichment courses as 
additional or elective courses for students with their learning background of interest and potential.  
To elevate teachers’ skills in language teaching in line of the conception of CLT and the framework of CEFR is 
also enacted. The assessment and evaluation of English both content and skills are tested among teachers of English. 
Consequently, the plans on teacher professional development, the supervision and monitoring system, the process of 
coaching and mentoring can be initiated based on their abilities.  
The sixth one is to promote the use of ICT media, the production and selection of E-Content learning applications, 
language practices and test that are standardized and qualified for English learning will be included. In addition, the 
emphasis will be placed on learning language through digital media for the skills of listening and word or a sentence 
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Presentation 2：Thailand 
English Education at Primary Level in Thailand
Pornpimon Prasongporn 
Lecturer, Srinakharinwirot University 
　Good afternoon. I am glad to be here to share our experience in English education in Thailand. I have written 
the paper for you so that you can read it later.  
English education in Thailand, the major issues that I will talk about today are those of English language reforming 
policy, the elements of basic education core curriculum 2008 and its implementation. And the other one is time 
allocation of English learning at primary level and the last one is current situation of English teaching and learning 
at the primary level in Thailand.  
So how crucial is English in Thailand? English is fast becoming as one of the basic skills for the learner at primary 
level of education in Thailand. And the demand of English in Thailand has been dramatically increasing in the 
decades because the change of globalization and the establishment of ASEAN communities have become a strong 
power on the change of language learning. As a result, the government intention has been developing greater fluency 
in English language among Thai students and make Thai people better prepare for the economic competitiveness 
both individually and as the nation.  
So in Thailand, English is considered to be a subject that played a vital role as a gatekeeping device in language 
education system. It is learned since the students start their school lives in the early age, English is a compulsory 
subject from the primary level to the higher education.  
The major issue on the English education at primary level in Thailand, I will talk about the clarity of language 
learning policy, the interpretation of policy into practice, the development of curriculum, the quality of teachers, the 
teaching and learning process, and the plans for material provided. Thai government has recognized the vital roles of 
English that plays in the global society and allowed the Ministry of Education to elevate the English language 
competency among the students as well as the teachers. The policy and strategic plans in promoting English language 
learning and teaching have been announced in each government. The Ministry of Education also reveals that the 
process on elevating the effectiveness of English language learning and teaching should include the aspects of the 
clarity of language learning policy, the interpretation of policy, and practice the development of curriculum, the 
quality of teacher, the teaching and learning process and the plan for material provided.  
This one is the compulsory and we follow the CEFR. In the year 2014 the Ministry of Education announced the 
latest policy to reform teacher and learning English in the basic education level. Regards to the policy, there is general 
agreement among language teachers, the scholars that the adoption of the CEFR is a vital step towards clarifying 
language goals and raising English language standards among Thai people. The policy become the strong 
commitment and the solid attempt to improve the English competencies among Thais to better prepare for the ASEAN 
countries.  
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So the first one, the Common European of Reference for Languages which is considered to be an international 
standards of languages is stipulated for schools be used as main principles of the enacting of the English language 
teaching and learning, designing of the language curriculum, the stating of learning goals, and the developing of 
teaching and learning, assessment of learning outcomes as well as the developing of teacher profession, testing and 
the assessment and the framework is used for benchmarking communicative language competence and it is divided 
into six levels from A1 to C2. The Ministry of Education has also set the English language proficiency target for 
students such as by the end of primary level, student should have reached A1 proficiency.  
The second one, align the process of language learning and teaching with the natural ways of its teaching and 
learning by emphasizing CLT and also shifting the status of teaching approach from grammar translation to 
Communicative Language Teaching. It is also introduced that English learning should start from listening, speaking, 
reading and writing respectively.  
The third one, promote English teaching and learning through the alignment of the benchmarks stated in the CEFR 
into the curriculum, teaching and learning materials and with various means of implementation due to the student’s 
attitudes and interests along with the school’s readiness.  
The fourth one, enhance the English proficiency elevating by setting up the programs of studies, such as expanding 
special program of English, of language study in all types of school, there are also English program, we call this- EP 
or MEP-Mini English Program, International Program, English Bilingual Education Program or EBE and English for 
Integrated Study.  
We also develop special programs for English learning by setting up enrichment classes which include activities 
that promote English for social interaction, academic literacy and by adding at least 2-hour conversation class for a 
week. Besides, there should be more initiating in curriculum and courses on English for careers with the aims at the 
preparation for student who have the needs of school leave and work.  
Next, to promote the enhancement of the ability of English language by creating the activity and school context 
that promote English learning such as intensive English language camps for two to four weeks that is 84 to 170 hours 
and international camps for highly potential students during school breaks. The schools can set up the additional 
periods of time in language learning, the language study for half a day or a day or more.  
Furthermore, the school context should include the energized environment that helps promote communicative 
practice among learners such as literacy day, English zone, English corner, language competition and contest, bulletin 
boards, the promoting of reading habits both in and outside classes and with wide varieties of genres. And initiate the 
English conversation with teaching and learning in English classes and also promote English enrichment courses as 
additional or elective courses for students with their learning background of interest and potential.  
To elevate teachers’ skills in language teaching in line of the conception of CLT and the framework of CEFR is 
also enacted. The assessment and evaluation of English both content and skills are tested among teachers of English. 
Consequently, the plans on teacher professional development, the supervision and monitoring system, the process of 
coaching and mentoring can be initiated based on their abilities.  
The sixth one is to promote the use of ICT media, the production and selection of E-Content learning applications, 
language practices and test that are standardized and qualified for English learning will be included. In addition, the 
emphasis will be placed on learning language through digital media for the skills of listening and word or a sentence 
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                 Pornpimon Prasongporn, Ph.D 
      Srinakharinwirot University, Thailand 
prasongpornp@hotmail.com 
As English is claimed as an international language or a global language, it is widely used for being 
a key to unlock the door of communication and mutual understanding among people in various countries.  
English also plays the crucial roles in serving the various status such as being the official language, as the 
medium of instruction, as a mandatory subject and as a lingua franca. Recognition of the power of English 
as a mean of communication is accepted around the world and it is also fast becoming as one of the basic 
skills for the learners at primary level of education in Thailand. The demand for English in Thailand has 
been dramatically increasing in the decades for the change of globalization and the establishing of ASEAN 
community has become a strong power on the change of language learning. As a result, the government's 
intention has been developed greater fluency in English language among Thai students and makes Thai 
people better prepared for the economic competitiveness both individually and as a nation. Learning 
language is necessary in order to gain not only the economic competitiveness in the world but it is a tool 
for communication. Hence, English facilitates mobility for many reasons - including commerce, tourism, 
study and the access of interdisciplinary and this, in turn, contributes towards the prosperity of individuals, 
the nations and the global citizen.  In Thailand, English is considered to be a subject that plays the vital 
roles as a gate keeping device in language education system. It is learned since the students start their 
school lives in the early age. English is a compulsory subject from the primary level to the higher 
education. 
Major issues on English Education at primary level in Thailand 
English Language Reforming Policy  
 Thai Government has recognized the vital roles of English that plays in the global society and 
allows the Ministry of Education to elevate the English language competency among the students as well 
as the teachers. The policies and strategic plans in promoting English Language learning and teaching 
have been announced in each government.  The Ministry of Education also viewed that the process on 
elevating the effectiveness of English language learning and teaching should include in all developmental 
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pronouncing.  
So the element of basic education core curriculum 2008 and its implementation, most schools and teachers in 
primary level are energetic and pay much more attention to curriculum development process. They understand and 
are aware of the roles of curriculum plays in teaching and learning process. So the Ministry of Educate launch the 
basic core curriculum 2015, which benefits for lesson planning because the learning standards, indicators and core 
contents in each area of subject are prescribed. Based on the language learning area of basic core curriculum 2008, 
English is one of the mandatory subjects starting from grade 1 in primary education to grade 12 in secondary 
education level. And the main contents of English include eight standards and four strands of study that is to say 
communication, culture, connection and community.  
So the time allocation of English learning at primary level, the basic education core curriculum prescribes the 
framework of 40 hours per an academic year in the foundation subject. It means that the student in primary level of 
education will learn English at least an hour per week in grade one to grade three and two hours per week in grade 
four to grade six and moreover it is allowed that the schools can create additional English courses as their needs but 
not more than 1,000 hours for each year. The current situation of English teaching and learning at primary level, we 
will discuss about learner, teacher, teaching and learning process and learning material.  
About the learners, it was revealed that there has been the tendency on student performance in the language study. 
There has been evidence that student achievement is dramatically improved but still lower than the criteria accepted. 
It is also found that the students still cannot communicate through English and use English as a tool for knowledge 
searching. Most student lack confidence in English using because they are afraid of mistakes and they have shy 
feeling.  
How about the teachers? Teachers under the supervision of basic education commission or in public schools, 
whoever teach English have to take a test based on the CEFR for their English abilities. Then, they are placed into 
six levels as stated in CEFR, A1 to C2 or beginner user, intermediate and advance. To be an English teacher in 
Thailand, one needs to be skillful both knowledge of English content and the art of teaching. So it is the needs and 
requirements of teacher profession stipulated by the Teacher Council. Consequently, TKT or Teaching Knowledge 
Test was used to test teacher knowledge in language teaching. At present, more than 50 percent of primary school 
teachers are assigned to teach in all subject including English, are none major of English. But they earn their degrees 
in elementary education, in which English teaching is also included.  
About teaching and learning process, so teachers of English are trying hard in initiating the innovative idea and in 
diversifies of teaching process, they include thinking skills in the teaching and learning process. Besides, they focus 
more on the chances for students to use language in the real context and situation by a setting up English learning 
activities such as remedial teaching, English camps, the enhancement of reading activity through English corner in 
school. Nevertheless, those activities are not still implemented in all areas because of the limitation of teacher 
capability and school context. Some teachers of English still use textbooks as the means of their instruction and there 
are not a wide variety of language teaching methodology. Less opportunities in language use in English classes are 
also found, and as the result the students find English is less important for them and will then, it can form the negative 
attitude to language learning.  
Learning material, the use of textbook and material varies among schools. Most of the texts were written by native 
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writers so teachers are more independent for the selecting of the textbooks and learning materials - whatever software 
or electronic devices. What to be considered is that all learning materials have to align with the basic education core 
curriculum. The more the teachers use such materials, the more the students can access simultaneously into language 
learning.  
What the basic education commission helps promote the English education at primary level in Thailand, the first 
one is reforming teaching and learning through communicative approach. So with the aim of at raising public 
awareness and building up the bridge of understanding in changing of teaching practice, communicative teaching 
approach is introduced for English teaching and learning. The more the activities have been promoting in many forms 
such as demonstrating and disseminating of best practices, the English exhibition and the knowledge sharing at all 
level of education at all kinds of stakeholders, government sectors, private sectors, communities and parents. So this 
can be form as collaboration among those involved in language education management.  
The budget on teacher training has been distributed to all primary education service area offices for the organizing 
of in-service teacher trainings during the school breaks. The contents of the training are those of the conception of 
CLT and its implementation in language classrooms, the framework of CEFR and its implication. The development 
of a potential amongst teachers of English, it is a must for elevating the teacher potential, that is to say -English 
competency. The Ministry launched the program on teacher development by initiating in-service teacher tending 
based on their levels of English ability. The levels of English competency are developed in all levels: basic, 
independent, and advance user. The ones who have high potential will be trained in specific areas of study and skills. 
The latest project is being launched and enacted in the fiscal 2016, is that the Ministry with the cooperation of British 
Council organized in-service training by selecting 500 teachers of English who are placed at the advance level in 
English competency to be trained on language teaching methodologies and take the trainers’ course later on.  
The other one is establishing equity in access to English teaching and learning. In order that the students in all 
education service area have the chances to assess to effective English learning. The schools in all levels and all kinds 
have to be improved. So the Model English Teaching Schools are created in all educational service areas, the English 
and Mini English program schools are expanded at least 1 school per 1 area. The number of the English program 
schools is dramatically increasing all over the country. A teaching material and standards English textbook are also 
provided to school in far-reaching area. And this one is the type of the schools that are number of schools English 
bilingual education under the supervision of basic education commission is about the number shown on the screen 
and the mini English program is about 142, English program is different... depends on the number of hours that the 
English is taught, and IP program and EIS, EIS is English Integrated Study.  
This one is developing English teaching and learning resources to support communicative approach. So in order 
to develop teaching and learning resources to support this one, the development of the foreign elements in both the 
development of curriculum guideline based on the CEFR. The strengthening of networking, the PEER or Primary 
Education English Resource Center have been promoting in primary school level and in all primary educational 
service areas. It helps promote the sharing of teaching experiences and human resources in the educational service 
areas.  
I think the last one is creating an English learning atmosphere both in and outside the classrooms and increasing 
opportunities for English learning. So we set the English camps, English contests and language activities and also 
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setting up the DLTV, the learning TV and teacher TV. This one is under the supervision of basic education commission, 
Ministry of Education.  
So the lesson learned, I think that the better preparation will lead to the accomplishment of language education. 
Success of English language learning and teaching requires the dedication and collaboration of all stakeholders and 
the teachers and students themselves should realize the importance of mastering English as a means of 
communication. All learners are not just the empty vessels to be filled with theoretical frameworks and skills but the 
recognition and interpreting them into effective practices with the awareness of appreciating their own cultures and 
local language. Thank you. 
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As English is claimed as an international language or a global language, it is widely used for being 
a key to unlock the door of communication and mutual understanding among people in various countries.  
English also plays the crucial roles in serving the various status such as being the official language, as the 
medium of instruction, as a mandatory subject and as a lingua franca. Recognition of the power of English 
as a mean of communication is accepted around the world and it is also fast becoming as one of the basic 
skills for the learners at primary level of education in Thailand. The demand for English in Thailand has 
been dramatically increasing in the decades for the change of globalization and the establishing of ASEAN 
community has become a strong power on the change of language learning. As a result, the government's 
intention has been developed greater fluency in English language among Thai students and makes Thai 
people better prepared for the economic competitiveness both individually and as a nation. Learning 
language is necessary in order to gain not only the economic competitiveness in the world but it is a tool 
for communication. Hence, English facilitates mobility for many reasons - including commerce, tourism, 
study and the access of interdisciplinary and this, in turn, contributes towards the prosperity of individuals, 
the nations and the global citizen.  In Thailand, English is considered to be a subject that plays the vital 
roles as a gate keeping device in language education system. It is learned since the students start their 
school lives in the early age. English is a compulsory subject from the primary level to the higher 
education. 
Major issues on English Education at primary level in Thailand 
English Language Reforming Policy  
 Thai Government has recognized the vital roles of English that plays in the global society and 
allows the Ministry of Education to elevate the English language competency among the students as well 
as the teachers. The policies and strategic plans in promoting English Language learning and teaching 
have been announced in each government.  The Ministry of Education also viewed that the process on 
elevating the effectiveness of English language learning and teaching should include in all developmental 
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pronouncing.  
So the element of basic education core curriculum 2008 and its implementation, most schools and teachers in 
primary level are energetic and pay much more attention to curriculum development process. They understand and 
are aware of the roles of curriculum plays in teaching and learning process. So the Ministry of Educate launch the 
basic core curriculum 2015, which benefits for lesson planning because the learning standards, indicators and core 
contents in each area of subject are prescribed. Based on the language learning area of basic core curriculum 2008, 
English is one of the mandatory subjects starting from grade 1 in primary education to grade 12 in secondary 
education level. And the main contents of English include eight standards and four strands of study that is to say 
communication, culture, connection and community.  
So the time allocation of English learning at primary level, the basic education core curriculum prescribes the 
framework of 40 hours per an academic year in the foundation subject. It means that the student in primary level of 
education will learn English at least an hour per week in grade one to grade three and two hours per week in grade 
four to grade six and moreover it is allowed that the schools can create additional English courses as their needs but 
not more than 1,000 hours for each year. The current situation of English teaching and learning at primary level, we 
will discuss about learner, teacher, teaching and learning process and learning material.  
About the learners, it was revealed that there has been the tendency on student performance in the language study. 
There has been evidence that student achievement is dramatically improved but still lower than the criteria accepted. 
It is also found that the students still cannot communicate through English and use English as a tool for knowledge 
searching. Most student lack confidence in English using because they are afraid of mistakes and they have shy 
feeling.  
How about the teachers? Teachers under the supervision of basic education commission or in public schools, 
whoever teach English have to take a test based on the CEFR for their English abilities. Then, they are placed into 
six levels as stated in CEFR, A1 to C2 or beginner user, intermediate and advance. To be an English teacher in 
Thailand, one needs to be skillful both knowledge of English content and the art of teaching. So it is the needs and 
requirements of teacher profession stipulated by the Teacher Council. Consequently, TKT or Teaching Knowledge 
Test was used to test teacher knowledge in language teaching. At present, more than 50 percent of primary school 
teachers are assigned to teach in all subject including English, are none major of English. But they earn their degrees 
in elementary education, in which English teaching is also included.  
About teaching and learning process, so teachers of English are trying hard in initiating the innovative idea and in 
diversifies of teaching process, they include thinking skills in the teaching and learning process. Besides, they focus 
more on the chances for students to use language in the real context and situation by a setting up English learning 
activities such as remedial teaching, English camps, the enhancement of reading activity through English corner in 
school. Nevertheless, those activities are not still implemented in all areas because of the limitation of teacher 
capability and school context. Some teachers of English still use textbooks as the means of their instruction and there 
are not a wide variety of language teaching methodology. Less opportunities in language use in English classes are 
also found, and as the result the students find English is less important for them and will then, it can form the negative 
attitude to language learning.  
Learning material, the use of textbook and material varies among schools. Most of the texts were written by native 
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 The Basic Education Core Curriculum prescribes the framework for English learning time of 40 
hours per one academic year in the foundation subjects. It means that the students in primary level of 
education will learn English at least 1 hour per week in grade 1 to grade 3, and 2 hours per week at grade 
3 to grade 6.   Moreover, it is allowed that the schools can create additional English courses as their 
needs.  
 
Learning Areas / 
Activities 
Learning Time (in hours) 
Primary Education Level Lower Secondary Education Level 
Upper Secondary 
Education Level 
G 1 G 2 G 3 G 4 G 5 G 6 G 7 G 8 G 9 G 10-12 
Foreign 
Languages 
       
( 
crs) 
 
( 
crs) 
 
( 
crs) 
 
( crs) 
Additional 
courses/ activities 
provided by 
schools, depending 
on their readiness 
and priorities 
Not more than 4 hours for each 
year 
Not more than  
 0  hours for 
each year 
Not less than ,0 
hours 
Total Learning 
Time 
Not more than  , hours  
for each year 
Not more than 
 ,    hours for 
each year 
Not less than  
 , hours for  a 
total of 3 years 
(Ministry of Education. 2008 : 25) 
 
 
Current situation of English Teaching and Learning at primary level in Thailand 
  
Learners 
As students’ achievement is a key component to indicate the success of education system, it is 
revealed that there has been the tendency on students’ performance in the language study. There has 
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elements involved, that is to say - the clarity of language learning policy, the interpretation of policy into 
practices, the development of curriculum, the quality of teachers, the teaching and learning process, and 
the plans for materials provided. 
In the year 2014, the Ministry of Education announced the latest policy to reform teaching and 
learning English in the basic education level. Regards to the policy, there is general agreement among 
language teachers, and scholars that the adoption of the CEFR is a vital step towards clarifying language 
goals and raising English Language standards among Thai youths in the near future. The policy becomes 
the strong commitment and the solid attempt to improve the English Competency among Thais to better 
prepare for the ASEAN community.  The English Language forming policy as its details as follow: 
 1. The Common European Framework of Reference for Languages (CEFR) which is considered to 
be an international standard of languages is stipulated for schools to be used as the main principles for the 
enacting of English language teaching and learning, the designing of language curriculum, the stating of 
learning goals, the developing of teaching & learning, the testing and assessment of learning outcomes, as 
well as the developing of teacher profession.  The framework is used for benchmarking communicative 
language competence and it is divided into 6 levels from A1- C2. The Ministry of Education has also set 
the English language proficiency targets for students such as by the end of primary level; students should 
have reached A1 proficiency.  
          2.  Align the process of language learning and teaching with the natural ways of its teaching and 
learning by emphasizing on Communicative Language Teaching (CLT), and also shifting the status of 
teaching approach from grammar translation to Communicative Language Teaching. It is also introduced 
that English learning should start from listening, speaking, reading, and writing respectively. 
 3. Promote English teaching and learning through the alignment of the benchmarks stated in 
CEFR into the curriculum, teaching and learning materials, and with various means of implementation due 
to the students’ attitude and interest along with the school’s readiness.  
          4. Enhance the English proficiency elevating by setting up the programmes of studies as follow:  
        4.1 expanding special programme of language studies by setting up English Programme (EP) 
Mini English Programme (MEP), International Programme (IP),  English Bilingual Education Programme 
(EBE) and English for Integrated Studies (EIS) in all types of schools – public and private schools and in 
all levels of basic education.  
4.2 Develop special programmes for English learning by setting up the Enrichment Classes 
which include the activities that promote English for social interaction, academic literacy and adding at 
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least 2 - hour - conversation class for a week. Besides, there should be more initiating in curriculum and 
courses on English for Careers with their aims at the preparation for students who has the needs of school 
leave and work. 
4.3 Promote the enhancement of ability in English language by creating the activities and 
school milieus that promote English learning such as intensive English language camps for 2-4 weeks (84-
170 hours) and international camps for highly potential students during school breaks. The schools can set 
up the additional periods of time in language learning, the consecutive periods of language study for a half 
day, and/or a day or more. Furthermore, the school milieu should include the energized environment that 
help promote communicative practice among learners such as Literacy Day, English Zone, English Corner, 
language competition and contests, bulletin boards, the promoting of reading habits both in and outside 
classes with wide variety of genres.  
4.4 Initiate the English conversation within teaching and learning in English classes and 
also promote English Enrichment courses as additional or elective courses for students with 
their learning background of interest, and potential. 
            5. Elevating teachers’ skills in language teaching in line of the conception on Communicative 
Language Teaching and the framework of CEFR is also enacted.  The assessment and evaluation of 
English both content and skills are tested among teachers of English. Consequently, the plans on teacher 
professional development, the supervision and monitoring system,the process of coaching and mentoring 
can be initiated based on their abilities. 
               6. Promote the use of ICT media for education as a tool to develop the language abilities 
among teachers and students. The production and selection of E-Content Learning applications, language 
practices and tests that are standardized and qualified for English learning will be included.   In addition, 
the emphasis will be placed on learning language through digital media for the skills of listening and word 
or sentence pronouncing.  
 
 
The Elements of Basic Education Core Curriculum 2008 and its Implementation 
Most schools and teachers in the primary level are energetic and pay much more attention to 
curriculum development process. Teachers have been involving in the process of school based curriculum 
development, so that they can understand and are aware of the roles of curriculum play in teaching and 
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learning process. The Ministry of Education launched the Basic Core Curriculum 2015 which benefits for 
lesson planning because the learning standards, indicators and core contents in each area of subject are 
prescribed. All of these are the elements that lead the teaching and learning to be achieved.  
Based on the language learning area of Basic Education Core Curriculum 2008, English is a one of 
mandatory subjects starting from Grade 1 in primary education to Grade 12 in secondary education level. 
Language learning is aimed at enabling learners to acquire a favourable and positive attitude towards the 
language, the ability to use English for communicating in various situations, researching for knowledge, 
engaging in a livelihood and pursuing further education at higher levels. The main contents of English 
include eight standards which include four strands of study namely – Communication, Culture, Connection 
and Community. The focus of the strands is discussed below: 
 1. Communication: It mainly focuses on the use of English as it is Mode of communication – 
Interpretation mode, Interpersonal mode and Presentational mode. Thus, the four communicative skills of 
listening, speaking, reading and writing are included.  It is aimed at the use of language in exchanging 
information, expressing feelings and opinions, interpreting, presenting information, concepts and views on 
various matters, and creating interpersonal relationships appropriately 
2. Culture: It is aimed at using of foreign languages harmonious with culture of native speakers; 
relationships, similarities and differences between languages and cultures of native speakers; languages 
and cultures of native speakers and Thai culture; and appropriate application 
3. Connection or Language and Relationship with Other Learning Areas: use of foreign languages 
to link knowledge with other learning areas, forming the basis for further development, seeking knowledge 
and broadening learners’ world views 
4. Connection or Language and relationship with Community and the World:  This strand aimed at 
the use of foreign languages in various situations, both in the classroom and the outside community and 
the global society, forming a basic tool for further education, livelihood and exchange of learning with the 
global society. 
 
Time allocation for English learning at primary level  
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learning process. The Ministry of Education launched the Basic Core Curriculum 2015 which benefits for 
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Time allocation for English learning at primary level  
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 The Basic Education Core Curriculum prescribes the framework for English learning time of 40 
hours per one academic year in the foundation subjects. It means that the students in primary level of 
education will learn English at least 1 hour per week in grade 1 to grade 3, and 2 hours per week at grade 
3 to grade 6.   Moreover, it is allowed that the schools can create additional English courses as their 
needs.  
 
Learning Areas / 
Activities 
Learning Time (in hours) 
Primary Education Level Lower Secondary Education Level 
Upper Secondary 
Education Level 
G 1 G 2 G 3 G 4 G 5 G 6 G 7 G 8 G 9 G 10-12 
Foreign 
Languages 
       
( 
crs) 
 
( 
crs) 
 
( 
crs) 
 
( crs) 
Additional 
courses/ activities 
provided by 
schools, depending 
on their readiness 
and priorities 
Not more than 4 hours for each 
year 
Not more than  
 0  hours for 
each year 
Not less than ,0 
hours 
Total Learning 
Time 
Not more than  , hours  
for each year 
Not more than 
 ,    hours for 
each year 
Not less than  
 , hours for  a 
total of 3 years 
(Ministry of Education. 2008 : 25) 
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learning by emphasizing on Communicative Language Teaching (CLT), and also shifting the status of 
teaching approach from grammar translation to Communicative Language Teaching. It is also introduced 
that English learning should start from listening, speaking, reading, and writing respectively. 
 3. Promote English teaching and learning through the alignment of the benchmarks stated in 
CEFR into the curriculum, teaching and learning materials, and with various means of implementation due 
to the students’ attitude and interest along with the school’s readiness.  
          4. Enhance the English proficiency elevating by setting up the programmes of studies as follow:  
        4.1 expanding special programme of language studies by setting up English Programme (EP) 
Mini English Programme (MEP), International Programme (IP),  English Bilingual Education Programme 
(EBE) and English for Integrated Studies (EIS) in all types of schools – public and private schools and in 
all levels of basic education.  
4.2 Develop special programmes for English learning by setting up the Enrichment Classes 
which include the activities that promote English for social interaction, academic literacy and adding at 
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how to create language activities based on CEFR for teachers. Besides, they also plan for the study on 
the curriculum production – that is to say – our student achievement and their performance.  
4.2 The strengthening of Networking 
            The Primary Education English Resource Center (PEER) have been promoting in primary 
school level and in all Primary Educational Service Areas. The networking will help equip teachers of 
English with knowledge, ability, English skills using and also the management of teaching and learning. 
Through such activities, it helps promote the sharing of teaching experiences and human resources in the 
education service areas and also the forming of professional leaning community among teachers of 
English.  
 
          5. Creating an English learning atmosphere both in and outside the classrooms and 
increasing opportunities for English learning  
             The increasing of opportunities for learning both inside and outside the classroom has been 
creating in schools as the following: 
1.1 The development of students’ ability in English skills through the learning activities both 
inside and outside the classroom such as English camps, English contest and language talent activities are 
initiated.  
               1.2 The English Language Innovations has been creating through the ICT. Schools  can 
help students naturally access in English. As the age of globalization, ICT plays much more roles in the 
world of communication and education as well as in English Education in Thailand. The learning materials 
in terms of ICT are provided among schools that are the English Networking schools nationwide.   DLTV 
and Teacher TV are the examples of channels for teachers and students who have the needs in English 
learning outside their classes. In addition, they can help solving the problems of teacher shortage. Some 
primary schools in rural and remote areas use the lessons broadcasted from DLTV in their English 
classes.  
 
Recommendations:  
  
            For English has significantly impact on language study and it is crucial that the better 
preparation will lead to the accomplishment of language education. Success of English language learning 
and teaching requires the dedication and collaboration of all stakeholders – the government, the private 
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been an evidence that students’ achievement is dramatically improved but still lower than the criteria 
accepted. It is also found that the students still cannot communicate through English and use English as a 
tool for knowledge researching. Most students lack confidence in English using because they are afraid of 
mistakes and they have shy feeling.  
 
Teachers 
Teachers are one of the key factors that can bring success in education because they are the ones 
who transmit body of knowledge to their students. Teachers under the supervision of Basic Education 
Commission, whoever teach English have to take the test based on CEFR for their English ability. Then, 
they are placed into 6 levels as stated in CEFR : A1 to C 2 or beginner users, intermediate users and 
advanced users.  Being an English teacher, ones need to be skillful of both knowledge of English content 
and the arts or crafts of teaching. It is the needs and requirements of teacher profession stipulated by The 
Teacher Council. Consequently, TKT or Teaching Knowledge Test was used to test teachers’ knowledge in  
language teaching.  
At present, the problems that are in consideration is that of the qualified teachers with English 
competency. More than 50 percent of Primary school teachers of English who are assigned to teach in all 
subjects including English, are non-majored of English but they earned their degrees in elementary 
education which English Teaching also included in the programme. They seem to lack confidence in 
delivering the English lesson and as a result, they don’t succeed in their career of being an English 
teacher. The government has put their effort on improving the English competency among those by 
supporting them with the in-service training programme on English content and pedagogy.  
 
Teaching and Learning Process 
 Teachers of English are trying hard in initiating the innovative ideas and in diversified of teaching 
process. They include thinking skills in their teaching and learning process. Besides, they focus more on 
the chances for students to use language in the real context and situation by setting up the English 
learning activities such as the remedial teaching, English Camps, the enhancement of reading activities 
through English corners in schools. Nevertheless, those activities are not still implemented in all areas 
because of the limitation of teachers’ capability and school milieu. Some teachers of English still use 
textbooks as a mean of their instructions and there are not a wide variety of language teaching 
methodologies. Less opportunities in language use in English classes is also found. As a result, the 
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students find English is less important for them and will then it can form the negative attitude to language 
learning. Teachers preferred to teach reading and writing skills to teaching listening and speaking. Since 
the Communicative Language Teaching (CLT) has been introduced, teachers in all schools in Thailand 
were trained to deliver the English lessons through the communicative language learning activities that 
focus on the interaction between the speakers, the language used in social contexts. The examples of 
those activities include as games, songs, role plays, TPR activities, information gaps activities, and so on.  
 
Learning Materials 
 The use of textbooks and materials are varied among schools. Most of the texts were written by 
native writers, so it is assured that the language forms and linguistic features that used in the texts are 
correct. Teachers are more independent for the selecting of textbooks and learning materials, whatever 
software or electronic devices. What to be considered is that all learning materials have to align with the 
Basic Education Core Curriculum. The more the teachers use such materials, the more the students can 
access simultaneously into language learning.  
  
What the Basic Education Commission helps promote the English Education at primary Level in 
Thailand 
   
         The English Language Institute, Basic Education Commission plays the vital roles in 
organizing the policy into practice.  The projects on promoting English Language Education at primary level 
has been initiating as follow:  
 
 
 
 1. Reforming teaching and learning through Communicative approach 
 With the aims at raising public awareness and building up the bridge of understanding in 
changing of teaching practices, Communicative Teaching Approach is introduced for English teaching and 
learning. The more of activities have been promoting in many forms  such as demonstrating and 
disseminating of best practice, the English Exhibition and the knowledge exchange at all levels of 
education and at all kinds of stakeholders – government sectors, private sectors, communities, and 
parents. These can be formed as the collaboration amongst those who involve in language education 
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management. The budget on teacher trainings has been distributed to all Primary Educational Service 
Area Offices for the organizing of in-service teacher trainings during the school breaks. The contents of the 
trainings are those of the conception of CLT and its implementation in language classrooms, the 
framework of CEFR and its implications.  
 
2.  The development of the potential amongst teachers of English 
     As teacher is a key element to learning success, it is a must for elevating the teacher 
potential in content knowledge – that is the English competency. The Basic Education Commission 
launched the programme on teacher development by initiating in-service teacher trainings based on their 
levels of English abilities. The levels of teachers’ English competency is developed in all levels – Basic 
Users, independent Users and advanced  Users,  and the ones who are in highly potential will be trained 
in the specified areas of study and skills. The latest project is launched and enacted in the fiscal year 2016 
is that the Ministry of Education with the cooperation of British Council organize the in-service training by 
selecting 500 teachers of English who are placed as the advanced level in English competency to train on 
language teaching methodologies and take the “train the trainers course” later on.  
 
      3. Establishing equity in access to English teaching and learning 
In order that the students in all education service areas have their chances to access into 
effectively English learning, the schools in all levels and all kinds have to be improved. The Model English 
Teaching Schools are created in all education service areas, the English and Mini English Programme 
schools are expanded at least one school per one area. The numbers of the English programme schools 
are dramatically increasing all over the country. Teaching materials and standard English textbooks are 
also provided to schools in far-reaching areas. 
4.  Developing English teaching and learning resources to support communicative 
approach 
 In order to develop teaching and learning resources to support Communicative Approach, the 
development of the following elements are involved: 
                    4.1 The development of curriculum guidelines based on Common European Framework 
of References for Languages  
The workshop and teacher training on how to implement the framework on CEFR are enacted 
in all education levels. The Ministry of Education produced the guidelines together with teacher manuals on 
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how to create language activities based on CEFR for teachers. Besides, they also plan for the study on 
the curriculum production – that is to say – our student achievement and their performance.  
4.2 The strengthening of Networking 
            The Primary Education English Resource Center (PEER) have been promoting in primary 
school level and in all Primary Educational Service Areas. The networking will help equip teachers of 
English with knowledge, ability, English skills using and also the management of teaching and learning. 
Through such activities, it helps promote the sharing of teaching experiences and human resources in the 
education service areas and also the forming of professional leaning community among teachers of 
English.  
 
          5. Creating an English learning atmosphere both in and outside the classrooms and 
increasing opportunities for English learning  
             The increasing of opportunities for learning both inside and outside the classroom has been 
creating in schools as the following: 
1.1 The development of students’ ability in English skills through the learning activities both 
inside and outside the classroom such as English camps, English contest and language talent activities are 
initiated.  
               1.2 The English Language Innovations has been creating through the ICT. Schools  can 
help students naturally access in English. As the age of globalization, ICT plays much more roles in the 
world of communication and education as well as in English Education in Thailand. The learning materials 
in terms of ICT are provided among schools that are the English Networking schools nationwide.   DLTV 
and Teacher TV are the examples of channels for teachers and students who have the needs in English 
learning outside their classes. In addition, they can help solving the problems of teacher shortage. Some 
primary schools in rural and remote areas use the lessons broadcasted from DLTV in their English 
classes.  
 
Recommendations:  
  
            For English has significantly impact on language study and it is crucial that the better 
preparation will lead to the accomplishment of language education. Success of English language learning 
and teaching requires the dedication and collaboration of all stakeholders – the government, the private 
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academic language of the subject as such, and how the teacher formulates the message is often the key to a pupil’s 
learning. While this really is most often a matter of the pupil’s skills of mother tongue, all teachers are encouraged, 
but not forced, they are just sort of requested to embed other languages in their teaching as for the case of English 
which is the language of international world of sciences and economy, when teaching sciences or economy it comes 
natural to go for resources that are in English. The idea of every teacher being a language teacher is to widen learning 
environments to include different languages, which is a baby step to content-and-language-integrated learning despite 
the teacher’s level of proficiency of language.  
This brings us to the second item on our list. Growth into cultural diversity and language awareness. All of us have 
different linguistic identities including our family background with different dialects or even mother tongues and also 
when learning languages, a pupil’s background or roots are given a voice whether it’s English or French or Japanese 
or the dialect of Finnish spoken in Eastern Finland for that matter. English as a language is understood as a global 
mediator, which in itself is a kaleidoscope of different cultures, communities, and idiolects. So in this sense it is 
perhaps different to other languages. Nonetheless English is a language with an extensive vocabulary and a deviously 
easy grammar and the scope of the vocabulary and grammar studied or to be more precise, the topics and the function 
studied are to some extent the same ones, which are outlined in the CEFR.  
As for the cultural studies we are a bit puzzled. We have certainly moved from the purely Anglo-American 
understanding of English language and culture to a more global context, which this kind of a seminar is an excellent 
example of.  
The last bullet point on this slide takes us back to learning to learn. Language learning being a lifelong process and 
skill, this time round we brought very clearly forward the idea of learning to learn being one of the aims or topic 
areas to be included systematically in language learning studies with a strong encouragement to the teachers to start 
using language portfolios as one, and arguably a useful means, of assessment. This is nothing new in Finland or 
anywhere else for that matter but we still have a long way to go in practice.  
On the next slide, I have gathered the operative words of our understanding of language learning. Language is 
all about interaction and different types of texts. Interaction we define as constructive use of language, taking 
initiative, being as culturally or we could say humanly appropriate as possible when in contact with other people. 
And we would like to think that when we interact it is actually all about negotiating meaning whether it is a question 
of understanding a meaning of a single word or that of the counterpart’s intentions. So language use is a matter of 
different levels of mediations and we aim at building mutual understanding.  
For text, the second bullet point, the utterances and the linguistic entities used for learning and teaching languages, 
we refer to as texts, which are spoken or written, receptive or productive texts and the ideal is to present to pupils an 
as varied and vast amount of different kinds of texts as possible and as authentic as possible and as close and 
meaningful to a young person’s life as possible.  
The ideal, I mean the ideal is that the pupils are given chances to build their own language skills according to their 
interests and the teacher helps them in the process. So it is not always the teacher him or herself who brings study 
materials to class. For it might just as well be the pupil of the pupils who find the materials that interest them. And 
these texts are studied or produced, paying attention to the purpose of the text, the genre, its vocabulary, structures, 
accuracy or pronunciation if it is a spoken text. How a pupil does with these elements are also the criteria according 
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sectors, the education institutions, the scholars, the cooperation from organizations of native speaking 
countries. More importantly, the teachers and students themselves should realize the important of 
mastering English as a means of communication in the global society and should bare in mind that all 
learners are not just the empty vessels to be filled with theoretical frameworks and skills but the 
recognition of interpreting them into effective practices with the awareness of appreciating their own 
cultures and local languages.  
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Thank you for setting up my things. I have to tell you that for me it is seven o’clock in the morning now so it is a 
nice time to wake up, by you but is a slightly strange pace for me but I have to say also that I am honored being 
invited to speak about our English language education. Since outlining my presentation I feel that I am about to speak 
about anything else but English classroom activities but we will see what happens.  
From a historical perspective on a national level, teachers in Finland have been assigned a more or less guided core 
curricula. For example, in the early 70s we were introduced an extremely detailed core curriculum which in the case 
of English listed the basic structures and vocabulary that was to be taught in each school. In the 80s the lists were 
still quite extensive but not as detailed. In the 90s we saw a sea change with no language specific core curricula but 
just 1 curriculum for all languages and the aims and contents were very general. In the early 2000s the languages’ 
curricula drew on the previous version with 1 major addition, the introduction of the European framework of 
reference the CEFR that has been mentioned a number of time so far and it had been introduced by the council of 
Europe a few years or earlier and that has made a huge impact on Finnish language education as well.  
Now another 10 years have passed and we have the new curricula from 2014 which are to be implemented this 
August in six or seven months, and there have been major changes but at this stage I think it is suffice to say that we 
went back to introducing a separate core curriculum for English. But as always our system leaves a lot of rooms for 
local implementation, local meaning community and the school and teachers for their specific interpretation of the 
core curriculum. But devising the core curriculum this time involved cooperation with researchers, teacher training 
colleges, different interest groups like local authorities, parents, working life, trade unions and student unions. And 
for the first time in Finland we had two open commenting rounds on the net, on the internet for anybody interested. 
In practice this meant that over a certain period of time, anybody could leave comments on our web page on the draft 
and these comments were carefully studied and then taken into consideration. So it was and it has been a sort of a top 
down, bottom up process, which has been building a shared understanding of the principles, aims and contents of the 
core curriculum for a wider audience.  
Slide 3 summarizes the framework presented in the core curriculum of 2014 that schools and teachers have to 
make their interpretations of; the roots being in the idea that basic education offers a foundation for learning, also 
language learning. We have a reasonably well shared understanding among different societal actors that in the modern 
world we Finns need languages to be able to take part in the global playground and basic education must be available 
for all children, language learning being an integral part of it. We have laws and regulation there on the left hand side 
that define basic education but from then on what you see in the tree is outlined in the core curriculum.  
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Values addressing questions such as each pupil is unique and all pupils have the right to good teaching, questions 
of humanity, general education and civilization, equality and democracy comprise the undertow. Then the conception 
of learning following the values draws on a pupil being an active part in the learning process, which is effected by 
other immediate actors such as the environment. We encourage to critical thinking, lifelong learning, a constructive 
understanding of learning as a never ending process.  
We define seven transversal competence areas ranging from thinking and learning to learn, multi-literacy, ICT 
meaning the digitalization, to participation and involvement which are just four examples of the seven transversal 
competencies. All these three bigger principles come alive in each school that devises its own school culture with all 
individual subject such as English, building on these principles.  
Actually the notions here on the right hand side starting from assessment of the tree are those that vary subject 
wise, assessment which has proved to be one of the most debated topics in the past year, learning environments 
including the digitalization learning, pedagogical choices, learning objectives and contents. Of these traditionally 
most attention in schools has been paid on the contents but this time we put a lot of time and effort on the learning 
objectives and tying them to assessment criteria and reducing the focus on the contents so that we actually only wrote 
the criteria according to which schools and teachers are to choose their contents so we do not make any choices for 
the schools.  
Then on to slide 4, just a few words about English in Finland. We actually have two national languages, Finnish 
and Swedish. Swedish being the mother tongue of about six percent of our population which adds a bit of twist to 
our language education. Nonetheless English is the first foreign language to well above 90 percent of our pupils. The 
target being that at the end of the basic education, a pupil gets good marks which is grade eight, on a scale from 4 to 
10. If they reach the level of an independent user or that’s of the B1.1 on CEFR scale. At least 2/3rds of the pupils 
reach the level B1.1. So they know English very well. So looking at the percentages you might also argue it is a 
second language, which it is not. It is a foreign language, in basic education most pupils have started studying it from 
grade three at the age of 9 or 10 and they have been studying English for roughly about a 110 to a 120 minutes each 
week for about seven school years in basic education. The results are good. And as educational experts we are 
extremely happy with the results and one could even argue that with such results we could just as well do absolutely 
nothing about teaching English.  
But the matter of fact is that we have had to do a better rethinking with English. Because as 2/3rds produce very 
good results, the remaining 1/3rd, which is actually a lot of pupils are having difficulties. English learning has shown 
signs of polarization. In-formal learning is very common so there are good and proficient uses and those that struggle. 
So we have widened the perspectives of language learning. We try to address a pupil’s motivation, the aim is for each 
and every one to learn and know more English or languages for that matter despite the level that each pupil has to 
start with.  
So on a national level we have written the main objectives that teachers operationalized to suit the needs of their 
own students and we start by outlining language education. Learning languages is a lifelong process but school gives 
the pupil the start or the notch forward. A principle, which is cross cutting in our new curriculum for all subjects, not 
only language subjects, is that of every teacher being a language teacher. The idea is very simple. Language and 
languages are an elementary part of learning processes so all teachers while teaching subject contents also teach the 
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only language subjects, is that of every teacher being a language teacher. The idea is very simple. Language and 
languages are an elementary part of learning processes so all teachers while teaching subject contents also teach the 
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academic language of the subject as such, and how the teacher formulates the message is often the key to a pupil’s 
learning. While this really is most often a matter of the pupil’s skills of mother tongue, all teachers are encouraged, 
but not forced, they are just sort of requested to embed other languages in their teaching as for the case of English 
which is the language of international world of sciences and economy, when teaching sciences or economy it comes 
natural to go for resources that are in English. The idea of every teacher being a language teacher is to widen learning 
environments to include different languages, which is a baby step to content-and-language-integrated learning despite 
the teacher’s level of proficiency of language.  
This brings us to the second item on our list. Growth into cultural diversity and language awareness. All of us have 
different linguistic identities including our family background with different dialects or even mother tongues and also 
when learning languages, a pupil’s background or roots are given a voice whether it’s English or French or Japanese 
or the dialect of Finnish spoken in Eastern Finland for that matter. English as a language is understood as a global 
mediator, which in itself is a kaleidoscope of different cultures, communities, and idiolects. So in this sense it is 
perhaps different to other languages. Nonetheless English is a language with an extensive vocabulary and a deviously 
easy grammar and the scope of the vocabulary and grammar studied or to be more precise, the topics and the function 
studied are to some extent the same ones, which are outlined in the CEFR.  
As for the cultural studies we are a bit puzzled. We have certainly moved from the purely Anglo-American 
understanding of English language and culture to a more global context, which this kind of a seminar is an excellent 
example of.  
The last bullet point on this slide takes us back to learning to learn. Language learning being a lifelong process and 
skill, this time round we brought very clearly forward the idea of learning to learn being one of the aims or topic 
areas to be included systematically in language learning studies with a strong encouragement to the teachers to start 
using language portfolios as one, and arguably a useful means, of assessment. This is nothing new in Finland or 
anywhere else for that matter but we still have a long way to go in practice.  
On the next slide, I have gathered the operative words of our understanding of language learning. Language is 
all about interaction and different types of texts. Interaction we define as constructive use of language, taking 
initiative, being as culturally or we could say humanly appropriate as possible when in contact with other people. 
And we would like to think that when we interact it is actually all about negotiating meaning whether it is a question 
of understanding a meaning of a single word or that of the counterpart’s intentions. So language use is a matter of 
different levels of mediations and we aim at building mutual understanding.  
For text, the second bullet point, the utterances and the linguistic entities used for learning and teaching languages, 
we refer to as texts, which are spoken or written, receptive or productive texts and the ideal is to present to pupils an 
as varied and vast amount of different kinds of texts as possible and as authentic as possible and as close and 
meaningful to a young person’s life as possible.  
The ideal, I mean the ideal is that the pupils are given chances to build their own language skills according to their 
interests and the teacher helps them in the process. So it is not always the teacher him or herself who brings study 
materials to class. For it might just as well be the pupil of the pupils who find the materials that interest them. And 
these texts are studied or produced, paying attention to the purpose of the text, the genre, its vocabulary, structures, 
accuracy or pronunciation if it is a spoken text. How a pupil does with these elements are also the criteria according 
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sectors, the education institutions, the scholars, the cooperation from organizations of native speaking 
countries. More importantly, the teachers and students themselves should realize the important of 
mastering English as a means of communication in the global society and should bare in mind that all 
learners are not just the empty vessels to be filled with theoretical frameworks and skills but the 
recognition of interpreting them into effective practices with the awareness of appreciating their own 
cultures and local languages.  
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Presentation 4：Gifu Prefecture 
Towards Systematic English Education throughout schools 
from Elementary to Junior High
Satoshi Yamada 
Supervisor, Gifu Prefectural Board of Education
Good afternoon everyone. My name is Satoshi Yamada and I am from the School Support Division of the Gifu 
Prefectural Board of Education. I would like to talk about efforts in Gifu Prefecture to achieve systematic English 
education throughout schools from elementary to junior high.   
As the status of English education, we have been working on a project of schools focusing on English education. 
Gifu Prefecture is divided into six administrative districts, and we asked each administrative district to have 
elementary, junior high, and high schools as well as schools focusing on English make advanced efforts.  
Two of the six administrative districts have been designated by MEXT. I think engaging in the efforts to promote 
or improve English education in the entire prefecture is a characteristic of Gifu Prefecture.  
This is one of the results of the efforts for schools focusing on English at the moment. One of the points we highly 
valued is “interaction.” I would like to have classes with the plenty of opportunities for interaction. Though this may 
not exactly mean the same thing, I consider interaction as an ongoing process of communication.  
Another point is that students have strong senses to present fixed expressions that they have learned in the English 
classes without making any mistakes. As we wish to bring about a breakthrough and free them from such thoughts, 
we hope to provide education that enables them to think about what they want to tell and what kind of expression 
would be needed to deliver it, and talk or write their ideas with improvised expressions. This is the utilization of 
current English skills. These two points, interaction and the utilization of current English skills, are very important 
measures when we think about English education in Gifu Prefecture.  
The line graph of slide 3 shows results of the questionnaire for fifth graders during the previous school year and 
when they became sixth graders this year. As you can see, almost all of the responses including those to the question 
as to whether they enjoy their English classes are steadily increasing.  
In the case of junior high school students, by way of comparison, even though the form of questions is slightly 
different from that of elementary school students, likewise, the two indicators basically show an upward tendency. 
These are for students in the seventh and eighth grades (the first and second grades of junior high school). Even when 
their grades advanced, the figures did not decrease but increased, which proves how hard teachers in schools focusing 
on English education. 
Next, here are the results of an external examination. In the Eiken Junior test called “BRONZE” taken by sixth 
graders during the last school year, the percentage of questions answered correctly was 84 percent on average. This 
is not enough to determine whether the figure is good, so we would like to measure performance every year. For 
students in the ninth grade (the third grade of junior high school) in the last school year, the sum of those in BRONZE 
Grade 3 and equivalent to Grade 3 accounted for 46 percent.  
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to which he or she or they are assessed.  
Then to slide 7, the curriculum reform of 2016 in a very very very tiny nutshell, what I just referred to is an outline 
of our curriculum which is about four centimeters thick in all for teaching the whole curriculum not only for English, 
for teaching English in basic education. But we do have problems. The first one being an inherent problem to English 
at this day and age in Finland, which I referred to a while ago. So what is the aim of teaching and learning English? 
We have extremely proficient pupils and those not so fortunate with their skills in English, the problem is that the 
language skills do not only come from school but the world we live in. And since this is the case, how can we actually 
set standards for learning English at school? If you know English well enough, can you be excused from lessons and 
on the contrary if you do not know English, how do you motive yourself in the learning of the language when all you 
see are your fellow classmates who can do just about anything with the language and there simply is no room or time 
for your needs. Isn’t school the place you should be taught those things you do not know but just in the case of English 
you are not given the chance among those superior to you. Groups in Finland are heterogeneous and will hopefully 
remain so. This is a matter of carefully thought and studied principles and we believe that separating pupils according 
to their so called proficiency just leads to all sorts of different kind of trouble with educational dead ends, under 
achievement and such, which I gather is a very Finnish problem and so far we have tried to solve the problem by 
pedagogy, which brings us to for example ICT, which is a very topical issue in Finland. The change for ICT is very 
rapid at the moment from conventional study materials and tools to those offered by ICT and I think we ourselves do 
not really understand how big the change will be.  
But we believe it will be for the better allowing for customized, more customized study platforms which ideally 
leads to more personalized motivation. But so far I think we’ve been dabbling with the technological side of 
pedagogical change and so be it because we have to have time to adapt to change, our teachers need more 
understanding of the possibilities that ICT offers, keeping at the sea time clearly in mind the threats ICT holds, which 
our teachers I am happy to say understand extremely well.  
Finally, and very briefly I want to draw your attention to assessment. It comes as no surprise that if you want 
change, we have to rethink assessment and my educated guess is that in the next decade or so we are witnessing an 
evolution in the conventions of assessment with the rise of ICT and accreditation processes.  
So the lessons learnt so far with our reform to come, we have goals, we have a goal, we know what we want, we 
know what we do not want, we have knowledge of the mechanisms and tools to reach our goals with the curriculum 
reform of 2016. This is the year our teachers are building and have been building their understanding of teaching 
English. For some teachers the change is bigger than for others. And so far I fear that perhaps we have not been able 
to offer our teachers as much help as they might have needed. For our new curricula a very ambitious in trying to 
bring about change and if we cannot convey the message clearly enough, there will be no thorough change. We do 
not need change just for the fun of it. We need change to trick our young people to feel the urge and need to learn. 
Just as we somehow need to trick some of our teachers to learn more about learning and teaching without giving 
them straight forward instructions or commands so it’s sort of a chicken-egg puzzle. For the sake of education, 
learning to learn and being able to cope in this world of rapid change in which English language is a crucial player, 
at least in the foreseeable future and one of the basic skills along with reading, writing, mathematics and so on, so I 
say the work goes on. Thank you. 
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Satoshi Yamada 
Supervisor, Gifu Prefectural Board of Education
Good afternoon everyone. My name is Satoshi Yamada and I am from the School Support Division of the Gifu 
Prefectural Board of Education. I would like to talk about efforts in Gifu Prefecture to achieve systematic English 
education throughout schools from elementary to junior high.   
As the status of English education, we have been working on a project of schools focusing on English education. 
Gifu Prefecture is divided into six administrative districts, and we asked each administrative district to have 
elementary, junior high, and high schools as well as schools focusing on English make advanced efforts.  
Two of the six administrative districts have been designated by MEXT. I think engaging in the efforts to promote 
or improve English education in the entire prefecture is a characteristic of Gifu Prefecture.  
This is one of the results of the efforts for schools focusing on English at the moment. One of the points we highly 
valued is “interaction.” I would like to have classes with the plenty of opportunities for interaction. Though this may 
not exactly mean the same thing, I consider interaction as an ongoing process of communication.  
Another point is that students have strong senses to present fixed expressions that they have learned in the English 
classes without making any mistakes. As we wish to bring about a breakthrough and free them from such thoughts, 
we hope to provide education that enables them to think about what they want to tell and what kind of expression 
would be needed to deliver it, and talk or write their ideas with improvised expressions. This is the utilization of 
current English skills. These two points, interaction and the utilization of current English skills, are very important 
measures when we think about English education in Gifu Prefecture.  
The line graph of slide 3 shows results of the questionnaire for fifth graders during the previous school year and 
when they became sixth graders this year. As you can see, almost all of the responses including those to the question 
as to whether they enjoy their English classes are steadily increasing.  
In the case of junior high school students, by way of comparison, even though the form of questions is slightly 
different from that of elementary school students, likewise, the two indicators basically show an upward tendency. 
These are for students in the seventh and eighth grades (the first and second grades of junior high school). Even when 
their grades advanced, the figures did not decrease but increased, which proves how hard teachers in schools focusing 
on English education. 
Next, here are the results of an external examination. In the Eiken Junior test called “BRONZE” taken by sixth 
graders during the last school year, the percentage of questions answered correctly was 84 percent on average. This 
is not enough to determine whether the figure is good, so we would like to measure performance every year. For 
students in the ninth grade (the third grade of junior high school) in the last school year, the sum of those in BRONZE 
Grade 3 and equivalent to Grade 3 accounted for 46 percent.  
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to which he or she or they are assessed.  
Then to slide 7, the curriculum reform of 2016 in a very very very tiny nutshell, what I just referred to is an outline 
of our curriculum which is about four centimeters thick in all for teaching the whole curriculum not only for English, 
for teaching English in basic education. But we do have problems. The first one being an inherent problem to English 
at this day and age in Finland, which I referred to a while ago. So what is the aim of teaching and learning English? 
We have extremely proficient pupils and those not so fortunate with their skills in English, the problem is that the 
language skills do not only come from school but the world we live in. And since this is the case, how can we actually 
set standards for learning English at school? If you know English well enough, can you be excused from lessons and 
on the contrary if you do not know English, how do you motive yourself in the learning of the language when all you 
see are your fellow classmates who can do just about anything with the language and there simply is no room or time 
for your needs. Isn’t school the place you should be taught those things you do not know but just in the case of English 
you are not given the chance among those superior to you. Groups in Finland are heterogeneous and will hopefully 
remain so. This is a matter of carefully thought and studied principles and we believe that separating pupils according 
to their so called proficiency just leads to all sorts of different kind of trouble with educational dead ends, under 
achievement and such, which I gather is a very Finnish problem and so far we have tried to solve the problem by 
pedagogy, which brings us to for example ICT, which is a very topical issue in Finland. The change for ICT is very 
rapid at the moment from conventional study materials and tools to those offered by ICT and I think we ourselves do 
not really understand how big the change will be.  
But we believe it will be for the better allowing for customized, more customized study platforms which ideally 
leads to more personalized motivation. But so far I think we’ve been dabbling with the technological side of 
pedagogical change and so be it because we have to have time to adapt to change, our teachers need more 
understanding of the possibilities that ICT offers, keeping at the sea time clearly in mind the threats ICT holds, which 
our teachers I am happy to say understand extremely well.  
Finally, and very briefly I want to draw your attention to assessment. It comes as no surprise that if you want 
change, we have to rethink assessment and my educated guess is that in the next decade or so we are witnessing an 
evolution in the conventions of assessment with the rise of ICT and accreditation processes.  
So the lessons learnt so far with our reform to come, we have goals, we have a goal, we know what we want, we 
know what we do not want, we have knowledge of the mechanisms and tools to reach our goals with the curriculum 
reform of 2016. This is the year our teachers are building and have been building their understanding of teaching 
English. For some teachers the change is bigger than for others. And so far I fear that perhaps we have not been able 
to offer our teachers as much help as they might have needed. For our new curricula a very ambitious in trying to 
bring about change and if we cannot convey the message clearly enough, there will be no thorough change. We do 
not need change just for the fun of it. We need change to trick our young people to feel the urge and need to learn. 
Just as we somehow need to trick some of our teachers to learn more about learning and teaching without giving 
them straight forward instructions or commands so it’s sort of a chicken-egg puzzle. For the sake of education, 
learning to learn and being able to cope in this world of rapid change in which English language is a crucial player, 
at least in the foreseeable future and one of the basic skills along with reading, writing, mathematics and so on, so I 
say the work goes on. Thank you. 
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Achieving systematic English education throughout elementary to junior high schools, which is the title of my 
speech, is one of the purposes in speaking. In slide 6, you can see an example of the goal set by elementary and junior 
high schools focusing on English in Gifu prefecture. The lower part is the sixth graders school and the upper part is 
the ninth graders. These school have set goals of presenting reasons for students’ thoughts for sixth graders, and 
providing a rationale for their opinions and assertions for ninth graders. In a word, these elementary and junior high 
schools set presenting students’ thoughts and reasons with consistency as one of the purposes for speaking.  
In addition, these schools aim to have students do so by repeating and emphasizing what they want to say when 
listeners cannot understand them in the sixth grade and by confirming listeners’ understanding or rephrasing what 
they want to say using other expressions as necessary in the ninth grade.  
This means that the schools’ goal is to responding to listeners’ understanding consistently from elementary school 
through junior high school. You can consider that the schools have consistent goals of speaking according to listeners’ 
understanding. In this way, to achieve systematic English education, I believe what has to be emphasized first is to 
ensure consistency in goals. While we should think about what consistency is ensured for, some schools focusing on 
English have ensured consistency as I have already said. This slide 8 is the goal for the sixth graders of the elementary 
school. In this school with such goal, when activities such as making birthday calendars (lesson 1), or introducing 
Gifu prefecture (lesson 2) are set and students are working on them, teachers instruct students to make sure give 
reasons for their thoughts and repeat and emphasize what they want to say. I think that ensuring consistency in a goal 
and setting a specific goal is, in other words, emphasis of teaching contents. This is also important to achieve 
systematic English education through elementary school, junior high school and high school.  
 Let’s get back to the goal that I mentioned earlier. Besides schools focusing on English in Gifu, all schools in Gifu 
have set goals for the four skills: listening, speaking, reading and writing. Aside from that, some schools have set 
goals by a topic or an activity. Setting goals by a topic or an activity can be translated into goal setting for skill 
integration.  
For specific examples of goals by skill in (1), please see the handout material. For instance, page 2, page 3, page 
4 and page 5 are examples for setting goals for the four skills: listening, speaking, reading, and writing. The goal set 
for the first grade of elementary school is shown at the bottom, and the goal set for the ninth grade is shown at the 
top. Goals for listening are followed by those for speaking, reading, and writing. As examples particular to goals for 
elementary school, page 6 shows goal setting by the four skills; listening, speaking, reading, and writing for the first 
grade through sixth grade, which is one of schools focusing on English in this prefecture.      
 Apart from these goals by skills, some schools focusing on English have been working on goals by topics. Topics 
should be familiar to children and worth communicating. Furthermore, goals by topic mean nothing if they are not 
consistent through the period from elementary school to junior high school. So some schools select six themes among 
topics in authorized junior high school textbooks and set a goal for each theme. For example, look at the bottom right 
of the page seen earlier. These are sample dialogues to be achieved in the fifth and sixth grades of the elementary 
school, which were set for the topic “school and hometown.” Goals for “school and hometown” in elementary school 
are shown on the material page 7, and goals for “school and hometown” in junior high school are shown on page 8. 
Please look them over when you have time.  
 Another important point to achieve systematic English education is teaching methods. I think it is necessary for 
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teaching methods to be continuous in elementary schools through junior high schools. There are appropriate ways of 
teaching for elementary school students since it is crucially important to adopt an appropriate teaching method to 
students’ stage of development. On the other hand, I believe that it is necessary to clarify what ways of teaching are 
conducted in both elementary and junior high schools. With various efforts in Gifu Prefecture, I believe that at least 
these seven points in slide 14 are teaching methods that should be continuous from elementary school through junior 
high school.  
Allow me to give an example of setting up specific scenes, planning purposeful language activities, and re-use 
learning tools and recycle language activities. Please see the slide 15. The left is an example from an elementary 
school and the right is an example from a junior high school. On the left, you can see the fifth graders are suggesting 
a car for the future. This is an original unit, which was set up by the school. In this activity, students draw their ideal 
cars for the future and explain them in English at the end of the unit. When the students advance to the junior high 
school, the drawings are passed to the junior high school via teachers. While they are in the seventh grade, they take 
a unit called “Wheelchair Basketball.” Similar to the activity in the elementary school, students talk about their 
imagined future vehicles, which are not limited to a car in this activity, at the end of the unit. In some junior high 
schools, the materials used at elementary school are provided to students and make them repeat their stories at the 
beginning of the unit. This activity makes students easily remind of the language activities performed as well as the 
language materials used at the time. I think it is a great merit.   
 As for elementary schools, those focusing on English are asked, especially elementary schools designated by 
MEXT are requisite, to teach reading and writing. As an example of the teaching method for reading, there is an 
activity of reading directives, which you can see in the slide 17. This is a unit uniquely set up by the school. A 
directive is written on a sheet and each sheet is separately put in an envelope. Each student chooses one of several 
envelopes, finds the directives, reads it and follows the instruction. In the example on the top in the slide 17, there is 
a directive that suggests green dinosaur toy in the math room. This activity is an example of teaching method for 
reading.  
As an example of teaching method for writing, the fifth graders in this school perform a dialogue activities starting 
with“What do you like about…?” using the first five to ten minutes of every English class. When they say, “What 
do you like about Nagara Town?” they ask what they like about Nagara town, their hometown, and talk about favorite 
points of the town with each other. In the end of the class, students write down what they talked about by reference 
to examples. For example, in slide 19, this student said, “I like Dodogamine. I like hiking. It’s fun!” and wrote it 
down. What they wrote down is put on the wall at the back of the classroom as you can see in the slide 21. Some 
schools focusing on English have implemented such efforts.  
 Now, I would like to talk about present challenges and future efforts. As I mentioned at the beginning of my speech, 
we would like to continue assessment by external examinations. While there are various types of academic 
achievement goals, I think it is necessary to keep reviewing and revising their contents. As I presented a case of 
language activities and recycling verbal materials earlier, I believe it is extremely important to repeat both of them. 
The question is which language materials should be used and which language activities students should work on 
repeatedly. We would like to think about them over.  
There is another thing as the fourth point. Naturally, it is how input activities should be performed. Schools in 
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which English education starts from the first grade, especially, conduct teaching method focusing on input under the 
concept of not hastening speech in the first and second grades. Through the practice, we would like to clarify what 
to do, what kind of activities are required, and how to implement such activities in order for students to input 
vocabulary and English expressions effectively and without becoming bored.  
Finally, I would like to present the case of another elementary school. The students practice reading and writing in 
this school, but the best method of teaching has difficulty established. Therefore, we would like to consider, with 
teachers of the school, what to do about goals, how far students should reach and how teaching methods should be 
conducted. 
 Now let’s take a look at the video of the classroom. This shows the children having the conversation described on 
page 1 of materials. They are talking about an original pizza. In this activity, students draw pictures of pizza that they 
want to eat and talk about it to their classmates. Then they vote and choose one and make it in the home economics 
class. This boy named his pizza “Giant Mac Pizza” and showed its good points, saying that it is good for sports 
players. He is talking to a girl and working hard.  
 
(Video) 
 
He asked, “Do you like sports? “and this student answered, “Yes.” Then he said, “OK” and continued to explain.  
 
(Video) 
 
This is the practice in writing for the fifth graders of elementary school I mentioned earlier. In the class, students 
are having conversations starting with “What do you like about…?” at the beginning of the lesson.  
 
(Video) 
 
Look at what these students are doing. Maybe they talk about “What do you like about Japan?” 
 
(Video) 
 
Though there is still much work to do, in many cases, as Professor Yoshida told us about English education in 
elementary schools earlier, we cannot see the complete picture if we think only of elementary schools. Therefore, we 
will work with schools elementary and junior high schools to understand how they are improving English education. 
Thank you for your attention. 
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Achieving systematic English education throughout elementary to junior high schools, which is the title of my 
speech, is one of the purposes in speaking. In slide 6, you can see an example of the goal set by elementary and junior 
high schools focusing on English in Gifu prefecture. The lower part is the sixth graders school and the upper part is 
the ninth graders. These school have set goals of presenting reasons for students’ thoughts for sixth graders, and 
providing a rationale for their opinions and assertions for ninth graders. In a word, these elementary and junior high 
schools set presenting students’ thoughts and reasons with consistency as one of the purposes for speaking.  
In addition, these schools aim to have students do so by repeating and emphasizing what they want to say when 
listeners cannot understand them in the sixth grade and by confirming listeners’ understanding or rephrasing what 
they want to say using other expressions as necessary in the ninth grade.  
This means that the schools’ goal is to responding to listeners’ understanding consistently from elementary school 
through junior high school. You can consider that the schools have consistent goals of speaking according to listeners’ 
understanding. In this way, to achieve systematic English education, I believe what has to be emphasized first is to 
ensure consistency in goals. While we should think about what consistency is ensured for, some schools focusing on 
English have ensured consistency as I have already said. This slide 8 is the goal for the sixth graders of the elementary 
school. In this school with such goal, when activities such as making birthday calendars (lesson 1), or introducing 
Gifu prefecture (lesson 2) are set and students are working on them, teachers instruct students to make sure give 
reasons for their thoughts and repeat and emphasize what they want to say. I think that ensuring consistency in a goal 
and setting a specific goal is, in other words, emphasis of teaching contents. This is also important to achieve 
systematic English education through elementary school, junior high school and high school.  
 Let’s get back to the goal that I mentioned earlier. Besides schools focusing on English in Gifu, all schools in Gifu 
have set goals for the four skills: listening, speaking, reading and writing. Aside from that, some schools have set 
goals by a topic or an activity. Setting goals by a topic or an activity can be translated into goal setting for skill 
integration.  
For specific examples of goals by skill in (1), please see the handout material. For instance, page 2, page 3, page 
4 and page 5 are examples for setting goals for the four skills: listening, speaking, reading, and writing. The goal set 
for the first grade of elementary school is shown at the bottom, and the goal set for the ninth grade is shown at the 
top. Goals for listening are followed by those for speaking, reading, and writing. As examples particular to goals for 
elementary school, page 6 shows goal setting by the four skills; listening, speaking, reading, and writing for the first 
grade through sixth grade, which is one of schools focusing on English in this prefecture.      
 Apart from these goals by skills, some schools focusing on English have been working on goals by topics. Topics 
should be familiar to children and worth communicating. Furthermore, goals by topic mean nothing if they are not 
consistent through the period from elementary school to junior high school. So some schools select six themes among 
topics in authorized junior high school textbooks and set a goal for each theme. For example, look at the bottom right 
of the page seen earlier. These are sample dialogues to be achieved in the fifth and sixth grades of the elementary 
school, which were set for the topic “school and hometown.” Goals for “school and hometown” in elementary school 
are shown on the material page 7, and goals for “school and hometown” in junior high school are shown on page 8. 
Please look them over when you have time.  
 Another important point to achieve systematic English education is teaching methods. I think it is necessary for 
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school students who want to get to universities. So basically we have listening, reading, and writing test for both 
entrance exams. These were implemented two years ago, started from 2013.  
As for college students, they could take the listening tests. However, they might not be required for the department 
they would like to apply for. So, it depends on the department, whether they would like to require their students to 
take the exam. That will be on the required condition when they want to apply for the department. But for junior high 
students, if they want get into high schools, they are required to take the n listening comprehension test. 
 
Niisato: The next question is for the panelists from abroad.  
 “I believe each of you from the countries with unique and very rich culture. My question is how you integrate your 
culture in a process of teaching English, or whether you ignore your own cultures when you teach English.” 
 OK, this time Dr. Tai, please. 
 
Tai: OK, this is related what I said, what I mentioned in my PPT, we are moving towards Glocalization in the future. 
So, in the curriculum guidelines on the third goal states that students have to learn cultural knowledge, not only 
foreign cultural knowledge but also our own culture. For example, how to introduce your culture in English to other 
people around the world. So that is why most textbook from different publishers have one special unit about the local 
culture. They try to introduce, for example, Moon Festival, Dragon Boat Festival or Chinese New Year. So, students 
will learn once a semester about the culture. Basically they focus on holidays most of times. We have cultural aspect 
in our textbooks and teachers need to teach their students.  
 
Niisato: Thank you. Next, how about you, Dr. Prasongporn?  
 
Prasongporn: So for Thailand, we just set the indicators are stipulated in the curriculum. We can compare and 
contrast between two cultures. And, most of the teachers integrate their own culture into the English lessons. Like, 
for example, they can use something like how to make and own food instead of how to make tuna sandwich. May be 
they can integrate how to make the local food instead, and then the student tries to understand the difference between 
two cultures. And for important events such as Christmas and Halloween, or any aspect of the cultures, we set the 
student, we allow the student to do the activities in this course, especially Christmas. We have Santa Claus, and all 
the students wear the red outfit, and then they understand how to integrate, especially the teacher, how to integrate 
the culture into their own culture. 
 
Niisato: Thank you. Then, Ms. Halvari, please.  
 
Halvari: We do have culture embedded in our core-curricular. We have embedded it to all subject studies. So, it is 
really written in the core curriculum as cultural awareness to your own culture where you come from as well as 
international culture. And you know, the thing with Europe at a moment is as you might know is that we have 
immigration. Some say it is a problem, but it is a phenomenon, we have lots of immigrants coming to Finland as well 
at the moment. The numbers are really big for our population. We have population of 5.5 million. And for the past 
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Niisato: Good afternoon, everyone. My name is Masao Niisato and I will be the moderator at this panel discussion. 
I have received too many questions to read by myself. Obviously, I cannot answer each one of the questions, so I will 
choose questions from those sorted out by type by NIER staff and ask all the panelists, each panelist, or some panelists 
to answer them. Thank you in advance for your understanding. 
 First, there are questions about entrance exams for high school and university to the three panelists from abroad. 
The questions are “Do you have a test of English at the entrance examination? Do you conduct a test for measuring 
the four skills? If you do, how do you assess speaking skills?” 
 How about you, Ms. Halvari? 
  
Halvari: You know, in Finland, we really have one or two national testing systems. Really, we are not a testing 
country. If you want to pass from the university, you do have to pass some language tests. One of them is usually 
English, and one of them has to be other national language either Finnish or Swedish. But that is at the university. 
Then at the upper secondary school, when pupils finish at the age of 18 or 19, they can take a test in English, 
matriculation exam test. They do not have to. But most students, most pupils do take. I would say again, about 90 
percent of the upper secondary school students do their English matriculation exam. There is no speaking test in it so 
far. But the board, the national matriculation board is devising one as of 2019, there should be the first version, and 
it will be an ICT-based test to some extent. But Finland and testing aren’t the best possible match-do not come to 
Finland if you want to see big testing systems, no. 
 
Niisato: Next, Dr. Prasongporn, please. 
 
Prasongporn: In Thailand, we have national tests, and we introduce the test, 
about the language testing in authentic way. It means that we have wide 
varieties of tests like performance. We can use conversation in class during the 
lessons. And maybe personal communication like interviewing and journal 
logs, observation and perceptions. It means that we can use it as a class 
interaction. So, it will be more natural ways of language testing, especially 
listening and speaking skills. 
 
Niisato: Thank you. Then, Dr. Tai, please.  
 
Tai: In Taiwan, we have two exams for junior high school students who want to get into high schools and for high 
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I have received too many questions to read by myself. Obviously, I cannot answer each one of the questions, so I will 
choose questions from those sorted out by type by NIER staff and ask all the panelists, each panelist, or some panelists 
to answer them. Thank you in advance for your understanding. 
 First, there are questions about entrance exams for high school and university to the three panelists from abroad. 
The questions are “Do you have a test of English at the entrance examination? Do you conduct a test for measuring 
the four skills? If you do, how do you assess speaking skills?” 
 How about you, Ms. Halvari? 
  
Halvari: You know, in Finland, we really have one or two national testing systems. Really, we are not a testing 
country. If you want to pass from the university, you do have to pass some language tests. One of them is usually 
English, and one of them has to be other national language either Finnish or Swedish. But that is at the university. 
Then at the upper secondary school, when pupils finish at the age of 18 or 19, they can take a test in English, 
matriculation exam test. They do not have to. But most students, most pupils do take. I would say again, about 90 
percent of the upper secondary school students do their English matriculation exam. There is no speaking test in it so 
far. But the board, the national matriculation board is devising one as of 2019, there should be the first version, and 
it will be an ICT-based test to some extent. But Finland and testing aren’t the best possible match-do not come to 
Finland if you want to see big testing systems, no. 
 
Niisato: Next, Dr. Prasongporn, please. 
 
Prasongporn: In Thailand, we have national tests, and we introduce the test, 
about the language testing in authentic way. It means that we have wide 
varieties of tests like performance. We can use conversation in class during the 
lessons. And maybe personal communication like interviewing and journal 
logs, observation and perceptions. It means that we can use it as a class 
interaction. So, it will be more natural ways of language testing, especially 
listening and speaking skills. 
 
Niisato: Thank you. Then, Dr. Tai, please.  
 
Tai: In Taiwan, we have two exams for junior high school students who want to get into high schools and for high 
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school students who want to get to universities. So basically we have listening, reading, and writing test for both 
entrance exams. These were implemented two years ago, started from 2013.  
As for college students, they could take the listening tests. However, they might not be required for the department 
they would like to apply for. So, it depends on the department, whether they would like to require their students to 
take the exam. That will be on the required condition when they want to apply for the department. But for junior high 
students, if they want get into high schools, they are required to take the n listening comprehension test. 
 
Niisato: The next question is for the panelists from abroad.  
 “I believe each of you from the countries with unique and very rich culture. My question is how you integrate your 
culture in a process of teaching English, or whether you ignore your own cultures when you teach English.” 
 OK, this time Dr. Tai, please. 
 
Tai: OK, this is related what I said, what I mentioned in my PPT, we are moving towards Glocalization in the future. 
So, in the curriculum guidelines on the third goal states that students have to learn cultural knowledge, not only 
foreign cultural knowledge but also our own culture. For example, how to introduce your culture in English to other 
people around the world. So that is why most textbook from different publishers have one special unit about the local 
culture. They try to introduce, for example, Moon Festival, Dragon Boat Festival or Chinese New Year. So, students 
will learn once a semester about the culture. Basically they focus on holidays most of times. We have cultural aspect 
in our textbooks and teachers need to teach their students.  
 
Niisato: Thank you. Next, how about you, Dr. Prasongporn?  
 
Prasongporn: So for Thailand, we just set the indicators are stipulated in the curriculum. We can compare and 
contrast between two cultures. And, most of the teachers integrate their own culture into the English lessons. Like, 
for example, they can use something like how to make and own food instead of how to make tuna sandwich. May be 
they can integrate how to make the local food instead, and then the student tries to understand the difference between 
two cultures. And for important events such as Christmas and Halloween, or any aspect of the cultures, we set the 
student, we allow the student to do the activities in this course, especially Christmas. We have Santa Claus, and all 
the students wear the red outfit, and then they understand how to integrate, especially the teacher, how to integrate 
the culture into their own culture. 
 
Niisato: Thank you. Then, Ms. Halvari, please.  
 
Halvari: We do have culture embedded in our core-curricular. We have embedded it to all subject studies. So, it is 
really written in the core curriculum as cultural awareness to your own culture where you come from as well as 
international culture. And you know, the thing with Europe at a moment is as you might know is that we have 
immigration. Some say it is a problem, but it is a phenomenon, we have lots of immigrants coming to Finland as well 
at the moment. The numbers are really big for our population. We have population of 5.5 million. And for the past 
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and people can understand you. And there are no big mistakes of language usage., Actually I have read an article 
before, which talked about English teachers. Do you know that children, for children, a good English teacher is not 
someone who has excellent pronunciation or good language proficiency, but could be close with them, talk to them, 
and be nice to them? That is the priority that children pick for a good English teacher. So I think we need to consider 
these elements when we are trying to implement English into elementary school. May be good proficiency is not the 
only criteria that we select our English teachers.  
 
Niisato: We have received a valuable comment. I think one of the merits of homeroom teachers’ great efforts in 
elementary school classrooms in Japan is that they can understand students and provide lessons taking students’ 
feelings into consideration. This is a very good point. But discussions may not deepen if I talk about advantages only, 
so I would like to ask Mr. Yamada a question.  
The question is this: “I think the efforts in Gifu are ideal, but what would you suggest for homeroom teachers at 
general public elementary schools who have to rely only on a text material ‘Hi, friends!’? Don’t you think that fairness 
is not ensured in education in Japan?”  
In addition, a survey was conducted by MEXT on whether students enjoyed English at elementary school, and 
whether teachers at the junior high school are also positive about communication when students entered junior high 
school. I think that to both questions, favorable and positive results of about 80 percent were achieved. When I was 
Senior Specialist for Curriculum, we were always asked elementary school teachers not to make children hate English. 
However, now, the students corresponding to the remaining 20 percent are a bit negative. Including this matter, to 
what extent and how can practices like efforts in schools focusing on English in Gifu or nationwide be extended to 
general public elementary schools? Mr. Yamada, could you give your opinion? 
 
Yamada: Thank you for that very difficult question. The video we watched earlier was surely about a school focusing 
on English that has been making advanced efforts, though it is not a so-called experimental school. In Gifu, there are 
six districts and each district has ten elementary schools. There are general elementary schools among them. Some 
of them are schools relying on “Hi, friends!” so I think it is not wrong or rather fine for schools to develop a teaching 
plan based on “Hi, friends!” and teach in accordance with the plan. 
  Yet, though this may be a generality, from the standpoint of the boards of education of prefectures or cities and 
towns, how learning from each other is organized is important. We should think of how practices of schools focusing 
on English are spread and how an opportunity to do so is provided. The project of schools focusing on English 
education in regions ended in two years from the last school year to this school year. As schools in two districts 
designated by the MEXT last four years, two out of four years ended. This fall, 
in which the second year ended, a compulsory training program was provided 
targeting all the elementary and junior high schools. In this program, which was 
provided in the six districts, while we gathered at these schools, schools 
focusing on English conducted lessons there and talked about their difficulties 
and how they changed, and then we conducted training for teachers. I think 
having opportunities like this periodically also provides a chance to spread 
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years there have been something like 3,000 to 5,000 immigrants coming yearly. Last year 2015, we had more than 
30,000 coming in, so it is seen everywhere. And soon we are getting pupils of immigrant background to many of our 
schools. So culture will be an issue. And in that sense we are talking about cultural sensitivity so that nobody eats 
alive the other person, so to speak. 
 
Niisato: Thank you. As Professor Yoshida was the keynote speaker, many questions are for him. Among them, three 
or four people have asked a question about pronunciation. “Even in ‘Our English’, there may be a lowest allowable 
level of pronunciation for people speaking English as a second language, if not native English speakers. What do you 
think about that?” 
 
Yoshida: Thank you. This means what English as a so-called international common language is like. I define it as 
form of language generated by adjusting words so that the speaker and the listener understand each other when 
they have communication internationally, as an international common language. In such cases, as stated in Mr. 
Yamanouchi’s study, all college students want to take the English of native speakers as a model. However, since their 
English ability does not reach that level, they say they want to be like a Japanese person who can speak English.  
From the standpoint of native English speakers, the English that a native speaker speaks when talking with a non-
native speaker is English as an international common language. And such English is based on that of native speakers.  
 For example, English spoken as an international common language by a native speaker who has taught English in 
Japan is very good in terms of pronunciation and relatively easy in terms of grammar, and not so many slang words 
are used. Such English is very clear. Regardless of whether the person is an American, British, or Australian, all 
native speakers pronounce similarly when they talk with high school and junior high school students in Japan. It is 
said that when they go back to their country, people say to them, “What happened to your English?” That is, their 
English is no longer the English of native speakers. To tell the truth, I think English as an international common 
language created by such native speakers is the most beautiful. So in a sense, that English can be used as a model. 
However, as it is only a model, whether non-native speakers will be able to speak such English is another matter. The 
English of native speakers is great as a model, but I think English as an international common language is probably 
the most beautiful and the easiest to understand and learn.  
 
Niisato: Thank you. There are many other questions.  
I have anticipated questions such as what is the achievement goal of English for the Japanese that students in 
elementary schools, junior high schools, high schools, and universities, or the general public should aim at, and which 
stage should be achieved at the level of elementary school, junior high school, or high school.  
While the Central Council for Education is now deliberating those questions to prepare the Course of Study, I 
expected to hear about them. It was also stated that the number of classes would increase to three hours per week for 
fifth and sixth graders at first, but has more recently been decided to increase only to two hours per week. I also hope 
to hear about that.  
Next, I also wonder about the teaching system, especially the English ability of English teachers in elementary 
school, how in-service training is provided, and what and in which phase of teacher training at university those who 
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newly become elementary school teachers should learn. Besides, as I mentioned 
earlier, I wonder what to do for in-service training for current elementary school 
teachers to teach English at elementary school as a homeroom teacher. I am interested 
in these matters. 
 In addition, ways of making an assessment at elementary school and reporting an 
assessment to junior high schools when students take an entrance exam for private 
junior high schools, whether a numerical evaluation on a five-grade scale should be 
made at elementary school or whether an assessment is made in writing, and other matters. I myself have many 
questions to ask, but I will move on to the next question for Mr. Yamada. The question is “It would be appreciated if 
Mr. Yamada could describe occasions in which teachers of elementary and junior high schools actually set goals and 
design classes in specific terms.” Please respond as you see fit.  
 
Yamada: In each area of Gifu Prefecture, a regional conference is held three times a year. This is common to all 
areas. For example, in the first meeting, all the teachers of elementary, junior high, and high schools observe 
elementary school classes and then perform a study of them. The second meeting is for junior high school, and the 
third meeting is for high school. The conference is held three times a year in this way, and they have to prepare for 
each meeting. So I think there are at least three occasions in which teachers of elementary schools and junior high 
schools gather. In addition to those occasions, there is the summer break. Yet, so far as goal setting goes, in many 
cases, goals are set at the beginning or end of the school year, and it is not a matter of course to establish a goal 
through the year. Therefore, teachers should gather at the end of the school year to set goals. 
 However, though this is not only for schools focusing on English, we believe it is necessary to go through stages. 
It is easy to ask each school to set goals or design classes and schools can make something if anything is allowable, 
but this is completely meaningless. In Gifu, first the Prefectural Board of Education presents a model. Next, the 
prefectural teachers’ association has a meeting the following year and creates a model. Then schools focusing on 
English create a model. In this way, after taking those three steps, all the elementary and junior high schools create a 
model the next year. I would like to add that those steps have been taken.  
 
Niisato: Thank you. I introduced some of my questions a little earlier. I feel that questions on English education in 
elementary school have concentrated mostly on how human resources as teachers teaching English at elementary 
school should be developed. May I ask Professor Yoshida this question again?  
 This is the question: “Although children are assertive, their parents’ generation has been fixed on the idea that the 
English of, say, non-native English is fake. Likewise, the board of education is stuck with dependence on native 
speakers and has implanted that fixed idea among the children’s generation. I think that to gain basic skills while in 
elementary school, English learning with a combination of Japanese and other non-native English speakers is much 
more effective than learning only the English of native speakers. What do you think about the utilization of non-
native speakers?” 
If panelists from abroad can answer this question, please raise your hand. Now Professor Yoshida, please. 
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Yoshida: I could not agree more. According to our survey, Filipinos now account for 30% of ALTs at elementary 
schools, and many of them have stayed in Japan longer than those from the U.S. and other countries under the JET 
program and are at intermediate or advanced levels in terms of the Japanese language. Besides, in one aspect, as they 
are Asians, like us, homeroom teachers may feel easier to interact with them.  
From the perspective of English as an international common language, there is no necessity to be a native speaker. 
While currently one-third of those using English may be native speakers in the world, two-thirds are non-native 
speakers. We go to not only the U.S. and English-speaking countries but also other countries worldwide and 
communicate with a variety of people speaking English in such countries. In that sense, we have no need to depend 
on native speakers. 
 In our study on ALTs, including those from various private businesses and staffing companies, they come from 
probably 30 to 40 countries worldwide. These people have played an adequate role. We heard a talk about culture 
earlier. What I find great, for instance, are English Immersion Camps like the one organized by the Kumon Group. 
In this Immersion Camp, international students at Ritsumeikan Asia Pacific University act as camp leaders. There 
are few native speakers among those international students. People from various countries in Asia or Africa conduct 
activities in English with children in Japan. Participating children also enjoy the camp very much.  
Another thing I remember is that when I visited the camp, they all made presentations on the last day. People from 
African countries performed African dance. People from various countries wore their national dress and did various 
things. I really think such activities lead to international understanding.   
 English should be considered to be a language for international understanding. Those who specialize in American 
literature and English literature should learn American English and British English accurately. However, I do not 
think there are many such people. If you want to learn English to talk with people from various countries, you have 
no need to be taught by native speakers. 
 For matters related to the Board of Education, actually, Tokyo also has a provision stipulating that ALTs must be 
native speakers. As I have chaired the English Education Revision Committee for Tokyo, I am asking that this 
provision be abandoned. When I went to Niigata, I was surprised that all the ALTs I met were Japanese. Because they 
can communicate well with homeroom teachers, it is easier to develop a class. These ALTs have experience staying 
overseas and are fluent in English, so they can present a variety of topics. I believe various possibilities should be 
left open.  
 
Niisato: Is there anyone among the other panelists who have something to say? What about you, Dr. Tai? 
 
 Tai: OK, I think from the English as the lingua franca aspect, I would 
like to say that there are world Englishes. For students who are non-native 
learn English, they may or may not intend to be native-like. However, as 
we introduce English into the formal education system, teachers who are 
teaching children English still need to be good proficiency to teach 
students correct English. And what I mean by correct English, I mean that 
you can have different kinds of aspects, but your English need to be clear, 
147
Section 2:Panel DiscussionSection 2:Panel Discussion
newly become elementary school teachers should learn. Besides, as I mentioned 
earlier, I wonder what to do for in-service training for current elementary school 
teachers to teach English at elementary school as a homeroom teacher. I am interested 
in these matters. 
 In addition, ways of making an assessment at elementary school and reporting an 
assessment to junior high schools when students take an entrance exam for private 
junior high schools, whether a numerical evaluation on a five-grade scale should be 
made at elementary school or whether an assessment is made in writing, and other matters. I myself have many 
questions to ask, but I will move on to the next question for Mr. Yamada. The question is “It would be appreciated if 
Mr. Yamada could describe occasions in which teachers of elementary and junior high schools actually set goals and 
design classes in specific terms.” Please respond as you see fit.  
 
Yamada: In each area of Gifu Prefecture, a regional conference is held three times a year. This is common to all 
areas. For example, in the first meeting, all the teachers of elementary, junior high, and high schools observe 
elementary school classes and then perform a study of them. The second meeting is for junior high school, and the 
third meeting is for high school. The conference is held three times a year in this way, and they have to prepare for 
each meeting. So I think there are at least three occasions in which teachers of elementary schools and junior high 
schools gather. In addition to those occasions, there is the summer break. Yet, so far as goal setting goes, in many 
cases, goals are set at the beginning or end of the school year, and it is not a matter of course to establish a goal 
through the year. Therefore, teachers should gather at the end of the school year to set goals. 
 However, though this is not only for schools focusing on English, we believe it is necessary to go through stages. 
It is easy to ask each school to set goals or design classes and schools can make something if anything is allowable, 
but this is completely meaningless. In Gifu, first the Prefectural Board of Education presents a model. Next, the 
prefectural teachers’ association has a meeting the following year and creates a model. Then schools focusing on 
English create a model. In this way, after taking those three steps, all the elementary and junior high schools create a 
model the next year. I would like to add that those steps have been taken.  
 
Niisato: Thank you. I introduced some of my questions a little earlier. I feel that questions on English education in 
elementary school have concentrated mostly on how human resources as teachers teaching English at elementary 
school should be developed. May I ask Professor Yoshida this question again?  
 This is the question: “Although children are assertive, their parents’ generation has been fixed on the idea that the 
English of, say, non-native English is fake. Likewise, the board of education is stuck with dependence on native 
speakers and has implanted that fixed idea among the children’s generation. I think that to gain basic skills while in 
elementary school, English learning with a combination of Japanese and other non-native English speakers is much 
more effective than learning only the English of native speakers. What do you think about the utilization of non-
native speakers?” 
If panelists from abroad can answer this question, please raise your hand. Now Professor Yoshida, please. 
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Yoshida: I could not agree more. According to our survey, Filipinos now account for 30% of ALTs at elementary 
schools, and many of them have stayed in Japan longer than those from the U.S. and other countries under the JET 
program and are at intermediate or advanced levels in terms of the Japanese language. Besides, in one aspect, as they 
are Asians, like us, homeroom teachers may feel easier to interact with them.  
From the perspective of English as an international common language, there is no necessity to be a native speaker. 
While currently one-third of those using English may be native speakers in the world, two-thirds are non-native 
speakers. We go to not only the U.S. and English-speaking countries but also other countries worldwide and 
communicate with a variety of people speaking English in such countries. In that sense, we have no need to depend 
on native speakers. 
 In our study on ALTs, including those from various private businesses and staffing companies, they come from 
probably 30 to 40 countries worldwide. These people have played an adequate role. We heard a talk about culture 
earlier. What I find great, for instance, are English Immersion Camps like the one organized by the Kumon Group. 
In this Immersion Camp, international students at Ritsumeikan Asia Pacific University act as camp leaders. There 
are few native speakers among those international students. People from various countries in Asia or Africa conduct 
activities in English with children in Japan. Participating children also enjoy the camp very much.  
Another thing I remember is that when I visited the camp, they all made presentations on the last day. People from 
African countries performed African dance. People from various countries wore their national dress and did various 
things. I really think such activities lead to international understanding.   
 English should be considered to be a language for international understanding. Those who specialize in American 
literature and English literature should learn American English and British English accurately. However, I do not 
think there are many such people. If you want to learn English to talk with people from various countries, you have 
no need to be taught by native speakers. 
 For matters related to the Board of Education, actually, Tokyo also has a provision stipulating that ALTs must be 
native speakers. As I have chaired the English Education Revision Committee for Tokyo, I am asking that this 
provision be abandoned. When I went to Niigata, I was surprised that all the ALTs I met were Japanese. Because they 
can communicate well with homeroom teachers, it is easier to develop a class. These ALTs have experience staying 
overseas and are fluent in English, so they can present a variety of topics. I believe various possibilities should be 
left open.  
 
Niisato: Is there anyone among the other panelists who have something to say? What about you, Dr. Tai? 
 
 Tai: OK, I think from the English as the lingua franca aspect, I would 
like to say that there are world Englishes. For students who are non-native 
learn English, they may or may not intend to be native-like. However, as 
we introduce English into the formal education system, teachers who are 
teaching children English still need to be good proficiency to teach 
students correct English. And what I mean by correct English, I mean that 
you can have different kinds of aspects, but your English need to be clear, 
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and people can understand you. And there are no big mistakes of language usage., Actually I have read an article 
before, which talked about English teachers. Do you know that children, for children, a good English teacher is not 
someone who has excellent pronunciation or good language proficiency, but could be close with them, talk to them, 
and be nice to them? That is the priority that children pick for a good English teacher. So I think we need to consider 
these elements when we are trying to implement English into elementary school. May be good proficiency is not the 
only criteria that we select our English teachers.  
 
Niisato: We have received a valuable comment. I think one of the merits of homeroom teachers’ great efforts in 
elementary school classrooms in Japan is that they can understand students and provide lessons taking students’ 
feelings into consideration. This is a very good point. But discussions may not deepen if I talk about advantages only, 
so I would like to ask Mr. Yamada a question.  
The question is this: “I think the efforts in Gifu are ideal, but what would you suggest for homeroom teachers at 
general public elementary schools who have to rely only on a text material ‘Hi, friends!’? Don’t you think that fairness 
is not ensured in education in Japan?”  
In addition, a survey was conducted by MEXT on whether students enjoyed English at elementary school, and 
whether teachers at the junior high school are also positive about communication when students entered junior high 
school. I think that to both questions, favorable and positive results of about 80 percent were achieved. When I was 
Senior Specialist for Curriculum, we were always asked elementary school teachers not to make children hate English. 
However, now, the students corresponding to the remaining 20 percent are a bit negative. Including this matter, to 
what extent and how can practices like efforts in schools focusing on English in Gifu or nationwide be extended to 
general public elementary schools? Mr. Yamada, could you give your opinion? 
 
Yamada: Thank you for that very difficult question. The video we watched earlier was surely about a school focusing 
on English that has been making advanced efforts, though it is not a so-called experimental school. In Gifu, there are 
six districts and each district has ten elementary schools. There are general elementary schools among them. Some 
of them are schools relying on “Hi, friends!” so I think it is not wrong or rather fine for schools to develop a teaching 
plan based on “Hi, friends!” and teach in accordance with the plan. 
  Yet, though this may be a generality, from the standpoint of the boards of education of prefectures or cities and 
towns, how learning from each other is organized is important. We should think of how practices of schools focusing 
on English are spread and how an opportunity to do so is provided. The project of schools focusing on English 
education in regions ended in two years from the last school year to this school year. As schools in two districts 
designated by the MEXT last four years, two out of four years ended. This fall, 
in which the second year ended, a compulsory training program was provided 
targeting all the elementary and junior high schools. In this program, which was 
provided in the six districts, while we gathered at these schools, schools 
focusing on English conducted lessons there and talked about their difficulties 
and how they changed, and then we conducted training for teachers. I think 
having opportunities like this periodically also provides a chance to spread 
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years there have been something like 3,000 to 5,000 immigrants coming yearly. Last year 2015, we had more than 
30,000 coming in, so it is seen everywhere. And soon we are getting pupils of immigrant background to many of our 
schools. So culture will be an issue. And in that sense we are talking about cultural sensitivity so that nobody eats 
alive the other person, so to speak. 
 
Niisato: Thank you. As Professor Yoshida was the keynote speaker, many questions are for him. Among them, three 
or four people have asked a question about pronunciation. “Even in ‘Our English’, there may be a lowest allowable 
level of pronunciation for people speaking English as a second language, if not native English speakers. What do you 
think about that?” 
 
Yoshida: Thank you. This means what English as a so-called international common language is like. I define it as 
form of language generated by adjusting words so that the speaker and the listener understand each other when 
they have communication internationally, as an international common language. In such cases, as stated in Mr. 
Yamanouchi’s study, all college students want to take the English of native speakers as a model. However, since their 
English ability does not reach that level, they say they want to be like a Japanese person who can speak English.  
From the standpoint of native English speakers, the English that a native speaker speaks when talking with a non-
native speaker is English as an international common language. And such English is based on that of native speakers.  
 For example, English spoken as an international common language by a native speaker who has taught English in 
Japan is very good in terms of pronunciation and relatively easy in terms of grammar, and not so many slang words 
are used. Such English is very clear. Regardless of whether the person is an American, British, or Australian, all 
native speakers pronounce similarly when they talk with high school and junior high school students in Japan. It is 
said that when they go back to their country, people say to them, “What happened to your English?” That is, their 
English is no longer the English of native speakers. To tell the truth, I think English as an international common 
language created by such native speakers is the most beautiful. So in a sense, that English can be used as a model. 
However, as it is only a model, whether non-native speakers will be able to speak such English is another matter. The 
English of native speakers is great as a model, but I think English as an international common language is probably 
the most beautiful and the easiest to understand and learn.  
 
Niisato: Thank you. There are many other questions.  
I have anticipated questions such as what is the achievement goal of English for the Japanese that students in 
elementary schools, junior high schools, high schools, and universities, or the general public should aim at, and which 
stage should be achieved at the level of elementary school, junior high school, or high school.  
While the Central Council for Education is now deliberating those questions to prepare the Course of Study, I 
expected to hear about them. It was also stated that the number of classes would increase to three hours per week for 
fifth and sixth graders at first, but has more recently been decided to increase only to two hours per week. I also hope 
to hear about that.  
Next, I also wonder about the teaching system, especially the English ability of English teachers in elementary 
school, how in-service training is provided, and what and in which phase of teacher training at university those who 
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schools. Would you please answer that question including what you think of this matter in the elementary school?  
 
Yamada: Whether it is possible to hint at the fun of English at an early stage is the very challenge that I mentioned 
earlier. As I showed in slides for future efforts, though the slides showed elementary and junior high schools, I would 
like to consider what should be used as language materials, that is, language materials and activities to be repeated.   
 Relative pronouns were given as an example. For instance, in some elementary schools, the experience usage for 
present perfect is taught to sixth graders. Of course, students understand nothing about sentence structure. Teachers 
just tell them to say the whole sentence, without mentioning a word about the structure.  
 Whether it does any good does not matter here. I mean, present perfect appears in textbooks selected in Gifu in the 
first term of the ninth grade of junior high school. Many junior high school teachers think that they should not make 
students use present perfect until then, and make them use other expressions when they want to speak about such 
things. Though that is an important way of teaching, I think it is better to make students employ that usage if it is 
natural and scenes or language activities where the usage should be employed have been set.  
What I want to say is that language materials used at elementary schools are currently determined in the world 
surrounding elementary school students or the world of elementary school. Or “Hi, friends!” As there are some 
language materials that should be entrenched in the junior high school, we might want to introduce some of them. I 
think it is necessary to repeatedly use such materials through elementary and junior high schools.  
 For the junior high school, the Course of Study state that language materials should be treated flexibly. The same 
attitude may be required from the standpoint of the span of elementary through junior high schools. We need to go 
ahead without being restricted by the array determined by textbook publishers, yet that is very difficult. Teachers 
basically use textbooks at the junior high school. Teachers understand that they should not teach textbooks and teach 
using textbooks, but they are certain to use textbooks. Any plan of array that is not that array will surely bring 
confusion. So I am thinking what to do about the matter. Maybe what is used at the elementary school as language 
materials cannot be discussed at the prefectural level in the first place. At any rate, I think this is an issue to be 
considered.  
 
Niisato: Professor Yoshida, what is your opinion? 
 
Yoshida: At present, the centerpiece of English education is an approach linking elementary schools through high 
schools with the idea of CAN-DO criteria and ensuring consistency there. In that approach, English education is 
structured based on not what students know about English but what they can do using English. 
 When what students can do is clear, we can choose language materials within the context of what they can do. 
Using a structural syllabus from the start and introducing CAN-DO that fits the syllabus is the other way around. 
Therefore, I think, as the basic concept, the right idea is that consistency of what students will be able to do using 
English is first presented in the form of CAN-DO and language materials needed to achieve the objective are 
introduced later. 
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efforts of various schools in various regions.   
 
Niisato: I would like to pick another question. In comments made by the five panelists a little earlier, they said that 
after all, what is the most important in class is to make students actually use English. We can say unless we do so, 
children’s communication skills cannot be developed. As a defining characteristic, however, Japanese people were 
once said not to express their opinions too much, or rather, not even having an opinion was considered a virtue. 
Though this tendency has gradually changed recently, what do Professor Yoshida and Mr. Yamada think about this? 
Moreover, I would like to ask the three panelists from abroad what they think about teachers’ approaches as a form 
of class that makes students speak up. Now, Professor Yoshida, please. 
 
Yoshida: This is not only about languages, but applies to anything. With no chance to utilize a language, we can do 
nothing about it. Even if you memorize a language as pure knowledge, it will go nowhere. Another thing I am 
concerned is that if you only practice patterns, they will also disappear. You will then gradually become bored and 
fed up with English. So I think it is necessary to use English as a way of meaningful communication to really make 
use of the language. To this end, the language activities, communication activities, and language knowledge should 
be combined in a lesson structure. Whatever form the structure is used, it is necessary to develop classes combining 
these three activities. If such classes are not provided, some students may become really fed up with English. And as 
a result, even though English education is finally started from the third grade of elementary school, this effort may 
end up to be in vain. Therefore, I believe classes strictly adhering to that concept are required.   
 
Niisato: Next, Mr. Yamada, please. 
 
Yamada: I agree with the view that it is essential to make students actually use English and in doing so, it is important 
for them to exchange their thoughts and feelings with each other. I also feel that children are not very skillful at 
exchanging their thoughts, and have difficulty developing an opinion or tend not to have their opinion in the first 
place.  
 However, students, and adults as well, want to share their ideas and expect others to understand their feelings. 
They just have trouble doing so or various impediments in the way of doing so, but they surely have such a desire. 
Therefore, sticking to this belief, we first need to adhere to the basic premise that classes in which students exchange 
their thoughts and feelings with each other should be provided. When you ask a student, “What do you think about…?” 
and he or she says nothing, you think this is beyond his or her ability and do not ask him or her any questions. You 
should not take such an attitude, and need to hold to the conviction.  
 Besides, a level of teaching method or a teaching level matters significantly. As Professor Yoshida said, it is 
necessary to engage students in language activities. That is, it is important to make students have an objective. When 
teachers become enthusiastic about the approach, they tend to increase language materials used, hoping to make 
students to speak about more and more topics. Teachers need to select contents. Viewed from the opposite side, 
specific goals should be set. Of course teachers need to speak English as much as possible during class. In addition, 
I ask teachers in Gifu to communicate with their students in English. I ask them to interact with students in English 
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even in a short time, as well as to praise children or give instructions in English. Such efforts are also a way of 
teaching. When such efforts are combined, the desire to communicate something, make something known and 
understood that students originally have may be expressed. Of course, this is not easy, given basic matters including 
classroom management, but with such belief and through invention and improvement of specific teaching methods, 
I would like to see those classes realized.  
 
Niisato: Thank you. I would like to move on to other questions.  
 As I mentioned earlier, and probably Mr. Yamada also did, the current foreign language activities will start from 
the third and fourth grade under the proposed plan for the next Course of Study. And the foreign language subject 
will start from the fifth and sixth grade in place of the current foreign language activities. However, such attempts 
might result in a further increase in students who hate English by the time when they are in the junior high school. 
To avoid this, we should consider what kind of teaching is required and how teachers need to prepare themselves. In 
some countries, it seems that English education starts from the first grade of an elementary school. When English 
education is provided from the elementary school and some children hate English, for example, according to Dr. 
Prasongporn, various types of English education is provided at elementary school in Thailand. Can students choose 
the type, or does a teacher direct them? I would like to ask Dr. Prasongporn for her opinion about these questions. 
The longer English education in elementary school is extended, the better received it would be by students who like 
English. On the other hand, how should we deal with those who have negative feelings about English?  
 
Prasongporn: So, for young learners, I would like to suggest that teachers should cultivate first impression in 
learning English. Good attitude makes English lesson more fun instead of putting a grammatical point. And try to 
raise awareness of the English language that is the key to success in the future and for the better understanding among 
nations.  
I would like to recommend the activity that we can use in the classroom that I join with one of the professors at my 
university. We cooperate with Rotary International to run the program literacy project by training the teacher. It is 
called “Concentrated Language Encounter.” First of all, we use the text base and activity base.  
For text base, we use story. That’s very easy for young learners, too, to learn the language. So first, a teacher tells a 
story and then students will practice more on listening and speaking.  
And the second stage, let them retelling the story by recalling what they have heard before. And in this stage, we do 
the role play so the teacher will read the story again, and then we can the student understanding by their role playing. 
So this stage will help the student form the meaning, and try to act out according to what they have heard.  
The third step, after they understand the whole meaning of the story, 
we have to negotiate the text by letting the student use the own 
language, and then to create the sentences according to the story. But 
the sentence is from the student’s language not the teacher language, 
OK? And then after we negotiated text, the teacher will write what 
the student tell them. And then, make the big book. Why the students 
interpret the sentences from the negotiating stage, they draw the 
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picture according to the sentences they have write together.  
So the teacher, why the student draws the picture, and how about this, the teacher? The teacher should teach them 
individually how to pronounce this word, and let them make the whole group read the text together. 
 The last one, we focus on language activities. We will use the student’s big book as the resource for them. And the 
teacher can teach grammatical points, I mean discrete-point start from a pronunciation, words, and a small unit. I 
mean small unit of language. And then the whole pictures. That is, I think that these kinds of methodologies will 
make the students have more fun in the English class. 
 
Niisato: Thank you. How about the other panelists? Ms. Halvari? Do you have anything to say? 
 
Halvari: What I think I would like to say is that for, in Finland, we have a major, not problem but there is a debate 
going on at the moment about teaching materials. Because traditionally, what has happened is that we have a teacher, 
good teacher who takes the study book from the book shelf, and then goes according to the book, and the teacher 
might never remember to look at the pupils, the student and their needs. I think what we are trying at the moment is 
sort of give the opportunity and courage to the teachers themselves to make their decisions on the teaching materials 
they can use. So that they do not work for the teaching materials, they do not work for the system, they do not work 
for their head masters or policy makers. But they really work for the pupil and their needs. And this I think is one of 
the key issues that might help when a student, a pupil has problems. When the teacher looks at the pupil and asks 
him or her, “Hey, you are having difficulty with this, you hate English. Why is it? What has happened?” You do not 
get the answers, if you are not going to ask the pupil what happen to his motivation to study English. So that is I think 
a part of the solution to the problem, which is huge, and there is not only one solution, but it is mixture different kind 
of solutions.  
 
Niisato: Thank you.  
 Now I would like to ask a question on a bit more specific topics. This is a question from a high school teacher. The 
teacher says, “I feel every day that class contents are separated between elementary school, junior high school, and 
high school and lack continuity. For example, limited items for relative pronouns are taught at junior high school and 
students think that that is all there is to it. When they learn more at high school, some of them are surprised and may 
become fed up. I hope that the door would not be closed for them but open. Even at an early stage, we should suggest 
that there is something else and that it is more fun. Is that possible?”  
 For example, I think that numbers and articles are not taught in English composition in Gifu. I think it is possible 
to teach students intriguingly so that only one student can be interested, even though it may be impossible to get all 
the students interested. For instance, the difference between countable and uncountable nouns comes as a big surprise. 
What do you think, Mr. Yamada and Professor Yoshida? I would also appreciate it if you could mention cooperation 
among elementary schools, junior high schools, and high schools or how to set systematic goals that can cover all the 
developmental stages from elementary to high schools.  What kind of contents should be learned at the elementary 
school as the first stage of English education? Mr. Yamada talked in particular about systematicity. In his presentation, 
he said systematicity of English patterns and grammar used must be included in the contents for junior high and high 
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even in a short time, as well as to praise children or give instructions in English. Such efforts are also a way of 
teaching. When such efforts are combined, the desire to communicate something, make something known and 
understood that students originally have may be expressed. Of course, this is not easy, given basic matters including 
classroom management, but with such belief and through invention and improvement of specific teaching methods, 
I would like to see those classes realized.  
 
Niisato: Thank you. I would like to move on to other questions.  
 As I mentioned earlier, and probably Mr. Yamada also did, the current foreign language activities will start from 
the third and fourth grade under the proposed plan for the next Course of Study. And the foreign language subject 
will start from the fifth and sixth grade in place of the current foreign language activities. However, such attempts 
might result in a further increase in students who hate English by the time when they are in the junior high school. 
To avoid this, we should consider what kind of teaching is required and how teachers need to prepare themselves. In 
some countries, it seems that English education starts from the first grade of an elementary school. When English 
education is provided from the elementary school and some children hate English, for example, according to Dr. 
Prasongporn, various types of English education is provided at elementary school in Thailand. Can students choose 
the type, or does a teacher direct them? I would like to ask Dr. Prasongporn for her opinion about these questions. 
The longer English education in elementary school is extended, the better received it would be by students who like 
English. On the other hand, how should we deal with those who have negative feelings about English?  
 
Prasongporn: So, for young learners, I would like to suggest that teachers should cultivate first impression in 
learning English. Good attitude makes English lesson more fun instead of putting a grammatical point. And try to 
raise awareness of the English language that is the key to success in the future and for the better understanding among 
nations.  
I would like to recommend the activity that we can use in the classroom that I join with one of the professors at my 
university. We cooperate with Rotary International to run the program literacy project by training the teacher. It is 
called “Concentrated Language Encounter.” First of all, we use the text base and activity base.  
For text base, we use story. That’s very easy for young learners, too, to learn the language. So first, a teacher tells a 
story and then students will practice more on listening and speaking.  
And the second stage, let them retelling the story by recalling what they have heard before. And in this stage, we do 
the role play so the teacher will read the story again, and then we can the student understanding by their role playing. 
So this stage will help the student form the meaning, and try to act out according to what they have heard.  
The third step, after they understand the whole meaning of the story, 
we have to negotiate the text by letting the student use the own 
language, and then to create the sentences according to the story. But 
the sentence is from the student’s language not the teacher language, 
OK? And then after we negotiated text, the teacher will write what 
the student tell them. And then, make the big book. Why the students 
interpret the sentences from the negotiating stage, they draw the 
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picture according to the sentences they have write together.  
So the teacher, why the student draws the picture, and how about this, the teacher? The teacher should teach them 
individually how to pronounce this word, and let them make the whole group read the text together. 
 The last one, we focus on language activities. We will use the student’s big book as the resource for them. And the 
teacher can teach grammatical points, I mean discrete-point start from a pronunciation, words, and a small unit. I 
mean small unit of language. And then the whole pictures. That is, I think that these kinds of methodologies will 
make the students have more fun in the English class. 
 
Niisato: Thank you. How about the other panelists? Ms. Halvari? Do you have anything to say? 
 
Halvari: What I think I would like to say is that for, in Finland, we have a major, not problem but there is a debate 
going on at the moment about teaching materials. Because traditionally, what has happened is that we have a teacher, 
good teacher who takes the study book from the book shelf, and then goes according to the book, and the teacher 
might never remember to look at the pupils, the student and their needs. I think what we are trying at the moment is 
sort of give the opportunity and courage to the teachers themselves to make their decisions on the teaching materials 
they can use. So that they do not work for the teaching materials, they do not work for the system, they do not work 
for their head masters or policy makers. But they really work for the pupil and their needs. And this I think is one of 
the key issues that might help when a student, a pupil has problems. When the teacher looks at the pupil and asks 
him or her, “Hey, you are having difficulty with this, you hate English. Why is it? What has happened?” You do not 
get the answers, if you are not going to ask the pupil what happen to his motivation to study English. So that is I think 
a part of the solution to the problem, which is huge, and there is not only one solution, but it is mixture different kind 
of solutions.  
 
Niisato: Thank you.  
 Now I would like to ask a question on a bit more specific topics. This is a question from a high school teacher. The 
teacher says, “I feel every day that class contents are separated between elementary school, junior high school, and 
high school and lack continuity. For example, limited items for relative pronouns are taught at junior high school and 
students think that that is all there is to it. When they learn more at high school, some of them are surprised and may 
become fed up. I hope that the door would not be closed for them but open. Even at an early stage, we should suggest 
that there is something else and that it is more fun. Is that possible?”  
 For example, I think that numbers and articles are not taught in English composition in Gifu. I think it is possible 
to teach students intriguingly so that only one student can be interested, even though it may be impossible to get all 
the students interested. For instance, the difference between countable and uncountable nouns comes as a big surprise. 
What do you think, Mr. Yamada and Professor Yoshida? I would also appreciate it if you could mention cooperation 
among elementary schools, junior high schools, and high schools or how to set systematic goals that can cover all the 
developmental stages from elementary to high schools.  What kind of contents should be learned at the elementary 
school as the first stage of English education? Mr. Yamada talked in particular about systematicity. In his presentation, 
he said systematicity of English patterns and grammar used must be included in the contents for junior high and high 
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schools. Would you please answer that question including what you think of this matter in the elementary school?  
 
Yamada: Whether it is possible to hint at the fun of English at an early stage is the very challenge that I mentioned 
earlier. As I showed in slides for future efforts, though the slides showed elementary and junior high schools, I would 
like to consider what should be used as language materials, that is, language materials and activities to be repeated.   
 Relative pronouns were given as an example. For instance, in some elementary schools, the experience usage for 
present perfect is taught to sixth graders. Of course, students understand nothing about sentence structure. Teachers 
just tell them to say the whole sentence, without mentioning a word about the structure.  
 Whether it does any good does not matter here. I mean, present perfect appears in textbooks selected in Gifu in the 
first term of the ninth grade of junior high school. Many junior high school teachers think that they should not make 
students use present perfect until then, and make them use other expressions when they want to speak about such 
things. Though that is an important way of teaching, I think it is better to make students employ that usage if it is 
natural and scenes or language activities where the usage should be employed have been set.  
What I want to say is that language materials used at elementary schools are currently determined in the world 
surrounding elementary school students or the world of elementary school. Or “Hi, friends!” As there are some 
language materials that should be entrenched in the junior high school, we might want to introduce some of them. I 
think it is necessary to repeatedly use such materials through elementary and junior high schools.  
 For the junior high school, the Course of Study state that language materials should be treated flexibly. The same 
attitude may be required from the standpoint of the span of elementary through junior high schools. We need to go 
ahead without being restricted by the array determined by textbook publishers, yet that is very difficult. Teachers 
basically use textbooks at the junior high school. Teachers understand that they should not teach textbooks and teach 
using textbooks, but they are certain to use textbooks. Any plan of array that is not that array will surely bring 
confusion. So I am thinking what to do about the matter. Maybe what is used at the elementary school as language 
materials cannot be discussed at the prefectural level in the first place. At any rate, I think this is an issue to be 
considered.  
 
Niisato: Professor Yoshida, what is your opinion? 
 
Yoshida: At present, the centerpiece of English education is an approach linking elementary schools through high 
schools with the idea of CAN-DO criteria and ensuring consistency there. In that approach, English education is 
structured based on not what students know about English but what they can do using English. 
 When what students can do is clear, we can choose language materials within the context of what they can do. 
Using a structural syllabus from the start and introducing CAN-DO that fits the syllabus is the other way around. 
Therefore, I think, as the basic concept, the right idea is that consistency of what students will be able to do using 
English is first presented in the form of CAN-DO and language materials needed to achieve the objective are 
introduced later. 
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efforts of various schools in various regions.   
 
Niisato: I would like to pick another question. In comments made by the five panelists a little earlier, they said that 
after all, what is the most important in class is to make students actually use English. We can say unless we do so, 
children’s communication skills cannot be developed. As a defining characteristic, however, Japanese people were 
once said not to express their opinions too much, or rather, not even having an opinion was considered a virtue. 
Though this tendency has gradually changed recently, what do Professor Yoshida and Mr. Yamada think about this? 
Moreover, I would like to ask the three panelists from abroad what they think about teachers’ approaches as a form 
of class that makes students speak up. Now, Professor Yoshida, please. 
 
Yoshida: This is not only about languages, but applies to anything. With no chance to utilize a language, we can do 
nothing about it. Even if you memorize a language as pure knowledge, it will go nowhere. Another thing I am 
concerned is that if you only practice patterns, they will also disappear. You will then gradually become bored and 
fed up with English. So I think it is necessary to use English as a way of meaningful communication to really make 
use of the language. To this end, the language activities, communication activities, and language knowledge should 
be combined in a lesson structure. Whatever form the structure is used, it is necessary to develop classes combining 
these three activities. If such classes are not provided, some students may become really fed up with English. And as 
a result, even though English education is finally started from the third grade of elementary school, this effort may 
end up to be in vain. Therefore, I believe classes strictly adhering to that concept are required.   
 
Niisato: Next, Mr. Yamada, please. 
 
Yamada: I agree with the view that it is essential to make students actually use English and in doing so, it is important 
for them to exchange their thoughts and feelings with each other. I also feel that children are not very skillful at 
exchanging their thoughts, and have difficulty developing an opinion or tend not to have their opinion in the first 
place.  
 However, students, and adults as well, want to share their ideas and expect others to understand their feelings. 
They just have trouble doing so or various impediments in the way of doing so, but they surely have such a desire. 
Therefore, sticking to this belief, we first need to adhere to the basic premise that classes in which students exchange 
their thoughts and feelings with each other should be provided. When you ask a student, “What do you think about…?” 
and he or she says nothing, you think this is beyond his or her ability and do not ask him or her any questions. You 
should not take such an attitude, and need to hold to the conviction.  
 Besides, a level of teaching method or a teaching level matters significantly. As Professor Yoshida said, it is 
necessary to engage students in language activities. That is, it is important to make students have an objective. When 
teachers become enthusiastic about the approach, they tend to increase language materials used, hoping to make 
students to speak about more and more topics. Teachers need to select contents. Viewed from the opposite side, 
specific goals should be set. Of course teachers need to speak English as much as possible during class. In addition, 
I ask teachers in Gifu to communicate with their students in English. I ask them to interact with students in English 
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 Another thing is that many people imagine only 
form--based grammar when it comes to grammar. 
This is the common grammar we learn in grammar 
books. However, there are various kinds of 
grammar including functional grammar and lexical 
grammar. Grammar consists of the rules that 
constitute sentences, and should be approachable 
from more than one direction. How should we 
choose something that fits each CAN-DO and is equivalent to grammar? This presents a great challenge. Though it 
is a very big challenge in developing the Course of Study, we have to overcome it. I believe that the CAN-DO 
centered approach will go wrong if grammar is considered with the traditional mindset.  
 For example, first line up CAN-DO criteria, perform the activities based on them, and think what kinds of 
sentence patterns are learned incidentally. These steps are appropriate. I believe that we need to strictly follow the 
steps.  
 
Niisato: Thank you. In view of discussions of the working group for foreign languages on MEXT’s website, a teacher 
said that even if the descriptors of the CAN-DO list are prepared, this approach will not actually work unless 
language-use scenes, length of texts, grammar and other matters are connected. So I have a strong interest in the 
direction of MEXT as a whole regarding this issue.  
 I understand what the word “systematic” means, but the phrase “not just moving up the learning content in junior 
high school to elementary school” is also used. Rather, some of the leanings in the eighth grade of junior high school, 
for example, “want to ~” have been accelerated, yet teachers have students use such sentences without making them 
aware of it as a usage of the infinitive. Will such teaching be done, given systematicity for elementary schools?  
 
Yoshida: I think so. First, what can be done with CAN-DO will be a central. For example, when the question “What 
do you want to be?” appears, it is not necessary to explain the sentence in terms of grammar. At first, such sentences 
can be used as chunk or idiomatic expressions. At some point, when other expressions cannot be used without 
knowledge of the grammar, then the rules should be explained. So we should shake off the idea that if children learn 
an expression, they have to be taught all the rules of the expression from the start. 
 
Niisato: Thank you. Going back to the topic that the panelists from abroad can join in on.  
 Each child has his or her first language. In addition, children learn English. Ms. Halvari and Dr. Tai mentioned 
language arts. Children’s mother tongues are grouped in the arts, and when they are in the third and fourth grades, 
languages are separated into English and the mother tongue. Both languages are treated as the same field. This 
question relates to this issue, learning the subject of the first language. “I think there is a possibility of a coordinated 
connection with the subject of the first language from the standpoint of learning of languages and communication. 
How do you think the first language subject currently is connected with English at elementary schools where 
homeroom teachers teach both the first language and English? Also, could you advise us on any precautions in making 
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the connection.” Two people asked such a question.  
 Ms. Halvari, would you make a comment on connecting the teaching of the mother tongue and English. 
 
Halvari: I have no answers for that one. But I can assure you that at the moment, 
also one of the debates, or not to debate, but we are trying to put together mother 
tongue teaching and languages teaching. Not that they will be one teaching both but 
that the terminology used for both mother tongue and the foreign languages would 
be the same. They would have the same kind of ideals in a teaching processes, and 
also make use of any kinds of materials or any knowledge they have in either subject, 
and all this is the underlining idea that nobody is perfect. You do not have to be 
perfect in order to embed languages in teaching for Finnish as a mother tongue, or 
vice versa, you suggesting ideas you are trying to work as an advocates for further learning. So there is no simple 
answer to that. Just you have to begin somewhere, and then go on from that. 
 
Niisato: Thank you. Mr. Yamada and Professor Yoshida, do you have anything to say on the connection between 
mother tongue education and English education? 
 
Yoshida: The Central Council for Education is currently working on this matter. When you think about languages, it 
is certain there should be a common concept or foundation, which corresponds to language skills, in both Japanese 
and English. The problem is whether Japanese education is the same as the first language education. When Japanese 
is deemed as the same as other languages, naturally there are fundamental issues on competence in teaching 
Japanese, including language rules. This competence has something in common with competence in using English. 
Considering both competences serves a common good in the acquisition of both of the languages. This is a matter of 
awareness. Languages are different or common in that way. What can be expressed in Japanese sometimes cannot 
be expressed in English, or vice versa. I think it is very important to cultivate such an awareness. However, whether 
it is important to expressly teach this from elementary school is another question. It is important for students to 
discover this, so even if this concept on Japanese is included in English education in elementary school, we need to 
pay careful attention in doing so.  
 
Niisato: Thank you. I would like to wrap it up.  
 In every panelist’s presentation, the specific word “Interaction” appeared on slides. Teachers have interaction with 
students. Students have interaction with each other. I understood that that is the essence of using the English language.  
 There are few classes in the high school, junior high school, or elementary school in which students can 
communicate their own messages or feelings in English. Rather, the elementary school exchanges such messages 
using expressions like “I like ……”, “What do you want to be?”, or “I want to be ……,” though these remain at a 
simple level. At the junior high and high schools, the number of opportunities to interact decreases significantly. 
Teachers give an explanation unilaterally, and students just read aloud from a textbook at the end of the class.  
According to Benesse’s statistical data, an activity that is conducted most often in class at junior high and high 
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schools in Japan is reading out from textbooks or other materials. Evidence of the effectiveness of reading out 
education materials has been provided by many academics. The activity is then followed by pronunciation practice 
and an explanation of grammar. Those are the top three activities. I think that reading out materials only is not enough 
without the step in which English sentences students become familiar with by reading them out are used through 
interactions. I think interactions are more important for students’ learning.  
 May I make a little boast? Michael Long, who was featured in Professor Kensaku Yoshida’s presentation, brought 
up “interaction” from around 1980. I myself started talking about it in Japan around that time. Speaking from that 
position, I feel a little sad, wondering why interactive activities are not conducted more often. While a group at Sophia 
University suggests the idea of CLIL, textbooks cover various themes for students including cross-cultural 
understanding, environmental issues, and issues for peace. Interactive activities in which teachers ask students for 
their opinions on those topics and make them present their opinions should be engaged in more often. 
 Yesterday, I read an article on a talk between Mr. Kogo, a Senior Specialist for Curriculum at NIER, and Ms. 
Nunomura, a teacher at Ryogoku High School in Tokyo. In the talk, Ms. Nunomura said, “The matter is globalization 
of schools themselves. ……However, when teachers are busy with their job every day, they do not have opportunities 
to contact people from abroad or happen to be in a situation in which they have to speak English. People who really 
need English skills are those who work outside school. We English teachers have few opportunities to speak English, 
though we want to work using English. This is the current situation.” I myself work at Kansai Gaidai University, but 
I wonder how many chances to speak English I have a week. I think English teachers at school themselves must be 
globalized the most, and they should show how they use English to students of elementary school.  
 I will go back to Professor Yoshida’s speech. We work hard every day to speak English better and improve our 
pronunciation. However, I believe it is useful to show our present English ability to students as a model of a learner 
who continues to learn English, though our English is not a perfect model. 
 As I mentioned earlier on Benesse’s statistics, junior high and high schools that conduct discussions in class 
account for only around 20 to 30 percent of the total. According to a survey of 70,000 students in the ninth grade of 
high school, which was released by MEXT around last March, their English ability is at the level of the ninth grade, 
which can be easily understood as the level of Grade 3 on the EIKEN Test.  
 I would like to say something to the English teachers and publishers here today. While teachers are trying to 
improve their current English ability continuously, I would like to further spread the message of conducting classes 
making use of their own English ability. I expect that the Course of Study that support or widely advertise this 
message will be issued.  
 My workplace is in Hirakata. I saw a rainbow yesterday for the first time in decades while on a train from Hirakata 
to Kyoto, after the rain had stopped. What’s more, it was a double rainbow. Though I have heard the Tokyo area was 
hit by heavy snow yesterday, I hope that the future of English education in Japan will be hopeful, just like those 
rainbows. To achieve this, I would like to work hard, together with classroom teachers of elementary school who can 
change English education in Japan the most, teachers with single subject teaching credential who will increase, and 
English teachers at junior high and high schools.   
 I would now like to close the panel discussion. I appreciate everyone’s kind attention. 
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